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第調図　第随一院号健贋跡実測図

穫羞　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中鼠焼士粒子少量，ローム中ブロック微量
2　暗　褐　色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック・焼吊針子少量，ローム申ブロック微量

3　黒　褐　色　焼士粒子・炭化粒子もローム粒子少量，ローム中ブロック微量

4　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

遺物　土師器片　点　須恵器片器点が出土している。第205回且の恥　2の嚢は北壁付近床面から出土してい

る。

所農　本跡は，遺物や重複関係から見て竃が存在する時期のものと考えられるが，竃の粘土や焼土等の散らば

りが確認できないため，一般的な住居以外の用途に使用した可能性も考えられる。本跡の時期は，遺構の形

態及び出土遺物から平安時代（9世紀後半）と思われる。

第95－B号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第2 0 5図 杯 A ［13．2］ 底部か ら目線部 片。平底。体部 は ＝縁 部及び体部内 ・外面 ロク ロナ パ ミス ・礫 ・針状 P 4 8 1　　 70％
1 須 恵 器 B　　 5．2 直線的 に立 ち上 が り，その ままロ デ。底部 回転 へラ切 り後ナデ調整。 鉱物 床面

C　　 6．1 緑 端部 に至 る。 灰 色

普通

P L 7 6

2

聾 A ［21．2］ 目線 部片。目線部 は外反 し，端部 ＝縁部内 ・外 面横 ナデJ 石英 ・雲母 P 48 2　　 1 0％
土 師 器 B （4．2） を上 方につ まみ上 げる。 赤色

普通

床 面

P L 76
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第205図　第95－B号住居跡出土遺物実測図

第96号住居跡（第206図）

位置　調査区の南西部，F4g。区。

重複関係　本跡は，第98号住居跡と第94－B号住居跡を掘り込んでおり，西部を第94－A号住居跡に掘り込まれ

ていることから，第98号住居跡と第94－B号住居跡より新しく，第94－A号住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸5．84m，短軸5．70mの方形である。

主軸方向　N－220－W

壁　壁高は16～42cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認された壁下には，東壁の一部を除いて壁溝が巡っており，ほぼ全周するものと思われる。上幅約22

cm，下幅約14cm，深さ約8cmで，断面形はU字形である。

貯蔵穴　南西コーナーに付設され，長径104cm，短径72cmの不整楕円形で，深さは49cm，断面形は揺り鉢形で

ある。

貯蔵穴土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロック少量

2　黒　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量

3　褐　　　色　黒色土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ピット　9か所（Pl～P。）。P．～P4は径68～100cmの不整円形，深さ60～88cmで，配置や深さから主柱穴と思

われる。P5は径28cmの円形，深さ32cmで，出入り口ピットと思われる。P6～P9は径36～74cm，深さ20～71

CⅡIの不整楕円形で，性格は不明である。

竜　北壁中央部に付設されており，白色粘土と凝灰岩で構築されている。右袖には凝灰岩の切石が芯材として，

火床部中央には太さ5cmの支脚がそれぞれ立てられている。火床部はわずかに皿状に掘り窪められている。

煙道部は壁外へ18cm突出し，壁の内側からゆるやかに外傾して立ち上がる。

寵土居解説

1黄　褐　色　ローム小ブロック・灰多量，炭化粒子・ローム中ブロック・ローム粒子少量

2　赤　褐　色　炭化物・ローム大・中ブロック・粘土粒子・灰多量

覆土　4層からなる人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　焼土粒子・ローム中ブロック中量，炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　鈍い黄褐色　焼土粒子・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

3　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化粒子・ローム大・中ブロック少量

4　極暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
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第206図　第96号住居跡実測図
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第調図　第粥考健贋跡出藍遺物実測図佃
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第208図　第96号住居跡出土遺物実測図（2）

第96号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第 20 7図 杯 A　 14．8 口緑部一部 欠損。丸底。体部 は内 ロ緑 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 長石 ・礫 P 4 8 3　 ‘90％

1 土 師 器 B　　 5．1 管 して立 ち上 が り，口緑端部 に至 へ ラ磨 き，外面へ ラ削 り。 橙色 覆土下層

る。 普通 P L 76

2

杯 A　 14．2 底 部か ら口緑部片 。丸底。体部 は 口縁部 内面剥離，外面横 ナデ。体 長石・石英 ・パ ミス P 4 84　　　 70％
土 師 器 B　　 4．7 内攣 して立 ち上が り，口縁部 との 部 内面刺 堆，外面へ ラ削 り。 明赤褐色 床面

境 に稜 を持つ。口縁部 は外 反する。 普 通 P L 76

3

杯 A　 12．1 口縁部 一部欠損。丸底 。体部は内 ロ縁部内面剥 離，外面横 ナデ。体 石英 ・長 石 P 4 85　　　 7 0％
土 師 器 B　　 5．6 攣 して立 ち上が り， 口緑 部はわず 部内面剥離 ，外面ナデ。底部租 い 鈍 い橙色 覆土下層

か に内傾 する。 ヘ ラ削 り調整 。 普通 P L 7 6

4

杯 A ［12．8］ 底部か ら口緑 部片。丸底 。体部は 口緑 部内 ・外 面横 ナデ。体部内面 石英 ・スコ リア P 48 6　　　 60％
土 師 器 B　　 4．5 内野 して立 ち上が り， 口緑 部 との 剥 離，外面へ ラ削 り。 橙色 床 面

境 に稜 を持 つ。ロ緑 部は外反す る。 普通 P I．76

5

蓋 A ［14．5］ 口縁部か ら天井 部片。天井部 は平 天井 部左 ロクロ回転へ ラ削 り。口 石英 P 4 88　　　 70％
須 恵 器 B　　 4．8 過 で，内暫 しなが ら口縁端部 に至 緑部 内 ・外面及 び体部 内面 ロタ ロ 灰 色 床面

り，口縁 部 との境 に鈍 い稜 を持つ。

口緑 部はわず かに開 き，端部 に段

を持 つ。

ナ デ。体 部内面 に仕上 げナデが施

され る。

良好 P L 76

6

蓋 B （3．6） 天井 部片。天井部 は ドーム状で， 天井部内面 ロ クロナデ，外 面回転 パ ミス ・長石 P 4 89　　　 6 0％
須 恵 器 内野 しなが ら口縁端部 に至 り，口

縁部 との境 に明瞭 な稜 を持つ。

ヘ ラ削 り。 褐灰色

良好

床面

7

椀 A　 11．8 底部か らロ緑 部片。平底 。休 部は 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体部 内 ・ 長石 ・石英 ・礫 P 49 0　　　 8 0％
土 師 器 B　 l O．0 球形状で，口緑部 は短 く外傾す る。 外 面へ ラ削 り。 口緑 部か ら体部上 赤色 床面

C　　 5．7 半赤 彩。 普通 P 1－76

8

高　　 珂こ

土 師 器

B （9．0） 脚部か ら体部 片。脚 部は円錐形で， 坪体 部内面ナ デ，外面 へ ラ削 り後 雲母 ・パ ミス P 4 9 1　　 50％
D　　 6．4 据部で大 き く開 く。杯体部 は内攣 ナ デ。 脚部内面 ナデ，外 面縦位の 橙 色 覆土 下層
E ［1 1．8］ して立ち上が る。 ヘ ラ磨 き。 普通 P L 76

9

嚢 A ［22．4］ 体 部か ら口縁部片 。体 部は内暫 し 口緑部 内 ・外 面横ナデ。体 部内面 ス コリア ・石英 ・ P 4 92　　　 40％
土 師 器 B （16．6） て立 ち上が り， 口綾 部は短 く外傾

す る。

ナデ，外面 へ ラ削 り後 ナデ。 パ ミス ・長石 ・礫

明赤 褐色

普通

覆土 下層

1 0

棄 A ［15．8］ 体部 から口緑 部片。体部 は内暫 し 口緑 部内 ・外 面検 ナデ。体部 内面 長石 ・石 英 ・パ ミ P 4 93　　　 2 0％
土 師 器 B （1 2．7） て立 ち上が り，口緑部 は 「く」の

字状 に外反す る。

ナデ，外面へ ラ削 り。 ス ・礫

橙色

普通

覆土下層

1 1

甑 A　 2 1．1 底 部か ら口縁部 片。 2 孔式。休 部 口縁 部内 ・外面横 ナデ。体 部内 ・ 雲母 ・石英 ・パ ミ P 494　　　 80％
土 師 器 B　 26．8 は内 野気 味 に直線 的 に立 ち上 が 外面 へラ磨 き。底部孔周 囲へ ラ削

り。
ス ・礫 覆土下層

C　　 9．5 り，口縁部 は外反 する。 橙 色

普 通
P L 76

第 20 8図 手捏土器 A ［9．2］ 底部 か らロ緑部片。 平底 。体部 は 口緑部及 び体 部内 ・外面 ナデ。体 礫

黄橙 色

普通

P 4 95　　　 4 0％
12 土 師 器 B　　 4．9

C ［7．1］

直線 的に立ち上が り，口緑 端部 に

至 る。

部内 ・外面 に輪積 み痕 を残す。 覆土 中

13

手 捏土器 A ［1 0．4］ ロ綾部一 部欠損。突出気味の平底。 ロ綾 部及 び体部上 位内 ・外面横 ナ ス コ リア ・石英 ・ P 4 96　　　 8 0％
土 師 器 B　　 5．2

C　　 5．7

体部 は直線 的に立 ち上が り，その

まま日録端部 に至 る。

デ，下位ナデ。 パ ミス ・雲 母 ・礫

鈍い黄褐色

普通

覆土下層

－240－



図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
長 さ（cm） 幅　 ′（cm） 厚 さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第208図14 紡　 錘　 車 6．2 6．2 3．4 0．8 1 29．0 東 壁 際 床 面 D P4 1

15 土　　　　 玉 3．7 3．6 3．7 0．9～ 1．1 4 5．5 南 壁 際 床 面 D P4 2　PL l 15

遺物　土師器片932点，須恵器片7点，縄文e弥生土器片3点，軽石1点が出土している。第207e208図1の

杯，11の甑は竃前覆土下層から，2の杯，6の須恵器蓋は南西コーナー付近床面から，3の杯は西コーナー

付近覆土下層から，4の杯，5の須恵器蓋，14の紡錘車は東壁際床面から，7の椀は南東コーナー付近床面

から，8の高塚はピット内覆土中から，9の嚢は散在した状態で覆土下層から，10の嚢は中央部覆土下層か

ら，13の手捏土器は西壁付近覆土下層から，15の土玉は南壁床面から，12の手捏土器は覆土中からそれぞれ

出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（6世紀前半）と思われる。

第卵号住居跡（第209図）

位置　調査区の南西部，F4i2区。

重複関係　本跡は，第98号住居跡の南西部を掘り込んでおり，東部を第99号住居跡に掘り込まれていることか

ら，第98号住居跡より新しく，第99号住居跡よりも古い。

規模と平面形　遺存する西壁から推定するとタ　一辺4．36mの方形あるいは長方形と思われる。

主軸方向　N－150－W

壁　壁高は40cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　確認された壁下には，北壁を除いて壁溝が巡っている。上幅約12cm，下幅約6cm，深さ約5cmで，断面

形はU字形である。

床　平坦で，全体的に軟らかい。

ピット　7か所（Pl～P7）。Pl，P2は径28～46cmの不整円形，深さ70～76cmで，配置や深さから主柱穴と思

われる。P3は径22cmの円形，深さ17cmで，位置と形状から出入り口ピットと思われる。P4～P7は径34～66

cmの不整円形及び楕円形，深さ19～31cmで，性格は不明である。

埴　北壁中央やや西寄りに付設されている。砂粒まじりの白色粘土と凝灰岩の切石で構築されている。左袖部

先端に凝灰岩の切石が立てられ，そのまわりに，崩落した粘土が残っている。火床部の掘り込みは見られな

い。煙道部は壁外に28cm程突出し，ゆるやかに外傾して立ち上がる。

覆土　4層からなる人為堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・ローム小ブロック中量，炭化粒子・ローム中ブロック少量
2　黒　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

3　褐　　　色　ローム大ブロック中量，ローム小プロツグ・ローム粒子少量

4　灰黄褐色　′焼土中ブロック・白色粘土粒子少量

遺物　土師器片131点が出土している。第210図1の土師器甑は竃前覆土下層から，2の須恵器盤は覆土中から

それぞれ出土している。

所凰　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から奈良時代（8世紀頃）と思われる。
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第209匪i　第97号住居跡実測区

第270匪　監野号住居跡出土遣物実測駒
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第97号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第21 0図 甑 A ［2 7．6］ 底部か ら体部 片。無底式。体 部は 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体部内 ・ 石英 ・雲母 P 4 9 7　　　 30％

1 土 師 器 B　 2 9．8 直線的 に立 ち上が り， 目線部 は外 外 面ナデ。底部孔周 囲へ ラ削 り。 鈍い橙色 覆土 下層

C ［13．5］ 反す る。日録端部 をつ まみ上げ る。 普通 P L 76

2

盤 B （1．8） 高台部片。直線 的に開 く高台 が付 底 部 回転 へ ラ削 り後 高 台貼 り付 長石 ・針状鉱物 P 4 98　　 10％
須 恵 器 D ［1 4．1］

E　 l．1

く。 け。 灰 色

普通

覆土 中

P L 7 6

第98号住居跡（第211図）

位置　調査区の南西部，F4i3区。

重複関係　本跡は，第96号住居跡，第97号住居跡及び第99号住居跡にそれぞれ掘り込まれており，3軒の住居

跡よりも古い。

規模と平面形　遺存する東コーナー及び西コーナーから推定すると，一辺5．26mの方形あるいは長方形であ

る。

第2m図　第98号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

」　　⊥」
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主軸方向　N－380－E

壁　壁高は30cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認された壁下には，壁溝が巡っている。全周するものと思われる。上幅約10cm，下幅約4cm，深さ約

4cmで，断面形はU字形である。

床　平坦で，全体的に踏み固められている。

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P。は径22～40cmの不整円形，深さ48～74cmで，配置や深さから主柱穴と思

われる。P4～P6は径24～48cm，深さ9～16cmで，性格は不明である。

炉　2か所。炉1は中央から北東壁寄りに位置し，長径76cm，短径42cmの楕円形で，床面を5cm程掘り窪めた

地床炉である。炉床は赤変硬化している。炉2は炉1の南寄りに位置し，径48cmの円形で，床面を8cm程掘

り窪めた地床炉である。炉床は赤変硬化している。

炉1・炉2上層解説

1　赤　褐　色　焼土大・、中ブロック・焼土粒子多量

2　暗　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子多量

3　黒　　　色　含有物なし

覆土　2層からなる自然堆積である。

色
色

褐
褐

説
暗
暗

解層

　

1

　

2

土

ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量

焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大ブロック微量

遺物　土師器片224点，須恵器片4点，弥生土器片1点，石英　片1点，軽石1点が出土している。第212図1

の杯は北東壁付近床面から，2，3の杯は東コーナー覆土下層から，4の嚢は中央部床面からそれぞれ出土

している。5の甑は流れ込みと思われる。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代中期（5世紀末～6世紀初頭）と思われる。

第98号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第21 2図 杯 A　 15．6 口縁部一部欠損 。平底気 味の丸底。 目線部 内 ・外 面横ナデ。体部 内面 石英 ・スコ リア
I
P 49 9　　　 9 5％

1 土 師 器 B　　 5．9 体部 は内攣 して立ち上が り，その ヘ ラ磨 き，外 商へ ラ削 り後磨 き。 明赤褐色 床面

まま口縁端部 に至 る。内面に鈍い

稜 を持つ。

普通 P L 7 7　底 面 に

ヘ ラ記号あ り

2

杯 A　 1 6．2 目線部一部欠損。 丸底 。体部は内 目線部内 ・外面横 ナデ。体部内面 スコリア ・石 英 P 50 0　　　 80％

土 師 器 B　　 6．1 攣 して立 ち上が り，口縁 部は外傾 磨 き，外面粗 いヘラナデ。 鈍 い赤褐色 覆土下層

する内面 に稜 を持つ。 普通 P L 77

3

杯 A　 15．2 底 部か ら目線部片。丸底 。体 部は 口縁 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 パ ミス ・礫 P 50 1　　 70％

土 師 器 B　　 6．5 内攣 して立ち上が り， そのまま口 ヘラ磨 き，外面剥離。 橙色 覆土 下層

緑端 部に至る。 普通 P L 77

4

聾 B （9．6） 底 部か ら体 部片。平底。体部 は内 体 部内面へ ラ削 り，外面剥 離。 長石 ・石英 P 5 02　　　 4 0％

土 師 器 C ［9．0］ 攣 して立ち上が る。 赤色

普通

床面

P I．77

5

甑 A ［19．0］ 底部 か ら目線 部片。無底式。体部 口縁 部内 ・外面横ナ デ。体 部内面 ス コリア ・石英 ・ P 5 03　　　 4 0％

土 師 器 B　 2 0．9 は内攣気 味に立ち上が り， 目線部 ナデ，外 面へ ラ削 り。 長石 ・パ ミス ・礫 床面

C ［9．0］ は短 く外反 する。 黄橙 色

普通

P L 7 7
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第212図　第98号住居跡出土遺物実測図

．

10cm

ト　　　I l

第99号住居跡（第213図）

位置　調査区の南西部，F4i。区。

重複関係　本跡は，第97号住居跡及び第98号住居跡を掘り込んでおり，第97号住居跡及び第98号住居跡よりも

新しい。

規模と平面形　長軸3．9m，短軸3．5mの長方形である。

主軸方向　N－130－W

壁　壁高は35cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　確認された壁下には，北壁を除いて壁溝が巡っている。上幅約12cm，下幅約6cm，深さ約2cmで，断面

形はU字形である。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ピット　3か所（Pl～P。）。Pl～P3は径20～74cJnの不整円形，深さ18cm程で，性格は不明である。

寵　北壁中央やや西寄りに付設されている。砂粒まじりの白色粘土と凝灰岩で構築されているが，遺存状況が

悪く，粘土及び凝灰岩は風化の過程で周りに広がってしまい，袖部は残っていない。火床部は12cm程皿状に

掘り窪められている。煙道部は壁外へ40cm程突出し，壁の内側からゆるやかに外傾して立ち上がる。
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第割　図　第約号住居跡実測図

覆土　3層からなる人為堆積である。

色
色
色

褐

説
褐
黒
褐

解層

　

1

　

2

　

3

土

ローム中・小ブロック多鼠　焼土粒子・炭化粒トローム粒子少量

ローム中ブロック・白色粘土粒子多量，ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子多鼠　ローム大ブロック少量

評

　

の

　

掴

　

め

　

　

の

　

倹

0　　　　　　　2m

」－－l＿一二、＿，一一∴二一。＿＿二

遺物　土師器片27点須恵器片視点縄文土器片　息不明鉄製品片1点が出土している。第214の215図4，5

の須恵器乳　8の須恵器盤，10の砥石は，竃前覆土下層から，12の銑鉄は同覆土中層から，7の土師器嚢は

竃内覆土中から，1の土師器杯は北壁付近覆土中層から，2の土師器埠は同覆土中層から，13の刀子は同床

面から，9の砥石は中央部覆土下層から，11の砥石は南西コーナー付近床面から，3の土師器杯は覆土中か

らそれぞれ出土している。

所農　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から平安時代（9世紀後半）と思われる。

第99号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第214図 杯 A ［12．2］ 日録 部一部欠損。平底 。体部 は内 日録部及 び体 部内面へ ラ磨 き，外 雲 母 P 50 4　　　 9 0％
1 土 師 器 B　　 4．4 攣 して立ち上が り， そのま ま目線 面 ロクロナデ。体 部下端回転へ ラ 橙色 覆土中層　 体部

C　　 6．1 端部 に至る。 削 り。底部手持 ちへ ラ削 り調整。

内面黒色処理。

普通 外面墨書 「□方」

P L 7 7

2

杯 A ［13．0］ 底部 か ら口縁 部片。平底。体 部は 目線 部及 び体部 内面へラ磨 き，外 石英 P 50 5　　　 50％
土 師 器 B　　 4．2 内攣 して立 ち上が り，そ のまま日 面 ロ クロナ デ。体部下端 回転へ ラ 鈍い橙色 覆土中層

C ［5．6］ 緑端部 に至 る。 削 り。底部回転へ ラ削 り調 整。内

面黒色 処理。

普通 P L 77

3

杯 A ［13．6］ 底 部か ら口縁部片。平 底。体部 は 日経部 及び体部内面へ ラ磨 き，外 ス コリア ・石英 ・ P 5 06　　　 30％
土 師 器 B　　 5．5 直線的 に立 ち上が り，その まま口 南 口クロナデ。体部下端手持 ちへ パ ミス・長石 ・雲母 覆土 中

C　 13．4 縁端 部に至 る。 ラ削 り。底 部回転へ ラ切 り後へ ラ

削 り。

鈍 い黄橙色

普通
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第214図　第99号住居跡出土遺物実測図（1）
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ミ）　　′一二　　・三

第劉　図　第鍋考健腰掛出藍遺物実測図摺）

10cm

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎士・色調・焼成 備　　 考

4

林 Å［13．6］底部から目線部片。平底。体部は 目線部及び体部内・外面ロクロナ 石英・長石・針状 P507　　　20％

須恵器 B　　∴1．7 直線的に立ち上がり，目線部はわ デ。底部手持ちへラ削り。底部周 鉱物 覆土下層　底部にヘラ

C ［7．0］ずかに外反する。 縁回転へラナデ。 黄灰色　普通 記号あり　PL77

5

林 A ［13．6］底部から口縁部片。平底。体部は 目線部及び体部内・外面ロクロナ 礫・針状鉱物 P508　　 15％

須恵器 B　　も6 直線的に立ち上がり，日縁端部で デ。底部回転へラ切り。底部周縁 灰色 穫土下層

C ［6．7］わずかに反る。 回転へラ削り。 普通 PL77

6

杯 B （2．6）底部から体部片。平底。体部は直体部内・外面ロクロナデ。底部回 石英e針状鉱物 P509　　 10％

須恵器 C　　5．8 線的に立ち上がる。 転へラ切り。 灰色

普通

覆土下層

7

聾 A　17．6 体部から口縁部片。体部は内攣し目線部内・外面横ナデ√体部内・雲母・右・英・パミP510　　 10％

士師器

l

B （8。4）

l

て立ち上がり，目線部は外反する。外商ナデ。

i

ス・スコリア 竃内覆土中

目線端部を上方につまみ上げる。 褐灰色　普通 PL77

8

盤 B （2．9）高台部片。「ハ」の字状に開く高 底部回転へラ削り後高台貼り付 長石・石英・雲母 P511　　 50％

須恵器 D　　9．9

E　 l．4

台が付く。 け。 灰黄色

普通

覆土下層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出土地点 備　　　　 考
長さ（cm）幅 （cm）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第214図9 砥　　　　 石 10．2 4．2 4．4 － 180．4 凝　 灰　 岩 中央部覆土下層 Q55　PLl19

10 砥　　　　 石 4．6 3．2 3．6 － 51．2 凝　 灰　 岩 竃前覆土下層 Q56　PLl19

11 砥　　　　 石 17．7 6．8 2．5 － 321．7 凝　 灰　 岩 南西コーナー床面Q57　PLl19

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　 考
長さ（cIB）幅 （cm）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第215図12 鉄　　　　 鉱 4．3 10．0 0．6～0．8 － （37．8）竃前覆土中層 M21　PL124

13 刀　　　　 子 0 ．71 1．0 0．4 － （10．2）北壁付近床面 M22　PL123

第臓号健腰跡　第飢固）

位置　調査区の中央部，E311月互。

重複関係　本跡は，第101号住居跡の南西部を掘り込んでいることから，第101号住居跡よりも新しい。

規模と平面形　長軸5。08m，短軸5。03mの方形である。

主軸方向　N－140－W

壁　壁高は53～62cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周する。士幅的14cm∴卜幅約7cm言采さ約8crnで，断面形はU字形及び逆台形である。

貯蔵贋　南西コーナーに付設され，径72cmの円形，深さは60cm，断面形は揺り鉢形である。
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第割　図　第柑考住居跡実測図

床　平坦で，中央部は踏み固められている。北東コーナー部及び南東コーナー部は締まりがなく柔らかである。

P5及び貯蔵穴の周囲には，幅30－62cm，高さ3～5cmの馬の背状の高まりが認められる。貯蔵穴北側の高

まりは地山をそのまま掘りとらずに残すことで構築している。北壁，東壁からPlに向かって，南壁，西壁

から中央に向かって各1条ずつ溝が延びている。上幅約20cm，下幅約8cm，深さ10～14cm，長さ80－105cm

で，断面形はU字形である。

ピット　5か所（Pl～P5）。P，～P4は径32～45cmの不整円形，深さ47－55cmで，配置や深さから主柱穴と思

われる。P5は径28cm，深さ25cmで，出入り口ピットと思われる。

－249－



炉　中央から北寄りに位置し，長径100cm，短径65cmの楕円形で，床面を7cm掘り窪めた地床炉である。炉床

は赤変硬化している。

炉土層解説

1暗赤褐色　粘土小ブロック多量

2　黒　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子・ローム中ブロック少量

覆土　7層からなる人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　黒　褐　色

7　黒　　　色

ローム粒子中量，ローム大ブロック少量

ローム粒子中量

ローム中・小ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロック少量

ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量，ローム大ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子多量

ローム小ブロック・ローム粒子中量

ローム粒子少量

遺物　土師器片1491点，須恵器片12点，縄文e弥生土器片6点，貝片（オオアカフジツボ）1点が出土してい

る。第217。218図1の椀，4の高杯，16の有孔円板は南壁付近覆土上層から，9の嚢は東壁付近覆土下層，15

の石製模造品，17，18の有孔円板は同覆土上層から，6の高塚は北壁付近床面から，13の嚢は同覆土中層か

ら，2の高杯，14の尖頭器は西壁際覆土上層から，5の高塚は北西コーナー床面から，8の相は同覆土上層

から，3の高塚は散在した状態で床面から，11，12の嚢は同覆土下層から，7の相は南東コーナー覆土上層

から，10の嚢は中央部覆土下層からそれぞれ出土している。14の尖頭器は流れ込みと思われる○

所凰　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代中期（5世紀前半）と思われる。

第100号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第21 7図 椀 A　　 8．8 口縁部一部欠損。平底気 味の丸底 。 目線部 内 ・外 面横 ナデ。体部 内面 石英 ・雲母 P 51 2　　　 9 5％

1 土 師 器 B　　 6．7 体部は内攣 して立 ち上が り， 口縁 ナデ，外面 へラ削 り。 橙色 覆土上層

部は短 く外反す る。 普通 P L 7 7

2

高　　 杯 B （1 0．3） 脚部片。脚部 は円筒状 で，下位で 脚部外面へ ラ磨 き。裾部内 ・外面 スコ リア ・雲母 ・ P 51 3　　　 60％

土 師 器 D　 1 3．9

E　　 8．2

「ハ」の字状 に大 き く開 く。 横ナ デ。 パ ミス ・長 石

明赤褐色

普通

覆土上層

3

高　　 杯 B （1 3．1） 脚部か ら杯部片。脚部 は円筒状 で， 球体部 内面 へラ磨 き，外面へ ラ削 長石 ・スコ リア ・ P 51 4　　　 50％

土 師 器 D　 1 7．0 下位で大 き く「ハ」の字状に開 く。 り後 ナデ。脚 部内面ナデ，外面縦 石英 床 面

E　　 8．8 杯部は内攣 して立 ち上 が り，外面 位のヘ ラ磨 き。裾 部内南棟ナ デ，
く

橙色 P L 7 7

下位に鈍い稜 を持つ。 外面横 ナデ後 へラ磨 き。 普通

4

高　　 士不 B （1 1．2） 脚 部か ら杯部片。脚部 は円筒状 で， 脚部内面 ナデ，外 面縦位のへ ラ磨 長石 ・スコ リア ・ P 51 5　　　 4 5％

土 師 器 E （7．7） 中位に円孔が 1 か所穿 たれ る。杯 き。球体部 内面剥 離，外面ナ デ。 石英 覆土上層

部は下位に鈍い稜 を持 ち，内攣 し

て立ち上が る。

鈍 い橙色

普通
P L 7 7

5

高　　 塚 A　 2 2．9 杯 部片。杯部 は内攣 して立ち上が 口縁部内 ・外 面横 ナデ。体部 内面 石英 ・長石 ・ス コ P 51 6　　　 4 5％

土 師 器 B （ 7．5） り下位に斜め下方 に突出する段 を ナデ，外面縦位 のヘ ラ磨 き。 リア 床面

持 つ。口縁部 は外反す る。 鈍 い橙色

普通
P L 7 7

6

高　　 杯 D　 1 3．8 脚 部片。脚部 は円筒状 で，下位で 脚部外面縦位 のへラ磨 き。裾部内 ・ 雲母 ・スコ リア ・ P 51 7　　　 4 5％

土 師 器 E （8．6） 大 きく 「ハ」の字状 に開 く。 外面横ナ デ。 パ ミス ・礫 ・石英

明赤褐色

普通

床 面

7

堵 A　　 8．9 目線 部一部欠損。平底。 体部は算 目線部上半 内・外面横ナ デ，下半内 礫 ・石英 P 51 8　　　 90％

土 師 器 B　　 9．3 盤 玉状で　 目線準 はわずかに内攣

気 味に外傾す る。

面へ ラ磨 き，外面へ ラナデ。体部 橙色 覆土上層

C　　 4．0 外面上半へ ラナデ，下半へ ラ削 り。 普通 P L 7 7

8

柑 A　 l l．8 体部 か ら目線部片。体部 は球形状 目線部内面横 ナデ，外 面上半横ナ 石英 ・長石 P 51 9　　　 50％

土 師 器 B （1 1．4） で口縁 部は外傾す る。 目線 部外面 デ，下半縦位 のへ ラ磨 き。体部外 鈍 い褐色 覆土上層

中位 に沈線 を巡 らす。 面へ ラ磨 き。 普通
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第217図　第100号住居跡出土遺物実測図（1）
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第218図　第100号住居跡出土遺物実測図（2）
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

9

嚢 A ［20．0］ 目線 部一部欠損 。平 底。体部 は内 目線 部内面積ナデ，外 面横 ナデー 長石 ・石英 P 520　　　 80％
土 師 器 B　 23．1 攣 して立ち上が り，最大径 を中位 部へ ラ磨 き。体部内面 ナデ，外 面 鈍 い褐色 覆土下層

C　　 5．4 に持 つ。目線部 は 「く」の字状 に

外傾 し端部で強 く外 反する。

パ ケナデ。 普 通 P I．78

10

嚢 A　 16．5 体部一 部欠損。平底。体 部は内攣 日録部 内 ・外 面横ナデ。体部 内面 長石 ・ス コリア P 521　　 70％
土 師 器 B　 30．7 して立 ち上が り，最大径 を中位 に ナデ，外面 へ ラ削 り。 橙色 覆土下層

C　　 6．6 持つ。 日経 部は 「く」 の字状に外

反す る。

普通 PL 7 7

第218図 嚢 A　 17．7 体部か ら口緑 部片。体部 は内攣 し 口緑 部 内 ・外 面横 ナデ 後 へ ラ磨 ス コリア・パ ミス ・ P 52 2　　　 50％

11 土 師 器 B （15．0） て立 ち上が り，日録 部は外反す る。 き。体部内面 ナデ，外面へ ラ削 り 石英 e礫 覆土下層

口緑部 は複合 目線 を呈す る。 後へ ラ磨 き。 鈍い橙色

普通

P L 7 7

12

嚢 A ［17．4］ 体部か ら日録 部片。体部 は内攣 し 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 長石 ・パ ミス P 52 3　　　 20％
土 師 器 B （24．3） て立ち上が り，目線 部は外傾す る。 ナデ，外面へ ラナデ。 鈍い褐色

普通

覆土下層

P I．78

1 3

嚢 A ［15．1］ 体 部か ら口縁部 片。体部 は内攣 し 口縁部 内 ・外面横 ナデ。体 部内 ・ 石 英 P 524　　　 20％
土 師 器 B （16．2） て立ち上が り，目線部 は外傾 する。 外面 ナデ。体部内面 に輪積 み痕 を

残す。

鈍 い橙 色

普通

覆土 中層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考
長さ （cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第218図14 尖　 頭　 器 （4．8） 1．9 0．9 － （8．9） 安　 山　 岩 西壁付近覆土上層 Q 58

15 石 製 模 造 品 3．9 1．8 0．7 0．2～0．4 6．2 滑　　　　 石 東壁付近覆土上層 Q 59　P L l 19

16 有　 孔　 円　 板 2．4 （2．2） 0．4 0．2 （2．8） 滑　　　　 石 南壁付近覆土上層 Q 60　P L l 18

17 有　 孔　 円　 板 2．5 3．0 0．4 0．3 5．2 滑　　　　 石 東壁付近覆土上層 Q 61 P L 1 18

18 有　 孔　 円　 板 3．8 5．9 0．4 0．3 12．3 滑　　　　 石 東壁付近覆土上層 Q 62　P L 1 18

第柑号健贋跡（第219図）

位置　調査区の中央部，E3g8区。

重複関係　本跡は，南西部を第100号住居跡に掘り込まれ，第102号住居跡の南西部を掘り込んでいるところか

ら，第100号住居跡よりも古く，第102号住居跡よりも新しい。

規模と平面形　長軸3．28m，短軸2．99mの方形である。

主軸方向　N－30－E

壁　壁高は38cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認された壁下には，北壁の一部を除いて壁溝が巡っている。上幅約8cm，下幅約4cm，深さ約4cmで，

断面形はU字形である。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ぽット　Plは長径58cm，短径44cmの楕円形，深さ19cmで，配置や深さから出入り口ピットと思われる。

電　北壁中央部に付設されている。白色粘土で構築されていたと思われ，粘土ブロック及び粒子を確認するの

みで，遺存状態は悪い。煙道部は20cm程壁外へ突出し，壁の内側からゆるやかに外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1　黒　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，粘土大ブロック少量

2　黒　褐　色　ローム大ブロック多量，ローム粒子少量

3　黒　褐　色　焼土中・小ブロック・ローム中ブロック中量，炭化粒子少量
4　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土大ブロック少量

5　黒　褐　色　焼土大・中・小ブロック・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量
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第割　図　第柑　◎柑号住居跡実測図
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覆土10層からなる人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム大・小ブロック・ローム粒子少量

2　黒　褐　色　焼土中ブロック・炭化粒子・ローム大・中ブロック少量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土中ブロック微量

4　黒　褐　色　焼土中ブロック・ローム粒子少量

5　黒　褐　色　ローム大・中ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子少量

6　黒　褐　色　ローム中・小ブロック・粘土中ブロック少量

7　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロック少量

8　黒　褐　色　ローム粒子多量

9　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

10　黒　褐　色　焼土粒子・ローム粒子中量

－254－
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第220図　第101号住居跡出土遺物実測図

第101号住居跡出土遺物観察表

二≒≡≡　ノデ。
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図版番号器　種計測値（Ⅷ）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第220図杯A　12．7底部から口線部片。平底。体部はロ緑部及び体部内面へラ磨き，外雲母・パミスP527　　　80％

1土師器B　　4．2内轡して立ち上がり，そのままロ面ロクロナデ。体部下端回転へラ鈍い褐色 覆土中層

C　　5．4縁端部に至る。 削り。底部回転へラ切り後無調整。

内面黒色処理。

普通 PL78

2

坤：A［12．6］底部から口縁部片。平底。体部はロ緑郎及び体部内面へラ磨き，外雲母 P528　　　50％
土師器B　　4．2内攣して立ち上がり，そのまま口面ロタロナデ。体部下端回転へラ鈍い褐色 覆土下層

C［5．5］緑端部に至る。 削り。底部回転へラ切り後へラナ

デ。内面黒色処理。

普通 PL78

3

杯B（2．9）底部から体部片。平底。休部は直体部内・外面ロクロナデ。底部回長石・石英 P529　　　40％
土師器C　　7．7線的に立ち上がる。 転へラ削り調整。二次底部面を残鈍い橙色 覆土下層

す。 普通 PL78
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図版番号 券　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

4

杯 A ［13．6］ 底部か ら目線部 片。平底。体 部は 日縁 部及び体部内 ・外面 ロ クロナ ス コリア ・石英 e P 5 30　　　 40％
須 恵 器 B　　 4．7 直線的に立 ち上 が り， 目線端部 で デ。底部 回転 へラ切 り後ナ デ調整。 礫 ・針状鉱物 覆土下層　底部にヘラ

C　　 6．6 わずかに反 る。 黄灰 色　 普通 記号あり　PL 78

5

高 台付 杯 B （1．5） 高台 部片。 「ハ」の 字状 に開 く高 底 部 回転 へ ラ切 り後 高 台貼 り付 礫 ・パ ミス P 53 1　　 20％
土 師 器 D　　 7．2

E　 l．1

台が付 く。 け。 灰黄褐色

普通

覆土上層

6

嚢 A ［21．4］ 体部 か ら目線 部片。体 部は内攣 し 目線部内 ・外面横 ナデ。体部 内 ・ 雲母 ・石英 P 53 2　　　 30％
土 師 器 B （12．3） て立 ち上 が り，日録 部 は外反 する。 外 面ナデ。 鈍 い橙色 覆土下層　底部にヘラ

口緑端部 を上方 につ まみ上げる。 普通 記号あり　PL78

7

嚢 B （10．3） 体部か ら目線 部片。体部上位 は内 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部内 ・ 礫 P lO 1　　 30％
須 恵 器 傾 し， 目線部 は外傾す る。 外面 ナデ。体部内面 に当て具痕 を

残す 。

灰褐色

普通

覆土下層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 孔径 （cm） 重 量 （g ）

第220図8 鍵 （7．0） 1．2 0．4～0．6 － （11．2） 西壁付近覆土上層 M 24　 P I．12 3

9 刀　　　　 子 （5．5） 1．8 0．4～0．6 － （6。9） 南壁付近覆土下層 M 25　 P L 123

遺物　土師器片689点，須恵器片50点が出土している。第220図1の土師器杯は南西コレナー覆土中層から，2

の土師器埠，4の須恵器埠は竃前覆土下層から，3の土師器杯，9の刀子は南壁付近覆土下層から，5の土

師器高台付杯は西壁付近覆土上層から，6の土師器嚢，7の須恵器嚢は北壁付近覆土下層から，8の鍵は西

壁付近覆土上層からそれぞれ出土している。3の土師器杯は流れ込みと思われる。

所農　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から平安時代（9世紀後半）と思われる。

第柑号住居跡（第飢9囲）

位置　調査区の中央部，E3g9区。

重複関係　本跡は，第101号住居跡及び第103号住居跡にそれぞれ掘り込まれていることから，第101号住居跡

及び第103号住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸5．13m，短軸4．71mの方形である。

主軸方向　N－170－W

壁　壁高は24cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認された壁のうち，南壁下に壁溝が巡っている。上幅約7cm，下幅約4cm，深さ約3cmで，断面形は

U字形である。

貯蔵究　南東コーナーに付設され，長軸約60cm，短軸40cmの長方形で，深さは45cm，断面形は，逆台形である。

貯蔵穴土層解説

1黒　褐　色　ローム大・中ブロック・ローム粒子多量

2　黒　　　色　ローム粒子少量，ローム大ブロック微量

3　黒　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量

4　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土小ブロック・焼土粒子少量

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ぽッ匝　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は径43～50cmの不整円形，深さ52～66cmで，配置や深さから主柱穴と思

われる。
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第221図　第柑2号住居跡私立遺物丈測函

第102号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm
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図版番号器　種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第221図 杯 A　14．8 目線部一部欠損。丸底。体部は内目線部内両横ナデ後へラ磨き，外礫・雲母・パミスP534　　　80％

1 土師器B　　5∴3 攣して立ち上がり，目線部との境面横ナデ。体部内面へラ磨き，外橙色 覆土下層

に稜を持つ。目線部は外反する。面へラ削り。 普通 PL78

2

杯 A　14．4 口緑部一部欠損。丸底。体部は内口緑部内両横ナデ後へラ磨き，外長石・礫・石英 P535　　　70％

土師器B　　5．7 攣して立ち上がり，口緑部との境面横ナデ。体部内面へラ磨き，外明赤褐色 覆土下層

に稜を持つ。口嘩部は外反する。面へラ削り。 普通

囁　北壁中央部に付設されていたと思われる。白色粘土と凝灰岩の切石で構築されているが，竃の半分以上が

調査区外に延びている上に，道春状態が悪く，詳細は確認できない。袖に使われたと思われる25～30cmの凝

灰岩の芯材のみを確認する。

覆土　6層からなる人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム大ブロック微量

2　黒　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロック少量

3　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロック少量

4　黒　　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

5　黒　褐　色　ローム極大ブロック・ローム粒子少量，ローム大・小ブロック微量

6　黒　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロック少量

遺物　土師器片210点，須恵器片1点が出土している。第221図1，2の杯は竃内覆土下層から正位の状態で出

土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代（6世紀前半）と思われる。

第柑号住居跡（第222図）

位置　調査区の南西部，E3g。区。

重複関係　本跡は，第102号住居跡の東部を掘り込んでいることから，第102号住居跡より新しい。

規模と平面形　長軸5．01m，短軸4．68mの方形である。

主軸方向　N－210－W

壁　壁高は20～33cmで，外傾して立ち上がる。

壁濃　確認された壁下には，西壁を除いて壁溝が巡っいる。上幅約11とm，下幅約8cm，深さ約5cmで，断面形

はU字形である。

貯蔵究　南西コーナーに付設され，長径92cm，短径74cmの楕円形で，深さは53cm，断面形は逆台形である。

貯蔵穴土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒子・ローム大・小ブロックeローム粒子少量

2　黒　褐　色　ローム大ブロック中量，焼土大ブロック・炭化粒子・ローム粒子少量，炭化物微量

3　黒　褐　色　焼土大ブロック・焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量，ローム大ブロック微量

4　黒　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

5　黒　　　色　ローム大・小ブロック・ローム粒子中量
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床　平坦で，南壁下付近及び中央から竃前にかけて踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P。は径17～32cmの不整円形，深さ68～83cmで，配置や深さから主柱穴と思

われる。P5は径14cm，深さ8cmで，出入り口ピットと思われる。

囁　北壁中央部に付設されており，白色粘土と凝灰岩とで構築されている。焚き口部の両側に幅約7cm，長さ

15－20cmの凝灰岩の切石が土中に埋め込まれ，その上部及び周囲にも凝灰岩の切石が認められる。火床部は

わずかに皿状に掘り窪められている。煙道部は壁外への突出が少なく，壁の内側からゆるやかに外傾して立

ち上がる。

寵土層解説

1　鈍い黄褐色　焼土大・中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量，粘土大ブロック少量

2　暗　褐　色　焼土大・小ブロック・ローム大ブロック中量，炭化粒子少量

3　褐　　　色　粘土大・中ブロック多量，焼土中ブロック少量

4　黒　　　色　ローム小ブロック多量

5　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，ローム大ブロック微量

6　褐　　　色　ローム大ブロック・ローム粒子多量，焼土大ブロック・炭化粒子少量

7　暗　褐　色　粘土小ブロック・粘土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子少量
8　褐　　　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量

9　黒　褐　色　粘土小ブロック・粘土粒子中量，焼土大ブロック・焼土粒子・ローム粒子少量

10　褐　　　色　ローム粒子多量，粘土粒子少量
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覆土10層からなる人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック中量

2　黒　　　色　ローム粒子少量

3　黒　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム大ブロック少量

4　黒　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子・ローム大ブロック少量
ヽ

5　黒　褐　色　ローム中・小ブロック中量，ローム大ブロック・ローム粒子少量

6　黒　　　色　ローム粒子中量，ローム大ブロック・粘土大ブロック少量
7　黒　褐　色　ローム粒子中量

8　黒　　　色　ローム粒子少量

9　黒　褐　色　炭化粒子・ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

1∩　里　椒　包　ローム′I、ブロック中量，炭化粒子・ローム粒子少量⊥　ヽ′　　　　Jllヽ　　　　　l　－・‘ソ　　　　　し．．lJ l　　　　　　　’　’　J　　　′

第103号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 ′　種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第22 3図 杯 A ［13．4］ 底部か ら目線 部片。平底気味の丸 目線 部内 ・外面横 ナデ。体 部内面 ス　コ リ　ア ・パ　 ミ P 5 36　　　 2 0％

1 土 師 器 B　　 5．2 底。体部 は内攣 して立ち上が り，

口縁部 との境 に稜 を持 つ。口縁部

は外反す る。

パ ケナデ，外面ナ デ。 ス ・石英 ・礫

鈍 い橙 色

普通

覆土上層

2

嚢 A　 18．1 体 部一部欠損。平底。 突出 した底 口縁部 内 ・外面横ナデ。体部 内面 雲 母 ・パ ミス ・礫 ・ P 53 7　　　 8 0％
土 師 器 B　 28．5 部か ら内攣 して立 ち上 が り，最大 ナデ，外 面へ ラ削 り。 石英 竃内覆土下層

C　　 5．8 径 を体 部中位 に持つ。 目線 部は外

反 する。

橙色

普通

PI．7 8

3

聾 B （24．0） 目線部 欠損。平底。突 出 した底 部 体部内面へ ラ削 り，外面剥離。 雲母 ・スコ リア ・ P 53 8　　　 8 5％
土 師 器 C　　 6．5 か ら内攣 して立 ち上が り，最大 径 石英 竃内覆土下層

を体部上位 に持つ。 明赤褐色

普通

P I．78

l
轟
J璃J　　　　l A　　l史　∩⊥1　　⊥tノ‘＼ノ　l

底部欠損。体 部は内攣気味 に立 ち 一日録 部内 ・外面横 ナデ。体部内画 一7　－7 11 ？　．了二常 ．／ヽ　一一　ノ　′　　　　′L」フてこ　　　l P 5 3 9　　　 80％

4

轟
J璃J A　　l史　∩⊥　1　　　　　⊥tノ°　＼ノ

底部欠損。体 部は内攣気味 に立 ち 日録 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 7　－7 11 ？　．了二常 ．／ヽ　一一　ノ　′　　　　′L」フてこ P 5 3 9　　　 80％
土 師 器 B （2 7．5） 上が り， 目線 部は外反す る。 ナデ，外面へ ラ削 り後 ナデ。 雲母 ・長石 ・パ ミ

ス ・礫

鈍 い褐色

普 通

竃 内覆土 下層

P L 78

5

嚢 A ［1 7．0］ 底 部か ら目線部片 。平 底。体部 は 日録部 内 ・外面横ナ デ。体部 内面 長石 ・ス コリア P 5 40　　　 6 0％
土 師 器 B　 2 2．5 内攣 して立 ち上が り，日録部は短 ナデ ，外 面へ ラ削 り。 橙色 覆土下層

C　　 6．6 く外反す る。 普通 P L 7 8

第 2 24図 小 形 嚢 A　 12．3 目線 部一部欠損。平底。体 部は内 口縁部 内 ・外 面横ナデ。体部内面 長 石 ・雲 母 ・石 英 ・ P 54 1　　 9 0％

6 土 師 器 B　 l l．7 攣 して立ち上が り， 目線 部は直立 ナデ，外 面へ ラ削 り。 礫 竃内覆土下層

C　　 5．2 す る。 鈍 い褐色

普通
P L 7 8

第224図7は須恵器体部片で，上半に自然粕が残り，下半に櫛描波状文が施される。

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第224図 8 小　　　　 玉 1．0 1．0 1．0 0．1 0．6 中 央 部 床 面 D P 4 3

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cln） 孔径 （cm） 重 量 （g ）

第224図9 有　 孔　 円　 板 （2．2） （2．5） （0．4） 0．2 （1．9） 滑　　　　 石 北東壁付近覆土上層 Q 63

遺物　土師器片403点，須恵器片5点が出土している。第223e224図1の杯は南壁際覆土上層から，2，3，4

の嚢，6の小形嚢は竃内覆土下層からまとまった状態で，5の嚢は散在した状態で覆土下層から，9の有孔

円板は東壁付近覆土上層から，8の小玉は中央部床面からそれぞれ出土している。有孔円板は流れ込みと思

われる。

所見　本跡はほぼ全面に焼土や炭化材が散在しており，焼失家屋と思われる。本跡の時期は，遺構の形態及び

出土遺物から古墳時代後期（6世紀前半）と思われる。
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第22図　第柑号住屏跡壮士遺物実測図1
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第224図　第103号住居跡出土遺物実測図（2）

⊂Ⅱ⊃　9

8S＝巧　　　Sこち

10cm

上　　　；　　　」

第104号住居跡（第225図）

位置　調査区の中央部，E2i9区。

重複関係　本跡は，南コーナーを第108号住居跡に掘り込まれていることから，第108号住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸4．95m，短軸4．8mの方形である。

主軸方向　N－540－W

壁　壁高は22cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　確認された壁下には，南西壁を除いて壁溝が巡っている。上幅約12cm，下幅約7cm，深さ約8cmで，断

面形はU字形である。

貯蔵穴　2か所。貯蔵穴1は南コーナーに付設され，長径95cm，短径75cmの楕円形で，深さは48cm，断面形は

箱形である。貯蔵穴2は東コーナーに付設され，長径95cm，短径72cmの楕円形で，深さは35cm，断面形はU

字形である。

貯蔵穴1土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム極大ブロック少量

2　黒　褐　色　ローム小プロッタ・ローム粒子中量，炭化粒子少量
3　褐　　　色　ローム粒子多量

4　褐　　　色　ローム中ブロック・ローム粒子多量

5　黒　褐　色　ローム大ブロック・ローム粒子少量

6　黒　褐　色　ローム大・中ブロック多量，ローム粒子中量

貯蔵穴2土層解説

1　黒　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム大ブロック・粘土大ブロック少量

3　褐　　　色　含有物なし

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ピット　5か所（P．～P5）。Pl～P．は径25～30cmの不整円形，深さ16～66cmで，配置や深さから主柱穴と思

われる。P5は径32cmの不整楕円形，深さ18cmで，出入り口ピットと思われる。

寵　北西壁中央部に付設されている。白色粘土と凝灰岩とで構築されているが，撹乱を受けており，遺存状態

が悪い。火床部は8C皿程皿状に掘り窪められている。煙道部は壁外への突出が少なく，壁の内側から直線的

に立ち上がっている。

埴土眉解説

1黒　褐　色　粘土大ブロック少量，焼土粒子・ローム粒子微量

2　黒　褐　色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・ローム粒子少量

3　黒　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
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第225図　第104号住居跡実測図

覆土　20層からなる人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム大ブロック微量

2　黒　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　鈍い黄褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

4　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子少量
5　暗　褐　色　ローム大・中ブロック・ローム粒子中量

6　暗　褐　色　ローム粒子中量

7　黒　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
8　褐　　　色　ローム小ブロック少量

9　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土小ブロック・炭化粒子・ローム大ブロック微量

10　鈍い黄褐色　ローム大・小ブロック・ローム粒子多量

11黒　褐　色　ローム小ブロック中量

12　暗　褐　色

13　黒　褐　色

14　黒　褐　色

15　黒　褐　色

16　黒　褐　色

17　黒　褐　色

ローム粒子中量，

ローム小ブロック

ローム粒子少量，
ローム小ブロック

ローム粒子中量，

ローム粒子中量，

炭化粒子・ローム大ブロック微量

・ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム大ブロック微量

・ローム粒子中量，炭化粒子少量

炭化粒子・ローム大ブロック微量

焼土粒子・ローム小ブロック少量

18　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

19　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

20　黒　褐　色　ローム粒子少量，壌土粒子・炭化粒子・ローム大ブロック微量
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第226図　第104号住居跡出土遺物実測図

第104号住居跡出土遺物観察表

05　ロ
0　　　　　　　　　　　　　10cm

」　　＿＿＿＿；　　！

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第226図坪A［14．4］底部から口縁部片。丸底。休部は口縁部内面へラ磨き，外面横ナデ。スコリア P542　　　40％
1土師器B　　4．9内轡して立ち上がり，口緑部との休部内面へラ磨き，外面へラ削り。明赤褐色 覆土下層

境に稜を持つ。ロ綾部は外反する。 普通 PL78

2

柑B（9．4）口綾部一部欠損。平底気味の丸底。体部へラ削り後一部へラ磨き。口石英・雲母 P543　　　70％
土師器 休部は球形状である。 縁部内・外面及び体部外面赤彩。赤褐色

普通

覆土下層

PL78

3

小形壷A［9．8］体部から口縁部片。体部は算盤玉口緑部内・外面横ナデ。体部内面礫・パミス・雲母P544　　　30％
土師器B（8．8）状で，口緑部は外傾する。 ナデ，外面へラ削り後ナデ。ロ縁赤褐色 覆土下層

部内・外面及び体部外面赤彩。普通 PL78

図版番号種　　　別
計　　　　　測　　　　　値

石　　　質出土地点 備　　　　考
長さ（cm）幅（Ⅷ）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第226図4砥　　　　石8．1 5．1 3．2 － 96．3凝　灰　岩南西壁付近覆土下層Q64

5砥　　　　石6．5 3．0 2．0 － 46．3凝　灰　岩南西壁付近覆土下層Q65

6砥　　　　石5．0 2．7 4．5 － 81．3砂　　　　石覆　土　中Q66

遺物　土師器片364点，須恵器片11点が出土している。第226図1の杯は北東壁付近に散在して覆土下層から逆

位の状態で，2の相は西コーナー覆土下層から正位の状態で，3の小形壷は南東壁付近覆土下層から，4，5

の砥石は南西壁付近覆土下層から，6の砥石は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（6世紀前半）と思われる。
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第柑考住居跡（第227図）

位置　調査区の中央部，E4hl区。

重複関係　本跡は，第162号土坑の西部，第106号住居跡の北西部をそれぞ

れ掘り込んでおり，第162号土坑及び第106号住居跡より新しい。

規模と平面形　長車由6。28m，短軸5。04mの長方形である。

主軸方向　N－20－W

壁　壁高は30cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁湧　確認された壁下のうち，北西コーナーに壁溝が巡っている。上幅約

18cm，下幅約5cm，深さ約4cmで，断面形はU字形である。

床　凹凸がやや見られる。貼り床で，中央部が踏み固められている。

ぽッ睦　3か所（Pl～P3）。Pl～P3は径50cm程の不整円形，深さ50～68cmで，配置や深さから主柱穴と思わ

れる。

磯　北壁中央部に付設されている。白色粘土と凝灰岩とで構築されているが，遺存状態が悪く，凝灰岩の切石

と焼士範囲を確認する。火床面の下にローム粒子，粘土粒子，焼土粒子等を含む長径130cm，短径102cmの楕

閏乳　深さ30cm程の掘り込みがあり，竃構築時のピットの可能性がある。煙道部は壁外へ70cm穫突出し，壁

の内側からゆるやかに外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1　黒　　　色　焼上中プロ、ソク微量

2　暗　褐　色　焼土粒子中量，焼土太ブロック微量

3　黒　褐　色　焼土中ブロックe炭化粒子・粘土粒子少量，焼土太ブロック微量

4　暗赤褐色　焼土中の小ブロックe焼土粒子中量，炭化粒子・粘土粒子少量

5　黒　褐　色　粘土粒子申鼠　焼土粒子少量

6　極暗褐色　焼土中ブロック・ローム粒子中量

7　暗オリーブ褐色　粘土太・中ブロック中量，焼土大ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

8　暗　褐　色　粘主夫・中・小ブロック多鼠　焼一主夫・中ブロック・炭化粒トローム大ブロック中量
9　鈍い黄褐色　焼土中ブロック・ローム中ブロック・粘土中・小ブロック中量

穫羞　4層からなる人為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒f・少量
2　黒　　　色　炭化粒子・ローム小ブロック中量

3　明　褐　色　ローム粒子多量

4　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子。炭化粒子少量

遺物　土師器片857嵐　須恵器椚13点が出土している。第228e229図1の土師器杯は竃前覆土下層，4の須恵

器高台付塔は同覆土中層から，6の須恵器嚢及び10の剣形模造品は南壁付近覆土下層から，9の砥石は南壁

際覆土下層から，5の土師器嚢は北壁際覆土下層から，7の須恵器乳　8の須恵器甑は散在した状態で覆土

中層から，11の刀子，13の不明鉄製品は酋壁際覆土下層から，2の土師器恥12の鎌は覆土中からそれぞれ

出土している。10の剣形模造品は流れ込みと思われる。

所農　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から平安時代（9世紀前半）と思われる。
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第詔図　第柑号住居跡実測図
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第228図　第105号住居跡出土遺物実測図（1）
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第摘号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（①） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色講巨 焼成 備　　 考

第22 8図 杯 Å　 1 1．7 丸底。体部は内攣 して立 ち上が り， 日録部 内 ・外面横ナ デ。体 部内面 長石 ・石英 ・パ ミ P 54 5　 10 0％
1 土 師 器 B　　 5．4 その まま日録端部 に至る。 へ ラナデ，外面へ ラ削 り。体 部外 ス ・スコ リア 覆土下層

面に輪積 み痕を残す。 橙色

普通
P L 7 8

2

杯 A ［14．0］ 底 部か ら日縁部片。平底 。体 部は ＝縁 部及 び体 部内 ・外面 ロクロナ ス コリア ・石英 ・ P 54 6　　　 20％
土 師 器 B　　 4．8 直線 的に立ち上が り，その まま日 デ。底 部回転へ ラ切 り後 ナデ調整。 雲母 覆土中　 「上」

C ［6．4］ 緑端 部に至る。 黄橙色

普通

体 部外 面墨書

3

杯 A ［11．1］ 底部 から目線 部片。平底。体部 は 目線 部及び体部 内南 口ク ロナデ。 石 英 ・礫 ・パ ミス ・ P 6 94　　　 20％
須 恵 器 B　　 3．5 直線的 に立 ち上が り，その まま口 底部周縁 ナデ。底部 回転 へ ラ切 り 針 状鉱物 覆土 中　 底 部へ

C ［6．4］ 緑端部 に至 る。 後 ナデ調整。 黄灰 色

普 通

ラ記号 あ り

4

高台付杯 A ［1 6．7］ 高台 部か ら目線 部 片。「ハ」 の字 口縁部及 び体 部内 ・外面 ロクロナ 長石 ・石英 ・針状 P 54 8　　　 4 0％
土 師 器 B　　 6．7 状に開 く高台が付 く。体 部は内攣 デ。底部 回転 へ ラ削 り調整後 高台 鉱物 覆土中層

D　 lO．l

E　 l．3

して立ち上が り， 目線 部はわずか

に外反す る。

貼 り付 け。 灰黄色

普通

P I．7 9

5

嚢 A ［19．6］ 体 部か ら目線部片。体部 は内攣 し 目線 部内 ・外 面横 ナデ。体部 内面 長石 を石英 P 54 9　　　 30％
土 師 器 B （2＆ 0） て立 ち上が り，中位 に最大径 を持 ナデ，外面上 半ナデ，下半縦位 の 橙色 覆土下層

つ。 目線 部は外反 し，端部 をつま

み上 げる。

ヘラ削 り。 普通 P L 79

6

嚢 B （19．1） 底部 から体 部片。平底。体部 は内 体部 内 ・外面 ナデ。体 部外面下位 石英 ・パ ミス ・礫 P 5 50　　　 30％
須 恵 器 e ［13．5］ 攣気味 に外傾 して立ち上が る。 に自然粕 が見 られるF。 黒褐色

普通

覆土 下層

7

嚢 A ［4 0．9］ 目線部片。体部上 位は内傾す る。 目線部 内 ・外面横ナ デ。体 部内面 長石 ・石英 ・針状 P 5 51　　 2 0％
須 恵 器 B （1 3．0） ＝縁部は外傾 し，端 部に縁帯が巡 ナデ，外 面平行叩 きこ 鉱物 覆土 中層

る。 黄灰色　 普通 P L 7 9

第2 2 9図 甑 B （15．5） 底 部かち体部片。 5 孔式 。体部は 休 部内面 ナデ，外 面上位 平行叩 き， 長石 ・右 英 ・雲母 P 55 2　　　 30％

8 須 恵 器 C ［13．4］ 直線 的に立 ち上が る。 下位へ ラ削 り。 灰色

良好

覆土中層

P L 78

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm ） 孔径 （cm ） 重量 （g ）

第229回 9 砥　　　　 石 1 1．1 6．9 4．2 － 38 5．5 砂　　　　 岩 覆　 土　 下 層 Q 67　 P L 120

10 剣 形 模 造 品 4．1 1．9 0．4 － 3．4 滑　　　　 石 覆　 土　 中 Q 68　 P L l19

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第229図11 刀　　　　 子 （1 4．5） 1．9 0．4 5 － （30．5） 西壁際覆土下層 M 26　 P L 12 2

12 鎌 （4．2） 5．7 0．4 － （3 15．0） 覆　 土　 中 M 27　 P L 123

13 不 明 鉄 製 品 5．4 3．5 2．5 － 1 07．0 西壁際覆土下層 M 28

14 不 明 銅 製 品 3．8 2．9 － － 15．9 覆　 土　 中 M 4 1

第瑠◎6号健腰掛（第230囲）

位置　調査区の中央部，E4il区。

重複関係　本跡は，第105号住居臥　第107号住居跡及び第160号土坑にそれぞれ掘り込まれていることから，

第105・107号住居跡及び第160号土坑より新しい。

規模と平面形　長軸5．74m，短軸3．94mの長方形である。

主軸方向　N－150－E

壁　壁高は19cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　確認された壁下には，すべて壁溝が巡っており，全周するものと思われる。上幅約6cm，下幅約4cm，

深さ約5cmで，断面形はU字形である。
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床　平坦で，中央部は踏み固めら－れている。

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl～P3は径15－36cmの不整円形，深さ20～35cmで，性格は不明である。P2，P3

は位置から柱穴の可能性も考えられる。

覆土　3層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色′　ローム粒子少量

2　極暗褐色　ローム粒子少量

3　褐　　　色　ローム粒子中量，浪士粒子・炭化粒子少量

第230図　第106号住居跡実測図

第106号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（皿） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第231図杯A　13．6底部から口綾部片。丸底。体部は内口緑部内・外面横ナデ。体部内面雲母 P553　　　60％

1 土師器B　　5．0攣して立ち上がり，ロ緑部との境にナデ，外面へラ削り後ナデ。 赤色 覆土下層

稜を持つ。口緑部はやや内傾する。 普通 PL79

2

鉢A［17．1］底部から口縁部片。平底。体部はロ緑部及び体部内面粗いナデ，外石英・長石 P554　　　20％

土師器B　12．3

C　　7．7

内野して立ち上がり，そのまま口

緑端部に至る。

面ナデ。 橙色

普璃

覆土下層

3

要一B（13．7）底部から体部片。平底。体部は内体部内面ナデ，外面剥離。体部内・礫 P556　　　70％

土師器C　　7．7攣して立ち上がる。 外面に輪積み痕を残す。 橙色

普通

覆土下層

PL79

4

要A　15．1体部から口綾部片。体部は内暫し口縁部内・外面横ナデ。体部内面長石・石英 P557　　　30％

土師器B（8．7）て立ち上がり，口緑部は「コ」のナデ，外面剥離。 橙色 覆土下層

字状に外反する。 普通 PL79

5

甑 A　21．2底部から口緑部片。無底式。休部口縁部内・外面横ナデ。体部内面パミス・石英 P558　　　70％

土師器B　23．7は内攣気味に直線的に立ち上が磨き，外面ナデ。孔周囲内・外面鈍い赤褐色 覆土下層

C　　7．8り，ロ緑部は外反する。 ヘラ削り。 普通 PL79
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第鋼図　第柑考健腰掛出藍遺物実測図

遺物　土師器栂08点，須恵器片3点が出土している。第231図1の土師器埠，2の土師器鈍　3と4の土師器

嚢及び5の土師器甑は東壁付近覆土下層からまとまってつぶれた状態で出土している。

所農　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（6世紀前半）と思われる。

窮柑常住贋静（第232囲）

位置　調査区の中央部　E射区。

重複関係　本跡は，凱06号住居跡の南西部，酎10号住居跡の北部をそれぞれ掘り込んでおり，第m号住居

跡が本跡の床の上に構築していることから　第用6号住居軌酎10号住居跡より新しく，雛11号住居跡よ

りも古い。

親機藍平面形　長車由5．4m，短軸4．69mの長方形である。

主軸方向　N－40－W

璧　壁高は31cmで，外傾して立ち上がる。

壁満　会属する。上幅約15cm，下幅約7cm，深さ約4cmで，断面形はU字形である。
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床　平坦で，コーナー部を除き踏み固められている。P2の周囲に，径112cmの不整円形で，幅12～20cmの馬の

背状の高まりが見られる。

ぽット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径24～80cmの不整円形及び楕円形，深さ60cm程で，配置や深さから主

柱穴と思われる。P5は径20cm，深さ14cmで，出入り口ピットと思われる。P3内に深さ72cmとそのすぐ東隣

に65cmの2つのピットが確認できたことから，掘り換えの可能性が考えられる。

篇232囲　既柑7号住居跡貢測溺
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聴　北壁中央部に付設されている。砂粒まじりの白色粘土で構築されているが，道春状態が悪く，袖部や天井

部は残っていない。火床部の掘り込みは見られない。煙道部は壁外へ30cm程突出し，壁の内側からゆるやか

に外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子・粘土大ブロック・粘土粒子少量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土大ブロック・粘土粒子少量，ローム大ブロック微量

3　鈍い黄褐色　焼土粒子中量，ローム中・小ブロック・粘土大ブロック・粘土粒子少量，炭化粒子微量

4　暗　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子少量

5　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子中量，炭化粒子・ローム大ブロック・粘土大ブロック少量
6　黒　褐　色　粘土粒子少量，焼土粒子・ローム粒子微量

7　褐　　色　焼土粒子・ローム中ブロック・ローム粒子少量，粘土中ブロック微量

8　オリーブ褐色　焼土粒子中量

9　褐　　色　焼土中ブロック・焼土粒子中量，焼土大ブロック・粘土粒子少量，ローム小ブロック微量
10　赤　褐　色　焼土粒子多量

覆土　9層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

ローム大・中ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子少量，ローム大ブロック微量

炭化粒子・ローム粒子少量，ローム大ブロック微量

ローム粒子中量，ローム大ブロック微量

ローム大・小ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子中量，炭化粒子少量，ローム小ブロック微量

7　黒　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

8　黒　褐　色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子微量

9　黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子少量

第107号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第233図 高台付杯 A　 13．0 日録部 一部 欠損。 「ハ」の 字状 に 口縁部及 び体 部内面へ ラ磨 き，外 石 英 ・パ ミス ・礫 P 55 9　　　 9 5％

1 土 師 器 B　　 5．0 開 く高台が付 く。体部 は下位に鈍 面 ロクロナデ。体 部下端回転へ ラ 橙 色 覆土下層

D　　 6．5 い稜 を持ち，外 傾 して立 ち上 が り， 削 り。底部 回転 へラ削 り後高台貼 普 通 P L 7 9

E　　 O．9 その まま口緑端部 に至 る。 り付 け。体部 内面黒色処理。

2

杯 A ［13．5］ 底 部か ら目線部片。平底 。体部 は 口緑部及 び体 部内 ・外面 ロクロナ 礫 ・石英 ・針 状鉱物 P 56 0　　　 60％

須 恵 器 B　　 5．3 直線 的に立ち上が り，その まま口 デ。底部周縁 ナデ。底部回転へ ラ 灰黄 褐色 床面

C　　 7．0 縁端 部に至 る。 切 り後ナ デ調整。 普 通 底部へ ラ記号 あ

り　 PL 7 9

3

杯 A ［14．4］ 底部 か ら目線部片。平底 。体 部は ．目線部及 び体 部内 ・外面 ロクロナ 長石 ・針状 鉱物 P 56 1　　 40％

須 恵 器 B　　 5．6 直線 的に立ち上が り，その まま口 デ。底部 ナデ調整。底部周縁 ナデ。 灰色 覆土下層

C　　 8．4 緑端 部に至る。 普通 底部へ ラ記号 あ

り　 PL 7 9

4

杯 A ［22．6］ 底部 か ら目線 部片。平底 。体 部は 口緑部及 び体部 内 ・外 面 ロクロナ 雲母 ・スコ リア ・ P 56 2　　　 40％

須 恵 器 B　　 3．8 直線 的に立ち上が り， そのま ま口 デ。体部下端手持 ちへ ラ削 り。底 石英 ・‾長石 覆土下層

C ［6．4］ 緑端部 に至る。 部手持ちへ ラ削 り調 整。 暗灰黄色

普通

5

鉢 A ［35．6］ 体部 か ら目線 部片。体部 は直線的 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 スコリア ・雲母 ・ P 56 3　　　 20％

須 恵 器 B （10．1） に立 ち上 が り，目線 部は外反す る。 ナデ，外面平行 叩 き。 石英 ・パ ミス 覆土中層　 3 孔

端部 を上 方につ まみ上 げる。 褐灰色

普通

の補修孔あ り

P I．7 9

6

高台付杯 A ［13．4］ 高台部 か ら目線 部片。直線 的に開 口緑 部及 び体部 内 ・外 面 ロクロナ 長石 ・石英 ・針 状 P 56 4　　　 60％

須 恵 器 B　　 5．1 く高台 が付 く。体釦 は下位 に鈍 い デ。体部下端 回転へ ラ削 り。底部 鉱物 覆土中層

D　　 8．1

E　 l．0

稜 を持 ち，やや外反気味 に立 ち上

が り， そのま ま日録端部 に至 る。

回転 へ ラ削 り後高台貼 り付け。 灰色

良
P I．7 9

7

高 台付杯 A ［14．0］ 高 台部 か ら口緑 部 片。 「ハ」の 字 口縁 部及び体部 内 ・外 面ロ クロナ 長石 ・針状 鉱物 P 56 5　　　 2 5％

須 恵 器 B　　 5．0 状 に開 く高 台が付 く。体部 は下位 デ。底部回転へ ラ削 り調整後高台 灰色 覆土中

D ［7．6］

E　 l．0

に稜 を持 ち，外 反気味 に立 ち上 が

り，その まま口緑 端部 に至 る。

貼 り付け。 普通

－272－



第233図　第107号住居跡出土遺物実測図（り
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第234図　第107号住居跡出土遺物実測図（2）
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第235図　第107号住居跡出土遺物実測図（3）

図版 番号 器　 種 計測 値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

8

高 台 付 杯 A ［14 ．2］ 高 台 部 か ら口 緑 部 片 。 直 線 的 に 開 ロ綾 部 及 び体 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 石 英 ・長 石 ・パ ミ P 56 6　　　 3 0％

須 恵 器 B　　 5．5 く高 台 が 付 く。 休 部 は 下 位 に 鈍 い 体 部 下 端 回転 へ ラ 削 り。 底 部 回 転 ス ・礫 覆 土 中

D ［8．0］

E　 l．2

稜 を持 ち ， や や 外 反 気 味 に 立 ち上

が り， そ の ま ま 口縁 端 部 に 至 る。

ヘ ラ削 り後高 台貼 り付 け 。 黄 灰 色

普 通

P L 8 0

9

高　　 杯 B （6．4） 脚 部 片 。 脚 部 は 「ハ 」 の 字 状 に開 脚 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 石 英 P 56 7　　　 20％

須 恵 器 E （5．5） く。 暗 灰 色

普 通

覆 土 中 層

10

喪 B （2 4 ．2） 底 部 か ら体 部 片 。 平 底 。 休 部 は 内 体 部 内 面 ナデ ， 外 面 ナ デ ー 部 縦 位 長 石 ・石 英 P 56 8　　　 50％

土 師 器 C　　 7．9 轡 して 立 ち上 が る 。 の ヘ ラ磨 き。 橙 色

普 通

覆 土 下 層

P L 79

1 1

小 形 受 A ［12．8］ 体 部 か ら 口緑 部 片 。 体 部 は 内攣 し 口緑 部 及 び 体 部 内 ・外 面横 ナ デ 。 石 英 ・長 石 P 5 6 9　　 10 ％

土 師 器 B （5．4） て 立 ち上 が り，ロ緑 部 は 外 反 す る。 鈍 い 赤 褐 色 覆 土 中

口 緑 端 部 をつ ま み 上 げ る。 普 通 P L 79

第2 34 園 甑 B （1 5．2） 底 部 か ら体 部 片 。 無 底 式 。 体 部 は 体 部 内 ・外 面 ナ デ 。 孔 周 囲 内 ・外 石 英 ・長 石 ・礫 ・ P 5 70　　 10 ％

1 2 須 恵 器 C ［1 3．0］ 直 線 的 に 立 ち上 が る 。 面 へ ラ 削 り。 針状 鉱 物

灰 色

普 通

覆 土 下 層

P L 7 9

第234図13は須恵器嚢体部片で，外面に平行タタキが施されている。

図版番 号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （① ） 厚 さ （C】n） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第235図14 砥　　　　 石 （8．8） 5．8 3．4 － （164．2） 凝　 灰　 岩 西壁付近覆土下層 Q 6 9　 P L 12 0

15 浮　　　　 子 3．7 4．9 3．0 0．8～ 1．1 12．5 軽　　　　 石 覆　 土　 中 Q 7 0　 P L 12 2

図版 番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （Ⅷ ） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第235図16 鎌 （13．9） 4．5 0．5一一0．7 － （53．5） 西壁際覆土 中層 M 29　 P I．1 23

遺物　土師器片1208点，須恵器片173点，縄文・弥生土器片2点が出土している。第233～235図1の土師器高

台付杯は竃前覆土下層から，5の須恵器鉢は同覆土中層から，2の須恵器杯は東壁付近床面から，3の須恵

器杯は散在した状態で覆土下層から，4の須恵器杯，14の砥石は西壁付近覆土下層から，6の高台付杯は北
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酋コーナー覆土中層から，9の高塚は中央部覆土中層から，10の土師器婆は竃周囲に散在した状態で覆土下

層から，12の須恵器甑は散在した状態で覆土下層から，16の鎌は酋壁際覆土中層から，7，8の須恵器高台

付埠，Hの土師器小形嚢，15の浮子は覆土中からそれぞれ出土している。

所農　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から平安時代（9世紀前半）と思われる。

第臓考健贋跡（第236図）

位置　調査区の南西部，E3j。区。

重複関係　本跡は，第1040107。HO号の各住居跡を掘り込んでおり，南東部を第109号住居跡に掘り込まれて

いることから，第1040107参110号住居跡より新しく，第109号住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸5．33m，短軸5．23mの方形である。

主軸方向　N－210－W

壁　壁高は26～50cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅的Hcm　下幅約8cm，深さ約7cmで，断面形はU字形である。

床　凹凸がやや見られる。中央部は踏み固められている。

ぽッ紅　6か所（Pl～P6）。Pl～P3は径19～28cmの不整円形言策さ42～55cmで，配置や深さから主柱穴と思

われる。P4，P5は径19～37cm，深さ24－32cmで，両方あるいはどちらかが出入り口施設に伴うピットと思

われる。P．iは径26cmの円形，深さ20cmで，竃構築時に掘り込んだピットの可能性がある。

篭　北壁中央部に付設され，山砂まじりの白色粘土で構築されている。壁のローム地山を削り残して袖部にし

ているが，粘土部分は床に広がり，竃自体の残りは良くない。火床部はわずかに血状に掘り窪められている。

煙道部は壁外への突出が少なく，壁の内側からゆるやかに外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1　暗灰黄色　含有物なし

2　黒　褐　色　焼土中ブロック・炭化粒子・ローム粒子少量

3　黒　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

4　黒　褐　色　焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒子少量

5　黒　　　色　炭化粒子・粘土粒子少量

覆土　8層からなる人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒子・ローム大・小ブロック・ローム粒！・少量

2　黒　褐　色　炭化粒子・ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

3　黒　　　色　ローム粒子少量

4　黒　褐　色　ローム中の小ブロック中量，ローム太ブロック6ローム粒子少量

5　黒　褐　色　ローム太ブロック中量，炭化粒子・ローム中・小ブロック・ローム粒子・ローム極太ブロック・粘土大ブロック少量

6　黒　褐　色　ローム太ブロック中量，炭化粒子・ローム小ブロックのローム粒子少量

7　黒　褐　色　炭化粒子・ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

8　黒　褐　色　ローム大・中ブロック・ローム粒子中量

遺物　土師器片1737点，須恵器片42点，縄文e弥生土器片2点，刀子片4点，鉄浮4息　軽石4点が出土して

いる。第237図2の須恵券種は竃前床面から，6の土師器嚢は同覆土下層から，3の須恵器杯は中央部覆土

上層から，7の甑形土器は同覆土中層，8の剣形模造品は同覆土下層から，4の須恵器高台付埠は西壁付近

覆土中層から，5の須恵器蓋は同覆土下層から，1の須恵器杯は覆土中からそれぞれ出土している。7の土

師器，8の剣形模造品は流れ込みと思われる。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から平安時代（9世紀前半）と思われる。
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第236図　第108号住居跡実測図
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第237図　第108号住居跡出土遺物実測図

第108号住居跡出土遺物観察表

ー

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （皿 ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・ 色 調 ・ 焼 成 備　　 考

第 2 3 7 図 珂 こ B （ 4 ． 0 ） 底 部 か ら 体 部 片 。 平 底 。 体 部 は 直 体 部 内 ・ 外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 底 部 回 石 英 ・ パ ミ ス ・ 礫 P 5 7 1 　　 5 0 ％

1 須 恵 器 C 　　 6 ． 4 線 的 に 立 ち 上 が る 。 転 へ ラ 切 り 後 ナ デ 調 整 。 鈍 い 黄 橙 色

普 通

覆 土 中　 底 部 へ ラ

記 号 あ り　 P L 7 9

2

珂 こ A ［ 1 3 ． 6 ］ 底 部 か ら 口 緑 部 片 。 平 底 。 体 部 は 口 縁 部 及 び 体 部 内 ・ 外 面 ロ ク ロ ナ 長 石 ・ 石 英 ・ 針 状 P 5 7 2 　　　 3 0 ％

須 恵 器 B 　　 5 ． 2 内 攣 し て 立 ち 上 が り ， そ の ま ま 口 デ 。 底 部 周 縁 ナ デ 。 底 部 回 転 へ ラ 鉱 物 床 面　 底 部 へ ラ

C 　　 7 ． 4 緑 端 部 に 至 る 。 切 り 後 ナ デ 調 整 。 灰 色　 普 通 記 号 あ り　 P L 7 9

3

杯 A ［ 1 4 ． 7 ］ 底 部 か ら 口 緑 部 片 。 平 底 。 体 部 は 口 緑 部 及 び 体 部 内 ・ 外 面 ロ ク ロ ナ 石 英 ・ 針 状 鉱 物 P 5 7 3 　　　 3 0 ％

須 恵 器 B 　　 4 ． 9 内 野 し て 立 ち 上 が り ， そ の ま ま 口 デ 。 底 部 周 縁 ナ デ 。 底 部 回 転 へ ラ 灰 色 覆 土 上 層

C ［ 6 ． 6 ］ 緑 端 部 に 至 る 。 切 り 後 ナ デ 調 整 。 普 通

4

高 台 付 杯 A ［ 1 2 ． 7 ］ 高 台 部 か ら 口 緑 部 片 。 「ハ 」 の 字 口 緑 部 及 び 体 部 内 ・ 外 面 ロ タ ロ ナ 長 石 ・ 石 英 ・ 針 状 P 5 7 4 　　　 4 0 ％

須 恵 器 B 　　 4 ． 6 状 に 開 く 短 い 高 台 が 付 く 。 体 部 は デ 。 底 部 回 転 へ ラ 削 り 後 高 台 貼 り 鉱 物 覆 土 中 層

D ［ 7 ． 8 ］

E 　　 O ． 7

中 位 に 稜 を 持 ち ， 口 縁 部 は 外 反 す

る 。

付 け 。 黄 灰 色

普 通
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

5

蓋 A ［15．0］ 口縁部か ら天井 部片。天井部 は平 天井 部左 ロクロ回転 へラ削 り。口 長石 ・針状鉱物 P 575　　　 30％
須 恵 器 B （1．2） 坦で，緩 く内攣 しなが ら目線端部

に至る。

縁部 内 ・外面 ロクロナデ。 灰色

良好

覆土下層

壌 A　 「ワ∩／11 欣 喜K損ヽ ㌫「1線喜RE一一　太喜m 十大l題辞† 「1轟暴喜R血 ．心も面植一斗・三戸　 夜 垂Rrお面 7ニ寵 p に7仁　　　　　りnO∠

6

J堰」
土 師 器

JI　　　LムJノヽ．　1」
B （28．1） て立ち上が り，最大 径 を上位 に持 ナデ，外 面ナデー部へ ラ削 り。

′ト」　ノ＼＿
橙色

⊥　JJU　　　　　　　　⊥JU／Cノ
覆土下層

つ。口縁 部は外反 し，端部 をつ ま

み上げる。

普通 PL 7 9

7

甑形土 器 A ［11．7］ 底 部か ら目線部片。無底 式。体部 口縁部及 び体 部内面ナデ，外面上 礫 ・長石 P 57 7　　　 25％

土 師 器 B　　 4．2

C ［4．8］

は内攣 して立 ち上が り，その まま

目線端 部に至 る。

位ナデ，下位 へ ラ削 り。 鈍い橙色

普通

覆土中層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm ） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第237図8 剣 形 模 造 品 2．7 1．4 0．4 0．2 1．8 滑　　　　 石 中央部覆土下層 Q 71 P L 11 9

第柑考住居跡（第238図）

位置　調査区の中央部，F4a一区。

重複関係　本跡は，第108号住居跡及び第110号住居跡を掘り込んでお

り，第108号住居跡及び第110号住居跡より新しい。

規模と平面形　長軸5．00m，鯨油4．06mの長方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は40cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　確認された壁下のうち，西壁に壁溝が巡っている。上幅約14cm，

下幅約6cm，深さ約3cmで，断面形はU字形である。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ぽット　5か所（Pl～P5）。Pl～P。は径30～38cmの不整楕円形，探

さ48～72cmで，配置や深さから主柱穴と思われる。P5は径28cmの

円形，深さ30cmで，その位置から竃との関連の可能性が考えられる。

魔　北壁中央部に付設されている。白色粘土と凝灰岩とで構築されているが，遺存状態が悪く，袖部は残って

おらず，粘土粒子と凝灰岩片が確認されている。火床部の掘り込みは見られない。煙道部は壁外へ30cm程突

出し，壁の内側からゆるやかに外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒子・ローム粒子少量

2　鈍い黄褐色　粘土粒子中量，焼土大ブロック・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　焼土大・中・小ブロック・焼土粒子中量

4　黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム小ブロック・粘土小ブロック少量
5　黒　褐　色　ローム粒子少量

6　黒　褐　色　焼土中・′トブロック・焼土粒子・粘土大・中ブロック中量，炭化粒子少量

覆土　7層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

ローム粒子中量，ローム大・中ブロック・粘土大・中ブロック少量，焼土中ブロック微量

焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム大・中・小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子・粘土大ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大ブロック微量

炭化粒子・ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

ローム中・′トブロック・ローム粒子中量

ローム小ブロック・ローム粒子少量
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第期図　第柑考住居跡実測図

遺物　土師器片608点，須恵器片54点，紡錘車片1点が出土している。第239図1の土師器杯は散在した状態で

覆土下層から，2，3の須恵器杯は南壁際覆土下層から，10の手鎌は同覆土上層から，6の砥石は南壁付近

覆土下層からタ　4，5の土師器賓，9の刀子は竃前覆土中層から，8の刀子は西壁際覆土上層から，7の砥

石は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から平安時代（9世紀後半）と思われる。

第109号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色譲「 焼成 備　　 考

第23 9回 杯 A　 1 5．9 底部か ら日縁部 片。平底。体部 は 目線部及 び体部内面へ ラ磨 き，外 石英 ・雲母 ・パ ミ P 5 78　　　 60％

1 土 師 器 B　　 6．0 内攣 して立 ち上 が り，その まま口 面 ロクロナデ。体部下端 回転 へラ ス ・礫 覆土下 層

C　　 7．8 縁 端部に至 る。 削 り。底部 回転 へ ラ削 り調整。 内

面黒色処理 。

褐色

普 通

P L 7 9

2

林 A　 13．5 目線 部一部欠損。平底 。体部は直 口縁部及 び体 部内 ・外面 ロクロナ 礫 ・石英 ・針状 鉱物 P 5 79　　　 9 5％

須 恵 器 B　　 5．0 線 的に立ち上が り，その まま口縁 デ。底部へ ラナデ調整。 灰黄 色 覆土下層　紬 にヘラ

C　　 7．3 端 部に至る。 普通 記号あり　PL 8 0

3

林 A　 14．2 目線 部一部欠損。平底。 体部は直 目線 部及 び体部 内 ・外面 ロクロナ 礫 ・針状鉱物 P 58 0　　　 8 5％

須 恵 器 B　　 5．3 線 的に立ち上が り， その まま目線 デ。底部 回転へ ラ切 り後無調整。 浅黄色 覆土下層

C　　 7．1 端部 に至 る。 普通 P L 8 0
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第239図　第109号住居跡出土遺物実測図
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図版番号　 器　 楯 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

嚢 A ［20．6］ 体部か ら日縁 部片。体部上位 は内 目線 部内 ・外面横ナ デ。体 部内 ・ 石英 ・パ ミス・雲母 P 58 1　 10％

4　　 土 師 器 B （10．5） 傾 し， 目線部 は外反す る。 目線 端 外面 ナデ。 明赤褐色 覆土 中層

部 を上方 につ まみ上げ る。 普通 P L 79

婆 A ［2乙0］ 体部か ら日録部 片。体部上位 は内 ＝縁 部内 ・外面横ナヂナ休 部内面 ス コリア ・石英 ・ P 582　　 10％

5　 土 師 器 B （9．0） 傾 し， 目線部 は外反す る。 目線端 へ ラ状工 具に よるナデタ外商 ナデ。 雲母 ・バ ミス ・礫 覆土 中層

部は上方 につ まみ上が る。 橙 色

普通
P L8 0

図版番号 種　　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 孔径 （cm ） 重畳 （g ）

第23姻 6 砥　　　　 石 7．4 紋6 5．4 － 38 3．0 凝　 灰　 岩 南壁付近覆土下層 Q 72　P L 1 20

7 砥　　　　 石 7．5 3．7 3。9 － 10 7．0 凝　 灰　 岩 覆　 土　 中 Q 73　P も120

図版番号 種　　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　　　　 考

長 さ（cm ） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第239図8 刀　　　　 子 （12．9） 1．4 0．5 － （20．1） 酋壁際覆土上層 M 30　 P h 122

9 力　　　　 千 （7も1） 2言 私5 － （14言） 竃前 覆土中層 M 31　P L 122

10 手　　　　 鎌 し5．7→ 2言 0．3 － （9．0） 南壁際覆土上層 M 32　 P L 123

第醐　考健腰紗　第別図）

位置　調査区の南西部．I左目11区、－、

重複関係　本跡は　第1蟻号住居跡の北西部を掘り込んでおり9　第112…A elO7elO9号住居跡にそれぞれ掘り

込まれていることから　第1蟻号住居跡よ　新しくタ　第112…Aの107の109号住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸8．56m，短軸8．5111の方形である。）

主軸方向　N－600－W

壁　壁高は32cmで，外傾して＿立ち上がる、、

壁湧　確認された壁下にはタ商コーナーを除いて壁溝が巡っている。上幅約18cm　下幅的mCm言栄さ約7cmで，

断面形はU字形である。、

貯蔵究　商コーナーに付設されタ　径80cmの不整円形で，深さは72cm，断面形は揺り鉢形である。

貯蔵穴土層解説

1黒　褐　色　ロームl一巨小ブロック・ローム粒f一少量

2　褐　　　色　ローム中の小ブロックやローム粒子多量，炭化粒子少量

：う　黒　褐　色　炭化粒J’・・ローム中・小ブロック・ローム粒J’l小結　焼上粒子少［tI：

Ll　暗　褐　色　炭化粒j’・・ローム小プロ、ソク・ローム粒J’・少軋　焼‖桂子微量

5　黄　褐　色　ローム小ブロックをローム粒子多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

6　窯　褐　色　焼土粒子の炭化粒子中量，ローム粒子少量

床　平坦で，中央部は踏み固められている。南東壁南寄りに「コ」の字形に馬の背状の高まりが見られる。

ピット1（＿）か所（PrPlt主　Pl、Plは径44～10∠tcrnの不整円形，深さ62～88cmで，配置や深さから主柱穴と

思われる。P5は径46cmの円形芦深さ13cmで，出入り口ピットと思われる。P6－Pl。は径28～60cmの不整円形，

深さ．18、5‘・：1cmで，性格は不明である、「

炉　2カ所。炉且は中央から北西寄りに位置し，長径100cm，短径54cmの楕円形で，床面を7cm掘り窪めた地

床炉である。炉床は赤変硬化している。炉2は中央から南東寄りに位置し，径24cmの円形である。床面をわ

ずかに掘り窪めた地床炉である．一炉床は赤変硬化している、、
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色
色
色

説
褐
褐
褐

解層

黒

暗

赤

土1

　

1

　

り

】

　

リ

J

炉

ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子さ炭化粒子少量

焼土中ブロック。焼土粒子・ローム粒子中量，焼土大ブロック少量

焼土中ブロック・焼土粒子多量，炭化粒子少量

覆土13層からなる人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子少量，ローム中ブロック微量

2　黒　　　色　ローム粒子中量

3　黒　褐　色　炭化粒子・ローム中。小ブロック・ローム粒子少量

4　黒　　　色　ローム粒子少量，

5　黒　　　色　ローム粒子少量

6　黒　褐　色　ローム大ブロック

7　黒　褐　色　ローム小ブロック

8　黒　　　色　ローム粒子多量，

9　黒　　　色　ローム粒子少量

H）黒　　　色　ローム粒子中量，

11黒　褐　色　ロ・H一ム中ブロック

12　黒　　　色　炭化粒子少量

13　黒　褐　色　ローム粒子中鼠

焼土太ブロック微量

・ローム粒子多量

・ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼士粒子微量

ローム小ブロック微量

炭化粒子少量，ローム大ブロック微量
・ローム粒J’一少量

炭化粒子少量

遺物　土師器片983点，須恵器片17点，瓦質Fl二器片1点，陶器片1点，縄文・弥生土器片2点，軽石1点が出

土している。第241図1，3の土師器塔は東コーナー床面から，2の土師器塔，8の土師器増は南東壁付近

床面から杯は逆位，相は正位の状態で，4の土師器杯，9の土師器甑は散在した状態で覆土下層から，5の

土師器杯は散在した状態で覆土中層から，6の土師器杯は南コーナー貯蔵穴覆土中から，7の土師器杯，11

の砥石は中央部覆土中層から，10の土玉は北西壁付近覆土中層からそれぞれ出土している。

所凰　本跡の時期は，一部に6世紀初頭の新しい様相も見られるが，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代中

期（5世紀後半）と思われる。

第1且0号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第2 4 1図 杯 A　 12．8 口縁部 一部欠損。丸底。体 部は内 日録 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 石英 P 58 3　　　 9 0％

1 土 師 器 B　　 5．6 攣 して立ち上が り， 目線 部は直立 へ ラ磨 き，外面へ ラ削 り。 鈍 い橙色 床面

す る。 普通 P L 8 0

2

杯 A　 15．6 目線部一 部欠損。丸底。体部 は内 口縁 部内 ・外面横 ナデ。体 部内商 石英 ・スコ リア ・ P 58 4　　　 8 0％

土 師 器 B　　 5．6 攣 して立 ち上 が り， 口緑部 は直立 磨 き，外面へ ラ削 り後 ナデ。 雲母 ・礫 床面

す る。 鈍 い褐色

普通

P L 8 0

3

林 A　 1 3．0 底部か ら目線 部片。丸底。体部 は 目線部 内 ・外面横ナ デ。体 部内面 パ ミス・石英 ・雲母 P 58 5　　　 7 5％

土 師 器 B　　 5．4 内攣 して立 ち上 が り，目線部 は直 ヘ ラ磨 き，外面へ ラ削 り後 磨 き。 赤色 床 面

立す る。 普通 P L 80

4

杯 A ［1 9．4］ 底 部か ら口縁部 片。丸底。体部 は 目線部 内 ・外 面横ナデ。体 部内面 石英 ・ス コリア P 58 6　　　 70％

土 師 器 B　　 8．6 内攣 して立 ち上 が り，口綾部 は短 ヘ ラ磨 き，外 面へ ラ削 り。 明赤褐色 覆土下層

く内傾す る。 普通 P L 80

5

林 A　 13．1 底 部か ら目線部片。平底 。体部 は 目線部 内 ・外 面横ナデ。体部 内面 長石 ・石英 P 5 8 7　　　 70％

土 師 器 B　　 5．5 内攣 して立 ち上が り，目線部 との ヘ ラ磨 き，外 面へ ラ削 り後 ナデ。 赤 褐色 覆土中層　 底部に

C　　 5．3 境 に稜 を持つ。目線部 は直立す る。 普 通 木葉痕あり　P L 80

6

杯 A ［15．0］ 底部 か ら口緑部片。丸底 。体部は 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部 内面 パ ミス ・石英 P 5 88　　　 40％

土 師 器 B　　 5．0 内攣 して立ち上が り，その まま口 へ ラ磨 き，外面 へラ削 り後 ナデ。 明赤 褐色 貯蔵 穴内覆土中

縁端部 に至る。 普 通 P L 8 0

7

杯 A ［13．3］ 底部 か ら目線 部片。体部 は内攣 し 目線 部内面へ ラ磨 き，外面 ロクロ 石英 e スコ リア P 5 89　　　 30％

土 師 器 B （5．2） て立 ち上 が り，目線部 との境 に稜 ナデ。体部内面 へラ磨 き，外面へ 鈍 い赤褐色 覆土中層　底部にヘラ

を持つ。 ロ縁 部は外傾す る。 ラ削 り。 普通 記号あり　P L 8 0

8

柑 B （1 1．8） 日録部欠損 。丸底。体部 は球形状 体部外 面へ ラ削 り。 長石 ・石英 P 5 91　　 8 0％

土 師 器 であ る。 橙色

普通

床面

P工．8 0
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第241図　第110号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器 形　 の　 特　 徴 ！ 手　 法　 の　 特　 徴
胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

9

甑 A ［21．0］ 底部か ら目線部片∴ 無底 式㍉休部　 目線部内 ・外 面楯 ナデ∴休部内面 長有 ・有薬 P 592　　　 40％
士 師 器 B　 22．7 は内攣 して立ち上が り，最大径 を　 ナデ学　外面 ナデ後磨 き。 黄橙色 覆土 下層

し ［5．2］ 十位 に持 つ∴　目線部 は 「コ」 の字 普通 P L8 0
状 に外反 する。

図版番号

i　　 計　　 測　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　　　　 考
労 序 さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 乳径 （cm） 重量（g ）

雛m 図10 土　　 玉 i 3・3 3．5 3．3 1．2 36．9 北西壁付近覆土中層 D P lG　P L l15

晰 恒　 別 計　　　　　 測　　　　　 値 巨　 質
出士地点 備　　　　 考長さ（cm）！幅　 cm） 厚さcm車 径（cm） 重量（g）

第2摘可 砥　　 石 墜 「 針目　 三m 「 右
6叡9 滑　　　　 石 中央部覆土中層 Q 74　PL 120

第醐　考健應捗　第別図）

位置　調査区の南西部タ　F射区。

重複関係　本跡は　第用　の且は…A号住居跡をそれぞれ掘　込んでお酌　第且用号住居跡の床の上に本跡が構築

′し、′lら、′　7－　レ．　Lへ′　′ノ′　　′、　′′′∴：‾′　ニケ、、∴言’′　ノ、ノ、

親機藍平面形　竃と遺存する東壁の一部及び床の硬化面の広がりから推定するとタ　長軸約3。7m芦　短軸約息5m

の長方形と思われる。、，

主軸方向　N－00

壁　壁高は＿18cmで，外傾して＿立ち＿l二がるし、

璧湧　確認された東壁官に　壁港が巡っている。上幅約蟻cm　下幅約　cm　深さ約　cmで　断面形はU字形で

ある。

床　平川で，中央部は踏み固められている。、

磯　北壁中央部に付設されている。白色粘土と凝灰岩の切石で構築されているがタ遺存状態が悪くタ　且0～20cm

程の凝灰岩のみが残っている。火床部はわずかに皿状に掘　窪められ　焚　口部と思われるところに　径鋼

cmの閏乳深さ8cm程の掘り込みが見られる。煙道部は壁外へ閥cm穫突出し，壁の内側からゆるやかに夕も傾

して立ち上がる。

電土層解説

1暗褐オリーブ色　粘上人ブロック中鼠　ローム小プロ、ソク少［fi：

2　黄　褐　色　含有物なし

3　黒　褐　色　粘上人・中プロ、ソク小品　焼巨巨プロ、ソク・焼上粒J㌧少量

・1黒　褐　色　焼上人・中プロ、ソク・焼上粒f－・炭化粒子・ローム中プロ、ソク少量

5　暗　褐　色　焼と二大・申・小ブロック・炭化粒！一・ローム粒子・粘土中ブロック少量

（i　褐　　　色　ローム粒子多量

覆土　3層からなる自然堆積である。

色

色

色

褐

説
黒
窯
窯

解層

　

1

　

2

　

3

土

ローム粒子少量

ローム申・小ブロック・ローム粒j’中量言夫イヒ粒J’一少量

ローム粒！・少量

遺物　土師器片霊息　須恵器片購点　縄文土器片　点が出土している。第祝園　の杯は竃覆土中から出土し

ている。、

所農　本跡の時期は　遺構の形態及び出土遺物から平安時代拍世紀以降）と思われる。
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第243図　第111号住居跡出土遺物実測図

第111号住居跡出土遺物観察表

（紗

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・ 色 調 ・ 焼 成 備　　 考

第 2 4 3 図 杯 A 　 1 2 ．5 底 部 か ら 口 緑 部 片 。 平 底 。 体 部 は 口 緑 郡 及 び 体 部 内 ・ 外 面 ロ タ ロ ナ パ ミ ス P 5 9 3 　　　 5 0 ％

1 土 師 器 B 　　 4 ．7 内 野 し そ 立 ち 上 が り ， そ の ま ま 口 デ 。 底 部 回 転 糸 切 り 。 鈍 い 橙 色 竃 覆 土 中

C 　　 6 ．2 緑 端 部 に 至 る 。 普 通 P L 8 0

第112－A号住居跡（第244図）

位置　調査区の中央部，E4i3区。

重複関係　本跡は，第113－A号住居跡の床の上に構築しており，第110・117号住居跡を掘り込んでおり，第111

号住居跡，第112－B号住居跡が本跡を掘り込んでいるところから，本跡は第117・110号住居跡より新しく，

第111・112－B・113－A号住居跡よりも古い。
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親機藍平面形　長軸7。08m，短車酪63mの方形である。

主軸方向　N－300－W

璧　壁高は15～35cmでタ　はぼ外傾して立ち上がる。

壁溝　確認された壁下には　壁清が巡ってお酌　愛用するものと思わ

れる。上幅約はcm　下幅約　cm　深さ約　cmで　断面形はU字形で

ある。

床　やや凹凸が見られる。中央部は踏み固められている。南東壁中央

官に幅15cm　高さ用～蟻cmの馬の背状の高まりが「コ」の字形に巡っ

ている。

ぽッ睦　5か所（㌘1～㌘5）。㌘1～P4は径18～32cmの不整隔晩　深さ4～糾cmで　配置や深さから主柱穴と思

われる。I〕1は径38cm，深さ36cmで，出入り口ピットと思われる。

磯　北西壁中央部に付設され芦　白色粘土と凝灰岩の切石とで構築されている。焚き打部両側には切石が立てら

れ　その上に乗せられていたと思われる切石が落下した状態で残っている。焚き持部両側に立てられた切石

は床への埋め込みは見られない。立脚は太さ約　cm　長さ器C腿で芦　膵cm攫埋められている。火床部はわずか

に血状に掘り窪められている。煙道部は壁外へ渕cm穫突出し　壁の内側から急に立ち上がる。

蜜土層解説

1暗赤褐色　焼巨J、プロ、ソク・焼上粒子・炭化粒－Jて・少量

2　黒　褐　色　焼出自’中量，焼川‥ト小ブロック・炭化粒J’－・粘十粒J∴少量

3　褐　　　色　焼‖範子多量，焼一主夫ブロック中量

4　暗　褐　色　焼土中・小ブロック・焼圭粒子中量，炭化粒子・ローム粒子少量

5　暗　褐　色　焼上人・中・小ブロック・焼悌白二・粘上粒f一中量∴　炭化粒子少量

（i　赤　褐　色　焼上人・中・小プロ、ソク・焼巨粒子・粘い粒子少－、‡L　炭化粒J’－微量

7　鈍い黄褐色　焼吊l「「・炭化粒j’・・ローム小プロ、ソク少＿旨呈二

8　黒　褐　色　焼廿日∴ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大プロ、ソク微量

覆土　5層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　　　色　ローム粒子中鼠　炭化粒子少量

2　黒　褐　色　炭化粒子・ローム粒子中量，ローム大プロ、ソク少妄i一呈二

3　褐　　　色　ローム小ブロックeローム粒子多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

‘4　黒　褐　色　ローム粒千l巨量，炭化粒J’・・ローム大ブロック少量

5　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多鼠　炭化粒子少鼠　焼十粒子微量

遺物　土師器机0併点　須恵器片　点　縄文鋒弥生土器片　点が出土している。第245の246図1，2資　3の杯

は南西壁付近覆土下層からタ　4の嚢は竃の上でそのままつぶれた状態で，5の嚢は北コ如ナー付近覆土下

層，6の甑は北西壁付近覆土中層から，腿の刀子は北東壁付近床面から9　8，9，10の有孔円板は北西壁際

覆土上層からタ　温2の砥石は中央部覆土上層から芦11の砥石は同覆土中層から，7の土器片錘は覆土中からそ

れぞれ山上している。7の土器片錘は流れ込みと思われる。

所農　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（5世紀末～6世紀初頭）と思われる。
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窮別図　第醐2－風◎㌣臓と随◎鮮臓一風◎醐3－国号健腰跡実測図
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第2璃檻　筑M A号住居跡出土遣物芙測区出
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第246図　第112－A号住居跡出土遺物実測図（2）

第112－A号住居跡出土遺物観察表

10cm

l l－－‥　i

図版番号器　種計測値（佃）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第245図杯A［13．6］底部から口緑部片。丸底。体部は口緑部内・外面横位のヘラ磨き。雲母 P594　　　50％

1土師器B　　4．6内轡して立ち上がり，口緑部との休部内面へラ磨き，外面へラ削り。赤褐色 覆土下層

境に稜を持つ。ロ緑部は外傾する。 普通 PL80

2

杯A［14．5］休部から口緑部片。体部は内暫し口緑部内面へラ磨き，外面横ナデ。長石 P595　　　20％

土師器B（4．9）て立ち上がり，ロ緑部は短く外傾

する。

体部内・外面ナデ。 鈍い黄橙色

普通

覆土下層

3

杯A［14．0］体郡から口緑部片。体部は内攣し口緑部内・外面横ナデ。体部内面石英・雲母・礫P597　　10％

土師器B（4．9）て立ち上がり，口緑部は外傾する。ヘラ磨き，外面へラ削り。赤褐色

普通

覆土下層

4

慧A　19．0底部から口緑部片。平底。体部は口緑部内・外面槙ナデ。体部内・礫・石英・パミスP598　　　80％

土師器B　83．3内攣して立ち上がり，最大径を中外面ナデ。 橙色 竃内覆土中

C　　8．3位に持つ。口緑部は「コ」の字状

に外反する。

普通 PL80

－291－



図版番号 器　 種 計測値（可　 器 形　 の　 特　 徴
手　 法　 の　 特　 徴 胎十 ・色調 ・焼 成 備　　 考

5

悪 A 18。1　 体部一部 欠損 。平底。体部 は内攣 目線 部内 ・外面楯 ナデ∵休部内面 有英 ・雲母 ・スコ P 59 9　　　 75％
士 師 器 B　 29．9　 して立 ち上が り，最大径 を中位 や ナデ，外面へ ラ削 り後ナデ∴ リア ・長石 覆土 下層

r ［仕両　 や下 に持つ∴　目線部は 「く」 の字 鈍 い黄橙色 P L 80
状に外傾す る。 普 通

甑 A ［24凍 ‖ 底部 か ら目線部 片。無儀式。体部 目線 部内 ・外面横ナデ∴休部 内面 石英 P 600　　　 70％
6 士 師 器 B　 26 6 9　 は内攣気味 に立 ち上 が りタ　ロ縁部 ヘ ラナデ，孔周囲へ ラ削 り，外面 鈍 い橙 色 覆土 中層

C　 9．6　 は外傾する。 ナデ。体部外面 に輪積 み痕を残す。 普通 PL 8 1

図版番号　種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 登射 g）i 出土地点 ！ 備　　 考

長軸 中 表　cm） 厚さcm車 径cm）

第2鵬車 二器片錘 璧 」 聖 子 1可 墾 斗 覆　土　 蜂車 腑

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨　 質

出 士 地 点 備　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 孔径 （cm） 重畳（g ）

第246図8 有　 孔　 白　板 2．7 3．9 私5 0．2 9．4 滑　　　　 石 北西壁際覆土下層 Q 76

9 有　孔　 ‖　板 乙9
30日　 ・6 ！

0．2 丁．リ 滑　　　　 石 北西壁際覆土下層 Q 77

10 有　孔　 円　板 私4
3・6 ！ 鍼 i oe2 ！ 8を2

滑　　　　 石 北西壁際覆土下層 Q 78

11 砥　　　　 有 （8．0） 4．日 ＋ 親 日 ＋ ∴ 丁 高 論
凝　 灰　 岩 北コーナー覆土中層 Q 79

12 砥　　　　 石 9．6
聖 上 ！ ？ ！ ∴ 1 二 品

凝　 灰　 岩 中央部覆土上層 Q 80

図版番号　種　　　 別
計　　 測　　 値　　　 上 狛…

備　　　　　　　　 考長さ（cm小 謡 （cm）恒 （cm車 L酢 m再 射 g）！出土地ハ、、

第2朝 車 ブ＋ 子 ユ4・5 i e　恒 ～・6 i　 巨 も日 柄 部覆土中層
M JJ　PL122

1車 ブ　　 子 （軌3） 埜 士 七 聖 上 ∵＋ 「 諒 可 嘉 壁付近桶
M M　PL 123

∴　ニ　ーミ　ニIJニー∵二＿　′二′ニノ　‥・ノー′ノー

位置　調査区の南西部　E射区。

ノ∴・∴イ　ノ十′′・、昌．1∴　ノ　　　J　　　　　蟻．′。，ノ．ノ言ノ＼．－：′　′了＿．ノ．ノノ・、．ノ．、ノ、‾．．二さ、・言、′1・一、．∴／′、ノノ

′ノ1、′　　　一一、∴＼　．十ノ′′㍉㌦ノjUノ、こ′＿、∴・ノ　＿．ノ㌧∴′言′二・／い

規模藍平面形　竃と床の硬化薗のみの確認のため撃　詳細は不明である。

主軸方向　［‘N－3∠：10－E］

床　平坦で，竃前から中央部にかけて踏み固められている。

囁　北西壁中央部に付設されている。白色粘土と凝灰岩とで構築されているが学　遺存状態が悪く9　両袖先端に

立てられた凝灰岩の切石と同じく凝灰岩製の支卿が立てられた状態で残っている。火床部の掘　込みは見ら

れない。煙道部は壁の内側からゆるやかに外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1黒　褐　色　ワーム小ブロック・ローム粒川一量．焼巨い・小ブロック・炭化粒J′一少量

2　褐　　　色　焼上中プロ、ソク，炭化粒J’・・ローム小プロ、ソク・ローム粒J’一少呈－f呈：

二1褐　　　色　岨I二大・中ブロック・焼＿＿I二粒J二・・ロームL11－」・小ブロック・ローム粒子中量

・1暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒J二中量，焼冊立千・炭化粒J’・少量

5　暗　褐　色　焼上人・小ブロック・焼細目’・出し　ローム中ブロック少量

6　黒　褐　色　焼土小ブロック・ローム中ブロック少量

7　黒　褐　色　焼上人・中・小ブロック・焼‖位「中量

8　暗　褐　色　焼回－ブロック・炭化粒J′・・ローム中プロ、ソク少量

1一一一一一一一一l一一2f）2－－1－－－－－
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第247図　第112－B・113－B号住居跡竃実測図

第248図　第112－B号住居跡出土遺物実測図

第112－B号住居跡出土遺物観察表

1m

ト　　　Ill・　　l

10cm

上二二二二＿上＝二＿＿j

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第248囲 登 A ［21．0］ 体部から口緑部片。体部上位は内 口緑部内 ・外面棟ナデ。体部内面 長石 ・パ ミス P 601　　 30％

1 土 師 器 B （13．8） 傾 して立ち上がり，ロ綾部は外傾する。 ナデ，外面縦位のヘラナデ。 橙色 覆土下層
口緑端部を上方につまみ上げる。 普通 P L80

2

璽 A ［13．4］ 体部から口緑部片。体部上位は内 ロ縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・ 石英 ・パ ミス ・雲 P 602　　　 20％

土 師 器 B （9．2） 傾 して立ち上がり，口縁部は外傾する。 外面ナデ。 母 ・スコリア 覆土中

口緑端部を上方につまみ上げる。 鈍い赤褐色

普通
P L 80

遺物　土師器片41点，須恵器片22点が出土している。第248図1の土師器嚢は竜内覆土下層から，2の賓は覆

土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，第113－B号住居跡との重複関係，遺構の形態及び出土遺物から平安時代（9世紀頃）と

思われる。
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圭p言∴∴÷！三予三五・言－′宮守糾

位置　調査区の中央部　E射　区。

重複関係　本跡は，第112－A号住居跡及び魔n㌃儲号住居跡が本跡の床の上に構築しており　第蟻号土坑に

掘り込まれていることから，第112…A号住居跡，第112－B号住居跡及び第摘号土坑より　古い。

規模と平面形　長軸説64mタ　短軸6。50mの方形である。

主軸方向　N－34ローW

壁　壁高は33′～43cmで，ほぼ垂直に立ち上がる、、

壁溝　確認された壁下には，壁溝が巡っており資　金属するものと思われる。上幅約摘cm　下幅約　cm言栄さ約

5cmで，断面形はU字形である。

貯蔵究　2か所。貯蔵穴1は東コーナーに付設され，径75cmの不整円形で　深さは墟cm　断面形は措　鉢形で

ある。貯蔵穴2ほ東コーナー貯蔵穴1の西隣りに付設され，径60cmの不整円形夕　深さは30cmで，断面形は遵

台形である。

床　平川で一上火部は踏み囲められている。－

ぽッ睦　6か所（Pl～P6）。Pl～P。ほ径85～100cmの不整円形　深さ鵬～閥cmで　配置や深さから主柱穴と思

われる。P5は径50cmの円形，深さ35cmで，出入り口ピットと思われる。P6は径28cmの円形で，性格は不明

である。

炉　中央から北西寄りに位置し　長径粥cm　短径6cmの楕円形でタ　床面を9cm穫掘り窪めた地床炉である。炉

床は赤変碩化している。

炉土層解説

1　黒　褐　色　焼上中ブロック・焼‖三白’一少品　ローム大ゾロ、ソク微量

2　赤　褐　色　廃土粒子多量，焼土大ブロック少量

覆土1＿0層からなる人為堆積である。、

土層解説

＿1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　暗　褐　色

（i　黒　褐　色

7　黒　褐　色

8　黒　褐　色

ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム中・小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量

ローム太・中ブロック多量，ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒J’－少量．ローム大ブロック微量

ローム中・小プロ、ソク多結　炭化粒J’・・ローム大ブロック少量

ローム小プロ、ソク・ローム粒打い量．炭化粒J’一・ローム大ブロック少量

ローム大ブロック中量∴　炭化粒子・ローム中・小プロ、ソク・ローム粒J’一少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量

！）黒　褐　色　焼上′トブロック・焼「斗「「・炭化粒J’・・ローム中・小プロ、ソク・ローム粒J’・少量

1（1黒　　　色　炭化粒J’・・ローム中・小プロ、ソク・ローム粒J’一少量

遺物　土師器片320点，須恵器片2点が出土している。第2490250回1の埠は北東壁付近覆土下層から，2の

棒は北西壁際覆土下層から，3，59　8の棒，Ⅲの増は東コーナー付近覆土中層から，同位置でタ　6の杯の

上に10の椀が乗せられた状態で，4の棒，12の相，13の婆は西コーナー覆土中層から，16～46の白玉は散在

した状態で床面から，9の棒，15の有孔円板，14の土玉は覆土中からそれぞれ出土している。

新風　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代中期（5世紀後半）と思われる。

一一294・一一一一一一“－1
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第249図　第113－A号住居跡出土遺物実測図（1）
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第250図　第113－A号住居跡出土遺物実測図（2）

第113－A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 24 9図 杯 A　　 9．6 丸底。休部 は内攣 して立ち上が り， 口緑 部内 ・外面横ナ デ。体 部内面 長石 ・石英 P 6 03　 10 0％

1 土 師 器 B　　 3．9 その まま口縁端 部に至 る。 ヘ ラ磨 き，外面ナデ。 赤褐色

普通

覆土 下層

P L 80

2

杯 A　 14．0 丸底。休部は内攣 して立 ち上が り， 口縁 部内 ・外面横ナデ。体部 内面 長石 ・石英 ・スコ P 6 04　 10 0％

土 師 器 B　　 6．3 口縁郡 は直 立す る。端部はわず か ヘ ラ磨 き，外面へ ラ削 り。 リア ・パ ミス 覆土 下層

に外傾す る。 赤色

普通

P L 81

3

杯 A　 15．1 口緑部一部 欠損。 平底。体部 は内 口緑部 内 ・外面横ナデ。休部 内面 石英 P 60 5　　　 9 0％

土 師 器 B　　 5．5 攣 して立 ち上が り，口縁部は直立 へ ラナデ，外面へ ラ削 り。 赤褐色 覆土 中層

C　　 3．2 す る。 普通 P L 8 1

4

杯 A　 14．1 底部か ら口緑部片。 丸底。体部 は 口縁部 内 ・外面横 ナデ。体部 内面 長石 ・石英 P 60 6　　　 8 5％

土 師 器 B （6．5） 内攣 して立 ち上が り，口緑部は外 ヘ ラ磨 き，外面へ ラ削 り後ナ デ。 赤 色 覆土 中層

反す る。内面 に緩 い稜 を持つ。 普 通 P L 8 1

5

杯 A　 14．5 底部か ら口縁都片。 平底。休部 は 口縁部 内 ・外 面横 ナデ。休部内 面 雲 母 P 60 7　　　 8 0％

土 師 器 B　　 5．6 内攣 して立 ち上が り，口緑部は直 ナデ，外面 ナデ後磨 き。 橙 色 覆土 中層

C　　 5．5 立する。 普 通 P L 8 1

6

杯 A　 16．9 底部か ら口緑部片。平底 。体部は 口縁部 内 ・外 面横 ナデ。休部内面 長 石 ・石英 ・ス コ P 60 8　　　 7 0％

土 師 器 B　　 6．0 内攣 して立 ち上が り，その まま口 ヘ ラ磨 き，外 面へラ削 り後ナデ。 リア 覆土中層

C　　 3．9 緑端 部に至 る。内面 に鈍 い稜 を持

つ。

赤 色

普通

P I．8 1

7

杯 A ［14．2］ 底 部か ら口緑部片。平底 。体 部は 口緑部内 ・外 面横 ナデ。体部内面 雲母 ・石英 P 60 9　　　 6 0％

土 師 器 B　　 5．0 内攣 して立 ち上が り， そのま ま口 ヘラ磨 き，外面へ ラ削 り。 橙色 覆土中

C　　 4．4 緑端 部に至 る。内面 に鈍 い稜 を持

つ。

普通 P L 8 1

8

杯 A ［13．9］ 体部 か ら口緑郎片。体部 は内攣 し 口緑 部内 ・外面横 ナデ。休部内面 石英 ・スコ リア P 61 0　　　 4 5％

土 師 器 B （5．6） て立 ち上が り，口緑 部は直立す る。 ナデ，外面へ ラ削 り。 橙色

普通

覆土中層

P I．8 1

9

士不 A ［14．8］ 底部 か ら口緑 部片。平底。体 部は 口緑 部内 ・外面横ナ デ。体 郡内面 長石 ・石英 ・スコ P 61 1　　 40％

土 師 器 B　　 5．9

C　　 3，8

内攣 して立ち上が り， 口縁部 は外

反す る。 内面に鈍い稜 を持つ。

磨 き，外面へ ラ削 り後 ナデ。 リア

赤褐色

普通

覆土中

10

椀 A ［12．0］ 口緑部一部 欠損。 丸底。休部 は内 ロ緑 部内 ・外面横ナデ。休 部内面 長石 ・石英 P 6 1 2　　　 90％

土 師 器 B　　 7．4 攣 して立 ち上が り，口緑部 は直立 ヘ ラ磨 き，体部外面へ ラ削 り後磨 明赤褐色 覆土 上層

す る。 き。 普通 P L 8 1

1 1

柑 A ［ 9．7］ 底部か ら口緑 部片。 丸底。体部 は 口緑 部内面積ナデ，外面へ ラ磨 き。 パ ミス P 6 13　　　 90％

土 師 器 B　 1 2．6 算盤玉状で， 口縁 部は外傾す る。 休部外面 上半へ ラ磨 き，下 半へ ラ

削 り。休部内面 に輪積 み痕 を残す。

赤褐色

普通

覆土 中層
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航 番号 器 橙 恒 倦廟　 器 形 の 特 徴　　 手 法 の 特 徴　 恒 な色酢 焼成　 備
考

川　　 A 「8言」 目線部 ・部欠損㍉平底∴休部は球　 目緑部内両横ナデ，外面へラ磨き∴　長有 ・石英 ・スコ　 P 机1

ほ　 土 師 器　 B　 摘も　 形状で　 目線部は外傾する。　 体部外面上半へラ磨き∴・手半へラ リア　　　　　 覆土中

70％

J　　　　　　 L　 3・3　　　　　　　　　　　　　　　　 削 年　　　　　　　　　　　　 明赤褐色　　　　 PL＝

普通

悪　　 A l吊　 休部から目線∴即「 休部は内曾し　 目線部内面積ナデ，外面構ナデー　 長石 ・右奥　　　 P （吊 鋪％
日　 工 師 器　 H　t黒欄 「て立ち十がり，最大律を中位に持　 部へラ磨き　 体部内 ・外面ナう㍉ l鈍い褐色　　　　 将士中

一二十日緑部は外陣する∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 P L 81

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出士地点　　　　　 備　　　　　　　 考鋸 歯小 幅 廟 厚さcm中 経 cm） 養量施）

第249回摘士　　　　 玉 34日　 ・8 攣 いけ 湘 可　 読 床＋ 商車 甑 牒 皿

図版番号　種　　　 別
i長さ高 ナ。。m）i厚ご：中 径芸）恒 J 石　 質 出土地点

備　　　　 考

第細叫 有孔 開校 竺 ⊥⊥ 璧⊥ ⊥璧 ⊥＝ 亘T 「蒜 不√ ‾竃市 √手 竃
Q鋸

第25胤車　　 玉 聖 」 聖 ⊥ 」 五 二 垂 下 青 苗 骨　　 可 穫　 土　 中
Q82　PL＝情

1車ヨ　　 玉」曇と」 曇とL j 丈⊂三三⊂ 三千両 「‾議事「 手竃 083　PL＝届
中 ∃　　 玉 璧 ⊥ 」 聖 上 曇 杢 」 三 尋 ＝ 立 石 嘉 ‾ 『 挿 ㌃ ㌃ 苛 0出　PLl用
1車　　 王 璧⊥ 」 隻⊥ 」聖 上 三亘 工 手青 笹「 ‾ 寺簿　 土　 中

甘情　PL日は
2車　　 王 璧 ⊥ 」 聖 」 曇 互 ⊂ 三 ∃ 二 す 可 前 ‾ ㍉ 挿 ㌃ ㌻ 苓

Q 86　PL日は
2車　　 玉 璧 」 聖 」 衰 亡 重 工 道 西 『 『 薄 『 苓

Q87　PLl18
2車　　 玉 聖 」 聖 」 空 士 適 正 幸 司 √ 『 薄 『 苓 088　PLl待
2車 ヨ　　 玉 璧 」 空 止 一 庸 「 右 下 完 可 訂 ‾ 青 首 音 詩 Q柚　PL＝冊
2車∃　　 玉 聖上 二璧 ⊥⊥ 聖上 ＝重 工三 年不 「‾ 寺西 「手 竃 QOO　PL＝情
25　臼　　　　 玉 聖上 二璧 ⊥二 璧⊥ 」攣 ⊥」 年幸 「‾ 議事 『手 竃 Q91 ㌘Ⅲ護．8
26　臼　　　　 玉 聖上⊥ 璧 ⊥二 璧⊥ 」亘 工「蒜 不√ ‾電 車『 手藻

Q里　PLlは
27　日　　　　 工 0日　 ・4　　 抜目　 ・i　 机　 滑　　 石 穫　土　 中 Q情　Pu 18
2車　　 玉 璧 ⊥⊥ 璧⊥ ⊥重 工＝ 重工 「年 下「 ‾電 車『 手寺 Q＝　PL＝惜
2車　　 玉 璧 ⊥二 璧⊥ ⊥聖 上＝ 重工「 年下 √‾ 義範 『手 議 り酪　PL118
中 ヨ　　 玉 私5 璧 ⊥ 」 聖 」 曇 ⊥ 」 ヰ 可 五 一 ㌦ 挿 ㌃ 手 苓 0鮎　PLl用
3車　　 玉 私5 も5 i 6日　 を可　 私中 骨　　 石 覆　 土　 中

Q07　PL日は
3車　　 玉 私5 璧 ⊥ 」 璧 L j ヰ 「 寺 司 京 ‾ 「 挿 ㌃ 言 苛

Q鮎　PL＝情
3車 ∃　　 玉 私5 璧 ⊥ 」 璧 」 空 士 」 ヰ 可 嘉 ‾ ㍉ 挿 ㌃ 音 詩 Q里）PL日用
34・桓　　 玉 私5 隻 ⊥ 」 聖 」 三 笠 上 す 可 嘉 ‾ 「 挿 ㌃ 音 詩 0 日的　PL日用
3車　　 玉 0－55 隻 ⊥ 」 璧 」 空 車 「 下 司 嘉 ‾ 「 挿 ㌃ 首 藻 Q lOI PL日は
36　白　　　　 玉 0言　　　 0言　　　 0・3　　　 0・持　　　 0．1　滑　　　　 石　将　 士　 中 0 102　PL＝バ
3車　　 玉 璧⊥ 二璧 ⊥⊥ 璧十 ■話 手「 蒜不 予‾ 義範 √手 詩

Q捕虜　Ⅲ丑摘
38　日　　　　 工 璧⊥ ⊥璧 ⊥⊥ 璧⊥ 」重 工「 蒜事 √‾ 義範 『手 竃 Q l出　PL日用
39　白　　　　 玉 璧⊥ ⊥璧 ⊥⊥ 璧⊥ 」聖 上∵言 幸「 ‾寺 西『 手竃 Q lO5　PLl18
4車　　 王 璧 ⊥二 聖上 二璧 ⊥三 重T 「蒜 不√ ‾議 事「 手竃 QlOH　PLll8
4車　　 王 聖 上⊥ 璧⊥ ⊥聖 上＝ 亘工 「年 下√ …義 範√ 手毒 0 107　PLl18
42　白　　　　 玉 0・張　　　 り・有　　　 り・J　　　 Oつ5　　　0つ　 滑　　　　 石　将　士　 中 Q lO8　PL日用
43桓　　 王 璧⊥ 二竺 ⊥⊥ 哀上 ＝亘 手「 蒜不 √‾ 議事 『手 詩

Q lO9　PLl18
4車∃　　 王 璧⊥ 二璧 ⊥⊥ 璧⊥ 」亘 T 「 蒜不 「‾ 義範 『手 議 Q HO　PL日周
45恒　　 玉 竺⊥ 二璧 ⊥⊥ 璧⊥ 三亘 工「 蒜不 「‾ 竃市 『手 藻 0日目　PLU情
4車　　 玉 璧 ⊥二 璧⊥ ⊥璧 ⊥三 亘γ 「蒜 市「 ‾竃 市√ 手竃 0112　PLlは
4車　　 重 紋日　 の4　 ・バ　 私2 i 81 極　　 右 覆　土　 中 QlB　Pu 18
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第113－B号住居跡（第244・247図）

位置　調査区の南西部，E4i4区。

重複関係　本跡は，第112－A号住居跡及び第113－A号住居跡のそれぞれ南東部を掘り込んでいることから，第

112－A号住居跡及び第113－A号住居跡より新しい。

規模と平面形　遺存する東壁から推定すると，一辺3．05mの方形あるいは長方形と思われる。

主軸方向　N－170－W

壁　壁高は25cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認された壁下には，壁溝が巡っている。全周するものと思われる。上幅約10C叫　下幅約5cm，深さ約

5cmで，断面形はU字形である。

床　平坦で，竃前が踏み固められている。

竃　北東コーナーに付設されている。白色粘土と凝灰岩で構築されているが，遺存状態が悪く，両袖の位置に

わずかに粘土が残っているのみである。火床部は皿状に掘り窪められている。煙道部は壁外への突出がなく，

壁の内側からゆるやかに外傾して立ち上がる。

寵土層解説

1　黒　褐　色　焼土小ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量

3　黒　褐　色　粘土大ブロック中量，焼土小ブロック・炭化粒子・ローム粒子少量

4　黒　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子少量

5　黒　褐　色　焼土粒子・ローム粒子・粘土粒子少量

6　黄　褐　色　粘土小ブロック多量，焼土小ブロック少量
7　赤　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子多量

8　褐　　　色　焼土粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

9　黒　褐　色　ローム粒子少還，焼土大ブロック・炭化大ブロック微量

10　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量

11黄　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

第251図　第113－B号住居跡出土遺物実測図
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第m3－B号住居跡出土遺物観察表

計測値（cn） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

A［13．5］

B　　5．2
底部から目線部片。平底。体部は
直線的に立ち上がり，目線端部で

目線部及び体部内・外面ロクロナ
デ。体部下端回転へラ削り。底部

P616　　　60％
覆土下層

l i C　　 7．5 l わず か に 反 る。 巨已経 も へ う部 的八
i ‥ －　ノ　 ／－．‾．′〕

i普 通 i p T ＿史1
」L．⊥」代ノ⊥

2

杯 A ［12 ．8］ 底 部 か ら目 線 部 片 。 平 底 。 体 部 は 日 録 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ パ ミ ス ・石 英 ・礫 ・ P 6 17　　　 5 0％
須 恵 器 B　　 4．9 直 線 的 に 立 ち上 が り， そ の ま ま 日 デ 。 底 部 回転 へ ラ切 り後 回転 へ ラ 針 状 鉱 物 覆 土 下 層

C ［8．2］ 緑 端 部 に 至 る。 削 り調 整 。底 部 周 縁 ナ デ。 灰 色

普 通
P L 8 1

3

嚢 A ［2 1．4］ 体 部 か ら口緑 部 片 。 体 部 上位 は 内 目 線 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 内 ・ 長 石 ・石 英 P 6 18　　　 5 ％
土 師 器 B （7．2） 傾 し て立 ち 上 が り， 目線 部 は 外 傾 外 面 ナ デ 。 明 赤 褐 色 覆 土 下 層

す る 。 目線 端 部 を？ まみ 上 げ る 。 普 通 P L 8 1

図版 番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第251図 4 紡　 錘　 車 4．4 4 ．5 2．1 0．8 4 9 ．1 滑　　　　 石 南東壁付近床面 Q 12 0　 P L 1 20

図版番 号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm ） 厚 さ （cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第251図5 刀　　　　 子 （6．9） 0．6 0 ．3 － （4．1） 東コーナー付近床面 M 3 5　 P L 12 3

遺物　土師器片63点，須恵器片14点，弥生土器片1点，陶器片2点が出土している。第251図1の須恵器埠は

竃内覆土下層から，2の須恵器杯は西コーナー覆土下層から正位の状態で，3の土師器嚢は竃前覆土下層か

ら，5の刀子は東コーナー付近床面からそれぞれ出土している。

所凰　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から平安時代（9世紀前葉）と思われる。

第m　号住居跡（第252図）

位置　調査区の中央部，E4g2区。

規模と平面形　長軸4．05m，短軸2．35mの長方形である。

主軸方向　N－160－W

壁　壁高は10cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅約16cm，下幅約5cm，深さ約6cmで，断面形はU字形である。

床　平坦で，全体的に軟らかである。

ぽット　Plは径38cmの不整円形，深さ60cmで，位置や深さから柱穴と思われるが，対応する柱穴が見られな

いため確定はできない。

覆土　3層からなる自然堆積である。

色

色

色

褐

褐

褐

説
聖
二
窯
黄

解層

1

　

2

　

3

土

ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量
炭化粒子・ローム小ブロック少量

ローム小ブロック中量

遺物　土師器片35点が出土している。第253図1の土師器杯は西壁付近覆土下層から正位の状態で出土してい

る。

所見　本跡は，住居跡として調査したが方形竪穴状遺構の可能性がある。住居の平面形が長方形であること，

竃等が見られないこと，床が硬化していない点などから，住居以外の用途としての使用が想定される。本跡

の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（6世紀後半～7世紀頃）と思われる。
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第錆図　第醐　考住居跡実測図

0　　　　　　　2m

上＿ll二．＿∴二　∴二．』

0　　　5cm

』二二二二土＝∃

第錆図　第醐　考佳腰掛出藍遺物実測図

第114号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調巨 焼成 備　　 考

第2 53図 杯 A　 14．4 目線 部一部欠損。丸底 。体部 は内 目線部内 ・外 面横 ナデ。体部 内面 雲母 ・ス コリア ・ P 6 19　　　 8 0％

1 土 師 器 B　　 4．7 攣 して立ち上が り，目線 部は短 く 横ナデ，外面 へラ削 り後 ナデ。 長石 ・礫 覆土下層

直立 する。 鈍 い褐色

普通

P L 8 1

第醐　考健贋跡（第254図）

位置　調査区の中央部，F4a3区。

重複関係　本跡は，第110号住居跡及び第116号住居跡によって

掘り込まれていることから，第110号住居跡及び第116号住居

跡よりも古い。

規模と平面形　長軸5．74m，短軸4．22mの長方形である。

主軸方向　N－290－W

壁　壁高は15cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であるが，踏み固めた部分は見られない。
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ぽット　9か所（Pl～P9）。Pl～P4は径24～30cmの不整円乳深さ42－72cmで，配置や深さから室根穴と思
l

われる。P5は径14cm，深さ11cmで，出入り口ピットと思われる。P6は径68cmの不整円形，深さ22cmで，や

や深さに疑問は残るが，位置や形状から貯蔵穴可能性がある。P7～P9は径44～50cmの不整円形，深さ35～

70cmで，性格は不明である。

覆丑　4層からなる人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

2　黄　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量，黒色土粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化粒子少量

4　黒　褐　色　炭化粒子・炭化中・小ブロック・ローム粒子少量

第訪図　第椚　号住居跡実測図
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第詣図　第醐　考住居跡出藍遺物実測図

第115号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　10cm
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色訴巨 焼成 備　　 考

第255図 用 A　　 8．6 底部か ら口緑部 片。平底。体部 は 目線部 内 ・外面横ナデ。体部上 半 長石 ・石英 P 62 0　　　 80％

1 土 師 器 B　　 8．2 算盤玉状 で，目線 部は内攣気味 に ナ デ，下 半へ ラ削 り。 鈍 い赤褐色 床面

C　　 2．8 外傾 して立 ち上 がる。 普通 P L 8 1

2

用 B （6．4） 底部か ら体部片。 平底。体部 は算 体部上半 ナデ，下半へ ラ削 り。 雲母 ・石英 ・パ ミ P 62 1　　 50％

土 師 器 C　　 2．9 盤玉状であ る。 ス ・礫

鈍 い赤褐色

普通

床 面

3

嚢 A　 15．7 目線 部片。 口縁部 は複合 目線 を皇 目線部内面横位 のヘラ磨 き，外面 スコリア ・石英 ・ P 62 2　　　 20％

土 師 器 B （5．4） する。 縦位のへ ラ磨 き。 雲母 ・パ ミス

鈍い赤褐色

普通

床 面

P L 8 1

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考

長 さ（cm）
i 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第255図4 角　　　　 釘 （5．8） 1．0 0．4 － （3．4） 南コーナー床面 M 36　 PL 12 4

遺物　土師器片354点，須恵器片9点，縄文e弥生土器片2点，陶器片1点が出土している。第255図1，2の

相は正位の状態で2つが重なって南コーナー付近床面から，4の鉄鉱も同位置から，3の嚢は同覆土下層か

らそれぞれ出土している。

新風　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代中期（5世紀前半）と思われる。

第m　号住居跡（第256図）

位置　調査区の中央部，F4a4区。

重複関係　本跡は，第115号住居跡及び第117号住居跡をそれぞれ掘り込んでおり，第115号住居跡及び第117号

住居跡より新しい。

規模と平面形　長軸4．6m，短軸3．34mの長方形である。

主軸方向　N－820－E

壁　壁高は42cmで，外傾して立ち上がる。

璧溝　確認された壁下のうち，竃のある東壁から南壁まで壁溝が巡っている。上幅約20cm，下幅約9cm，深さ

約7cmで，断面形はU字形である。

床　平坦である。

ぽッ匝　2か所（Pl～P2）。Plは径32cmの不整円形，深さ41cmで，配置や深さから，出入り口ピットと思わ

れる。P2は径50cm，深さ21cmの不整楕円形で，性格は不明である。
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第256図　第116号住居跡実測図
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魔　東壁中央部に付設されている。白色粘土と凝灰岩とで構築されてお娠凝灰岩を芯材とした磯部とと　にタ

わずかに天井部も確認できる。火床部はわずかに皿状に掘　窪められている。煙道部は壁外へ60cm攫突出し芦

壁の内側から急に立ち上がっている。

電土層解説

1褐　　　色　粘土粒子多量，焼土粒子少量夕　焼土中ブロック微量

2　黒　褐　色　焼梱「「・ローム粒J’・少量．ローム中プロ、ソク微量
3　黒　褐　色

4　鈍い黄褐色

5　暗赤褐色

（i　鈍い赤褐色

7　暗赤褐色

8　赤　褐　色

9　暗赤褐色

ローム小ブロック多量．焼土粒J’・・粘＝粒子・灰少量∴　ローム中ブロック微量

ローム中プロ、ソク・ローム粒子・粘L粒子・灰少量

廃土粒子の炭化粒子。灰多量

焼土粒子を粘土粒子多量，焼土小ブロック少量

炭化粒上　焼巨」、ブロック・焼出自∵・灰少量∴　粘上粒j’一微量

焼上中プロ、ソク・焼‖粒「・炭化粒千・尿多量

焼上中プロ、ソク・焼＝粒子・炭化粒r・灰多量

1日　褐　　　色　焼上中プロ・ソク・焼士粒j：・多量，ローム粒千・粘L二粒千少量．焼巨巨プロ、ソク微量

覆土　3層からなる自然堆積である。

色
色
色

褐
褐
褐

説
窯
業
黒

解層
　
1
　
り
】
　
3

土

ローム小ゾロ、ソク・ローム粒川一量．焼L粒J’・・炭化粒子少一品　ローム中ブロック微量

ローム小プロ、ソク・ローム粒戸出呈∴　焼上粒J′一・歳化粒J′・少量

焼吊葺つ′‥ローム小プロ、ソク・ローム粒j’I少量，ローム中ブロック微量

遺物　土師器片84点　須恵器片楓軽　灰聴陶器片　息縄文の弥生土器片　点が出土している。第257。258

団結　の塚は中央部覆土上層から芦　蟻の高台相棒は同覆土下層から，2の棒は散在した状態で覆土中層か

らタ　の杯は竃前付近覆土上層からタ　の棒は南壁付近床面から，臓の須恵器聾，14の支脚，蟻の鎌は北壁

付近覆土下層からタ　5タ　7タ　8，9の棒夕　Ⅲの高台相棒夕　温3の癒寒由陶器椀，且軋　膵の刀子は覆土中から出土

している。1の土師器杯は流れ込みと思われる。

所農　本跡の時期はタ　遺構の形態及び出土遺物から平安時代　拍健妃以降）と思われる。

第m6号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第25 7図 杯 A　 14．．0 目線部一部 欠損。丸底。体 部は内 ＝縁部内 ・外面横 ナデ。休部 内面 長石 ・石英 ・パ ミス P 62 3　　　 95％

1 土 師　 器 B　　 5．2 攣 して立 ち上 が り， ＝縁 部 との境 横 ナデ，外面へ ラ削 りい　内 ・外面 黒色 覆土上層
に稜 を持つ。 日縁 部 は外傾 する÷ 黒色 処理。 普通 P L 8 1

林 A　 13．1 日縁部一部 欠損 。平底。体 部は内 口縁 部及び体部 内 ・外 面ロ クロナ 雲母 ・スコリア ・ P 6 24　　　 95％
2 土 師 器 8　　 4．6 攣 して立 ち上が り，その まま＝縁 デ。底 部回転糸切 り。体 部内面黒 長石 ・パ ミス 覆土 中層

C　 （う．8 端 部に至 る。 色処理 。 明赤褐色　 普通 癖、L8 2

3

杯 A　 12．9 日録 部一部欠損。平 底。体部 は内 ＝縁部及 び休部内面へ ラ磨 き，外 ス コリア ・パ ミス・ P 6 25　　　 80％
土 師　器 B　　 4．8 攣 して立ち十が り，その まま＝縁 南 口タロナデ。底部回転糸切 り。 石英 。礫 覆土上層

C　　 7．0 端部 に至る。 体部 内面異 色処理。 橙 色　 普通 PL 8 1

4

杯 A　 12．7 底部 か ら目線 部片．休 部は内攣 し ＝縁部及 び体 部内面へ ラ磨 き，外 スコ リア ・雲母 ・ P 62 6　　　 70％
土 師 器 B　　 も3 て 立ち上 が り，＝縁端部 はわずか 南 口クロナデ。底 部回転糸切 り。 パ ‾ミス ・礫 覆土上層

C　　 5．9 に外反す る。 休 部内面黒 色処理 こ 鈍 い橙色　 普通

5

杯 Å ［12．8］ 底部か ら打線 部片。平底。体 部は ＝縁 部及 び体部 内 ・外 面 ロクロナ 雲母 ・スコ リア ・ P 62 7　　　 40％
土 師 器 B　　 も0 内攣 して立 ち上が り，そ のま ま日 デ。底部回転糸切 り。体 部内面黒 石英 覆土 中

C　　 6．4 縁 端部 に至 る。 色処 理。 橙色　 普通

6

杯 A ［13．0］ 底 部か ら目線部 片。平底。体部 は ＝縁 部及び体部内 ・外面 ロ クロナ パ ミス ・雲母 P 6 28　　　 40％
土 師 器 B　　 4．0 内攣 して立 ち上が り，その まま＝ デ。底 部回転糸切 り。体 部内面黒 暗赤褐色 床面

C ［鋭0］ 縁端 部に至 る。 色処理。 普通 P L 8 2

7

杯 B （有6） 休部 か ら＝縁部片こ体 部は内暫 し 日経部及 び体 部内面へ ラ磨 き，外 雲母 P 6 29　　　 5 ％
土 師 器 て立 ち上がる。 而 ロクロナデ．休部 内面黒色処埋÷ 鈍 い橙 色

普 通

覆 土 中 「高」体

部外面墨書　 PL 82
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第257図　第116号住居跡出土遺物実測図（1）
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第258図　第116号住居跡出土遺物実測図（2）

8　　柑

10cm

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

8

杯 B （3．1）体部から口縁部片。体部は内暫し ロ緑部及び体部内・外面ロクロナ 雲母 P630　　　 3％

土師器 て立ち上がる。 デ。体部内面黒色処理。 橙色

普通

複土中 「高」体

部外面墨書　PL82

9

珂こ B （4．7）体部から口緑部片。体部は内暫し 口縁部及び体部内・外面ロクロナ 石英 P631　　 3％

土師器 て立ち上がる。 デ。休部内面黒色処理。 橙色

普通

覆土中 「高」体

部外面墨書　PL82

10

高台付杯 B （4．4）高台部から坪底部片。「ハ」の字 師部内面へラ磨き。底部切り離し スコリア P632　　　 45％

土師器 D　ll．6 状に開く長い高台が付く。 後高台貼り付け。高台部ロクロナ 橙色 覆土下層

E　　3．0 ．
普通 PL82

11

高台付杯 A　12．9 高台部から口緑部片。「ハ」の字 杯部内・外面ロクロナデ。底部切 パミス・石英 P633　　　 80％

須恵器 B　　5．5 状で端部が反る高台が付く。杯体 り離し後高台貼り付け。高台部ロ 鈍い灰色 覆土中

D　　7．4

E　 1．8

部は外傾して立ち上がり，そのま

ま口緑端部に至る。’

クロナデ。 普通 Pl。82

12

嚢 B （19．8）底部から体部片。丸底。体部は内 休部内面同心円状の当て具痕を残 長石 P634　　　 50％

須恵器 攣して立ち上がる。 す。外面平行叩き。 灰白色

普通

覆土下層

PL82

13

椀 A ［11．6］体部から口緑部片。体部は下位に 口緑部及び体部内・外面ロクロナ 砂粒 P635　　　 5％

緑軸陶器 B （3．0）稜を持ち，外傾して立ち上がり， デ。体部内面に花弁文が施される。線色 覆土中

そのまま口緑端部に至る。 普通 PL82

図版番号 種　　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出土地点 備　　　　　　　　 考

長さ（cm） 幅 （C】力） 厚さ（cI⊃） 孔径（cm） 重量（g）

第257図14 支　　　　 脚 （11．1） 5．9 5．0 － （337．6） 北壁付近覆土下層 DP49　PL118

第258図15 鎌 （13．5） 3．3 0．4～0．6 － （34．9）北壁付近覆土下層 M 37　PL124

16 刀　　　　 子 （14．1） 1．8 0．3～0．5 － （26．0） 覆　 土　 中 M 38　PL122

17 刀　　　　 子 （6．9） 1．2 0．4～0．5 － （7．4） 覆　 土　 中 M 39　PL122

第117号住居跡（第259図）

位置　調査区の中央部，E4j。区。

重複関係　本跡は，第118－A号住居跡を掘り込んでおり，第113－B号住居跡，第116号住居跡に掘り込まれて

いる。また，第118－C号住居跡の床上に本跡が構築している。したがって，本跡は，118－A・118－C号住居

跡より新しく，第113－B・116号住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸4．94m，短軸3．92mの長方形である。

主軸方向　N－800－E
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壁　壁高は38cmで，外傾して立ち上がる．

床　平班で，壁際を除き大部分が踏み固められているぐ

ぽッ紅　5か所（Pl～P5）。Pl～P4ほ径24～48cmの不整円形，深さ52～57cmで，配置や深さから主柱穴と思

われる。P5は径38cmの不整［一一I川う，深さ53cmで，性格は不明である．

磯　北壁中央部に付設されている。白色粘土で構築されているが，遺存状態が悪くタ　焼土の範囲のみを確認す

る。火床部は皿状に8cm程掘り窪められている。煙道部等は第113－B号住居跡によって掘り込まれているた

め確認できない。

篭土層解説

1　褐　　　色　粘土太ブロック多量，粘土小ブロック中量，焼土小ブロックeローム中ブロック少量

2　暗　褐　色　粘土粒子多量，炭化粒子・ローム小ブロックのローム粒子少量，焼土中ブロック微量

3　黒　褐　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，炭化粒子eローム小ブロックeローム粒子少量，焼土中ブロック微量

4　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子e炭化粒子多量，焼土中ブロックもローム粒子。灰少量，ローム中ブロック微量

5　暗　褐　色　焼土中ブロック中量，炭化粒子さローム小ブロック8ローム粒子少量，焼土太ブロック0焼土粒子微量
6　赤　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子多量，焼土太ブロック微量

7　黄　褐　色　焼土粒子ゆ粘土粒子多量，焼土太ブロック微量

8　黒　褐　色　炭化粒子多量，ローム小ブロック。ローム粒子少量，ローム大・中ブロック微量

覆土　3層からなる人為堆積である。

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子多量，焼土小ブロックの焼士粒子。ローム中・小ブロック。ローム粒子少量

2　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

3　暗　褐　色　焼士粒子・ローム中・小ブロックのローム粒子少量
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第260図　第117号住居跡出土遺物実測図

第117号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（m） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第260図杯A　14．6口緑部一部欠損。丸底。体部は内口緑部内・外面横ナデ。体部内面長石・石英・パミスP636　　　90％
1 土師器B　　5．5管して立ち上がり，そのまま口緑へラ磨き，外面へラ削り後ナデ。赤黒色 床面

端部に至る。 普通 PL81

2

高　　杯B（9．1）脚部から杯部片。脚部は「ハ」の杯休部内面へラ磨き，外面ナデ。パミス・雲母 P637　　　40％
土師器D［12．0］字状に大きく開き，端部は反る。脚部内面ナデ，外面磨き。裾部内・明赤褐色 床面

E　　5，0杯部は下位に鈍い稜を持つ。 外面横ナデ。 普通 PL82

3

高　　杯B（6．1）脚部片。脚部は「ハ」の字状に開脚部内面ナデ，外面縦位のヘラ削雲母・パミス P638　　　50％
土師器D［10．0］

E　　4．7

く。 り。 明赤褐色

普通

床面

4

嚢A　18．4体部から口緑部片。体部は内攣気口緑部内・外面横ナデ。体部内面長石・石英 P639　　　50％
土師器B（14．9）味に直線的に立ち上がり，口緑部ナデ，外面へラ削り。 明赤褐色 床面

は「く」の字状に外傾する。 普通 PL82

5

璧 A［16．8］ロ縁部片。口緑部は外傾し，口緑口緑部内・外面へラナデ。口緑端石英・スコリアP640　．50％
土師器B（6．2）端部は反り，波状を呈する。 部内面に指頭庄痕を残す。 鈍い褐色

普通

覆土中

PL82

遺物　土師器片439点，須恵器片19点，弥生土器片2点が出土している。第260図1の杯，2，3の高杯は中央

部床面から，4の嚢は北壁付近床面からつぶれた状態で，5の嚢は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（6世紀後半）と思われる。

第118－A号住居跡（第262園）

位置　調査区の中央部，E4j6区。

重複関係　本跡は，第117・118－B・118－C号住居跡にそれぞれ掘り込まれていることから，第117・118－B・

118－C号住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸8．96m，短軸7．7mの長方形である。

主軸方向　N－36。－W
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壁　壁高は26cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

璧溝　確認された壁下には，壁溝が巡っている。全属するものと思わ

れる。上幅約8cm，下幅約6cm，深さ約4cmで，断面形はU字形で

ある。

貯蔵究　南東壁中央部に壁外へ62cm程張り出して付設されている。長

軸72cm，短軸54cmの長方形で，深さは35cmまでの箱形の部分と，そ

れ以下の幅30cm，長さ52cm，深さ50cmの箱形の部分との二段構造に

なっている。

床　大部分が掘り込まれているため，詳細は不明である。

ぽッ睦　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径38～45cmの不整円形，深さ12～45cmで，配置や規模から主柱穴と思

われる。P5は径50cmの円形，深さ47cmで，出入り口ピットと思われる。

覆土　3層からなる自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　鈍い黄褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量，ローム太ブロック少量
3　黒　褐　色　炭化材。ローム中・小ブロック少量，ローム大ブロック微量

遺物　土師器片598点，須恵器片4息　鉄浮6点が出土している。第261図1の杯，2の杯は正札　3の聾は横

位で貯蔵穴覆土上面からまとまって出土している。

所農　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代中期（5世紀後半）と思われる。
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第蝕紅A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第262回 林 Å　 12．8 目線部一部 欠損。丸底。体 部は内 目線 部内 ・外面横 ナデ√休部内面 石 英 ・スコ リア P 64 1　 100％

1 土 師　 器 B　　 6．8 攣 して立 ち上 が り， 目線部 はわず ヘラ磨 き，外面へ ラ削 り後ナデ。

i

明赤褐色 貯蔵 穴内俺土中

か に外傾す る。内面 に鈍 い稜 を持

つ。

普通 P L 82

2

林 A ［15。3］ 休部か ら目線 部片。体部 は内攣 し 目線部 及び体部内面 積ナデ，外面 石英 P （H 2　　　 30％

工 師 器 B （4J ） て立ち上が り，目線端部 は短 く外

傾する。内面 に鈍い稜 を持つ。

ヘ ラ削 り。 橙色

普通

貯蔵 穴内将士 中

3

聾 A ［1＆ 2］ 底 部か ら目線 部片。平底。体部 は ‖縁部 内 ・外面横 ナデ√体 部内 ・ 石英 ・雲母 ㌘643　　　 80％

土 師 器． H　 2私1 内攣 して立 ち上 が り，最大径 を中 外面 ナデ。 橙色 貯蔵 穴内楷上 中

C ［7．5］ 位 に持つ。 目線 部は 「く」の字状

に外 反す る。

普通 PL 8 2

第m針儲常健腰儲‖瀾融融那

位置　調査区の南西部学　監4j6区。

重複関係　本跡は　第1柑…Å号住居跡を掘　込んでお娠　第且摘…C号住居跡に掘　込まれていることから　第

118－A号住舟誹亦より新しく，第118－CU住居跡よりも、r阜㌧

規模と平面形　長軸6．9恥　短軸6．48mの方形である。

主軸方向　N－40－W

壁　壁高は34cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平川であるが，踏み固められた部分は部分的で散在している。

ピット　4か所（Pl、Pt主　Pl～P＿lは径26～29cmの不整円形言采さ52、62cmで，配置や深さから．主柱穴と思

われる。

竃　北壁中央部に付設されている。磯部の白色粘土と焚持部の凝灰岩の切石とで構築されている。焚き田部天

井に架けられていたと思われる凝灰岩の切石と右裾に立てられた凝灰岩とにはほぞが切られておりタ　両者は

相互に重なることから，組み上がっていたものと思われる。また　直径　cm　長さ飢cmの凝灰岩製の支脚が

火床部に横位の状態で残っている。火床部は皿状に5cm程掘り窪められている。

竃土層解説

1　暗　褐　色　粘「小ブロック・粘上粒’一帖L　ローム粒J’・少量

2　暗　褐　色　精工小ブロック・粘い粒千多量

3　黒　褐　色　焼土粒子e粘土粒子少量

4　暗赤褐色　焼土中ブロック中鼠　焼工夫・中ブロック・粘土小ブロック少量

5　極暗褐色　焼十粒f・・ローム粒子少鼠　ローム中ブロック微量

（i　赤　褐　色　焼上人プロ、ソク多量．粘上′トブロック中量二

7　灰　褐　色　焼上中ブロック・焼上粒戸巨量∴　ローム小ブロック・粘L二粒子少量，焼1二大ブロック・炭微量

8　黒　褐　色　焼1二大・小ブロック中鼠　焼＝粒子・粘悌白’一少軋　灰微量

9　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中鼠　粘l二大ブロック少量，ローム大ブロック微量

10　黒　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量

覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　炭化粒J’‥ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム申プロ、ソク微量

2　鈍い暗褐色　炭化粒J’‥ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・ローム粒自微量

3　黄　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多鼠　ローム中ブロック・黒色土粒子少，景∴　炭化物微量

4　黒　褐　色　焼‖粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
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第265図　第118－B号住居跡出土遺物実測図（2）

第118－B号住居跡出土遺物観察表

◎7

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

l i　　＿＿＿＿＿l

図版番号器　種計測値（cm）話　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第264図椀A　11．3口緑部一部欠損。平底。休部は内口縁部内・外面横ナデ。体部内面雲母・スコリア・P644　　　99％

1土師器B　　9．3暫しで立ち上がり，口緑部は内傾ナデ，外面上位ナデ，下位へラ削石英・パミス・礫竜内覆土中

C　　4．7する。 り。内面男色処理。鈍い黄橙色

普通

PL82

2

嚢A　18．4底部から口緑部片。平底。体部は口緑部内・外面横ナデ。休部内面スコリア・長石・P645　　　85％

土師器B　30．6内攣して立ち上がり，最大径を中ナデ，外面へラ削り。雲母・石英覆土下層

C　　8．4位に持つ。口緑部は直立気味に外

反する。

橙色

普通

PL82

3

要A　18．3底部から口縁部片。平底。休部は口緑部内面積ナデ，外面横ナデー長石・石英・パミP646　　　85％

土師器B　32．1内轡して立ち上がり，最大径を中部へラ削り。休部内面ナデ，外面ス・礫床面

C　　8．7位に持つ。ロ緑部は外反し，口唇

部は丸く肥大する。

ナデー部へラ削り。橙色

普通
PL82

4

襲A［15．4］底部から口緑部片。平底。体部は口緑吾β内・外面横ナデ。休部内面パミス・礫P647　　　60％

土　師器B　21．2内攣して立ち上がり，最大径を上ナデ，外面へラ削り。橙色竃内覆土中

C　　7．0位に持つ。ロ緑部は短く直立する。 普通PL82

第265図斐A　14．3底部から口緑部片。平底。休部は口緑部内・外面横ナデ。体部内面スコリア・長石・P648　　　60％

5土師器B　21．3

C　　7．8

内攣して立ち上がり，最大径を中

位やや上に持つ。口緑部は外反す

る。

ナデ，外面ナデー部へラ磨き。石英・パミス・礫

暗赤褐色

普通

覆土下層
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　 の　 特　 徴 i 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 。色調 欄 成 ！ 備　 考

6

婆

土 師 器
A　 20．2
B （21．6）

長石。石英0パミス　 P 649　　 30％

橙色　　　　　　　 覆土下層
普通　　　　　　　 PL 82

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 i

i 洩 土 地 点
備　　　　　　　　 考

長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量 （g ）

第265図7 転　 用　 羽　 目 7．5 － － － 99．5 覆　 土　 中 D P89　P L l17

遺物　土師器片柑点　須恵器片　点が出土している。第264。265図1の椀，3の聾は竃横床面から，4の聾

は竃に掛けられたままつぶれた状態で，2の嚢は南東コーナー付近覆土下層から資　59　6の聾は竃横覆土下

層から，7の転用羽目は覆土中からそれぞれ出土している、〕

新風　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（6世紀前半）と思われる。

窮綱＄…院号住居跡（第266園）

位置　調査区の中央部，I‾らHh区。、

重複関係　本跡は　第1建一義孝住居跡を掘り込んでおり　第1膵号住居跡の床の上に本跡が構築していること

から，第1、1811B・＿11＿持日日訂跡より新しいし、

規模と平面形　長t柚6．2∠ノlnl，鯨油5．7∠1－mの方形である．。

主軸方向　N－2㌢－W

壁　壁高は28、一一：19cmで，ほぼ垂l狛二立ち上がる、一一

床　平出で，ほぼ全面にわたり踏み囲められている、、

ぽッ匝　9か所（Pl～P9）。Pl～P4は径28～44cmの不整閏乳　深さ2～媚cmで　配置や深さから主柱穴と思

われる。P5は径34cmの円形　深さ膵cmで　出入　日ピットの可能性がある。P6～㌘9ほ径44～62cmの不整円

形，深さ15、5（jCmで，Jl、骨格は不明である。

磯　北壁中央部に付設され，山砂混じりの黄色粘土と凝灰岩の切石とで構築されている。左袖先端部にタ凝灰

岩の切石が芯材として立てられている。火床部の掘り込みはほとんど見られない。煙道部は壁外への突出が

少なく，壁の内側から急に立ち1二がっている。

電土層解説

1　橙　　　色　橙色粘土太ブロック多量

2　暗　褐　色　粘上中プロ、ソク・粘悌‖’小結　焼「小プロ、ソク微量

3　橙　　　色　橙色粘土太ブロック多量

4　赤　褐　色　焼土中0小ブロックe焼土粒子多量
5　暗赤褐色　焼土粒子0粘土粒子多量

6　暗赤褐色　焼土粒子の灰多量，粘土粒子少量

7　暗赤褐色　焼士粒子多量

貯蔵究　南東コーナーに付設され，径60cmの不整円形で　深さは甜cm　断面形はU字形である。

遺物　土師器片摘点　須恵器片3点が出土している。第267図1，2の杯，4の高杯タ　6の賓は中央部覆土下

層から，7の嚢は竃内火床部直上から，3の棒は南壁付近覆土下層から，5の椀は竃前覆土下層からそれぞ

れ出土している。4の高杯と8の有孔円板は流れ込みと思われる。

所農　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（6世紀後半）と思われる。
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第266図　第118－C号住居跡実測図

覆土　8層からなる自然堆積である。

土層解説

1褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック少量，焼土粒子・粘土粒子微量

2　黒　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土小ブロック・ローム中ブロック少量

4　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・ローム中・小ブロック少量，炭化粒子微量

5　暗　褐　色　焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

6　鈍い褐色　焼土粒子・粘土中ブロック・粘土粒子多量，焼土小ブロック中量，煉土中ブロック・炭化物・炭化粒子少量
7　黄　橙　色　粘土中ブロック・粘土粒子・炭化粒子多量，炭化物中量

8　黄　橙　色　焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子多量，炭化粒子・粘土小ブロック少量，焼土大ブロック微量
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第267図　第118－C号住居跡出土遺物実測図
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第蝕紅C号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 音　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第267図 杯 A　 14．7 日録部一部 欠損 。丸底。体 部は内 ＝縁 部内 ・外面横 ナデ÷体部内而 石英 ・スコ リア P 65 0　　　 95％

1 土 師 器 B　　 4．2 攣 して立 ち上 が り， 打線部 は短 く 横 ナデ，外面へ ラ削 り。

i

明赤褐色 覆土下層

［直立す るe I普通 ㌘監83

2

林 A　 14．8 底部か ら目線 部片。丸底。体 部は ＝縁 部内 ・外面横 ナデ．体部内而 石英 P 65 1　　 70％

十 師 器 B　　 4．4 内攣 して立 ち上 が り，＝縁部 は直 横 ナデ，外面へ ラ削 り∵ 鈍い橙色 覆土 下層

立す る。 普通 P L 83

3

杯 A ［1軋8］ 底 部か ら目線部 片。丸底。体 部は ＝縁 部内 ・外面横 ナデ÷体 部内面 パ ミス P 652　　　 40％

土 師 器 B （4．8） 内攣 して立 ち上 が り，目線部 との 横 ナデ，外面へ ラ磨 き。 内 ・外面 赤褐色 床面

境 に稜 を持つ。 目線 部はわず かに

内傾する。

黒色 処理。 普通 P L 83

4

高　　 林 A ［228 3］ 棒 部片。棒部 は下位 に稜 を持 ち， 目線 部及び休部内面磨 き、外面ナ 礫 ・石英 ・長石 P 653　　 10％

土 師 器 B （5．5） わずかに外反気 味に立ち上が る。 デ。 内 ・外 面赤彩。 赤色

普通

覆土下層

P L8 3

5

椀 Å　　 9．2 目線 部一部欠損。丸底 。体部 は球 ＝縁部 内 ・外 面横ナデご休 部内面 右英 ・ス コリア ・ P 654　　　 95％

工 師 器 B　　 凱 9 形状 で，目線部 は直 立する。 へ ラ磨 き，外 面剥離。 長石 ・雲母 ・パ ミ

ス 0礫

鈍 い黄褐色

普通

覆土下層

PL 8 2

6

嚢 A ［18．0］ 体部 か ら目線 部片。体 部上位 は内 ＝縁部 内 ・外 面横 ナデ㍉体部 内而 長石 ・石英 P 65 5　　　 40％

士 帥 器 B （19．7） 傾 して立ち上が り， 目線 部は強 く ナデ，外面 へラ削 り㍉ 鈍 い黄橙 色 覆土下層

外反 する。 普 通 PL 8 2

7

嚢 B （34．2） 体部片。体 部は内攣気 味に立 ち上 体部内 ・外面 ナデご 礫 ・パ ミス P 由6　　 30％

土 師 器 が る。 橙色

普通

竃内覆土中

計　　　　　測　　　　　値

配67附I有　孔l－lJ板l　　2．3l　　2．5I　（1．5】　（1．2i　　3．91滑　　　　石l竃内覆　い巨l（〕11（う

備　　　　考

議酢帽一風考健贋跡（第268回）

位置　調査区の中央部，F4el区。

重複関係　本跡はタ　第88…C e120…A砂温20…B号住居跡に掘り込まれておりタ　第m9－B号住居跡が本跡の床の

上に構築していることから，第88－C el19－B o120－A e120－B号住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸7。6mタ　短軸7。2mの方形である。

主軸方向　N－230－W

壁　壁高は32－46cmで，外傾して立ち上がる。

璧溝　確認された壁下には，壁港が巡ってお娠　金属するものと思われる。上幅約蟻cm　下幅約　cm　深さ約

6cmで，断面形はU字形である。

床　平坦で，ほぼ全面が踏み固められている。

ぽッ陣　後か所（Pl～P4）。Pl～P3は径36～48cmの不整閏彩管　深さ28～42cmで，配置や深さから主柱穴と思

われる。P、，は径104cmの円形，深さ18cmで，性格は不明である。

炉　中央から北西寄りに位置し，長径118cmタ　短径且00cmの楕円形で，床面を8cm掘り窪めた地床炉である。炉

床は火熱を受けた程度である。
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第269図　第119－A号住居跡出土遺物実測図
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図版番号　器種桓舶廟！ 器形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 ！胎土の色調の焼成 備　　考

第269回　　棒　　A 18．2　底部から打線部片。平底。体部は
1　土師器　B　7．8　両攣して立ち上がり，目線部はわ

し　2．7　すかに内傾する∴
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

豊 も宕；霊讐‡蒜漂的場 石英
㌘657　　　95％
将士中
PL8J

生年㍑ 廓憑鰭爵 目線部内・外面構ナデ＋休部内面　バミス・有薬P応8　　　70㌦／＼ラ磨き，外面へラ削i）体部内　赤褐色 覆土中

面黒色処理十　　　　　　　　　　　 普通 PL81

林　　 Å「13．81 底部から目線部片∴　平底気味の九目線部内・外面横ナナ∴休部内面　長右・右奥 ㌘659　　　60％
3　　士帥器　8　 7つ　 成体部は内攣して立ち上がり，＝ヘラ磨き，外面へラ削り後磨き∴　暗赤褐色 将士申

縁部は外傾する。内海に稜を持つ。 普通 PI．83

林　　 Å　白6丁目底部から目線部片十平底∴休部は目線部内・外面柾ナデ∵休部内面　バミス・石英・ス㌘660　　　50％
土師器 鵠 ；溌 慧震霊 が娠そのまま持磨き．外面へラ磨き．　　　　　　 コリア・礫

暗赤褐色
普通

将十中

林　　 A 「lt61 底部から目線部片．十げ底気味の目線部内・外面構ナナ＋体部内・長有・右奥・バミス ㌘6飢　　　 60％
土師器 鵠 ：溌 豊 漂豊 需 霊議

を捧り。

外面へラ磨き＋　　　　　　　　　　 暗赤色

普通
覆土中

高　　 林　Å　封．5　脚部から林部片∴　脚部は下位で目線部内・外面横ナデ∴休部内面　長石・石英 ㌘662　　　閥％
6　控 師当 芸濃狛鵠霊謁議髭荒 淫票

E　 9．0　上がり芦そのまま打線端部に至る。

磨き，外面ナヂ∴　脚部両面へラ削橙色 将士卜層
り，外面縦位のヘラ磨き＋　　　　 普通 PL8J

小彬悪　Å　白0．71 休部から＝緑部片∴休部は球砂医目線部内・外面怖ナチ＋休部内面　有薬 ㌘663　　　80％
7　　工師器　H　L狂い「千　日縁部は「く」の字状に外傾ナデ，外面へラ削り後ナチ∴　　　 赤褐色 将士卜層

する。 普通 PL81

彊版鵬 ‾種　 別 最射中 芸。m）摩豊中 径 再 量施）恒 地メ蕉

備　　　　　　　　 考

第2凋車　　 重i 3・8 3可㍉ m 巨断錮i 鋸 酋コ如ナ如付近床面DP＝　PL＝ほ

9　転　用　羽　持　 （5ヰ5） 5。0　　　　　　　　　　　　　　 纏乱射南西壁付近覆土中層DP82　PL＝け

図版番号　種　　　別
i長腑諾揮㌫蒜㌫巨　小冊

備　　　　考
第眼中 刃石斧 可　 可　 8日　　 目 の2　安　 山　岩 覆　土　 中

0 1け　PI．122

‖　砥　　　　 有 （700）日 7ま2）　　　　　 巨謎e且）砂　　 岩擁壁付近覆土摘
Q温ヱ＿8　㌘監鼠20

積立　7層からなる自然堆積である、、

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒J’一多軋　ローム′トプロ、ソク中量、U一一一ム中ゾロ、ソク少；‡；：

2　褐　　　色　ロー．－ム小ブロック・しトーム粒j′－多量．ローム中ソ、’しいソク少量

：i　褐　　　色l」一一ム小プロ！ノウ・しトーム粒J’1小結　黒色上粒j’・少［tl：

・i　暗　褐　色　焼抽Iつ′一・ローム小ゾし「ソク・t」一一一ム粒J′中量、しトーム大ゾ1－J、、ノケ微量

5　暗　褐　色　焼「粒！一中量．ローーム小プロ、ソク・ローーム粒J′・少量

（う　黒　　　色　U－ム小ゾU、ソク・ローム粒千少量、U－ム大プロ、ソク微量

7　極暗褐色　ローーム小プロ、ソク中量．ローム大プロ、ソク・ローーム粒J’・少結　焼目白′一微量

ノ　　　　　　　二　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′’　・、　′．′　　　．

′、　′　　　　・　　　　　　′　　　　　　　　′　′　．ニ　　　　　　　　　　　　′．　　　　　　　　　　　　ノ　′　　　　‾　　′．．　　・　　．

、′　　　　　　　　　　′　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　′　ノ　　′　　　　　　　　　　′　て．　′′ノ．、．

斧は流れ込みと思われる．こ、

所見　本跡の時期は9　遺構の．形態及び出上遺物から古†酢封用一期（5世紀中葉）と思われる、、

…一一…一一一1322－…一一一一



ノl∵　ご一　∴・∴二、　二．′ノ′一、、、〈

位置　調査区の中央部，Iqビルも

重複関係　本跡は　第且摘－Å号住居跡の床の上に構築しており学　第は針迅号住居跡に掘り込まれている芸とか

ら，第＿11〔）l一■言H出産跡より新しく，第12（「百号住居跡よi）も古い、、．

規模と平面形　コーナーを含む遺存する壁がないため…一辺の長さを確定できず学規模及び平面形は不明である。

壁　壁高は19cmで，ゆるく外傾して立ち上がる。

床　やや凹凸があり，締まl）がなく遺存状態はよくない＿、、

ぽッ睦　5か所津～㌘5）。Pi～㌘5は径54～64cmの不整摘形，深さ25～43cmで，性格は不明である。

覆土　∠‥1層からなる自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　焼上粒J’中量．炭化粒J’・・ローム小ブロック・ローム粒J’・少量．ローーム中ブロック微量

2　暗　褐　色　焼土粒子6炭化粒子のローム粒子少量ク　ローム中ブロック微量

こう　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒J’一多量，焼上中プロ、ソク・焼‖1日’一中量．1ローム中ブロック少量

・1黒　褐　色　ローム大プロ、ソク多軋　焼棉白㌧中量∴　ローム小プロ、ソク・ローム粒j′一少；‡呈∴　ローム中ブロック微量

貫‾鞠l∴午′　∴’　上ふノ∴　＿′－・∴　－　、∴t、′：．二∴ら∵、ノ　バ　′ノノ．一く　hJ　　′ノ㍉′　、′　－．一・ノ、・

覆土上層から撃　～別の土玉は㌘内からまとまった状態で9　35の有孔閏擬は中央部床面からそれぞれ出土

している。

11、こ三　言′．∴′ナ　＿ンJ、　∴号了′？。テ／、

図版番号 器　 楯 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴　 極 ま を色 酢 焼成
備　　 考

第270図 高　　 林 A ［32．4］ 脚部か ら目線部片∵　脚部 は下位で 目線 部及 び体 部 内 ・外 面 へ ラ磨　 バ ミス ・雲母 ・礫 ㌘664　　　 関％

1 土 師 器 B　 21．2 大 き く 「ハ 」の字状 に開 く。棒部 き∴　脚部内面へ ラナデ，外面縦位　 赤褐色 覆土上層

H　 は．2

E　　 7．寸

は内攣 気味に立ち上が り，目線端

部 はわず かに外反す る。

のヘ ラ磨 き．　　　　　　　　　　 普通 P L 出

2

嚢 A　 l説8 体部か ら日縁 部片。体部 は球形状 目線 部内 ・外面櫨 ナデ．休 部内面　 石英 ㌘665　　　 50％
士 帥 器 B （21．6） で，目線部 は 「コ」の字状 に外反 ナヂタ　外 商へ ラ削 り。　　　　　　 橙色 覆土 上層

する。 普通 P L 83

3

嚢 A　 14．3 体 部か ら日縁 部片。体部 は球形状 「1線部 内 ・外面横ナデ∴休 部内面　 長石 ・石英 P 666　　　 腑％
土 師 器 B （19．5） で日縁部は 「く」 の字状 に外傾す ナ デ，外 面へ ラ削 り∴ 赤色 覆土上層

る。 普通 P L83

4

甑 A　 22。4 底 部か ら目線部片。 無儀 式。体部 目線部 内 ・外 面植ナデ∴休 部内面　 礫 ・バ ミス ・雲母 P 667　　　 80％
土 師 器 8　 21．1 は内攣 気味 に立 ち上 が り，ロ縁部 磨 き，外面 へラ磨 き。孔周 囲外 面　 赤色 覆土上層

C　　 7．6 は直立 する。 ヘ ラ削 り．　　　　　　　　　　　 普通 PL 83

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 恒 地 点

備　　　　　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第271図5 十　　　　 王 3．0 3．3 2．6 0．1、0．0 2叡9 畑 内 将 士 中 D P 52　 P L

6 士　　　　 工 説8 寸．0 3．3 0．「、仕8 4軋9 P J内 将 士 中 D P 53　 P L 日は

7 士　　　　 工 叡3 軋 1 3．4 0．8 5銑8 P 3内 覆 土 中 D P M　 P L ＝5

8 土　　　　　 工 4．1 4．0 3．3 1。3～私9 45．5 P 3内 覆 土 中 n P 55　P L l15

9 士　　　　 工 3．7 4．0 1．7 0．6 ′＼1．0 4銑9 畑 内 覆 士 中 D P 56　P L ‖5

10 土　　　　 玉 3。7 説7 3．4 0．6 4軋3 P 3内 務 土 中 D P 57　P L lは

11 土　　　　 工 3．寸 3．7 3。2 0．7、0．9 37．7 畑 内 酸 土 中 D P 58　P L H 5

12 土　　　　 工 叡0 寸．1 3．7 0．7～私9 5鼠 2 P 3内 覆 土 中 D P 5日　P L l持

13 士　　　　 去 4．3 寸．1 3．5 0．7、け8 5㌢ 9 P3 内 務 土 中 D P 佃

14 士　　　　 玉 J．7 説 9 3．7 1．0 5叡5 ㌘3内 覆 土 中 D P （H

15 土　　　　 玉 説8 3。9 3．8 0．9～ 1．3 55。5 畑 内 緒 士 中 D P （う2

16 土　　　　 玉 3．8 鼠9 3．8 0．8 5私9 P 3内 覆 土 中 D P 63

17 土　　　　 玉 3．3 4．1 3．3 0．8～銑9 52．3 P 3内 務 土 中 D P （う4

18 土　　　　 玉 3．8 3．7 3。8 0．8 5圭2 P 3内 覆 土 中 D P （持

－323－
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第那図　第醐9－院号住居跡出藍遺物実測図（瑠）
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第271図　第119－B号住居跡出土遺物実測図（2）
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第272図　第119－B号住居跡出土遺物実測図（3）

㊥
二‥‥

0　　　　　　　　　　5cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿　」

l父】版番号種　　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　 考

長さ（cm）帽（cm）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

19上　　　　 玉 3．6 4．2 3．6 0．8 62．1 P：l内覆上中DP66

20上　　　　 玉 3．7 4．0 3．9 0．8 54．6 P：l内覆土中DP67

21土　　　　 玉 3．6 3．7 3．7 0．7～0．9 46．6 P3内覆土中DP68

22土　　　　 玉 3．9 4．0 3．3 0．7へ・－1．1 50．9 北東壁付近覆上上層DP69

23卜　　　　 玉 4．3 3．8 3．3 0．6 48．8 北東壁付近覆上上層DP70

24上　　　　 玉 3．5 3，9 3．4 0．5～0．9 47．3 北東壁付近覆土上垣DP71

第272図25土　　　　 玉 3．7 3．9 3．6 0．7～0．8 52，4 北東壁付近覆土「．層DP72

26L　　　　　 玉 4．0 3．7 3．6 － 35．6 北東壁付近預＝一層DP73

27上　　　　 玉 3．8 3．8 4．0 0．8－0．9 50．6 北嫡付近酎二上層DP74

28土　　　　 工 4．0 4．0 3．1 0．7～0．9 49．8 北東壁付近覆土上層DP75

29上　　　　 五 3．8 3．9 3．6 0，8 51．8 北東壁付近覆土L層I）P76

30上　　　　 下 3．8 3．7 3．7 0．6 48．6 北東壁付近覆土L層DP77

31・l二　　　　　王 3．8 4．0 3．6 0．6～0．8 52．0 北東壁付近覆土上層DP78

32土　　　　 玉 3．4 3．7 3．4 0．7～0．8 44．8 北東壁付近覆土上層DP79

－326－



別
計　　 測　　 値　　 i

恒 ㈱ 幅 （cm） 孔酢 cm） i 出生地ノわも、　 備　　　 考

第272図33　土　　　　 玉i 3ヰ3 3可　 383 007～1可 ・捌 斗 傭 … 土上中 湘

34　土　　　　 王 説8 3せ絡　 48 腑 職 4　 削 減 壁醗覆土上射釧甑

別
計 測　　　　　 値 i 石　　　　　　 備　 考

長絢 可 幅 廟 厚さ海中 L径極） 重畳施）

第2地 車 孔 閏夜 数日　 の0 0可 ＋ 侶‖　 ‥胴 滑　　 石恒 壁付近覆土上頼 拗

′・，′∴　．　　　　　　．．　　．．　　　　　　　　　　　　　　　′’’　　　　　．ノ　　　　　　　　′　　：

第臓の一風考健腰妙　第邦固）

位置　調査区の中央部。I‾ら1－d車H、

′1　　　　′　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　′　　　　　・・・

′′′、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　　　′　　　　　′

規模と平面形　長軸圭7m，毎朝仕55illの方形である、．

主軸方向　N…5（うし、一つ1′’

壁　嘩高は：う5cmで、ほぼ重l吊二立ち上がる．．

一　一ノ　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　′′　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　∴　一　′

面彬はし当日首である、、

′　　　　　　　　　′　　、′　　　　　　　　　　　　′　　ノ　　′　　　　　　　　　　　　・・1．、　・・ノ′　　　　　′I、

卜幅的（うcm，長さ1＝cmで，断面彬は「字形である、

l　ノ　　　　∴　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　′、・・　一　　言　　∴　　　　　　　　　　　　　　∴　　′　．　′・

われる、、

・・・　ノ　′　　‘　　　、′　　　　　　、．．′一　㍉ト　∴　′　　　′ニ′　′′．ノ　　′．　，ノ：．　′∵・ノ∵　・

′　′、′ノ　　　　　　　　′　　′　　　′　′、′′　　　′　　′　　　　′　　　　　′′ノ　　′　　　　′　　　　′　　′　　　　　　．・

篭土層解説

1　黄　褐　色　粘目白’一多量∴　焼巨トゾし「ノク・焼吊Jつ’・少量

2　恒暗赤褐色　尿中品　焼「小ゾロ、ソヶ月尭上位「・炭化粒J′A・黒色上少量

3　明赤褐色　粘土粒子多量予　焼土小ブロックを焼土粒子。炭化粒子少量夕　廃土太ブロック微還

・1暗赤勘色　焼巨トゾU、ソケ・焼上粒√多量∴　焼上中ゾし「・ノン・炭化粒子少量

5　暗赤褐色　焼土粒子多鼠，焼ヒ小ブロックの炭化粒子の灰中量，異色土少量

（i　恒暗′吊り色　焼「粒つ′・多量．枯出立「・尿少；－1∴　焼「小ゾし「ソク微量

7　赤　褐　色　炭化粒子。灰多数　廃土粒子少量

8　灰　褐　色　粘土太ブロック多義

！）　甚　陽　色　主ト∴㌧′j、ゾIJ・ソ！′・LJ・一！、粒J’・多量，焼ロー1′つ∴′レ量

．　　　　　　　　　　　　′　　　′　　、’′′・－′・ノ　　　　　　＼′　．・・　　　　　　　　　　′

覆土　4層からなる自然堆積である＿、

土層解説

1暗　褐　色　U－ム申ブU㌧ソク中量、しトーム粒J’・少品　焼日も白′・・t二トム小プロ、∵ク微量

2　望　　　色　ローム粒㌢少量プ　廃土粒子のローム中ブロック微量

3　灰黄褐色　焼土太ブロック0焼土粒子多鼠　粘量二粒子中屋

・1　位　掲　色　焼‖＼－っ′一つ出・＿粒J′・・灰多量∴　旭日巨バトン・炭化粒「′レ量

こう27
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第273図　第120－A号住居跡出土遺物実測図
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第120－A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第2 73図 杯 A ［14．5］ 底部か ら目線 部片。 中央 に窪みを 日録 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 石英 P 67 2　　　 40％
1 土 師 器 B　　 5．6 有す る平底。体 部は内攣 して立ち パ ケ 臼状工具 によるナデ後磨 き， 鈍い橙色 覆土中

C　　 4．4 上が り， 日録 部は外傾す る。 外面 ナデ。 普通

2

椀 A ［1 2．6］ 体部か ら日録部 片。体部 は内攣 し 目線 部内 。外面横 ナデ。体 部内面 長石 ・石英 P 6 68　　　 40％
土 師 器 B （8．1） て立ち上が り，日録 部 は短 く直立 へ ラ磨 き，外面磨 き。 赤色 覆土 中

する。 普通 P L 83

3

高　　 塚 A　 18．4 杯 部片。球体部 は内攣気味 に外傾 口緑部 内 ・外 面横ナ デ。体部 内 ・ 石英 ・礫 P 6 69　　　 4 5％
土 師 器 B （5．0） して立 ち上が り，その まま目線端 外面 ナデ。 橙 色 覆土 中

部 に至 る。 普 通 P L 8 3

4

高　　 杯 D　 12．3 脚部片。脚 部は 「ハ」 の字状に開 脚部内面 ナデ，外 面縦位のヘ ラ磨 パ ミス ・雲母 P 67 0　　　 4 0％
土 師 器 E （5．5） く。 き。 赤色

普通

覆土中層

5

高　　 杯 A　 17．7 杯部片。球体 部は内攣気 味に外傾 日縁 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 長石 ・石英 P 67 1　　 20％
土 師 器 B　　 5．4 して立 ち上が り，その まま口縁 端 へラ磨 き，外面 ナデ。 赤褐色 覆土中

部に至 る。 普通 P L 83

6

嚢 A ［1 8．6］ 体 部か ら目線部 片。体部 は内攣 し 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 ス コリア ・石英 ・ P 67 3　　　 40％
土 師 器 B （1 6．5） て立ち上が り，最 大径 を上位 に持 ナデ，外 面へ ラ削 り後 ナデ。 雲母 ・パ ミス 竃 内覆土中

つ。目線部 はわずかに外反す る。 鈍い橙色

普通
P L 83

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重 量 （g ）

第273図 7 転　 用　 羽　 目 7．5 6．7 － － 9 9．5 覆　 土　 中 D P 9 0　 P L l 17

8 転　 用　 羽　 目 5．3 7．6 － － 73．6 覆　 土　 中 D P 9 1　 P L l1 7

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm ） 重量 （g ）

第273図 9 紡　 錘　 車 4．2 4．4 1．5 0．6～ 0．7 4 1．3 滑　　　　 石 北西壁覆土中層 Q 12 1 P I．1 20

10 棒 状 石 製 品 1．5 4．1 1．0 － 8．8 凝　 灰　 岩 覆　 土　 中 Q 12 2

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重 量 （g ）

第273図11 鎌 （5．3） 2．8 0．4 － （1 5．1） 覆　 土　 中 M 4 2　 P 工．12 3

遺物　土師器片1556点，須恵器片62点，弥生土器片3点，鉄棒4点が出土している。第273図1の杯，2の楓3

の高札　7，8の転用羽目，11の鎌，10の棒状石製品は覆土中から，5の高札　6の嚢は竃内覆土中から，4

の高杯，9の紡錘車は北西壁付近覆土中層からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代中期（5世紀後半）と思われる。

第帽の－国号住居跡（第268図）

位置　調査区の中央部，F4d3区。

重複関係　本跡は，第119－A弓19－B e12トA e12トB号住居跡をそれぞれ掘り込んでおり，第120－C号住居

跡に本跡の床の上に構築されていることから，第119－A el19－B e121－A。121－B号住居跡より新しく，

第120－C号住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸7．1m，短軸6．8mの方形である。

主軸方向　N－160－W

壁　壁高は25cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。
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璧溝　全属する。上幅約16cm　下幅的mCm言莱さ約　cmで，断面形はU字形である。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。東壁，西壁から1条ずつ中央に向かって，溝が延びている。上幅

約14cm，下幅約8cm，深さ約10cm，長さ70～170cmで，断面形はU字形である。

ぽッ紅　8か所（Pl～P8）。Pl～P4は径28～74cmの不整円形言深さ40～55cmで，配置や深さから主柱穴と思

われる。P5は径24cmの円形言栄さ14cmで，出入り口ピットと思われる。P。～P8は径26～58cm，深さ18cm程

の不整楕円形で，性格は不明である。

囁　北壁中央部に付設されている。山砂まじりの白色粘土と芯材として使用した凝灰岩とで構築されており，

袖部先端には切石が立てられている。火床部の掘り込みは見られない。煙道部は壁外への突出が少なく，壁

の内側から急に立ち上がっている。、

竃土層解説

1　黄　褐　色　粘土粒子多量，焼た′j、ブロック・焼土粒子少最

2　暗赤褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子・灰多量

3　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，粘土粒子・焼土中ブロック中量

4　赤　褐　色　焼土中ブロックさ焼士粒子多量

貯蔵究　南壁中央に壁外へ90cm程張り出すように付設されている。長径190cm，短径90cmの長楕円形で，深さ

は30cm，断面形は逆台形である。

尊堂　8層からなる自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　焼土粒子・ローム小ブロック。ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム中ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子eローム大ブロック微量

3　黒　褐　色　ローム小ブロック中量，焼土粒子・ローム粒子・粘土粒子少量，ローム中ブロック微量

4　黒　褐　色　ローム中・小ブロックeローム粒子少量，焼土粒子・ローム大ブロック微量

5　褐　　　色　ローム小ブロックeローム粒子多鼠　ローム中ブロック中量，ローム大ブロック微量

6　暗　褐　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量

7　黒　褐　色　炭化物・炭化粒子多量，焼土太ブロック中量，ローム粒子少量

8　暗　褐　色　焼士粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

遣物　土師器片425点が出土している。第2740275図1，2の杯，7の椀，16，17の砥石は南壁付近覆土下層

から，4の杯は同覆土中層から，18の刀子は南壁付近床面から，3の杯昌4の士玉は西壁付近覆土中層から，6

の杯は中央部覆土上層から，8の相は北壁付近覆土下層から，9，11，12の嚢は散在した状態で覆土下層か

ら，15の有孔閏板は東壁付近床面から，5の杯，10の襲及び13の士玉は覆土中からそれぞれ出土している。

所凰　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（6世紀前半）と思われる。

第120－B号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色訴巨 焼 成 備　　 考

第 27 4図 杯 A　 ll．6 口縁部一部欠損 。丸底。体部 は内 口縁部 内 ・外面横ナデ。体 部内面 長石 ・石英 P 6 74　　　 90％

1 土 師 器 B　　 5．3 攣 して立 ち上が り，口縁部 は内傾 剥離 ，外 面へ ラ削 り後 ナデ。 明赤褐色 覆土 下層

す る。 普通 P L 8 3

2

林 A　 1 3．3 口縁部一部欠損。丸底。体部 は内攣 口縁部 内 0 外面横ナデ。体部 内面 礫 ・石英 ・雲母 P 6 75　　　 95％

土 師 器 B　　 4．7 して立ち上が り，口縁 部 との境 に 剥離，外面 へ ラ削 り。 橙 色 覆土 下層

鈍 い稜を持つ。目線部 は直立する。 普通 P L 8 4

3

杯 A　 1 5．0 日縁 部－みみみムーふ部欠損。丸底。体 部 は内攣 口縁部内面剥 離，外面横ナ デ。体 パ ミス ・石英 P 6 76　　　 9 5％

土 師 器 B　　 5．4 して立ち上が り， 日縁 部 との境 に 部内面剥離 ，外面 へラ削 り後ナデ。 橙 色 覆土 中層

鈍 い稜 を持つ。口縁部 は外 反する。 普通 P L 8 4

4

林 A　 14．3 目線 部一 部欠損。丸底。 体部 は内 口縁部内面へ ラ磨 き，外面横 ナデ。 石英 P 67 7　　　 9 0％

土 師 器 B　　 5．0 攣 して立 ち上が り， 口縁 部 との境 体部内面へ ラ磨 き，外 面へ ラ削 り 橙色 覆土 中層

に突 出 した稜 を持つ。 ‖縁 都は外

傾す る。

後ナデ。 普通 P L 8 4

一一一一330－－－－－－－－－－
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第274図　第120－B号住居跡出土遺物実測図（1）
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留　　8　－8S＝毎

第275図　第120－B号住居跡出土遺物実測図

6

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　＿＿＿＿＿＿」

図版番号器　種計測値（Ⅷ）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

5

杯A［15．6］ロ縁部一部欠損。丸底。体部は内口緑部内・外面横ナデ。体部内面石英・パミス・スP678　　　60％

土師器B　　5．2攣して立ち上がり，ロ緑部との墳ナデ，外面へラ削り。 コリア・雲母・礫覆土中

に突出した稜を持つ。口縁部は外

傾する。

赤褐色

普通

P1－84

6

土不A［12．0］底部からロ緑部片。丸底。体部は口緑部内面へラ磨き，外面横ナデ。スコリア・パミス・P679　　　50％

土師器B　　5．3内攣して立ち上がり，ロ緑部との休部内面へラ磨き，外面へラ削り。雲母・長石 覆土上層

境に稜を持つ。口緑部は直立する。内・外面黒色処理。 灰黄褐色

普通

PL84

7

椀A　14．0丸底。休部は内轡して立ち上がり，口緑部内・外面横ナデ。体部内・スコリア・石英・P680　100％

土師器B　　9．3口緑部は外傾する。 外面ナデ。 パミス・礫

橙色

普通

覆土下層

PL84
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

8

柑 B （5．9） 口緑 部欠損。平底。 体部 は算盤玉 体部 内面 ナデ，外面上半 ナデ，下 長石 ・石英 P 68 1　　 80％
土 師 器 C　　 4．1 状 である。 半へ ラ削 り。 鈍い褐色

普通

覆土 下層

P L8 4

9

要 A　 15．5 底部 か ら日録 部片。平底 。体部は 口緑部内 ・外 面横ナデ。体部 内面 石英 ・パ ミス ・ス P 682　　　 70％
土 師 器 B　 21．8

C ［7．0］

内攣 して立 ち上が り，最 大径を上

位 に持つ。 口縁部は外反 する。

ナデ，外面 ナデー部へ ラ削 り。 コ リア ・礫

明赤褐 色　 普通

覆土下層

10

要 A　 18．7 体部か らロ緑 部片。体部 は直線的 日録 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 パ ミス ・石 英 ・礫 P 68 3　　　 70％
土 師 器 B （12．8） に立 ち上が り，その ままロ緑端 部

に至 る。

ナデ，外面剥離。 灰黄褐色

普通

覆土中

11

嚢 A　 25．0 体 部か ら日録 部片。体部 は内暫 し 口縁 部内 ・外面横 ナデ。体 部内 ・ 礫 ・石英 P 684　　　 50％
土 師 器 B （23．6） て立ち上が り，最 大径 を上位 に持

つ。口緑部 は直立 し，端部で外傾
す る。

外面 ナデ。 橙 色

普通

覆土 中層

第275図 要 A　 22．6 体部 か ら口縁 部片。体 部は内暫 し 口緑部 内 ・外 面横 ナデ。体部 内 ・ 礫 ・石 英 ・雲母 ・ P 68 5　　　 40％
12 土 師 器 B （15．2） て立 ち上が り，口緑 部 は外傾す る。 外面ナ デ。 パ ミス

、明赤褐 色　 普通

覆土中層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm ） 孔径 （C皿） 重量 （g ）

第275図13 土　　　　 玉 3．4 3．3 3．2 0．6～0．7 26．4 覆　 土　 中 D P8 3

14 土　　　　 玉 3．4 3．4 3．6 0．8～0．9 3 6．3 東壁付近覆土中層 D P8 4

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （Ⅷ ） 厚 さ（Ⅷ） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第275図15 有　 孔　 円　 板 2．8 3．3 0．5 0．2 8．1 滑　　　　 石 東壁付近床面 Q 123

16 砥　　　　 石 17．1 10．4 4．4 － 882．4 砂　　　　 石 甫壁付近覆土下層 Q 124　 PL 120

17 砥　　　　 石 14．9 6．5 3．5 － 423．0 凝　 灰　 岩 南壁付近覆土下層 Q 125　 PL 1 20

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
長 さ（Ⅷ） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第275図18 刀　　　　 子 （11．7） 2．2 0．3～0．4 － （15．2） 南壁付近床面 M 40　 P L 12 2

第120－C号住居跡（第268図）

位置　調査区の中央部，F4e2区。

重複関係　本跡は，第120－A号住居跡の南東部を掘り込んでおり，第120－B号住居跡の床の上に構築している

ことから，第120－A号住居跡と第120－B号住居跡より新しい。

規模と平面形　長軸3．74m，短軸3．44mの方形である。

‾≡＝∈訝

第276図　第120－C号住居跡出土遺物実測図
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航離日洋種桓舶廟 器形　の　特　徴 i 手　法　の　特　徴 胎土櫓断射中　寿話　者

第276回
l

底部から目線血片∴平底∴休部は　目線部及び体部内・外面ロケロナ蓋薫孟石湖状慈層腑％
直線的に立ち十がり．そのまま＝　デ∴休部下端ナデ∴底部回転へラ
縁端部に至る。　　　　　　　　　 削り調整。

i 普通　　　i
林　　 Åトは．0〕底部から目線部片＋　平底∵休部は　目線部及び体部内・外面ロケロナ右姓・バミス・ス　P船　　　 舶％

紬∴吏器　H　寸言 直線的に立ち上がり．そのまま‖　デ√休部下端ナデ∴　底部回転へラコリ　ア・長有・　将士卜層

2　　　　　　　　　 C　　9誹 嫁端部に至る。 削り調整。二次底部面を残す。 礫・針状鉱物　　　 PL8」

黄灰色

普通

半　　瓶　H　目しリ高台部から休部片．直線的に聞く　体部内・外面ロクロナデ∵ スコリアをパミス　㌘689　　　30％

3　須恵器雲［霊 短い高台が付く＋休部は外伸して 亜吠色　　　　　　 将士中

直線的に立ち上がり，上位で強く 普通　　　　　　　 PLト1

屈曲する。

童軸方向　N－5J－W

壁　壁高はこう2cmで，ほぼ垂直に立ち上がる．、一、．

壁溝　確認された壁下のうち，南西壁に壁溝が巡っている．、、十幅約日cm∴口幅的（＿うcmである、、1

床、伸tで，中央部は踏み回められている、一、、

・′　′　′　　　　　　　　　　．：ノ　　　　′′．′、　　言　′　′＼　　′・・：、　′、－，′、　′　′・　ノ　′　．′．

る、、

竃　北壁中央部に付設され，両砂混じりの白色粘士で構築されている、、火床部はわずかにlIl刷亡に掘り窪められ

ているご．煙道部は壁外へ76cm程突出し，壁の内側から急に立ち上がっている、、L

電土層解説

1　黒　褐　色　粘「小ゾLJソク少量，焼I斗白’・・炭化粒召尉Iを

ご　黄　褐　色　粘巨巨ノ、、U、ソク多量∴　焼「小プロ、ノク・炭化粒自微量

：j　黒　褐　色　焼日章「・粘巨」、ゾロ・ソク中量，炭化物・炭化粒J’一微量

・l　褐　　　色　粘十大プロ、ソク考量も　焼上′J、プロ、ソク少量．炭化物f鋸一呈二

5　窯　褐　色・焼土粒子の炭化粒子の粘土粒子少選

覆土，4層からなる自然堆積である、、

土層解説

且　暗　褐　色　焼士粒子の粘土粒子e灰多量　焼土中ブロック。炭化粒子少量

2　暗　褐　色　炭化粒J′・・U一一ム小プロ・ソク・tブーム粒J′・少品　ローム中プロ、ソク微量

：i　黒　褐　色　ローーム粒戸出l∴　U一一一ム小ゾロ、ソケ少量．焼‖泣「微量

rl　黒　褐　色　焼＝位r・ローム小プロ、ソク・ローム粒J′・少量，ローム中プロ・ソク微量

、　；　ノ　　　　　　　　　　　　′　．′　′　′　′・言　　′・、・・、・　′　　　′　　　　′　．　′　′　ユ

恵器杯は中央部覆日、‾層から，3の須恵器辛瓶は覆巨1Iからそれぞれ出上している．、＿

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から奈良時代（8世紀前半）と思われる。

′　ノ　′　　′

位置　調査区の中央部，F4dJ互。

重複関係　本跡は。第121つ3号住居跡の南東部を据i）込んでおり，北西部を第12（「B号住fi瑚亦に掘り込まれて

いることから，第121－I3号す圭居跡よi）新しく，第12（十I－3号住居跡よりも古い、1．

規模と平面形　長軸2．22m，短軸2．2mの方形である、ニラ

童軸方向　N－ビ32ローW

璧　壁高は58cmで，ほぼ垂I的二立ち上がる、、

－lll一一33∠十一一一一1－1



第277図　第121－A号住居跡実測図

第121－A号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 2 77図 杯 A ［15．2］ 底 部 か ら口 線 部 片 。 平 底 。 体 部 は 口 緑 部 内 ・外 面横 ナ デ 。 体 部 内 面 礫 P 69 6　　　 3 0％
1 土 師 器 B　　 5．9

C　　 3．6

内攣 して 立 ち 上 が り， 口緑 部 で わ

ず か に外 反 す る 。 口緑 部 内 面 に 鈍

い 稜 を持 つ 。

磨 き， 外 面 へ ラ 削 り後 磨 き。 赤 褐色

普 通

覆 土 下 層

2

椀 A ［11．0］ 体 部 か ら 口緑 部 片 。 休 部 は 内暫 し 口縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 休 部 内 面 長 石 ・砂 粒 P 69 7　　　 30％
土 師 器 B （7．4） て 立 ち 上 が り， ロ綾 部 は短 く外 傾

す る 。

ナ デ ，外 面 へ ラ削 り。 黒 褐 色

普 通

覆 土 下 層

3

柑 B （6．7） 底 部 か ら休 部 片 。 平 底 。 体 部 は算 休 部 内 面 ナ デ ， 外 面 上 半 ナ デ ， 下 砂 粒 ・ス コ リ ア ・ P 6 98　　　 4 0％
土 師 器 C　　 3．3 盤 玉状 で あ る。 半 へ ラ削 り。 長 石

鈍 い 赤 褐 色

普 通

覆 土 下層

P L 8 4

図版 番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
長 さ （cIn） 幅 （crD） 厚 さ （c m） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第277図 4 転　 用　 羽　 口 4．1 － － － 8 4．9 覆　 土　 中 D P 92　 P L l1 7

5 転　 用　 羽　 口 6．3 － － － 8 9．1 覆　 土　 中 D P 93　 P L 1 17

6 転　 用　 羽　 口 7．9 － － － 7 6．4 覆　 土　 中 D P 94　 P L 1 17

壁溝　確認された壁下には壁溝が巡っており，全周するものと思われる。上幅約9cm，下幅約5CⅢ，深さ約6

cmで，断面形はU字形である。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは径38cmの不整円形，深さ50cmで，他に対応する柱穴は確認できないが，位

置や深さから主柱穴の可能性がある。P2，P3は径21－44cmで，性格は不明である。
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覆土　4層からなる人為堆積である。

土層解説

1鈍い黄褐色　ローム中プロ・ソク多＿鼠，炭化粒J’－少量，ローム小プロ、ソク・ローム粒召鋸一呈二

2　黒　褐　色　焼日粒子・ローム小プロ、ソク・ローム粒J’サ鼠　ローム大ブロック微量

3　褐　　　色　ローム中・小プロ、ソク・ローム粒子多量，炭化粒アサ鼠　焼上粒召数量

L′1暗　褐　色　ローム粒子中量．炭化粒トローム小ブロック少量，ローム中プロ、ソク微量

遺物　土師器片お鵬点　須恵器片は点　縄文土器片　点　弥生土器片軋蕉　軽石　点　鉄注　意が出土して

いる。第2㌫囲且の土師器塚は東コ料ナー付近覆土下層から診　2の椀は南東壁付近覆土下層から9　3の相は

中央部付近覆土下層から，4～6の転用羽口は覆土Lf‥1からそれぞれ出土している。

所農　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代中期　持世紀後半）と思われる。

第臓紅層号健腰腰つ瀾顔融郡

位置　調査区の中央部，F4C言束。

重複関係　本跡は　第は0－B号住居跡と第温21－A号住居跡に掘　込まれていることから　第は0－B号住居臥

第121－A号住居跡よりも古い。

親機藍平面形　遺存する北東壁から推定するとタ　一辺4。3mの方形ある摘　長方形と監われる。

主軸方向　N－250－W

壁　壁高は1＿7cmで，外傾して立ち上がる。

璧溝　確認された壁下のうち撃　北西壁に壁藩が巡っている。上幅約8cmタ　下幅約4cmでタ　断面形はU字形であ

る。

床　平坦で全体的に軟らかである。

ぽッ睦　2か所（Pl鯵P2）。Pl魯P2は径30～7cmの不整円形　深さ2～罰cmでタ　性格は不明である。

覆土　2層からなる自然堆積である。

色
色

褐
褐

説
黒
暗

解層

　

1

　

2

土

「ローム小プロ、ソク・ローム粒－f一少量

ローム粒子少量

∴：；言守　二二一二′　一∴ノ‾’′1－‾奇　∴二了も弓∴∴．ジー
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第且21－B号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色訴巨 焼 成 備　　 考

第 278 図 椀 B ［4．1］ 底 部か ら体部片 。平底。体部 は内 体部 内 ・外面ナデ。内面黒色処 理。

i

長石 P 70 1　　 20％
1 土 師 器

l

C （4．6） 攣 して立ち上が る。 黒褐色

並三品
l 日通

覆土 下層

！

2

柑 B （8．3） 底 部か ら体部片。平 底。体部 は算 体部内面 ナデ，外 面上半 ナデ，下 長石 ・石英 ・スコ P 7 00　　　 6 0％
土 師 器 C　　 4．0 盤玉状 である。 半へ ラ削 り後 ナデ。 リア

鈍 い褐色

普通

覆土下層

P弘8 4

3

聾 A ［3 2．0］ 体部か ら口縁 部片。体部 は内攣 し 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部内 ・ 礫 ・長石 P 70 2　　 10％
土 師 器 B （13．2） て立ち上が り，日録 部は外傾す る。 外 面ナデ。 褐色

普通

覆土下層

P L 84

4

聾

土 師 器

A ［1 9．0］

B （5。0）

目線 部片。 目線 部は外傾す る。 目線部 内 。外面横 ナデ。 長石 ・スコ リア・礫

明褐色

普通

P 70 3　　 10％

覆土 下層

遺物　土師器片114息鉄棒2点が出土している。第278図3の嚢は北コーナー付近覆土下層から，4の聾は同

床面から，2の増は東コーナー付近覆土下層からそれぞれ出土している。

新風　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と思われる。

第帽号住居跡（第279回）

位置　調査区の中央部，F4C5区。

重複関係　本跡は，南部を第123号住居跡に掘り込まれていることから，第123号住居跡より古い。

規模と平面形　長潮路57m，短軸4．40mの方形である。

主軸方向　N－640－E

壁　壁高は27～42cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北東壁から南東壁まで壁溝が巡っている。上幅約1細，下幅約10cm，深さ約7cmで，断面形はU字形で

ある。

床　平坦で，住居の東寄りに踏み固められた部分がある。

ぽッ睦　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は径20～31cmの不整円私深さ64～81cmで，配置や規模から主柱穴と思

われる。

炉　中央から北寄り床面に焼土がわずかに確認できたが，火熱等で硬化した様子は見られず，短期間使用され

ただけの炉なのかあるいは単に焼土塊なのかは不明である。

貯蔵究　南コーナーに付設され，径5紬の不整円私　深さは35cmで，断面形はU字形である。

者達　5層からなる自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化物・ローム小ブロック微量
2　黒　褐　色　炭化材中量，ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量

4　極暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量

5　極暗褐色　炭化材中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片190点，須恵器片28息弥生土器片1点が出土している。第280図1の土師器椀，2の嚢は南東

壁付近覆土中層から，3の手捏土乳　4の敲石は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と思われる。
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第那図　第臓号住居跡実測図

第122号住居跡出土遺物観察表

2m

ト－　I l

図版番号器　種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色諌巨焼成 備　　考

第122図 椀 A ［7．2］底部から日縁部片。上げ底気味の目線部内・外面横ナデ。体部内面長石・パミス P704　　　70％

1 土師器B　　4．8 平底。体部は内攣して立ち上がり，ナデ，外面へラ磨き。 極暗赤褐色 覆土中層

．C　　2．7 目線部はわずかに外傾する。 普通 PL84

2

嚢 A　14．7 体部から日縁部片。体部は内攣し口縁部内・外面横ナデ。体部内面長石eスコリア P705　　　60％

土師器B （16．2）て立ち上がり，目線部は「く」の

字状に外傾する。

ナデ，外面斜位のヘラ削り。 明褐色

普通

覆土中層

3

手捏土器A ［7．6］底部から体部片。突出気味の平底。目線部及び体部内・外面ナデ。外長石・スコリア P706　　　50％

土師器B　　3．5

C　　5．4

体部は内攣気味に外傾して立ち上

がり，そのまま目線端部に至る。

面に輪積み痕を残す。 赤褐色

普通

覆土中

図版番号種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨　 質

出土地点 備　　　　 考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）孔径（cn）重量（g）

第280図4敲　　　　 石 18．3 9．6 3．7 － 1172．8 安　山　岩覆　土　中Q134
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第280図　第122号住居跡出土遺物実測図

第123号住居跡（第281図）

位置　調査区の中央部，F4d6区。

重複関係　本跡は，第98及び103号土坑を掘り込んでおり，第101・102号土坑に掘り込まれていることから，

第122号住居跡，第98・103号土坑より新しく，第101・102号土坑よりも古い。

規模と平面形　長軸6．55m，短軸6．40mの方形である。

主軸方向　N－240－W

壁　壁高は14～41cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認された壁下には北東壁と北西壁の一部を除いて壁溝が巡っている。上幅約12cm，下幅約8CⅢ，深さ

約6cmで，断面形はU字形である。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ピット　5か所（P．～P5）。Pl～P．は径39～65cmの不整円形，深さ14～72cmで，配置や規模から主柱穴と思

われる。P5は径21cmの不整円形，深さ19cmで，出入り口ピットと思われる。

寵　北西壁中央部に付設され，砂粒まじりの白色粘土で構築されており，袖部と火床部が確認できた。火床部

は皿状に掘り窪められている。煙道部は壁外への突出がなく，壁の内側から直線的に立ち上がる。

覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

2　黒　褐　色　焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

3　黒　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量，炭化物少量，焼土粒子微量

4　暗　褐　色　ローム中・小ブロック中量，炭化物・ローム粒子少量

－339－



－340－

旦20．4m

JlJ、＼

第281図　第123号住居跡実測図

し一十二＝＝＝∃m

0　　　　　　　　1m
I I



第282図　第123号住居跡出土遺物実測図（1）
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第283図　第123号住居跡出土遺物実測図（2）

第123号住居跡出土遺物観察表

ー「　「
′

柑S巧

l父1版番弓・ 器　 種 計測値（Ⅷ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第282岡 土不 A　 11．0 丸底。体部は内攣 して立 ち上 が り， 目線部内 ・外 面横 ナデ。休部内面 雲母 ・パ ミス ・ス P 70 7　　 100％

1 土 師 器 B　　 4．4 口緑部 は内傾す る。外面に鈍い稜 ヘラ磨 き，外 面へラ削 り。体部内 コリア ・長 石 覆土中層

を持つ。 而黒色処理。 暗赤褐色

普通

P L 84

2

杯 A ［13．0］ 底部か ら目線部 片。 丸底。休部は 目線部内 ・外 面横 ナデ。体部内 ・ 長石 P 70 9　　　 30％

土 師 器 B　　 4．2 内攣 して立 ち上 が り，口緑部は直 外面ナデ。 内 ・外 面黒色処理。 褐色 床面

立す る。外面に突 出した稜 を持 つ。 普通 P L 84

3

椀 A ［13．8］ 底部か ら口緑部 片。 突出気味の平 口縁部内 ・外 面横 ナデ。体部内 ・ 石英 ・長石 ・スコ P 70 8　　　 40％

土 師 器 B　　 6．8 底。体部 は内攣 して立ち上が り， 外面ナデ。 リア 覆土中層

C　　 7．2 口緑部 は短 く直 立する。 赤褐色

普通

P L 84

4

鉢 A　 21．0 口緑部一一一部 欠損。平底 。休部は内 口緑部内 ・外 面横 ナデ。休部内面 スコリア ・長石 ・ P 71 0　　　 90％

土 師 器 B　　 9，3 攣気味 に外傾 して立ち上が り，そ 暗文状のヘ ラ磨 き，外 面へ ラ削 り パ ミス 覆土中層　 底部

C　　 6．5 の まま口緑端部 に至 る。 後磨 き。 暗褐色

普通

に木葉痕あ り

P L 8 5

5

柑 B （6．8） 底部か ら体部片。平底 。休部は算 体部内面 ナデ，外面 上半磨 き，下 パ ミス P 71 1　　 60％

十 帥 器 C　　 4，4 盤玉状で，休部上 半に穿孔が見 ら 半へ ラ削 り後 へラ磨 き。 暗赤褐色 床 面

れ る。 普通 P L 8 5

6

要 A　 18．4 体部及 び口緑部一部 欠損 。平底。 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部内 ・ 長石 ・砂粒 ・雲母 P 71 2　　　 90％

土 師 器 B　 27．8 休部は内攣 して立 ち上 が り，口緑 外面ナデ。 暗赤褐色 床 面　 底 部に 木

C　　 6．0 部は緩 く外反す る。 普通 葉痕あり　 PL 85

7

要 A ［16．6］ 休部か ら目線部片。休 部は内攣 し 口緑 部内 ・外 面横 ナデ。体部内 ・ 長石 ・スコ リア P 71 3　　 10％

土 師 器 B （14．8） て立 ち上が り，口縁部は外反す る。 外面ナデ。 暗褐色

普通

覆土中

l細仮番号 種　　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考

長 さ （crD） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ）

第282 回 8 管　 状　 ⊥　 錘 5 ．2 4 ．6 － 2 ．1 ～ 2．5 88 ．9 覆　 土　 上　 層 D P 95

9 上　　　　 玉 2 ．9 3 ．3 － 0 ．6 28 ．9 床　　　　 面 D P 96

10 土　　　　　 二E 3 ．2 3 ．3 － 0 ．7 ～ 0．9 28 ，0 覆　 土　 下　 層 D P 97

11 I二　　　　　 王 2 ．6 2 ．9 － 0 ．6 ～ 0．7 15 ．6 覆　 土　 上　 層 D P 98

12 上　　　　　 玉 3 ．2 3 ．0 － 0 ．6 20 ．7 床　　　　 面 D P 99

13 上　　　　 玉 2．6 3 ，2 －
0 ．9 ～ 1．0 19 ．4 ピッ ト内寝土中 D P lO O

ー3112　－



図版番号 種　　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 士 地 点 備　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第283図14 勾　　　　 玉 3．9 2．3 0．5 0．1～0．。3 5．9 滑　　　　 石 床　　　　 面 Q 135　 P L l19

15 敲　　　　 石 12．2 6．1 5．2 － 472．4 砂　　　　 岩 覆　 土　 中　 層 Q 136

16 敲　　　　 石 10．9 8．5 7．1 － 78 8．2 安　 山　 岩 覆　 土　 中 Q 137凹石兼用

遺物　土師器片894点，須恵器片18点，弥生土器片3点，軽石4点が出土している。第282の283図1の杯，4

の鉢，15の敲石は南コーナー覆土中層から，12の土玉は同床面から，8の管状土錘は南西壁付近覆土上層か

ら，3の椀は同覆土中層から，9の士玉は同床面から，11の土玉は北東壁付近覆土上層から，5の相，10の

士玉は同覆土下層から，6の嚢は竃横覆土下層から，14の勾玉は竃前床面から，7の嚢，13の土玉はピット

内覆土中から，2の杯，16の敲石は覆土中からそれぞれ出土している。

所凰　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（6世紀前半）と思われる。

第帽考住居跡（第284図）

位置　調査区の中央部，F4f5区。

重複関係　本跡は，東部を第126別封言跡に掘り込まれ，第125

号住居跡に本跡の上に構築されていることから，第125と126

号住居跡より古い。

規模と平面形　長軸8．60m．短軸8．50Inの方形であるし・、

主軸方向　N－340－W

壁　壁高は23－62cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　全属する。上幅約22cm，下幅約12cm，深さ約5cmで，断

面形は逆台形である。

床　平坦で，中央部周囲に踏み固められた部分が見られる。北

西壁，南西壁から各1条ずつ，北東壁，南東壁から各2条ず

つの溝が中央に向かって延びている。上幅約36cm，下幅約9

cm，深さ約12cm，長さ92～164cm，断面形は逆台形である。

北東壁，南東壁から85－95cm離れた位置に，壁に平行して各

1条ずつ溝が延びている。上幅32－44cm，下幅12～20cm言采

さ約10cm，長さ244～270cm，断面形はU字形である。

ピット　5か所（PrP5）。Pl～P4は径68－148cmの不整円形，深さ107～123cmで，配置や規模から主柱穴と

思われる。P5は径42cmの不整円形，深さ27cmで，出入り口ピットと思われる。

炉　中央から北寄りに位置し，長径90cm，短径76cmの楕円形言呆さ7cmの地床炉である。炉床は熱愛硬化して

いる。

炉土層解説

1　黒　褐　色　焼土粒子・炭化物・ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼士粒子・炭化物微量

3　赤　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，炭化物微量

4　窯　褐　色　焼土粒子中量，炭化物・ローム小ブロック・ローム粒子少量

5　鈍い褐色　ローム粒子多量，焼L粒子中量，炭化物微量

6　赤　褐　色　焼土粒子多軋　焼土′トブロック中鼠　炭化物少量

一一一一・一1一一3∠二1311－－－1



第期図　第帽号住居跡実測図
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第285図　第124号住居跡出土遺物実測図（1）
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第287図　第124号住居跡出土遺物実測図（3）
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第288図　第124号住居跡出土遺物実測図（4）

くコ＝丑30S＝毎

乙二三⊃

－348－

ヱ　′

0

1r

－　　．

°　〉

・．　－∵

°　ヽ．t

34S＝ね

⊂コ＝Ⅰ二二虹⊃3ISニ尭

10cm

！　　　；　　　！



厨‾稿
⊂ュ

橿ヨ≡∋＝

42S＝尭

第289図　第124号住居跡出土遺物実測図（5）

第124号住居跡出土遺物観察表

図版番号 音　 程 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 28 5図 杯 A　 16．5 丸底気 味の平底。体部 は内管 して ロ緑部 内 ・外 面横 ナデ。体部 内面 長石 ・砂 粒 P 7 14　 10 0％

1 土 師 器 B　　 5．5 立 ち上 が り，口縁部 は外傾す る。 ヘ ラ磨 き，外面 ナデ。 鈍 い褐色 覆土下層

C　　 4．2 内面 に鈍 い稜を持つ。 普通 P L 8 5

2

杯 A　 17．5 口緑部一 部欠損 。平底。体 部は内 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 長石 ・スコ リア ・ P 7 15　　　 9 5％
土 師 器 B　　 6．0 攣 して立 ち上が り， ロ緑部 は外 傾 剥離，外面上半へ ラ磨 き，下半 ナ 砂粒 床面

C　　 3．0 す る。 内面 に鈍 い稜 を持つ。 デ。 明褐色　 普 通 P L 8 5

3

杯 A　 12．6 平底。体部は内野 して立ち上が り， 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 長石 ・礫 P 71 6　　　 9 5％
土 師 器 B　　 5．7 口縁部 は短 く外傾 す る。内面 に稜 磨 き，外面ナデ。 貴橙色 覆土下層

C　　 3．8 を持つ。 普通 P L 85

4

杯 A　 1 3．3 底部か ら口緑部片。 丸底。体部 は 口緑部 内 ・外面横ナ デ。体 部内面 石英 ・雲母 ・スコ P 7 1 7　　　 70％
土 師 器 B　　 5．2 内管 して立 ち上が り，口緑部 は直 ナデ，外 面へ ラ削 り。 リア 床面

立する。外 面に突出 した稜 を持つ。 鈍い褐色　 普通 P L 85

5

杯 A ［14．0］ 底 部か ら口緑部片。平底 気味の丸 口緑部 内 ・外 面横 ナデ。体部 内面 石英 ・長石 ・礫 P 7 18　　　 7 0％
土 師 器 B　　 6．1 底。体部 は内攣 して立ち上が り，口 ヘ ラ磨 き一 部剥離 ，外面へ ラ削 り 鈍 い橙 色 貯蔵穴覆土 中

緑部 は外 傾する。内面に稜 を持 つ。 後ナデ。外面 赤彩 。 普 通 P L 8 5

6

椀 A　　 8．8 口縁部 一部欠損。平底。 体部は内 口緑部内 ・外 面横 ナデ。体部内面 礫 ・長石 ・ス コリア P 7 19　　　 9 5％

土 師 器 B　　 7．0 攣 して立 ち上が り， 口緑 部は外 傾 ナデ，外面上 半ナデ，下半へ ラ削 赤褐色 覆土中

C　　 3．7 す る。 り。内面 に輪積み痕 を残す。 普通 P L 8 5

7

椀 A　 ll．1 底部か ら口緑 部片。平原。体 部は 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 石英 ・長石 ・スコ P 72 0　　　 70％
土 師 器 B　　 5．8 内管 して立．ち上 が り， 口緑部 は外 ナデ，外面へ ラ削 り。 リア 覆土中層

C　　 4．2 傾する。内面 に稜 を持つ。 橙色　 普通 P L 85

8

高　　 杯 A　 23．8 脚部か ら口緑部片。 脚部 は円筒状 口緑部 内 ・外面横ナ デ。体 部内面 長石 ・ス コ リア ・ P 7 2 1　　 80％
土 師 器 B　 17．7 で下方に膨 らみが あ り，裾部 との ナデ，外 面縦位のナデ。脚 部内面 パ ミス 覆土 下層

D　 17．7 接 合部が くびれ る。裾 部 は大 き く に輪積 み痕 を残す，外面縦 位のへ 明褐色 P L 84
E　 lO．5 「ハ」の字状 に開き，端 部 は反 る。 ラ磨 き。裾 部内両横ナデ ，外面 放 普通

杯 部は下位に鈍い稜 を持 ち，外傾

して立 ち上が り， 口緑端 部はわず

か に反 る。

射状のヘ ラ磨 き。

9

高　　 杯 A　 21．1 脚部か ら口緑 部片。脚部 は円錐形 口緑部内 ・外面横 ナデ。体部内面 礫 ・石英 ・ス コリア P 7 22　　　 8 0％

土 師 器 B （17．1） で裾部 で大 きく開 く。杯 部は下位 剥 離，外面上半縦位 のへ ラ磨 き， 橙色 貯蔵穴覆土中

E （10．7） に稜 を持 ち，内攣 して立ち上が り， 下半裸ナデ。脚部 内面ナデ，外面 普通 P L 84
口緑端部 で反 る。 縦 位のヘ ラ磨 き。

－349－



図版番号 器　 種 計測健 海 ）　　　 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 も繍 欄 可　 ノ備　 考

10

高　　 林 A l五？　 脚 部か ら目線 部片＋　脚 部は出鉦彬 目線部内 ・外面怖 ナナ．休部 内面 有英 ・長有 ・ス コ　 P 72 8　　 8。％
工 帥 器 B （12。7） で裾部 で大 きく開 く．林 部は下位 ヘ ラ磨 き ・甘利経．外面十千へ ラ リア　　　　　　　 楷士下層

E　 同 ．声　 に綾 を持 ち，内曾 して立 ち上 が り， 磨 き下半へ ラ削 り∵細部 内面 ナデ， 樟色　　　　　　　 P L ～H
その まま打線 端部 に至 る。 外 面縦位のヘ ラ磨 き∴ 普通

Ⅲ

高　　 林 Å　 封．　 脚部か ら目線 部片∵　脚部 は円錐彬 目線 部内 ・外面構 ナデ∴休 部内面 砂粒 ・長有 ・スコ　 P 7封　　 m ％

土 師 器 H　 廿 寸　 で裾 部で大 き く開 く∴林部 は下位 ヘ ラ磨 き1 部剥離∴　外面 十半へラ リア　　　　　　　 貯蔵穴 将士 車
目　 白バ言」 に稜 を持 ち，内曾 して立ち上が り， 磨 き，下半へ ラ削 i主　 脚 部内面に 橙 色　　　　　　　 P L～月

E　 O．3　 日縁端部で亙 る． 輪積 み痕 を城す，外面縦位 のヘラ

磨 き。

普通

第286回 高　　 林 Å 〔労守 口 脚部か ら目線部片 ∴脚部 は円筒状 目線部 内 ・外 面構ナデ∵休部 内面 砂粒 ・石英 ・ス コ　 P 72 5　　 帥％

鼠2 士 帥 器 B　 五 6　 で下方に膨 らみが あ り，裾部 との 刺肛　 外面 へラ磨 き∴　脚 部内面 ナ リア ・　　　　　　 将士下層

0 17．5　 接 合部が くびれ る＋裾 部は大 き く デ十　外面縦位 のヘラ磨 き∴裾部 内 バ ミス　　　　　　　 P L 樟
E　 路 0　　 ハ　 の字状 に開 。 棒部は下位 面積ナデ，外 面放射状 のヘラ磨 き∵ 明褐色

に鈍 い稜 を持ち，外傾 して立ち十

が り．その まま目線端部 に圭る∵

脚部 に 寸孔 が穿たれ る∴

普通

13

高　　 林 Å　 白‥言」 脚部か ら目線 部片＋　腑 部は円錐彬 ＝縁 部内 ・外面横 ナデ∵休 部内面 長石 ・有薬 ・スコ　 P 726　　 帥％

士 帥 器 H　 日．3　 で裾 部で大 き く開 く∵林部 は十位 ヘ ラ磨 き1 部剥離，外面へ ラ磨 き∴ リア　　　　　　　 覆士下層
目　 白 ．両　 に鈍い綾 を持 ち，内曾 して立 ち十 脚部 内面構ナデ，外面縦位 のヘ ラ 黄橙 色　　　　　　 P L精

E　 5．0　 が り、目線端部 で反 る∵ 磨 き。 普通

14

高　　 林 目　 白G．事　 脚 部か ら林部片∴　脚部は円筒状 で 杯休部 内面剥離一部へ ラ磨 き，外 砂粒 ・スコ リア ・　 P 72 7　　 40％

土 師 器 E　 亘仕 5十　十 万がわずか に太 い十裾部 は大 き 面 ナデ＋　脚部内面に輪積み痕 を残 有英　　　　　　　 将士 卜層
く　十 、」の字状 に開 く∴林 部は十 す，外面縦位 のヘ ラ磨 き㍉裾部 内 灰褐色

方 に鈍 い綾 を持 ち，外 傾 して立 ち

上 がる。

面ナデ十　外面放 射状のナデ∵ 普通

15

用 A ＋ 7吊） ＝汀線部一一一部欠損。平底。体 部は算 目線部内 ・外面横 ナデ∴休部内面 長右　　　　　　　 P 728　　 瞞％

士 帥　 器 8 10．0　 盤工状 で，目線部 は外傾 して立ち ナデ，外面十半 ナデ，下半へ ラ削 鈍い褐色　　　　　 将士 下層

C　 説6＋主上が 勘　 端 部は直立す る。 り後ナデ。 普通　　　　　　　 P L 85

且6

川 A ［相識］圧胡射酔一部 欠損。丸底 気味の平底。 目線端 部内 ・外面横 ナデ∴　目線部 砂粒　　　　　　　 ㌘729　　 85％

士 帥 器 8　 仕 8　 休部 は球彬状 で，目線部 は内丹気 内面磨 き，外面縦位 のヘ ラ磨 き∴ 黒 褐色　　　　　　 床面

C　　 滋　　 味に立 ち上が る。 休部 内面 ナナ，外面へ ラ磨 き∴ 普通　　　　　　　 PL 8 5

且7

温8

温9

2 0

2 1

22

第28 7回

川 Å 〔7．31 目線 部1 部 欠損 ∴平 底＋休部 は算 目線端部 内 ・外面構ナデ十　日緑 部 雲母 ∵長石　　　　 P 73 0　　 80％

土 師 器

用

ポ　 リ．イ　 盤 工状で， 目線部 は内攣気味 に宣 内 ・外面 ナデ∵休部内面 ナデ，外 橙色　　　　　　　 将士下層
し　　 寸．0　 ち上 がる． 面十半へ ラ磨 き．下半へ ラ削 り∴ 普通　　　　　　　 P L 樟

A ［9謡 ‖ 打線 診一部欠損。平底 。体部 は算 目線端部 内 ・外 面横ナデこ　‖縁部 砂粒 ・長石　　　　 P 73 1　　 80％
士 師　 器

用

B　 O．寸　 盤上状 で，＝縁部 は内攣気味 に立 内面横ナデ，外面ナデ√休部内面 ナ 橙色　　　　　　　 覆士中層

し　　 3つ　 ち上が る十 デ，外面十 半ナデ，下半へ ラ削 年 普通　　　　　　　 P L 精

B （4も8） 底部か ら体 部片。平底。体 部ほっ 休 部内面ナデ，外面十 半ナデ．下 長有　　　　　　　 P 732　　 70％

士 帥 器 C　 3。3　 ぶれ た算盤 王状であ る。 半 粗いハケナ デ÷ 鈍い橙色　　　　　 床面

普通　　　　　　　 P L8 5

長有　　　　　　　　 P 733　　 70％増 B （5．0） 底 部か ら体部 片。平底。体部 は算 休部 内面ナデ，外面十半 ナデ，下

士 師 器 C　 鼠　　 盤玉状であ る。 半へ ラ磨 き． 黒 褐色　　　　　　 覆士 中層

普通　　　　　　　 PL 8 5

スコリア ・砂 粒　　 P 74 0　　 80％用 B （5。5） 底 部か ら体部片。平底 。体部 は球 休部内面 ナデ，外面十半 ナデ， 卜

士 帥 器 し　 寸．2　 形状 である∴ 半へ ラ削 り後ナデ㍉ 橙色　　　　　　　 覆土中層

普通　　　　　　　　 P L 8 5

長石　　　　　　　　 P 7封　　 50％加工頸 壷 H （‖言う　底部 か ら休 部片㍉　平底．体 部は内 目線 部内 ・外面 横ナデ．休部内面

士 帥 器

てこまこご箋琵

し　 7．0　 攣 して立 ち十が り， 目線 部は外傾 ナデー部へ ラ磨 き，外面 へラ磨 き十

日縁 部内 ・外面へ ラ磨 き√体 部内・

明赤褐色　　　　　 覆士中層

す る。 普通 P L 8（i

A 15．3　 底 部か ら＝縁 部片J 平底J 体 部は 砂粒 ・長石　　　　 P 735　　 85％

23

24

2 5

土 師　 器

嚢

8　 32．3　 球形状で，最大 経 を中位 に持 つ∴ 外面 ナデ√

＝縁端部 内 ・外面横ナ デ十　日縁 部

橙 色　　　　　　　 覆土 中層

C　 7言　 目線部 は外傾 する∴　‖縁部 は複合

＝縁 を呈す る∵

A 18．3　 休 部か ら目線部片 ∴休部 は内曾 し

普通　　　　　　　 P L8 6

長石　　　　　　　　 P 736　　 50％

十 師　 器

嚢

8　 36・÷0　 て立ち十が り，目線部 は外傾 する∵

A　 白土9〕 体部 か ら＝縁部片．体部 は内攣 し

内面横 ナデ，外面縦位 のヘ ラナ デ∴ 鈍 い赤褐 色　　　　 床面

体部内面 ナデ，外面へ ラ削 り∵ 普通　　　　　　　 P L 8 6

目線 部内而 ナデ，外面十 半横 ナデ， 長石　　　　　　　　 P 73 7　　 40％
士 師 器 H （15．の　 て立 ち十 が り，目線部 は直 立し， 下半縦位のヘ ラ磨 き∴体部内 ・外 鈍い賞橙色　　　　 貯蔵穴覆上中

端部 で外傾 する∵　目線 部は稜合‖

縁 を望す る。＋ ＋ ＋ ＋ i

癖ナデ。 普通　　　　　　　 ㌘監鋸
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

26

ミニチュア土器 A ［8．2］ 口縁部一部 欠損。平 底気味 の丸底 。 口縁部及 び体 部内 ・外面ナデ。 砂 粒 P 739　　　 95％
土 師 器 B　　 3．8 体部 は内攣 して立 ち上が り，その 橙色 覆土 中層

まま目線端部 に至 る。 普通 PL 8 6

27

手捏土器 A ［6．5］ 底部か ら目線 部片。平底。体 部は 日録部及 び体部 内 ・外 面ナデ。体 砂粒 P 74 1　　 60％

土 師 器 B　　 4．4 直線的 に立 ち上が り，そ のま ま口 部内 ・外面 に輪積 み痕 と指頭庄痕 灰褐色 覆土 中層

C　　 4．4 縁端部 に至 る。 を残す。 普通 PL 8（i

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第288図28 紡　 錘　 車 4．7 4．6 2．1 0．6～0．8 27．7 北西壁付近床面 D P IO I　P L l 16

29 土　　　　 玉 4．5 4．7 4言 0．7～1．0 74．4 東コート付近覆土下層 D P lO 2

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第288図30 有　 孔　 廿 板 4．6 4．5 0．7 0．3 2 2．0 滑　　　　 石 中央部覆土中層 Q 13 8

31 有　 孔　 円　 板 2．6 3．7 0．4 0．2 6．7 滑　　　　 石 南東壁付近覆土上層 Q 13 9

32 有 孔　 円 を‾板 2．9 3．0 0．4 0．2～0．3 5．4 滑　　　　 石 北西壁付近覆土中層 Q 14 0

33 不　 明　 石　 器 7．1 軋5 1．3 － 54．8 砂　　　　 岩 覆　 土　 中 Q 14 1打製石斧 か

34 敵　　　　 石 9．1 25．8 3．7 － 184．8 安　 山　 岩 覆　 土　 中 Q 142　 P も12 1

35 砥　　　　 石 17．7 8．7 2．6 － 393．8 粘　 板　 岩 西コーナー付近床面 Q 143　 P L 12 0

36 磨　　　　 石 15．0 6．2 2．5 － 368．4 安　 山　 岩 北東壁付近覆土上層 Q 144敲石兼用

37 敲　　　　 石 15．3 4．3 2．6 － 256．1 安　 山　 岩 覆　 土　 中 Q 145

38 敲　　　　 石 13．4 5．5 3．1 － 34 3．6 安　 山　 岩 覆　 土　 中 Q 146

39 磨　　　　 石 11．2 5．2 4．4 － 94．4 安　 山　 岩 覆　 土　 中 Q 14 7

第289図40 敲　　　　 石 ＆4 2．2 1．1 － 35。8 安　 山　 岩 覆　 土　 中 Q 14 9

41 剥　　　　 片 5．2 2．7 1．5 － 22 0．0 チ　 ャ　 ー　 ト 西コーナー覆土上層 Q 150　P q 21

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 夢備　　　　　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第289図42 刀　　　　 子 （8．8） 2．5 0．4～0．6 － （44．7） 南東壁付近覆土下層 M 44　P L 12 2

43 釘 （16．2） 1．9 1．0 － （72．5） 南コーナー付近覆土中層 M 45

44 不 明 鉄 製 品 （10．7） 0．8 0．6 － （9．2） 南東壁付近覆土下層 M 46　P L 12 4

貯蔵究　南コーナーに付設され，長径104cm，短径94cmの楕円形，深さは95cmで，断面形は揺鉢形である。

覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　　　色　焼土中ブロック・焼土粒子少量

2　暗　褐　色　焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　黒　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子e炭化粒子eローム太ブロック微量

4　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量

遺物　土師器片4，751点，須恵器片33点，縄文土器片5点，弥生土器片6点，灰粕陶器片1点，軽石7点が出

土している。第285～289図2，4の杯，19の相，28の紡錘車は北西壁付近床面から，1，3の土師器埠，18

の高塚は同覆土下層から，32の有孔円板，20の増は同覆土中層から，5の埠，9，11の高杯，25の嚢は貯蔵

穴内壁に貼り付くように，24の嚢は南コーナー付近床面から，13の高塚，15の相は同覆土下層から，26のミ

ニチュア土器は同覆土中層から，17，18の相，22の土師器短頸壷，23の壷は南東壁付近覆土中層から，31の

有孔円板は同覆土上層から，42の刀子は同覆土下層から，7の椀，27の手捏土器は東コーナー付近覆土中層

－351－



から，29の土玉は同覆土下層から，16の相は北コーナー付近床面から，35の砥石は西コーナー付近床面か

ら，12，14の高杯は散在した状態で覆土下層から，21の相，30の有孔円板は中央部覆土中層から，41の剥片

は北コーナー付近覆土上層から，43の釘は同覆土中層から，6の椀，33の不明石器，34の敲石，38～42の石

器類は覆土中からそれぞれ出土している。33の石器，41の剥片は流れ込みと思われる。

所凰　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代中期（5世紀前半）と思われる。

第臓考住居跡（第290図）

位置　調査区の中央部，F4h4区。

重複関係　本跡は，第124号住居跡の上に構築していることから，第124号住居跡より新しい。

規模と平面形　長軸4．42m，短軸3．38mの長方形である。

主軸方向　N－850－E

璧　壁高は10～13cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。

ピット　Plは径28cmの不整円形，深さ16cmで，性格は不明である。

孝蓋　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

2　黒　褐　色　焼土粒子・ローム中ブロック・ローム粒子少量

3　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

4　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量

2　5　3　4　1

一＿説工わ、＿

第調図　第臓号住居跡実測図

r∵∴一＋1ご‘‾“q
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第291図　第125号住居跡出土遺物実測図

第125号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10

ト－・－1－－1‥」

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第291図 杯 A ［13．9］底部から口緑部片。丸底。休部は 口緑部内・外面横ナデ。体部内面 パミス・スコリア P742　　　50％
1 土師器 B　　4．2 内攣して立ち上がり，口緑部は直 ヘラ磨き，外面へラ削り。内・外 黒褐色 覆土下層

立する。外面に鈍い稜を持つ。 面黒色処理。 普通 PL86

2

杯 A ［10．6］底部からロ緑部片。平底。体部は 口緑部内・外面横ナデ。休部内面 礫 P743　　　 50％
土師器 B　　4．1

C　　3．8

内轡して立ち上がり，口縁部は直

立する。外面に鈍い稜を持つ。

ナデ，外面へラ削り。 褐色

普通

覆土下層

3

小形要 A ［13．1］底部から口緑部片。平底。体部は 口縁部内・外面棟ナデ。休部内面 雲母 P745　　　50％
土師器 B　15．8 内野して立ち上がり，口縁部は外 ナデ，外面へラ削り。 橙色 覆土下層

C　　7．3 反し，端部で肥厚する。 普通 PL86

4

手捏土器 A ［4．2］底部から口緑部片。平底。体部は 口緑部及び体部内・外面ナデ。体 礫・長石 P746　　　70％
土師器 B　　2．6

C　　3．2

突出した底部から直線的に立ち上

がり，そのまま口縁端部に至る。

部内・外面に指頭圧痕を残す。 暗赤褐色

普通

覆土上層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （血）厚さ（cm）孔径（①）重量（g）

第291図5 釘 （9．5） 0．8 0．4一一0．5 － （9．6）中央部覆土下層 M 47　PL124

遺物　土師器片303点，須恵器片9点，簡生土器片1点が出土している。第291図1の土師器杯，3の小形嚢は

南東コーナー付近覆土下層から，4の手捏土器は同覆土上層から，2の杯，5の釘は中央部覆土下層からそ

れぞれ出土している。

所見　本跡は，出土遺物から見て竃の存在が想定できるが確認できなかったため，住居以外の使用の可能性も

考えられる。本跡の時期は，第124号住居跡との重複関係と出土遺物から古墳時代後期（6世紀）と思われ

る。

第126号住居跡（第292図）

位置　調査区の中央部，F4f7区。

重複関係　本跡は，第124号住居跡の東部を掘り込んでおり，第130号住居跡に掘り込まれていることから，第

124号住居跡より新しく，第130号住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸6．72m，短軸6．27mの方形である。

主軸方向　N－40－W

壁　壁高は34～42cmで，外傾して立ち上がる。
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第292図　第126号住居跡実測図
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璧溝　全属する。上幅的蟻cm　下幅約　cm言采さ約　cmで　断面形はU字形である。

床　平坦である。東壁から中央に向かって1条の港が延びている。上幅的餌m　下幅約　cm　深さ約12cm，長

さ115cmで，断面形はU字形である．

ぽッ紅　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は径33～54cmの不整円私深さ30～5細で言配置や規模から主柱穴と思

われる。P5，P6は径28～44cmの不整楕円私　深さ25～31cmで，出入り口ピットと思われる。

囁　北壁中央部に付設され，山砂混じりの白色粘土で構築されており，芯材は使用していないが，遺存状態が

良く，両袖部が残っている。火床部は血状に掘り窪められている。煙道部は壁外へ且3細程突出し撃　ゆるや

かに外傾して立ち上がる。

覆土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック中軋　ローム粒子サ焼土粒子少邑焼土小ブロック。炭化粒子。ローム太ブロック微量

2　暗　褐　色　焼土中ブロック中量，ローム中・小ブロック少乳焼土太ブロックゆ炭化粒子・ローム粒子微量
3　黒　褐　色　焼士大・中e小ブロック中量，焼土粒子0炭化粒子0ローム中ブロック少量

4　黒　褐　色　焼土中ブロック・ローム小ブロック中量，焼土大ブロック微量

5　褐　　色　焼士太・中e小ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量

覆土　7層からなる自然堆積である、「、

土層解説

1　褐　　　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　明　褐　色

5　褐　　　色

6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

ローム粒J’一多景∴　ロームl恒小ブロック中量：

ロームl巨小ブロック中量、炭化粒J’－・ローム粒J’・少量

ローム粒子多量，ローム中e小ブロック中量，炭化粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒J’一多結　ローム中プロ、ソク中量．炭化粒j′・少量・ローム人ブロック微量

ローム中ブロック・ローム粒J′一多量．ローム小ブロック中量

U－ム小ブロックl二再読．ローム中プロ、ソク・ローム粒f・少量

ローム小プロ、ソク・ローム粒J’一少軋　ローム大ブロック微量

遺物　土師器精巧肱夜学須恵器片8点，軽石8点が出土している。第293図1の土師器杯は竃横覆土下層から92

の甑は南西コーナー付近覆土上層からそれぞれ出土している。

所凰　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（6世紀後半）と思われる。
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第且26号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 29 3図 林 A ［14．8］ 底部か ら口縁部 片。丸底。体部 は 目線部 内 ・外面横ナデ。体部 内面 スコ リア P r7 47　　　 4 0％

1 土 師 器 B　　 5．0 内攣 して立 ち上 が り，目線部 は直 ナデ，外 面へ ラ削 り後ナデ。 内 ・ 黒褐色 覆土下層＿

立す る。外面に突 出 した稜 を持つ。 外面黒色 処理。 普通

2

甑 A　 2 3．6 底部か ら日縁部 片。無底式。体部 目線部 内両横ナデ，外 面へ ラ削 り。 スコ リア ・長石 P 74 8　　　 9 0％

土 師 器 B　 2 1．9 は直線的 に立 ち上 が り， 目線部 は 体部 内面 磨 き，外面上半横位のへ 明赤 褐色 覆土上層

C　　 8．4 外反す る。 ラ削 り，下半縦位のヘ ラ削 り。 普通 P L 8 6

第臓考佳贋跡（第294図）

位置　調査区の中央部，F4i5区。

重複関係　本跡は，第128e129号住居跡の上に構築していることから，第128e129号住居跡より新しい。

規模と平面形　遺存する壁がなく，床も硬化面のみの確認のため，規模及び平面形は不明であるが，竃が東壁

中央にあったとすれば，長軸3。3m，短軸2．85mの長方形と思われる。

主軸方向　N－750－E

壁　壁高は15cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北壁から西壁にかけて壁下に壁溝が巡っている。上幅約14cm，下幅約8cm，深さ約4cmで，断面形はU

字形である。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ぽッ匝　Plは径42cmの不整円形，深さ24cmで，配置や規模から出入り口ピットと思われる。

竃　東壁中央部に付設されていた可能性があるが，竃付近がエリア外に延びており，焼土と灰が散在するのみ

のため確定はできない。

第調図　第帽　の帽号佳腰掛実測図
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覆土　2層からなる自然堆積である。

土眉解説

1黒　褐　色　ローム中・小ブロック多量，ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

2　鈍い黄褐色　焼土中・小ブロック・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子少量，ローム中ブロック微量

遺物　土師器片419点，須恵器片12点，軽石1点が出土している。第295図1の土師器高台付杯，2の須恵器長

頸瓶は東壁付近覆土下層から，3の砥石は中央部覆土下層からそれぞれ出土している。2の須恵器長頸瓶は

流れ込みと思われる。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から平安時代（10世紀）と思われる。

二＿l‾l二二二二 二－二　二

第295図　第127号住居跡出土遺物実測図

第127号住居跡出土遺物観察表

銅
0　　　　　　　　　　　　　10cm

トー－一・一一一一一一一一一一一一一一一」

図版番号 器　種 計測値（CⅢ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第295図 高台付坪 B （4．2）高台部から休部片。［ハ」の字状 休部内面へラ磨き，外面ロクロナ スコリア・礫 P749　　　 30％
1 土師器 D ［8．0］ に開く高台が付く。休部は内攣し デ。底部回転へラ削り調整後高台 橙色 覆土下層

E　 l．8 て立ち上がる。 貼り付け。内面黒色処理。 普通 PL86

2

長頸瓶 B （5．8）高台部から体部片。「ハ」の字状 体部内面ロクロナデ，外面へラ削 砂粒 P750　　　 5％
須恵器 D ［15．2］に開く短い高台が付く。休部は内 り。 灰色 覆土下層

E　　 O．7 攣して立ち上がる。 普通 PL86

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出土地点 備　　　　 考
長さ（cIコ） 幅 （皿） 厚さ（cm） 孔径（cI⊃） 重量（g）

第295図3 砥　　　　 石 13．7 9．0 5．0 － 848，4 砂　　　　 石 中央部葎土下層 Q 152敵石兼用　 PL120

第128号住居跡（第296図）

位置　調査区の中央部，F4h5区。

重複関係　本跡は，南部を第127号住居跡に掘り込まれていることから，第127号住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸7．29m，短軸6．80mの方形である。

主軸方向　N－20－W

壁　壁高は32～50cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認された壁下にはすべて壁溝が巡っており，全周するものと思われる。上幅約10cm，下幅約4cm，深

さ約7cmで，断面形は逆台形である。

－357－
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旦20・4m　可

第296図　第128号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　2m

⊆二一十一一一一一二∃

0　　　　　　　　　　　　　　　1m
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床　平坦で，壁下を除いて大部分が踏み固められている。

ピット　9か所（Pl～P。）。Pl～P3は径24～33cmの不整円形，深さ34－52cmで，配置や規模から主柱穴と

思われる。P4－P9は径20～41cmの不整楕円形で，性格は不明である。

竃　北壁中央部に付設され，砂粒混じりの白色粘土で構築されており，天井部，煙道部及び袖部等が残ってい

る。火床部は皿状に掘り窪められている。煙道部は壁外へ25cm程突出し，壁の内側からゆるやかに外傾して

立ち上がる。

竃土層解説
1　黒　褐　色　焼土粒子・ローム粒子少量

2　褐　　　色　焼土粒子中量，炭化粒子少量
3　黒　褐　色　炭化粒子・ローム大・中・小ブロック・粘土大ブロック少量

覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム中ブロック中呈，炭化粒子・ローム′トブロック・ローム粒子少量

2　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子中量，焼土中ブロック少量

3　暗　褐　色　ローム中・小ブロック中量，炭化粒子・ローム粒子少量

4　黒　　　色　ローム中ブロック・ローム粒子少遣

幽4

第297図　第128号住居跡出土遺物実測図

10cm
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図版番号　霹　軽　 計測値行の　　　 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　 徴 胎士・色調・焼成 備　　 考

第醇図　　 時　　 A　白湖　 底部から目線部片∴丸底∵休部は目線部内・外面横ナデ＋休部内面 スコリア ㌘751　　 50％

1　 土師器　B　3．8　内攣して立ち上がり，打線部は直 ナデ†外面へラ削；「内・外面黒 黒褐色 覆土下層

立する。 色処理∴ 普通 PL87

悪　　 A　封．？　休部から目線部片∴休部は内曾L

v且

目線部内・外面横ナデ＋休部内面 長石・霊母・砂粒 ㌘752　　　50％

2　　 土師器　B　は確。2）で立ち上が勘打線部は外反する。ナデ，外面ナデー部へラ削；「 鈍い黄褐色 楷士卜層

普通 PL86

聾　　 B （2叡l）体部からロ嫁部片。体部は内攣気 目線部内・外面横ナデ∴休部内面 礫・長石 P753　　　50％
J　 土師器　　　　　　 味に直線的に立ち十がり†目線部 ナデ，外面縦位のヘラ削年 明褐色 覆土下層

は外反する。 普通 PL8日

ミニチュア土器　B　は．融　底部から体部片。丸底気味の平底。休部内面ナデ，外面ナデー部へラ スコリア・長石 ㌘754　　　70％

イ　　 十師　器 C＋5吊）「体部は内攣して立ち上がり，体部 磨き。 鈍い褐色 覆土中層　底部内面へ

下位に突出した稜を持つ。 普通 ラ記号あり　PL86

図版番号　種　　　別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨土地点　 備　　 考

桓拍可幅㈲ 厚さ（cm）乳径（cm）重畳（g）

第2鮮図　支　　　　 脚 船中＋ 錮 6．1 － （8弧5）東壁付近覆ま欄　り㌘用　PmH7

′一　　　　　　　∴、‘　　　ノ　′、　　　　′　　　′ノ　　　ノ、．′、．　′．．′、′ノ、こ／ノ　ー　′、

、ノ　　　　　ノ・・′・・　　　′・．　′　らテ　了、　一　　　　′ノ、′．　ソノミ　！・′　了、上し二つ：二′　′　′′

近覆土中層から撃　の支紺は東壁付近覆土下層からそれぞれ出土している。

ノ　　　　ノノ　　′、．くノ′／　　　　ノ′　′‘　‥　　ノミ‘、　′′′′′′　ら′／′　　′、、・′・′　　′．．　　′．

′．　　　‥　∴　′　′′　ノー′、ソノー　′了．　　′ノノ言∴．「、　＿　ケ／′　一ノ　、　∴；、′こノ、・・－　　′、、バ

れる

′　′・　く′

位置　調査区のl巨火部。Fl主区、．

重複関係　本跡は　第は号住居跡に本跡の上に構築されていることから　第は号住居跡よ　古い。

ノ　・・、ニ／・・、、．　　　′　′′ノ．ノー′、’’．′ノ′一、ノ　′、′ニ　り′、ノ．1・ノ、′　′ユ㌦、／・、了、レ．

る。

璧　壁高は2（＿）cmで，外傾して＿立ち上がる。

床　確認できた範囲は、伸tである∴

l　　　　ノ′　′　　一　　　　　　　・、てぺ；′　′こ！、′・′し・三　∴一／、／，′－l、一′、／摘′　ノ．′」章′J

覆土　3層からなる自然潮目責である。、

色
色
色

褐
褐
褐

説
窯
窯
略

解層
　
1
　
リ
】
　
リ
J

土

t－トー！、小ゾLJ、リケ・しトーム粒守一少量

ローム中・小ゾし「ノケ多量．ローム粒「中量．炭化粒J’一′吊；∴　焼‖∵イ微量

l－トーム小プロ、ソク・ローム粒「多量．焼‖∵つ′・・炭化ローム・ローム大ブロック少量

′、　三　　ノ　、．∴ミノ　′∴、′十　．′、・ら　二■′、ノく　ノ′　－／・、′′∴　ノ、宮　＿　‾i　ノノ．）

・‥　′・　　′、／．．．・′ノ′′．　㌦　　！．ノ　′′　∴・　　．、、ら

所農　本跡の時期は　遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期　摘世紀）と思われる。

一一一一1、、－－－－3（う01－－ll1、・
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窮調図　第臓考住居跡出藍遺物実測図

第且29号住居跡出土遺物観察表
図 版番可 器 種 計測 値 （cn） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 士 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 29 8図　　 林 B （3．8） 底 部 か ら体 部 片 。 丸 底 。 体 部 は 内 体 部 内 面 放 射 状 の へ ラ 磨 き， 外 面 砂 粒 P 75 5　　　 7 0％
†　　 士 帥 器 攣 して 立 ち上 が る 。 ヘ ラ 削 り。 明 赤 褐 色

普 通

覆 土 下 層

P L 8（i

椀 A ［19．4］ 底 部 か ら 目線 部 片 。 丸 底 気 味 の平 目線 部 内 ・外 面 横 ナ デ ナ体 部 内 ・ 長 石 ・ス コ リア ・ P 7 5 6　　　 60％

2　 土 師 器 B　　 8．0 底 。 体 部 は 内攣 して 立 ち上 が り， 外 面 ナ デ 。 石 英 床 面

C　　 7言 日縁 部 は 外 傾 す る 。 鈍 い 黄 橙 色

普 通
P L 86

聾 Å　 21．0 体 部 か ら打 線 部 片 。 体 部 は 内 攣 し 目 線 部 内面 横 ナ デ ， 外 面 構 ナ デ ー 礫 ・パ ミス ・長 石 P 7 57　　 10％
つ 土 師 器 B　 12 60 て立 ち 上 が 娠 日 録 部 は外 反す る 。 部 へ ラ削 り。 体 部 内 ・外 面 ナ デ 。 灰 黄 褐 色

普 通

覆 土 中

第臓考住居跡　第錮図）

位置　調査区のlト央部，F重信区、一、．

重複関係　本跡は　第は号住居跡の南部を掘り込んでいることから　第は号住居跡よ　新しい。

規模と平面形　遺存する北西壁から推定すると，長軸4。70mの長方形あるいは方形と思われる。

主軸方向　N－4－50－W

床l里1－1があり，全体的に軟らかである、、

第謂図　第臓考健贋妙実測図

l一一一一一一一一Il361－－



竜　北西壁中央部に付設され，砂粒まじりの橙色粘土で構築されているが，遣存状態が悪く，袖部は残ってい

ない。火床部はわずかに皿状に掘り窪められ，焼土が確認できる。

覆土　3層からなる自然堆積である。

土屑解説

1黒　褐　色　ローム中ブロック中量，焼土粒子・ローム粒子少量

2　暗　褐　色　焼土粒子多量，ローム中・小ブロック中畳，ローム粒子少量

3　極暗褐色　炭化粒子・ローム中ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器片324点，須恵器片5点が出土している。第300図1の土師器杯は北コーナー付近覆土下層から，2

の杯は北西壁付近床面から，3の嚢は同覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物，第126号住居跡との重複関係から古墳時代後期（6世紀後半

～7世紀）と思われる。

第300図　第130号住居跡出土遺物実測図

第130号住居跡出土遺物観察表

く、

す、

0　　　　　　　　　　　　　10cm

1－・－t‥－－　‥l

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第300図杯A　13．8口緑部一部欠損。平底。休部は直口縁部内・外面横ナデ。休部内面スコリア P758　　　95％
1 土師器B　　4．5線的に立ち上がり，口縁部は短くナデ，外面ナデー部輸積み痕を残褐色 覆土下層　PL86

C　　9．4直立する。 す。 普通 底部に木葉痕あり

2

杯A　13．4底部から口緑部片。丸底。休部は口縁部内・外面横ナデ。体部内面長石 P759　　　60％
土　師器B　　4．4内攣して立ち上がり，そのまま口ナデ，外面へラ削り。 橙色 床面

縁端部に至る。 普通 PL86

3

要A［19．8］休部から口緑部片。体部は内暫し口緑部内・外面横ナデ。休部内面砂粒・スコリアP760　　　50％
土師器B　17．4て立ち上がり，口緑部は外反する。ナデ，外面へラ削り。 黒褐色

普通

覆土下層

PL87

－362－



第臓号住居跡（第3飢図）

位置　調査区の中央部，E4d2区。

重複関係　本跡は，第5号井戸に掘り込まれていることから，第5号井戸より古い。

規模と平面形　太部分がエリア外に延びているため，遺存する南壁から推定すると，一辺5。13mの方形ある

いは長方形と思われる。

主軸方向　N－50－W

壁　壁高は39－46cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ぽッ睦　3か所（Pl～P3）。Ple P2は径21～23cmの不整円形言深さ38～47cmで，配置や規模から主柱穴と思

われる。P3は径17cmの不整円形，深さ12cmで，出入り口ピットと思われる。

貯蔵究　南壁中央部に70cm程壁外へ張り出して付設されている。長軸98cm，短軸95cmの不整方形言栄さは52cm，

断面形はU字形である。

貯蔵穴土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量

2　黒　褐　色　ローム太0申せ′トブロック0ローム粒子中量

3　黒　　　色　ローム粒子少量，ローム太ブロック微量

4　里　　　色　ローム粒子少量，ローム太ブロック微量

5　黒　褐　色　ローム太ブロック・ローム粒子多量

第調図　第臓考住居跡実測図

l一一一一一一1363－－－－－一一一一



覆土　7層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　　　色

2　黒　　　色

3　黒　　　色

4　黒　褐　色

5　黒　　　色

6　黒　褐　色

7　黒　　　色

ローム中ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロック少量

ローム大・小ブロック・ローム粒子少量

ローム大ブロック・ローム粒子中量

ローム粒子少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム大ブロック少量

ローム小ブロック少量

遺物　土師器片457点，須恵器片5点，弥生土器片1点，軽石1点が出土している。第302図1の土師器杯は南

壁付近覆土下層から出土している。

所凰　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（6世紀）と思われる。

匡
二義三三＿

「‾‾　＝

くここニ＝二⊥

亨夢㌣

第期図　第臓号住居跡出立遺物実測図

第131号住居跡出土遺物観察表

10cm

トl一一一一一一一十一一l－l－－」

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第302図 林 A ［13．4］体部から口縁部片。体部は内攣し 口縁部内面へラ磨き，外面横ナデ。礫・スコリア P 761　　 25％

1 土 師器 B （5．5） て立ち上がり，口縁部は直立する。体部内面へラ磨き，外面ナデ。 褐色 覆土下層

外面に突出した稜を持つ。 普通 PL87

第臓2－風号住居跡（第303e304図）

位置　調査区の中央部，E4d3区。

重複関係　本跡は，第132－B号住居跡と第133号住居跡が本跡の上に床をそれぞれ構築していることから，2

軒よりも古い。

規模と平面形　長軸7．35m，短軸6．85mの方形である。

主軸方向　N－510－W

壁　壁高は37～47cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　確認された壁下には北西壁を除いて壁溝が巡っており，全周するものと思われる。上幅約9cm，下幅約

5cm，深さ約11cmで，断面形はU字形である。

床　平坦で，南東部を中心に踏み固められている。

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P3は径45－79cmの不整楕円形，深さ63～71cmで，配置や規模から主柱穴と

思われる。P4は径92cmの不整円形，深さ44cmで，性格は不明である。P5は径25cmの不整円形，深さ18cm，

P6は長径52cm，短径46cmの不整楕円形，深さ28cmで，位置と形状から出入り口ピットの可能性がある。

囁　北西壁中央部に付設され，砂粒まじりの白色粘土と凝灰岩の切石とで構築されている。袖部は一部しか残っ

ておらず，先端に凝灰岩の切石が6～10cm床に埋め込まれた状態で確認できた。火床部は皿状にわずかに掘

り窪められている。煙道部は壁外へ20cm程突出し，壁の内側からゆるやかに外傾して立ち上がる。

－364－
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第303図　第132－A・133号号住居跡出土遺物実測図
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第304図　第132－A号住居跡竃実測図

埴土層解説
1　明　褐　色　焼土大・中ブロック中呈，焼土小ブロック・炭化粒子少量

2　黒　褐　色　ローム中ブロック少量

3　黒　褐　色　粘土粒子中量，焼土′トブロック少量

4　暗灰黄色　粘土粒子多量，焼土粒子中量

5　褐　　　色　粘土粒子多量，炭化粒子少量

6　黒　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒子少量

7　暗　褐　色　粘土粒子多量，焼土小ブロック微量

8　暗灰黄色　焼土中ブロック・焼土粒子中量，粘土粒子・炭化粒子少量

9　褐　　　色　焼土中・小ブロック・焼土粒子多量，焼土大ブロック中量，炭化粒子少量

10　黄　褐　色　焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量，粘土粒子少量

覆土10層からなる自然堆積である。

土眉解説

1灰　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　　　色

4　黒　　　色

5　黒　　　色

6　黒　　　色

ローム粒子少量

ローム小ブロック中量

ローム粒子中量

ローム小ブロック中量

ローム小ブロック中量

粘土大ブロック多量

7　黒　褐　色　粘土大ブロック多量，ローム粒子少量

8　黒　褐　色　ローム小ブロック多量

9　黒　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子少量

10　黒　褐　色　ローム粒子少量

遺物　土師器片1，229点，須恵器片25点，陶器皿1点，体部外面に不明墨書の見られる土師器杯片1点，裾部

に籾跡痕の見られる高杯片1点が出土している。第305図1の土師器杯は東コーナー床面から，2の杯，7

の高杯は南東壁付近覆土下層から，9の有孔円板は同床面から，3の杯は北西壁付近覆土下層から，6の杯

は同床面から，8の勾玉は同覆土上層から，4の杯は散在した状態で覆土下層から，5の杯は南コーナー付

近床面からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（6世紀前半）と思われる。
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第305図　第132－A号住居跡出土遺物実測図

第132－A号住居跡出土遺物観察表

OD　8Sこち

ノ

⊂正二＝D9S＝々・

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第305回杯A　lO．8丸底。体部は内轡して立ち上がり，口縁部内・外面横ナデ。休部内面スコリア・パミスP762　100％

1 土師器B　　4．1口緑部との境に鈍い稜を持つ。ロ楯ナデ，外面ナデ。 褐灰色 床面

緑部は外反する。 普通 PL87

2

杯A　12．8底部から口緑部片。丸底。体部はロ緑部内両横ナデ，外面へラ磨き。長石 P763　　　85％

土師器B　　4．2内野して立ち上がり，口緑部との休部内面へラ磨き，外面へラ削り。黒褐色 覆土下層

境に突出した稜を持つ。口緑部は

直立する。

内・外面黒色処理。 普通 PL87

3

杯A　14．0休部から口緑部片。休部は内暫し口緑都内・外面横ナデ。体部内面長石・石英・長石P764　　　60％

土師器B（5．3）て立ち上がり，口緑部との境に稜剥離，外面粗いナデー部へラ削り。鈍い褐色 覆土下層

を持つ。口縁部は外反する。 普通 PL87

4

杯A　12．6底部から口線部片。丸底。休部は口緑部内・外面横ナデ。休部内面礫・長石 P765　　　60％

土師器B　　4．5内督して立ち上がり，口縁部とのナデ，外面へラ削り後ナデ。明赤褐色 覆土下層

境に稜を持つ。口緑部は外反する。 普通 PL87

5

坪A［12．4］底部からロ緑部片。丸底。体部は口緑部内・外面横ナデ。休部内面スコリア P766　　　40％

土師器B　　5．4内轡して立ち上がり，口緑部との

境に稜を持つ。口縁部は外反する。

横ナデ，外面へラ削り後ナデ。黒褐色

普通

床面

6

珂こA　15．6口緑部「部欠損。丸底。体部は内口緑部内面へラ磨き，外面横ナデ。長石・スコリアP994　　　95％

土師器B　　4．4攣して立ち上がり，口緑部との境体部内面放射状のヘラ磨き，外面橙色 床面

に稜を持つ。ロ緑部は外反する。ヘラ削り。 普通 PL87

7

高　　杯A［15．6］脚部から口緑部片。脚部は円筒状口緑部及び体部内・外面へラ磨石英・パミス・長石P767　　　60％

土師器B　12，5で，下位で大きく「ハ」の字状にき。脚部内面ナデ，外面縦位のへ明赤褐色 覆土下層

D　　9．2

E　　7．3

開く。杯部は内攣して立ち上がり，

口緑部は外反する。

ラ磨き 普通

図版番号種　　　別
計　　　　　測　　　　　値

石　　　質出土地点 備　　　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第305図8勾　　　　玉 3．7 1．5 0．9 0．2 8．7滑　　　　石北西壁付近覆土上層Q153

9有　孔　円　板 4．3 4．4 1．6 0．7 35．6滑　　　　石南東壁付近床面Q154
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第臓雛隠者健腰跡（第306回）

位置　調査区の中央部　E掴区。

重複関係　本鉢はタ第13㌢怒号住居跡の上張構築していることから　第柑－B号住居跡よ　新しい。

規模と平面形　長軸説蟻m　短軸。酵mの方形である。

主軸方向　N－40－E

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ぽッ睦　3か所（Pl～P3）。Ple P2ほ径32～3細の不整閏乳深さ飢～腑瓢で　配置や規模から主柱穴と思

われる。P3は径32cmの不整閏形　深さ崇cmで　出入　打ピットと思われる。

魔　北壁中央部に付設され，芯材に健用したと思われる凝灰岩が散在していたがタ範囲等は遺存状態が悪く確

認できなかった。火床部下部には竃構築時に掘り込まれたと思われる深さ20cm饗のピッ摘首確認できた。煙

道部の立ち上がり等は竃がエリア外に延びているため不明である。

覆土　3層からなる自然堆積である。

色

色

色

褐

説
黒
窯
業

解層

　

1

　

2

　

1

土

ローム中ブロック・ローム粒J’・少量

ローム粒子少量

ローム粒子中量

遺物　土師器酎2点　須恵器片鉱産が出土している。第30纏机の土師器塚は中央部覆土中層から正位の状態

で，2の棒は同覆土上層から，後の土師器血は南壁付近覆土上層からタ　3の須恵器棒は覆土中からそれぞれ

～廿上している。3の杯は流れ込みと思われる。

所農　本跡の時期はタ　遺構の形態及び出土遺物から平安時代拍健妃）と思われる。

第詔図　第臓雛随考健贋静実測園

2m

ト∴＿ムl、。－　　．：
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第307図　第132－B号住居跡出土遺物実測図

第132－B号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

L I j

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第307図均こA　14．3底部から口緑部片。平底。休部は口緑部及び休部内面へラ磨き，外砂粒 P768　　　80％
1 土師器B　　4．5直線的に立ち上がり，そのまま口面ロクロナデ。底部回転糸切り。黒褐色 覆土中層

C　　6．5緑端部に至る。 内面黒色処理。 普通

2

杯A［14．0］底部から口緑部片。平底。休部は口緑部及び体部内面へラ磨き，外長石 P769　　　30％
土師器B　　4．2直線的に立ち上がり，そのまま口面ロクロナデ。底部回転糸切り。赤褐色 覆土上層

C［7．2］緑端部に至る。 内面黒色処理。 普通

3

珂こA　13．6底部から日緑部片。平底。体部は口緑部及び体部内・外面横ナデ。長石・針状鉱物P770　　　70％
須恵器B　　4．6

C　　9．4

直線的に立ち上がり，そのまま口

緑端部に至る。

底部周縁ナデ。底部ナデ調整。灰黄褐色

普通

覆土中

4

皿A［11．4］底部から口縁部片。平底。休部は口緑部及び体部内面へラ磨き，外砂粒 P771　　20％
土師器B　　2．0

C［3．7］

外債して直線的に立ち上がる。面ロクロナデ。底部回転糸切り。

内面異色処理。
褐色

普通

覆土上層

第133号住居跡（第303図）

位置　調査区の中央部，E4f。区。

重複関係　本跡は，第132号住居跡の上に構築していることから，第132号住居跡より新しい。

規模と平面形　遺存する南コーナー部と北東壁にある竃から推定すると，一辺2．80mの方形と思われる。

主軸方向　N－620－E

床　平坦で，特に踏み固めた部分は見られない。

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl～P3は径42－92C皿の不整円形，探さ14～17cmで，性格は不明である。

竜　北東壁中央部に付設され，砂粒まじりの白色粘土で構築されているが，遺存状態が悪く，袖部等は残って

いない。火床部の掘り込みは見られない。煙道部は壁外へ68cm程突出し，壁の内側からゆるやかに外傾して

立ち上がる。

埴土眉解説

1褐　　色　焼土大・中・小ブロック・ローム中・小ブロック中量，粘土大ブロック少量，炭化粒子微量
2　黒　褐　色　焼土中ブロック中量，焼土小ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック少量

3　赤　褐　色　焼土大ブロック多量，炭化粒子中鼠粘土粒子少量

4　黒　　　色　焼土小ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック少量

5　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子・粘土大・小ブロック少量
6　鈍い褐色　焼土中ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック少量

7　灰　褐　色　焼土小ブロック・粘土粒子中量，焼土大ブロック少意

8　褐　　　色　焼土′トブロック・炭化粒子少量

遺物　土師器片140点，須恵器片16点が出土している。第308図1，2の土師器甑は竃内覆土中から，3の須恵

器風字硯は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から平安時代（9世紀頃）と思われる。
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第308図　第133号住居跡出土遺物実測図

第133号住居跡出土遺物観察表

』＝＝二二仝二二

0　　　　　　10c打l

し＝二二二一十一1・l・」

図版番号 券　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　 考

第308図 甑 A ［25．8］ 底部からロ緑部片。無底式。体部 口縁部内・外面横ナデ。体部内面 礫 ・石英 P 772　　　 20％

1 須 恵 器 B　 24．8 は直線的に立ち上がり，そのまま 上半ナデ，下半孔周囲へラ削り， 灰黄褐色 竜頭土中

C　 19．0 口縁端部に至る。 外面上半ナデ，下半縦位のヘラ削

り。

普通

2

甑 A ［25．2］ 体部から口縁部片。体部は直線的 口緑部及び体部内・外面横ナデ。 雲母 P 773　　　 20％

須 恵 器 B　 17．1 に立ち上がり，口緑端部は肥厚す

る。体部中位に把手を有する。

褐灰色

普通

竃覆土中

3

風 字 硯 A （11．2） 硯首部片。硯部周囲に緑，中央に 硯面陸部磨き，内堀ナデ。緑内面 長石・礫・針状鉱物 P 774　　　 25％

須 恵 器 B　　 3．0 突帯がある。陸部周囲に低い内堀 ナデ，外面へラ削り。突帯上面ナ 褐灰色 覆土中

が巡る。 デ。 普通 P 1－87
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第臓号住居跡（第309回）

位置　調査区の中央部，E4f6区。

重複関係　本跡は，第135号住居跡の上に構築していることから，第135号住居跡より新しい。

規模と平面形　東半分がエリア外に延びているため，遺存する南西壁で推定すると，一辺5．71mの方形ある

いは長方形と思われる。

主軸方向　N－590－W

壁　壁高は14－22cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認された壁下には，南西壁を除いて壁溝が巡っており，全周するものと思われる。上幅約8cm，下幅

約4cm，深さ約3cmで，断面形はU字形である。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl～P3は，径45～76cmの不整円形，深さ約36cmで，配置や規模から主柱穴と思

われる。

第期図　第臓考住居跡実測図

～－1Jt一一＼l・・一、＿′一一・
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囁　北西壁中央部に付設されている。砂粒まじりの白色粘土で構築されているがタ　遺存状態が悪く，袖部の先

端に凝灰岩の切石がタ　床面から10cm程掘り込んで埋め込まれているのみである。火床部は血状に掘り窪めら

れている。煙道部は壁外への突出が少なく，壁の内側から急に立ち上がっている。

竃土層解説

1　黒　褐　色　焼土粒子少量

2　黄　褐　色　焼土中ブロック0焼土粒子。炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子。粘土粒子少量

3　黄　褐　色　粘土粒子多量，焼土粒子。炭化粒子少量

4　黒　　　色　炭化粒子中量，ローム中ブロックのローム粒子少量

5　暗　褐　色　焼士太。中ブロックe焼土粒子多量，炭化粒子中量

貯蔵究　南東壁際中央部に付設され　深さは舶cmであるが，半分がエリア外のため，全体の形状は不明である。

覆土　9層からなる自然堆積である。．

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

7　窯　褐　色

8　暗　褐　色

9　暗　褐　色

ローム大プロ、ソク・ローム粒J’・少量

ローム小ブロックのローム粒子中量，炭化粒子少量

ローム中ブロック・ローム粒J’‥粘上人ブロック少量

ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

ローム粒J’・少量∴　ローム太プロ、ソク微宣二

炭化粒J‾’－・ローム大・小ブロック・ローム粒J’一少：壬i二

ローム中・ローム粒J’－・粘「小プロ、ソク少［li：

ローム中・小プロ・ソク・ローム粒J’・・粘「小ブロック少量

ローム小ブロック少量，焼主粒召数量

遺物　土師器楕鴇00点が出土している。第別図　の土師器輝は南東壁付近覆土下層から，2の椀は北西壁付近

床面から正位の状態でそれぞれ～l十上しているJ

所凰　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（6世紀）と思われる。

第那　図　第臓考住居跡出藍遺物実測図

第五34号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　10cm

』二二二二二二二士二二二二二』

図版番可 器 種 計測値可　 器 形　 の　 特　 徴　　　 手　 法　 の　 特 徴 胎工 ・色調 ・焼成 備　　 考

長石 P 775　　　 98％第310図 林 A　 l4．8 丸底。体部は内攣して立ち上が娠　 目線部内面へラ磨き，外面横ナデ。

l　　 土 師 器 B　 4．8　 ロ縁部は，内攣気味に外傾し，そ　 体部内面へラ磨き，外面へラ削り。 黒褐色 覆土下層

のまま打線端部に至る。 普通 PL87

椀 B （7も5） 底部から体部片。平底気味の丸底。 体部内面へラ磨き，外面へラ削り。 スコリア P 776　　　 85％

2　　 土 師 器 C　 説　　 体部は内攣して立ち上がる。 黒褐色
普通

床面　 PL88

体部外面煤付着

一一一一一372－－一一一



・　′　・f

‥　　・、＼′・く　′∴　　ノ、　　　　　　　　ご

，　　　　　　・　′　　　′　　．　　　　　　′　　　　　　　　．′　　　　・′・、し′ノ　　　　　．　　　　　′′　　　　・

一′ノ　　　′　　　　　　　　　　　　　　　′′　　　′　　　　　　　　′　　　　　　　′

B号住居跡より新しい、一一、

規模と平面形　長軸∠1．20111．短軸ふ9（うlTlの方形である、、

主軸方向　N一二圭ローW

壁　壁高は28、5・r′ノicmで，ほぼ巾油：に立ち上がる、、

′、ヽ′　′　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　′　　　　　　　、　　′　　　′　　　′　　　　、

cm∴卜帖約（うcm言果され‖cmで言新面彬はU字形である、、

、　′　　　　　′ヽ　′　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　、′　′　′　　　　　　　　　　　′

半円状の高まりが且られるL、＿、

′′、．　　　　　　　　　　　　　　　　　′、、　′　　　：　　、　　　′　　　　　　　　′

思われる、－、I‾）．一一、は律21en1の不整Il用土　深さ10cmで，出入り‖ピ、ソトと思われる、、

′

の　　　　　　　　　　　　　　　　2間

』　　　去

、一一一：－17：う　ー

退瀾触

．、

匠

笥♂♂
の 欄間

』　　　走



炉　中央から北西よりに位置し，長径60cm，短径4立cmの楕円形で，床面を掘り窪めた地床炉である。

炉土層解説

1　赤　褐　色

2　褐　　　色

焼土大・中・小ブロック多量

焼土大・中・小ブロック多量，炭化粒子少量

貯蔵穴　南コーナーに付設され，長径48cm，短径39cmの楕円形で，深さは36cm，断面形は逆台形である。

遺物　土師器片738点，須恵器片15点，軽石7点が出土している。第312図1，4の土師器杯は東コーナー覆土

中層から，2の杯は南東壁付近覆土下層から，3の杯，5の椀は南コーナー付近床面から，10の砥石は同覆

土下層から，9の有孔円板は同床面から，6の相は中央部覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　本跡は，第135－B号住居跡の上に床を作り直して構築されている。本跡の時期は，遺構の形態及び出土

遺物から古墳時代中期（5世紀後半）と思われる。

＿＝＝＝ニ＝＝＝＝＝＝

2

く＝＝＝＝＝＝≦ニ

＝≡室≡

⊂⊃腑ね

第312図　第135－A号住居跡出土遺物実測図

∠m7　⊂Ⅱ＝プ両虹岩
0　　　　　　　　　　　　　　10cm

l　一一一－ト一一－i
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第135－A号住居跡出土遺物観察表

図痕番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第31 2図 杯 A　 13．1 目線 部一部欠損。上 げ底気味の平 口縁部 内 ・外面横 ナデ。体部 内面 砂 粒 ・石英 ・礫 P 7 77　　　 9 0％

1 土 師 器 B　　 6．3 底。体 部は内攣 して立ち上が り， ヘ ラ磨 き，外面へ ラ削 り。 明赤褐色 覆土中層　 PL 87

C　　 3．9 目線 部は内傾す る。 普 通 底部へラ記号あり

2

杯 A　 15．0 底部 か ら日録 部片。平底。体部 は内 ロ縁部 内 ・外 面横 ナデ。体部 内面 長 石 ・ス コリア P 77 8　　　 9 0％

土 師 器 B　　 5．9 攣 して立ち上が り， 日縁 部は外傾 へ ラ磨 き，外 面へ ラ削 り後 ナデ。 橙 色 覆土下層

C　　 4．1 す る。体部 との境 に鈍い稜 を持 つ。 普通 PL 8 7

3

杯 A ［15．3］ 底部 から目線 部片。平底 。体 部 は 目線部内 0外面横 ナデ。体部 内 ・ 雲母 ・砂 粒 P 77 9　 8 0％ P L

土 師 器 B　　 5．5 内攣 して立 ち上が り， その まま口 外面ナデ。 黒褐色 床面

C　　 3．7 縁端部 に至 る。 普通 P L 87

4

杯 A　 15．3 底部か ら目線 部片。丸底。体 部は 目線部内 ・外面横 ナデ。体 部内商 長石 P 780　 7 0％ P L

土 師 器 B　　 5．3 内攣 して立 ち上 が り，そ のま ま日 ヘ ラ磨 き，外面 ナデ。 赤褐色 覆士中層　 PL 8 7

緑端部 に至 る。 普通 底部へラ記号あり

5

椀 A ［12．0］ 底部か ら目線部 片。平底。体 部は 目線 部内 ・外面横 ナデ。体 部内面 長石 ・石英 P 7 82　　　 50％

土 師 器 B　　 9．0 内攣 して立 ち上 が り， 口縁部 はわ ナデ，外面へ ラ削 り。 赤褐色 床面

C　　 4．7 ずかに外傾す る。体 部内商 に稜 を

持つ。

普通 P L 87

6

柑 A　　 9．7 体部か ら目線部 片。 体部 は内攣 し ロ縁 部内面横ナデ，外面横 ナデ後 長石 ・ス コリア P 7 83　　　 5 0％

土 師 器 B （9．4） て立ち上が り，目線部 は外傾す る。 へ ラ磨 き。体部内面ナ デ，外 面放 暗褐色 覆土下層

射状 のへラ磨 き。 普通 PL 8 7

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm ） 重量 （g ）

第312図 7 紡　 錘　 車 4．3 4．4 1．6 0．7 3 5．6 滑　　　　 石 北コーナー床面 Q 15 5　 P L 12 1

8 有　 孔　 円　 板 3．2 3．7 0．5 0．2 6．8 滑　　　　 石 北西壁付近床面 Q 156

9 有　 孔　 円　 板 2．3 2．3 私 3 0．1 2．8 滑　　　　 石 南西壁付近床面 Q 157

10 砥　　　　 石 1 8．1 1 3．2 6．0 － 1 71 3．6 砂　　　　 岩 南コーナー覆土下層 Q 1 77

第臓駈隠者健腰跡（第313図）

位置　調査区の中央部，E4g6区。

重複関係　本跡は，第134号住居跡と第136号f排卵亦が本跡の床の日こ構築していることから，第134ぢ一住居跡

と第136号住居跡よりも古い。また，本跡は第135－A号住居跡の下に床があることから，第135－A号住居跡

より古い。

規模と平面形　長軸4．20m，短軸3．96mの方形である。

主軸方向　N－390－W

壁　壁高は28～54cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，中央部周辺が踏み固められている。平坦で，入り日部から中央部にかけて踏み固められている。

ピット　Plは，径26cmの不整円形で，配置や規模から主柱穴と思われる。

炉　中央から北西よりに位置し，長径58cm，短径42cmの楕円形で，床面をわずかに掘り窪めた地床炉である。

炉床は赤変硬化している。

貯蔵穴　南コーナーに付設され，長径65cm，短径52cmの楕円形で，深さは33cm，断面形は揺り鉢形である。

覆丑　2層からなる人為堆積である。

土層解説

1　褐　　　色　ローム大・中ブロック中量

2　黒　　　色　ローム粒子少量
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第313回　第135－B号住居跡実測図
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①川　田1－　⑳I2　四一3　匹馴4　C訓5　監柑

第314図　第135－B号住居跡出土遺物実測図

第135－B号住居跡出土遺物観察表

⑦　◎　㊥

田7　駈8（田9

◎　＠　　④

DI7　⊂つ柑　①19

2－柑S＝巧

図版 番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考
長 さ （cm）　 幅 （cm） 厚 さ （cIn） 孔 径 （cTコ） 重 量 （g ）

第314固 1 有　 孔　 円　 仮 1．7 1．9 0，4 0．1～ 0，2 1．8 滑　　　　 石 覆　 土　 中 Q 158

2 臼　　　　 玉 0．5 0．5 0．3 0．15 0．2 滑　　　　 石 覆　 土　 中 Q 159

3 臼　　　　 玉 0．5 0，5 0．3 5 0 ．2 0．1 滑　　　　 石 覆　 土　 中 Q 1 60

4 臼　　　　 玉 0．4 0．4 5 0．3 0．2 0．1 滑　　　　 石 覆　 土　 中 Q 16 1

5 臼　　　　 玉 0．5 0，5 0．4 0．2 0．1 滑　　　　 石 覆　 土　 中 Q 16 2

6 臼　　　　 玉 0．55 0 ．5 0．2 0．2 0．1 滑　　　　 石 覆　 土　 中 Q 163

7 臼　　　　 玉 0・5 1 0 ・5
0．4 0．15 0．1 滑　　　　 石 覆　 土　 中 Q 164

8 臼　　　　 玉 0，5 0．5 0．4 0．2 0．1 滑　　　　 石 覆　　 上　 中 Q 1 65

9 臼　　　　 玉 0．5 0．5 0．25 0．2 0．1 滑　　　　 石 覆　 土　 中 Q 1 66

－376－



図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

有　　　 質 出 土 地 点　　　　 備　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

10

！

日　　　　 工

l

0．45

！

0．45

！

0。35

！

0言5 いつ

！　　　　　　　　　　　　1

滑　　　　 石 ′覆　 土　 中　 Q 167

111 日　　　　　 工 0．45 0．4 私3 私2 0．1 滑　　　　 石 覆　 土　 中 Q 168

12 白　　　　 玉 0．5 私5 私 3 0。15 0言 滑　　　　 石 覆　 土　 中 Q 16 9

13 白　　　　 玉 0．55 0ヰ5 0。25 私 2 0．1 滑　　　　 石 覆　 土　 中 Q 17 0

14 白　　　　 玉 私5 私5 私4 私2 0．1 滑　　　　 石 覆　 土　 中 Q ヱ71

15 臼　　　　 玉 私5 0．45 0．25 0∴ほ 0言 滑　　　　 石 穫　 土　 中 Q 172

16 白　　　　 玉 鋸 言

i
私 5 0．4 0．15 私2 滑　　　　 石 覆　 土　 中 Q 173

17 臼　　　　 玉 0。5 私5 私5 私2
i

私2 滑　　　　 石 覆　 土　 中 Q 174

18 白　　　　 玉 私5 0．5
】

0．5 ！ 0を2 私2 滑　　　　 有 覆　 土　 中 Q 17 5

19 日　　　　 工 0．寸 0．45 0．25 0．2 0つ 滑　　　　 石 覆　 土　 中 Q 17 6

遺物　第別図　の有乳関東は商東壁付近床面から芦　2～19の白玉は北東壁付近覆土下層からそれぞれ出土し

ている。、

所凰　本跡は　第臓…A号住居跡によって床を作　直されているがタその時期差は遺物が少ないため不明であ

る。本跡の時期は　雛鉦Å号住居跡より　古いと考えられるので　古墳時代中期持離後半）と思われる。

∴、■モ　′　・！・よ・∴′′．　ノ．

二　子∵＼く′／、　ノ、′　　　　　　ノ′

重複関係　本跡は　第臓号住居跡の床の上に構築してお酌第臓号住居跡に北東部を掘　込まれていること

から　酎器号住屠跡豊　新しら第臓号住居跡よ　古い。また　遺構の形態によ　拡張が行われたと考え

られ　ノ・＼亘㌦一高雷（ノノミノ′ノ∴二　二∴　㍉、、′ノ十．叶、（ノ：レ・、ノノ　バ∵工一言　′：．二一、‾ノ′．から言J！二′予．言畑二

り新しい、、

・ノ．、三、了リ，’蘭　、・；：（′　′、；′・・、、，‘・一一ハ　ノ　．！．；．′　昌　J′．′：，

主軸方向　N－50－Ⅵ・「

壁　壁高は‾11＿cmで，外傾して．立ち上がる、＿、

床　平坦で，入り口部から竃前にかけて踏み固められている。

ぽッ睦　8か所（Pl～P8）。Pl～P3は，径54～82cmの不整閏乳深さ45～83cmでタ配置や規模から主柱穴と

思われる0　㌘4は長径57cmタ短径3cmの不整楯岡乳深さ2～射麺で　出入　打ピットと思われる。Pは

径抽m　深さ撒cmの不整閏形で　雛器号佳屠跡の貯蔵穴とも考えられるが，位置と規模から本跡の主柱穴

の可能性がある。P6タ　㌘7は径18～28cm言深さ21～32cmの不整円形でタ第臓計器号住居跡（拡張前住居跡）

の主柱穴の可能性がある。P8ほ径34cmタ　深さ59cmで性格は不明である。

篭　北壁中央部に付設されタ砂粒まじりの白色粘土と凝灰岩の切石とで構築されているがタ遺存状態が悪くタ

左裾部の凝灰岩と右裾の←一部のみが残っている。煙道部は壁外への突出が少なら壁の内側から急に立ち上

がっている．、、．

竃土層解説
1灰黄褐色　焼土太ブロック多量夕　焼士粒子少量

2　黒　褐　色　焼土中ブロック0焼土粒子の炭化粒子ゆ凝灰岩中ブロック少量
3　黒　褐　色　炭化粒子少量のローム太・小ブロックのローム粒子8粘土小ブロック少量
4　黄　褐　色　焼土粒子中量，焼士太ブロック。粘土大ブロック少量
5　暗吠鈍色　粘上人・中・粘＝位「小品　焼出目・・ローーム中プロ・ソク少量
（；黒　褐　色　焼「トゾtJック・炭化粒J′一・ローム中・小ブし「ノケ・しトム粒J’・少量

－11－－∴j77　－ll…
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第温36－A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎十 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 3 16図 土不 A　 1 3．9 底部か ら目線部 片。平 底気味の丸 目線部 内 。外 面横 ナデ。体部内面 長石 P 78 4　　　 50％

1 土 師 器 B　　 6．2 底。体部 は内攣 して立ち上が り，

日縁部は短 く外反す る。

ナデブ　外面 へラ磨 き。 赤褐色

普通

覆土中層

2

杯 A　 は 2．8］ 底部か ら口縁部片。平底 気味の丸 目線部 内 ・外 面構ナデ∵体部内 ・ 長石 ・ス コ リア P 78 5　　　 30％

土 師 器 B　　 5。7 底。体部は内攣 して立 ち上が り， 外面 ナデ。底 部へラ削 り。 赤褐色 貯 蔵穴覆土中

日縁部は短 く外反す る。 内面に鈍

い稜 を持つ。

普通 P L 87

3

林 A ［13．6］ 体 部か ら日縁部片。体部 は内攣 し 日縁部内 ・外面 へラ磨 き。体 部内 砂粒 P 7 86　　　 3 0％

土 師 器 B　　 4．5 て立ち上が り，日縁 部は外反す る。 面ナデ，外面 へラ削 り。 赤褐色 覆土 中

ロ縁 部 との境に稜 を持つ。 普通 P L 87

4

小 形 壷 A　　 9．4 体 部か ら目線 部片。体部 は球形 状 日録 部内 ・外面横 ナデ。体部 内面 長石 P 7 87　　　 7 0％

土 師 器 B （12．0） で，目線部 は外傾 して立 ち上が り， ナデ，外面ナ デー部へ ラ削 り。 赤褐色 覆土下層

端部 でわずかに反 る。 普通 P L 8 7

5

賓

土 師 器

A　 は9。2］

B （7．8）

日縁 部片。日縁 部は外傾す る。 目線 部内面へ ラ磨 き，外面横ナデ。 長石 ・ス コリア

鈍 い黄褐色

普 通

P 7 88　　　 5 ％

覆土 中層

P L 8 7

図版番号 楯　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm）

厚さ（cm）巨 L径（cm ）
重量（g ）

第316図6 管　　　　 玉 1．8 1．6
年 間 2

le4 碧　　　　 玉 覆　 土　 中 Q 178　 P L 122

7 尖　 頭　 器 （軋5） 3言
0・8 i （12．9） 安　 山　 岩 覆　 土　 中 Q 179　P L 122

図版番号 軒　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 孔径 （cm） 重畳施 ）

第316図8 不 明 鉄 製 品 （5．3） （1．4） －
！ （8・0）

西壁付近床面 M 48

貯蔵穴　南壁中央部に壁外に張i川1すように付設きれ，長径187cm，短径108cmの楕円形で言策きは（う8cm，断面

形はし「「形であるし、

貯蔵穴土層解説

1　黒　褐　色　ローム太ブロック・ローム粒子少量

2　黒　　　色　ローム太ブロック中最，ローム中・′トブロックもローム粒子少量

3　異　　　色　ローム中・ローム粒子少量

4　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

5　黒　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子少量，ローム太ブロック微量

（う　黒　　　色　ローム中・小ブロック・ローム粒J’・少量

7　黒　褐　色　ローム大プロ、ソク少量、ローム中・小ブロック・ローム粒自微量

8　暗　褐　色　ローム中・小プロ、ソク・ローム粒j’－・凝広告大プロ・ソク少量

9　異　　　色　ローム粒子少量の凝灰岩太ブロック少量，ローム大ブロック微量

1し）黒　褐　色　しブーム小プロ、ソク・ローーム粒J’・少量

は　黒　褐　色　ローム小ブロック0ローム粒子中量

12　黒　　　色　ローム粒子少量

は　黒　褐　色　ローム大・中・小プロ、ソク・ロー一一ム粒j∴・凝尿告大プロ、ソク中量

覆土12層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム大・中プロ・ソケ・ローム粒J′一少量

2　黒　褐　色　ローム太e中ブロック。ローム粒子中量

3　異　　　色　ローム粒子少量，ローム太ブロック微量

4　黒　褐　色　ローム太e中ブロック。ローム粒子の粘土太ブロック少量

5　黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム太ブロック・ローム小ブロック8ローム粒子少量

6　黒　褐　色　ローム粒戸の粘圭二大の中ブロック中量，ローム太の中ブロック少量

7　黒　　　色　ローム太ブロック0ローム粒子微量

8　黒　褐　色　炭化粒子もローム粒子中量，ローム太ブロック微量
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9　窯　褐　色　ローム小ブロックをローム粒子少量

l（〕黒　褐　色　ローム大・中ゾtJ‥′ク・U－ム粒J’・少量

は　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム太ブロック少量

12　黒　褐　色　ローム小ブロックやローム粒子少量

遺物　土師器削諸相息須恵器片鋼点　弥生土器片　点　軽石　点　カキガイ　点が出土している。第凱図

1の土師器杯は北壁付近覆土中層からタ2の杯は貯蔵穴覆土中から，4の小形壷は貯蔵穴機種土下層から誹

の嚢は中央部覆土中層からタ　8の不明鉄製品は西壁付近床面からタ　6の管玉は東壁付近覆土中層から普　3の

杯，7の尖頭器は覆土中からそれぞれ出土している。7の尖頭器は流れ込みと思われる。

所農　本跡は　第鐙6－B号住居跡の東壁をのcm　北壁を摘cmそれぞれ東及び北方向に拡張した佳屠跡である。

本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（6世紀前半）と恩われる。

予∴三こ∴＿．‘「仁∴とJ　与工　′、左

位置　調査区の中央部，IHIll区、〕

重複関係　本跡は　第臓号住居跡の床の上に構築していることから　第臓号住居跡よ　新しい。また　遺構

の形態により拡張が行われたと考えられタ　本跡は拡張前のもので　第柑…A号住居跡よ　古い。

規模と平面形　長軸8．55m，短軸7．08nlの長方形である。、，

主軸方向　N－50－1V

壁　壁高は35cmで，外傾して立ち上がるし、、

床　平班で，全体的に軟らかいし〕

了・ン　；7′、′ン・－．・－・：　’　っ工　‥くニ′、ノ‥ノン　し　言、．、∴しこ　一、、こ言・上・了、′ソ、′、㌧琉　ノ　′11′

思われる。P4は長径57cm夕短径32cmの不整楕円私深さ温8～43cmでタ　出入り持ピットと思われる。P5は径

18cmの不整円形で，性格は不明である。P3，P。は第136－A号住居跡と共通の櫨穴及びピットと思われる。

貯蔵穴　（第1＿361－A号住居跡と共通）

覆土　8層からなる人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム極大・大・中・小プロ・ソク中量

2　暗　褐　色　ローム大・小ブロック・ローム粒J’・少量

こう　黒　褐　色　ローム極大・大・ローム粒！・少量

ここ‥1　褐　　　色　ローム大・中ブロック中鼠　ローム粒J’l少量二

5　黄　褐　色　ローム太ブロック中量，ローム粒子少量

（i　暗　褐　色　ローム極大・大・中・小プロ・ソク・ローム粒J′・少量

7　黒　　　色　ローム大・小プロ・ソク少量

8　暗　褐　色　ローム大・中ト小ブロック少量∴　焼巨J、プロ、ソク・焼＝拉千・歳化粒子微量

遺物　土師器楕悠誹閥息須恵器片翻意　弥生土器片　点　軽石　点　カキガイ　点が出土している。第柑…

A号住居跡と共通）

所農　本跡は拡張前の住居跡である。遺物等から見て竃及び炉等が見られるのが通例であるが，確認できなかっ

た。拡張時に破壊されたとも考えられる。本跡の時期は芦遺構の形態及び出土遺物から古墳時代中期から後

期（5世紀末～6世紀）と思われる。
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第3膵図　鑑柑6－B号住居跡実測闘

抗柑7号位腐跡（第318回）

位置　調査区の中央部，D4j9区。

重複関係　本跡は，第177号住居跡の床の上に構築していることから，第177号住居跡より新しい。

規模と平面形　確認されたのが竃と硬化面のみのため，規模及び平面形は不明である。

主軸方向　N－470－E

床　竃前付近が踏み固められている。

－382－

、

∴

l

 

l

l

l

 

l

一

　

　

．

、

．

二

　

　

二

∵

二

∴

l

l

l

♂



1m

j　　　　；　　　！

第318図　第137号住居跡実測図

第319図　第137号住居跡出土遺物実測図

第137号住居跡出土遺物観察表

i　　　3S功

＠？ 10cm

トー－‥　十　Il1－－」

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第319図 高台付杯 A 【15．6］高台部から口緑部片。、「ハ」の字状 口縁部及び体部内・外面ロクロナ 長石・石英 P789　　 40％

1 土師器 B　　6．3 に開く長い高台が付く。体部は内野 デ。高台部内・外面ロタロナデ。 暗褐色 床面

C　　8．7

E　　2．7

して立ち上がり，端部は外反する。 普通 PL87

2

皿 A　lO．5 底部から口緑部片。平底。体部は 日録部及び体部内・外面ロタロナ 長石・石英・パミス PlO53　　 80％

土師器 B　　2．3 内攣気味に立ち上がり，そのまま デ。底部回転糸切り。 橙色 竃内覆土中

C　　6．0 口緑端部に至る。 普通 PL87

－383－



図版番号 種　　　 別
長さ中 吉 cmラ 摩 ご 中 経 中 量施 出 土 地 点　 備　　 考

第凱姻 3 力　　　　 子 「叡お 1．8 †．1 …
摘 郎 極 前 床 面 圧 服 彿議

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

程握り窪められている．、、．

顎土層解説

鼠　黄　褐

2　黄　褐

3　暗　褐

4　暗　褐

5　黒　褐

6　窯　褐

γ　黒　褐

8　窯　場

9　暗　褐

川　黒　勘

Ⅲ．窯　裾

温2　赤　褐

臓　暗　褐

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

廃土太ブロックのローム中ブロックもローム粒子も粘土粒子少量　炭化粒子微還

し「一一∴中・小ゾし「ノケ・・ロー一一ム粒j∴・粘日清っ’中量

焼上人・中ゾしト・ノク∵址日ソイ中量∴　尉ヒ粒j∴l＿J－ム大ゾし1ヤク′少量

焼巨トノ、、LJりケ・炭化粒J’ム・し1－ム粒J’・少昌を

焼巨巨ハJいノク・U－∴Ⅵ位r少；上　しトーム大ゾし「ノ月微量

焼巨位！・・しコ、一ム粒J’一少量

焼上人・中ゾt二「ノク・焼‖八白′－・ローム大ゾし「ノク・ローム粒J’・少量

焼上人ゾし上′ク

焼上人ゾしい・′ケ

焼土粒子中量芦

焼土中ブロック

焼圭粒子多量，

焼「小ゾし7、ソケ

・焼‖Jつ∴炭化粒j′・・t－トーム粒J’・・粘1斗白’・少：遠

の廃土粒子多量

焼回り’、し「∵ク少量、U－∴大ブし7∵′ン微量

・ロー一一一ム中・小ブし上′ク少星

口ーム粒子少量

・ローーム粒Jつ出－1：

覆土　」層からなる自然堆積である，＿、

土層解説

1　黒　勘　色　目・一一一∴粒J′l少：li∴　しト1！、中ゾtJtソケ微賀；．：

ご　黒　　　色　焼上中ゾ主上ノク・・LJ－∵∴粒j′・少量．焼上人ゾし「′ケ・損じ粒日放量

3　黒　　　色　廃土粒子少量野　焼土太プロッタをローム中ブロック微量

－1黒　褐　色　焼巨いソ、し「ノウ・＝一一∴大・中ゾt－プ・∵ク・t＿ト一月：，リ・少量

造機　土師器片温蟻意　須恵若緑私産　緑磯陶器片私産が出悲し等折る。第別図　の土師器高歯相称は北西壁

相違床面から正位の状態で汐　の血は竃内務土中から撃　の刀子は竃前床面からそれぞれ出土し若齢る。

所農　本捗の時期は　遺構の形態及び出土遺物から平安時代拍健龍郷　と思われる。

第臓考健腰掛　第謂園）

燈置　調査区の中央部　E軸区。

′　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ、ノノ　′

童車醜方向　N－8°－＼＼T

璧　壁高はL川cmで，外傾して立ち上がる、、．

床　ほぼ、上田である、一、．

覆‥達　5層からなるFさ‾拍封駐積である、－、

土層解説
1　黒　掲　色l‾トlム大ゾし「ノク・tブーム粒J′一少：‡i：

2　黒　褐　色　ローーム小ゾロ・ソク・主トム粒J′一少；重；∴　しト！、大ブU∵′ク微量

：1黒　褐　色　U一一ム粒J’斗瑞∴　ローム大プロ、ソク少量

・i　黒　褐　色　LJ－ム小プロ・ソク・ローム粒j’l少量

う　黒　褐　色　U一一ム大ブtブック中量，ローム小ゾrれ「ソク・ロー一一∴粒j′一少量

逮磯　土師器片錮盛　須恵器片軋痕　弥生土器片凱軽が出土して折る。第霊園　の須恵器杯は商壁付近覆土

自画から出上している。

′
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第320図　第138号住居跡実測図

第138号住居跡出土遺物観察表

L彗｝ノ　　　　　　　　　0 10cm

L二二二二＿七二＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝∃

第321図　第138号住居跡出土遺物実測図

図版番号 器　 種 計測値（m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 3 2 1図 杯 A ［13．6］ 底 部か ら口緑部片。 平底。体部 は 口緑部及 び体部内 ・外面 ロクロナ ス コリア P 7 90　　　 25％
1 須 恵 器 B　　 4．6 直線 的に立ち上が り，その まま口 デ。底部周縁 ナデ。底部回転へ ラ 褐灰 色 覆土上層

C ［9．1］ 緑端部 に至る。 削 り調整。 普通 P L 8 7

第139号住居跡（第322図）

位置　調査区の中央部，E4i8区。

規模と平面形　長軸3．41m，短軸3．27mの方形である。

主軸方向　N－330・－E

壁　壁高は60～70cmで，外傾してほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認された壁下には，北壁を除いて壁溝が巡っている。全周するものと思われる。上幅約12cm，下幅約

6cm，深さ約4cmで，断面形は逆台形である。

床　平坦で，出入り口と思われる部分に高まりが見られる。ほぼ全面が踏み固められている。

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは径28cmの不整楕円形，深さ14cmで，出入り口ピットと思われる。PZ，P3は

径28～91C皿の不整円形，深さ29～31cmで性格は不明である。

竃　北東コーナー部に付設され，砂粒まじりの橙色粘土で構築されているが，遺存状態か悪く，右袖部は残っ

ていない。火床部は皿状に30C皿程掘り窪められている。煙道部は壁外への突出が少なく，壁の内側から急に

立ち上がっている。

寵土眉解説

1明　褐　色　粘土粒子多量，焼土中ブロック・炭化粒子・ローム小ブロック少量

2　黄　褐　色　粘土粒子多量，灰中量，炭化物少量

3　黄　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子多量，炭化物少量

4　赤　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・灰多量，焼土大ブロック少量

5　褐　　　色　焼土粒子・炭化粒子・灰多量，ローム粒子・粘土粒子少量

6　褐　　　色　焼土粒子多量，ローム小ブロック・ローム粒子・灰少量

－385－



第322匿l　第139号住居跡実測図

覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量

2　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム大・中・小ブロック・ローム粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中・小ブロック微量

4　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・ローム大・中ブロック微量

遺物　土師器片386点，須恵器片37点，弥生土器片2点，旧石器剥片1点が出土している。第323図1の須恵器

杯は南壁覆土上層から，5の剣形模造品は北壁床面から，2～4の杯は覆土中からそれぞれ出土している0

剣形模造品は流れ込みと思われる。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から奈良時代（8世紀後半）と思われる0

第139号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（①） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 32 3図 I不 A　 13．3 底部か ら口緑部片。 平底。体部 は 口縁部及 び体部内 ・外面 ロクロナ 長石 P 7 9 1　　 4 0％

1 須 恵 器 B　　 5．0 直線的 に立 ち上が り，その まま口 デ。体部 下端回転へ ラナ デ。底部 褐灰色 覆土上層　 P L 88

C　　 8．3 縁端部 に至 る。 回転へ ラ切 り後ナデ調整。 普通 底部へラ記号あり

2

杯 A ［13．8］ 底部か らロ縁部片 。平底。体部 は 口緑部 及び体部内 ・外面 ロクロナ 長石 ・石 英 P 7 92　　　 2 5％

須 恵 器 B　　 4．8 直線的 に立 ち上が り，その まま口 デ。底部回転へ ラ切 り後ナデ調整。 褐灰色 覆土 中　 P IJ88

C ［9．8］ 縁端部 に至 る。 底部周縁 ナデ。 普通 底部へラ記号あり

3

杯 A ［13．2］ 底部か らロ緑部片 。平底。体部 は 口緑部 及び体部内 ・外面棟 ナデ。 長石 ・針 状鉱物 P 7 93　　　 2 0％

須 恵 器 B　　 4．5 直線的 に立 ち上が り，その まま口 底部 回転 へ ラ切 り後手持 ちへ ラナ 褐灰色 覆土 中

C ［7．2］ 緑端部 に至 る。 デ。二次底 部面 を残す。 普通 P L 88

4

杯 A ［14．5］ 底部か ら臼縁部 片。平底。体部 は 口緑部 及び体部内 ・外面 ロクロナ 長石 ・針状鉱物 P 7 94　　　 20％

須 恵 器 B　　 4．3 直線的 に立 ち上 が り，その まま口 デ。底部回転へ ラ切 り後ナデ調整。 褐灰色 覆土 中

C ［10．3］ 緑端部 に至 る。 底部周縁 ナデ。 普通 P L 88
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図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （C】⊃） 厚 さ（cI⊃） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第323図5 剣 形 模 造 品 （2．6） 1．6 0．4 0．2 （2．1） 滑　　　　 石 北 壁 際 床 面 Q 180

第323図　第139号住居跡出土遺物実測図

第140号住居跡（第324図）

位置　調査区の中央部，F4a8区。

重複関係　本跡は，第141－A号住居跡の東部を掘り込んでお

り，第142号住居跡と第1461A号住居跡に掘り込まれてい

ることから，第141－A号住居跡より新しく，第142号住居

跡及び第146－A号住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸6．16m，短軸6．06mの方形である。

主軸方向　N－320－W

壁　壁高は26～33cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認された壁下には，南東壁を除いて壁溝が巡ってい

る。上幅約18cm，下幅約8cm，深さ約11cmで，断面形はU

字形である。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。P，～P．は，径28～72cmの不整

0 10cm

l l　　　」

円形，深さ57－73cmで，配置や規模から主柱穴と思われる。P，は径38cmの不整円形，深さ55cmで，出入り

口ピットと思われる。

－387－
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第324図　第140号住居跡実測図
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魔　北壁中央部に付設されている。砂粒混じりの白色粘土で構築されてお酌　天井部は不明であるが両袖部は

比較的良好に遺存している。火床部は血状に9cm攫掘り窪められている。煙道部は壁外へ平面形が四角形に

掘i）込まれ，壁の内側から急に立ち上がっている．

電土層解説

1　暗　褐　色　焼上粒J’・・ローム小プロ、ソク・ローム粒j’・少量

2　鈍い褐色　粘上粒r多量，粘上中ブロック・焼巨トプロ、ソク・焼廿白∴・炭化物・炭化粒J′一少量

3　鈍い褐色　炭化物・炭化粒J’・・灰・粘抽白’一多鼠　焼日中ブロック中量．焼上中プロ、ソク少軋　ローム中ブロック微量

4　明赤褐色　炭化粒守∴ローム大・小ブロック・ローム粒J’・・灰多量

5　赤　褐　色　炭化粒子・ローム中・小ブロックローム粒－JT一・灰多量

6　黄　褐　色　焼士太・小ブロック。焼土粒子多量

7　黒　褐　色　炭化粒J㌧・ローム小プロ・ソク・ローム粒J’一少量

8　黄　褐　色　ローム粒J’中軋　ローム大・小プロ、ソク少量言封ヒ粒自微量

覆土　3層からなる自然堆積である。－

色
色
色

褐
　
　
褐

説
黄
褐
略

解層

　

1

　

2

　

3

土

ローム小ブロック．ローム粒J′一多量

ローム粒子多鼠　ローム小ブロック中量

ローム粒f・少量．ローム小ブロック・焼上中プロ、ソク・焼上粒召散量

．去鴻　　＿宜告′言∴・‥‘Hi∴吉古′　言∴一　二ソ、′障ノン石′、；‥　‥　′！了工′　′　　　′（了・、カ　　ー′、′、．、　工；′，ぺ

1の土師器棒は南コーナー付近覆土上層から，　の嚢は北西壁付近床面から，　の旧石器剥片は南西壁覆土

上層から，4の士玉は東コーナー付近覆土中層から，6の旧石器刺片は竃内務土中から9　7の鋤先は北コー

ナー付近床面から9　2の捧タ　8の鉄塊は覆土中からそれぞれ出土している。髭　の旧石器剥片は流れ込み

と思われる。

所農　本跡の時期は　遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期　雄健妃頃）と思われる。

第摘号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測倦 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎工 ・色調 ・焼成 備　　 考

第325図 林 Å 「12．0］ 底 部か ら目線部 片。丸底。体部 は 目線部 内 ・外面横ナ デ十休 部内面 砂粒 P 7 95　　　 4 0％

1 工 師 器 B （4－7） 内攣 して立 ち上 が り，＝縁部 は直 磨 き，外面 へラ削 り∴ 黒褐色 覆土上層

立する。日録 部 との境 に稜 を持 つ。 普通 PL 8 8

2

杯 A ［10．8］ 底部 か ら日録部片。 丸底。体部 は 体部内面へ ラ磨 き。内面黒色処理。 スコ リア ・長石 ㌘79 6　　　 3 5％
土 師 器 B　　 4．4 内攣 して立 ち上が り，その ままロ 灰褐色 将士車　 体部外

縁端部 に至 る。 普通 面剥離　 P L 8 8

3

小 形 磐 A　 l6．8 体部 か ら目線 部片。体 部は内攣気 ＝縁 部内 ・外面 横ナデJ 休部 内面 砂粒 P 79 7　　　 20％

土 師 器 B （1軋 5） 味 に直線 的に立 ち上が り，目線 部 ナデ，外面縦位 のヘ ラ削 星 浅黄橙色 床面

は外反す る。 普通 P L 88

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点　　　　　 備　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm）巨L径（cm）

重畳（g ）

第325図4 土　　　　 玉 2．7 2．9
i oe7～088 鉦 ‖ 東コ十 付近紺 層極 棚

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨　 質

出 工 地 点 備　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g）

第325図5 剥　　　　 片 8．3 3．2 1．2 － 27．9 安　 山　 岩 南西壁付近覆土上層 Q 181

6 剥　　　　 片 8．0 4．7 1．2 － 28．9 頁　　　　 岩 竃 内 覆土 申 Q 182

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 i

i 出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 孔 径 （cm） 重量 （g ）

第325図7 鋤　　　　 先 1 5．4 15．5 0．2～ 1．1 － 34も 8 北コーナー付近床面 M 5 0　 P L 12 3

8 鉄　　　　 塊 7．2 6．4 － － 21 9．5 覆　 土　 中 M 5 1
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第140号住居跡出土遺物実測図

了1 10cm

1　　　i i

第14トA号住居跡（第326図）

位置　調査区の中央部，E4b7区。

重複関係　本跡は，第14卜B号住居跡の北東部を掘り込んでおり，北東部を第140号住居跡に掘り込まれ，第

142号住居跡が本跡の床の上に床を構築していることから，第141－B号住居跡より新しく，第140号住居跡と

第142号住居跡よりも古い。

規模と平面形　遺存する南西壁から推定すると，長軸3．94m，短軸3．81mの方形であると思われる。

主軸方向　N－250－W

床　廃絶後の撹乱が激しく，床の様子は確認できなかった。
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電　北壁中央部に付設きれ，白色粘土で構築されていたと思われるが，

撹乱のため道春状態が悪く，袖部付近の粘土と火床部にわずかに焼

土が確認できたのみである。

覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム太ブロック微量
2　黒　褐　色　ローム大・小ブロック。ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ローム中e小ブロック・粘土粒子少量

4　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子のローム太ブロック微量

遺物　土師器片62点，須恵器片4点が出土している。第327図1の土

師器婆は覆土中から，2の砥石は北東壁付近覆土中層からそれぞれ

出土している。

所見　本跡の時期は．出土遺物が少なくしかも細片であるため，詳細

は不明であるが，遺構の形態及び出土遣物から古墳時代後期頃と思

われる。

＿生宜《）。6√さ、

第詔図　第摘紅凰考住居跡実測図

第1射トA号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第327図 嚢 B （2 2．2） 底部か ら体 部片。平底。体 部は内 体 部内面ナデ，外面 へ ラ削 り。 石英 ・砂粒 P 79 9　　　 20％

1 土 師 器 C ［6．2］ 攣 して立 ち上 がる。 褐色

普通

覆土中

P L 88

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第327図 2 砥　　　　 石 （7．9） 3．1 （0．7） － （3 2．7） 凝　 灰　 岩 北東壁覆土中層 Q 18 3　 P L l 19
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第327図　第14トA号住居跡出土遺物実測図

⊂二二：⊃2Sこち

0　　　　　　　　　　　　10cm

←　l r」

第141－B号住居跡（第328図）

位置　調査区の中央部，E4C7区。

重複関係　本跡は，東部を第14卜A号住居跡と第142号住居跡に掘り込まれていることから，第141－A号住居

跡及び第142号住居跡よりも古い。

規模と平面形　北東壁が掘り込まれているため，遺存する南西壁から推定すると，一辺3．90m程の方形ある

いは長方形と思われる。

第328図　第141－B号住居跡実測図

Sl141－A

0　　　　　　　　　　　　　　2m

11－　l　－　　1

－392－



主軸方向　N－220－W

壁　壁高は20cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　確認された壁下のうち，南西壁と南東壁の一部に壁溝が巡っている。上幅約16cm，下幅約6C皿である。

床　撹乱が激しく，床の硬化面は部分的にしか捉えられなかった。

覆土　3層からなる自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム大・中ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム大・中ブロック少量，炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片47点が出土している。第329図1の土師器杯，5の転用羽口は中央部覆土中層から，2の杯は

同下層から，3の杯は南西壁覆土中層から，4の嚢は北西壁床面からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と思われる。

第329図　第14トB号住居跡出土遺物実測図

第141－B号住居跡出土遺物観察表

ーノ

0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト　ー1－1い　　　」

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第329図 杯 A ［13．4］ 底部から口縁部片。丸底。体部は ロ緑部内 ・外面横ナデ。体部内面 スコリア ・石英 ・ P 800　　　 40％
1 土 師 器 B （5．7） 内野 して立ち上が り，口緑部は内 ヘラ磨き，外面へラ削 り。 長石 覆土中層

傾する。 黄橙色　 普通 P1－88

2

杯 A ［12．8］ 底部から口緑部片。休部は内暫し 口緑部内面横ナデ後へラ磨き，外 砂粒 ・スコリア P 801　　 35％
土 師 器 B （4．9） て立ち上がり，そのまま口縁端部 面積ナデ。休部内面へラ磨き，外 橙色 覆土下層

に至る。 面へラ削 り。 普通 P L 88

3

杯 B （6．1） 底部から体部片。平底。体部は内 体部内面粗いナデ，外面へラ削り。 砂粒 P 802　　　 30％
土 師 器 C　　 5．1 攣して立ち上がる。 内面黒色処理。 明赤褐色

普通

覆土中層

P L 88

4

莞 A ［16．2］ 体部から口綾部片。体部は内暫 し 口緑部内面へラ磨き，外面横ナデ スコリア ・礫 ・長 P 803　　 15％
土 師　器 B （14．0） て立ち上が り，口緑部は外反する。 後縦位のヘラ磨き。体部内面ナデ， 石 ・砂粒 床面

外面縦位の粗いナデ。 黒褐色　 普通 P L88

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第329図5 転　 用　 羽　 口 （8．6） 4．4 － － （60．3） 中央部覆土中層 D P lO5　 PL 117
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第臓考住居跡（第330回）

位置　調査区の中央部　E触区。

重複関係　本跡は　第摘トB号住居跡　第14トA号住居跡及び第140号住居跡を掘り込んでいることから，第

141－B号住居跡．第141－A号住居跡及び第140号住居跡の3軒より新しい。

規模と平面形　長軸5．80m，短軸4．96mの長方形である。

主軸方向　N－440－W

壁　壁高は49cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認された壁下には，北西壁を除いて壁藩が巡っている。上幅約22cm，下幅約10cm，深さ約6cmで，断

面形はU字形である。

床　平坦で，床面全体が踏み固められている。

ぽッ睦　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は，径36～52cmの不整円形，深さ40～90cmで，配置や規模から主柱穴

と思われる。Pぅは径36cmの不整円形，深さ44cmで，出入り口ピットと思われる。

魔　北西壁中央部に付設され，砂粒まじりの白色粘土と芯材として使用した凝灰岩とで構築されている。火床

部は皿状に17cm程掘り窪められている。煙道部は壁外へ68cm突出し，壁の内側からゆるやかに外傾して立ち

上がる。火床部下部の掘り方は深さ約24cmと深く掘り込まれている。

竃土層解説

1　明　褐　色　焼土中ブロック・炭化粒子・ローム中ブロック・ローム粒子少量

2　赤　褐　色　焼土中ブロック・灰多量，焼土中ブロック・粘土小ブロック少量

3　灰　褐　色　焼士小ブロックe灰多量，焼土中ブロック・粘土粒子少量

4　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子，焼土中ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック・灰少量

5　黒　褐　色　炭化粒子・灰多量，焼土中ブロック・炭化物0黒色土少量，焼土中ブロック微量

6　赤　褐　色　焼土中ブロック・炭化粒子・灰多量，焼土粒子・粘土粒子少量
7　赤　褐　色　焼土粒子・灰多量，焼土中e小ブロック少量

8　明赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子。炭化粒子0灰色多量，炭化物少量

9　赤　褐　色　焼土中ブロック・焼士粒子・灰色多量

10　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子。灰少量

11暗赤褐色　焼土粒子・粘土粒子多量，焼土中ブロック・炭化粒子・灰少量

12　暗赤褐色　焼土中ブロック・ローム小ブロック・粘土粒子少量，炭化粒子・ローム中ブロック微量

13　黄　褐　色　粘土小ブロック・焼士粒子少量

覆土　7層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　焼土粒子・ローム中ブロック・ローム粒子少量，ローム大ブロック微量

2　褐　　　色　ローム中・小ブロック多量，ローム粒子少量，ローム大ブロック微量

3　灰　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒子・ローム粒子少量

4　黒　褐　色　ローム小ブロック0ローム粒子少量

5　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，粘土粒子少量

6　褐　　　色　ローム大・小ブロック多量，ローム中ブロック中量，焼土中ブロック少量

7　黄　褐　色　焼土粒子多量，焼土中ブロックe粘土粒子中量，焼土中ブロック・ローム太ブロック・ローム粒子少量・灰少量

遺物　土師器片1，109点，須恵器片109点，陶器片1点，支脚片1点が出土している。第331図1の土師器杯は

中央部覆土下層から，2，3の埠，16の紡錘車は北西壁付近覆土上層から，4の埠は南西壁覆土覆土上層か

ら，15の紡錘車は同覆土下層から，5の杯は竃覆土中から，8の須恵器長頸瓶は北コーナー床面から，9の

土師器嚢は西コーナー付近覆土上層から，6の土師器高台付杯，7の灰粕陶器高台付杯，10のミニチュア土

器，16，17の石器は覆土中からそれぞれ出土している。17の尖頭器は流れ込みと思われる。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から平安時代（10世紀）と思われる。
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第330図　第142号住居跡実測図
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第331図　第142号住居跡出土遺物実測図

皿－6
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第142号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色講巨 焼 成 備　　 考

第33 1図 杯 A　 12．1 目線部 一部欠損。平底。 体部は内 目線部及 び体 部内面へ ラ磨 き，外 砂粒 P 8 04　　　 90％

1 土 師 器 B　　 4．1 攣 して立 ち上が り， その ままロ縁 南 口クロナデ。体 部下端回転 へ ラ 暗褐色 覆土 下層

C　　 5．8 端部 に至 る。 削 り。底部 回転 へ ラ削 り調整 。体

部内面黒色処理 。

普通 P I．88

2

杯 A　 13．6 底部か ら日録 部片。平底。体 部は 口緑部及 び体部 内 ・外 面 ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 8 05　　　 7 0％
土 師 器 B　　 4．7 直線的 に立 ち上が り，そ のまま口 デ。底部 回転糸切 り。 鈍 い橙 色 覆土上層

C　　 7．2 緑端部 に至 る。 普通 P L 8 8

3

杯 A ［14．7］ 底部か ら口縁 部片。平底。体 部は 目線 部及 び体部 内 ・外 面ロク ロナ スコ リア P 8 06　　　 4 0％

土 師 器 B　　 4．7 内攣気味 に外 傾 して立 ち上が り， デ。体部下端手持ちへラ削 り。底 部手 黒褐色 覆土上層　 P I」88

C ［7．9］ その まま日録端 部に至 る。 持 ちへ ラ削 り調整。内面黒色処 理。 普通 体部外面墨書□

4

杯 A ［1 2．8］ 底 部か ら目線 部片。平底。体部 は 目線部 及び体部内 ・外面 ロク ロナ 石英 ・スコ リア ・ P 80 7　　　 30％
土 師 器 B　　 3．9 わずかに内攣気 味に立ち上が り， デ。体部下端回転へラ削 りん。底部 回転 雲母 覆土上層

C　　 5．5 その まま目線端部 に至る。 ヘ ラ削 り調整。体 部内面黒色処 理。 黒色

普通

P 工．88

5

杯 A ［12．6］ 体 部か ら目線部片。体 部は内攣 し 目線部及 び体部内面へ ラ磨 き，外 長石 P 8 0 8　　　 20％
土 師 器 B （4．1） て立ち上が り，そ のま ま目線端部 南 口クロナデ。体 部内面黒色処理 。 暗赤褐色 竃 内覆土 中　 体

に至 る。 普通 部 外 面墨 書 「賛

真大里」　 pL 88

6

高台付J不 A　 lO．2 高台部 欠損 。底部か ら目線 部片。 目線部及 び体 部内面へ ラ磨 き，外 スコ リア P 8 14 20％ P L 88

土 師 器 B　　 4．2 体部 は内攣 して立 ち上 がる。 面 ロクロナデ。体部 内商黒 色処理。 極 暗褐色

普 通

覆土 中　 体 部外

面墨書 「真大里」

7

高台付杯 B （3．5） 高台部 か ら体 部片。三 日月型 高台 体 部内 ・外面 ロクロナデ。体 部内 ・ 細砂粒 P 8 15　　 10％
灰 粕陶器 D ［7．0］

E　　 O．9

が付 く。体 部は内攣 して立 ち上が

る。

外 面に灰粕が施 される。 オリーブ黄色

普通

覆土 中

8

長 頸 瓶 B （2 1．5） 底部か ら目線 部片。平底。体部 は 目線 部及び体部 内南 口クロナデ， 長石 ・礫 P 8 17　　　 3 0％

須 恵 器 C　 l O．0 内攣気味 に立 ち上が り， 目線部 は 外面 上半 口クロナデ，下半横 位の 褐灰色 床面
外反 しなが ら立 ち上が る。 へ ラ削 り。 普通 PL 88

9

嚢 A ［19．6］ 体 部か ら口緑部 片。体部 は内攣 し 日録部 内 ・外面横 ナデ。体 部内 ・ 石英 ・長石 ・ス コ P 81 6　　　 5 ％
土 師 器 B （9．4） て立ち上が り，目線部 は外 反す る。

端 部を上方 につ まみ上げ る。

外面 ナデ。 リア

明褐色

普通

覆土上層

10

ミニチュア土器 A　　 5．2 底 部か ら口緑部片。平底 。体部 は 目線部及 び体 部内 ・外面 ナデ。 長石 ・砂粒 P 8 18　　　 80％

土 師 器 B　　 6．3 内攣 して立 ち上が り，口緑部は直 褐色 覆土 中

C　　 3．8 立す る。 普通 P I．88

第331図11～14は土師器杯墨書土器片である。

図 版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
長 さ （cm） 1幅 （cm） 厚 さ （cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第331図15 紡　 錘　 車 5．3 5．3 2．1 0．8～ 0．9 60．8 南西壁付近覆土下層。D P l O6　 P L 11 6

図版 番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ）

第331図16 紡　 錘　 車 4．1 4．2 2．2 － 5 0．0 滑　　　　 石 北西壁覆土上 層 Q 1 84　 P L 12 1

17 尖　 頭　 器 5．6 1．9 0．5 － 7．2 頁　　　　 岩 北 西 壁 床 面 Q 1 85　 P I．122

第掴考住居跡（第332図）

位置　調査区の中央部，E4d8区。

重複関係　本跡は，第123号住居跡，第142号住居跡及び第144号住居跡にそれぞれ掘り込まれていることから，3

軒の住居跡よりも古い。

規模と平面形　一辺5．80mの方形である。

主軸方向　N－370－W

壁　壁高は19～23cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

－397－
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第332図　第柑3号住伝跡実測医

1m

！＿＿＿　　一一一二ま二一一　一一一二」

S1144　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

「‥　　t　　　　」

壁溝　確認された壁下には，北西壁を除いて壁溝が巡っている。上幅約12cm，下幅約6cm，深さ約7cmで，断

面形はU字形である。

床　平坦で，床面全体が踏み固められている。入り口部に馬蹄状の高まりが見られる。

ピット　4か所（Pl～P。）。Pl，P2は，径36～48cmの不整円形，深さ57～59cmで，配置や規模から主柱穴と

思われる。P3は径36cmの不整円形，深さ44cmで，出入り口ピットと思われる。P。は径52cm，深さ13cmの不

整円形で，性格は不明である。

炉　中央から北西壁寄りに位置し，長径86cm，短径46cmの楕円形で，床面を10cm掘り窪めた地床炉である。炉

床は赤変硬化している。

炉土層解説
1　オレンジ色　焼土大ブロック多量

2　暗　褐　色　焼土中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

覆土　3層からなる自然堆積である。
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土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化粒子・ローム小ブロック中量，焼土粒子・ローム中ブロック少量

3　黒　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器片466点，須恵器片35点，陶磁器片2点が出土している。第333図1の土師器杯は南コーナー付近

中層から，2の杯は正位の状態で同覆土下層から，3の土師器壷は南西壁付近床面から，4の嚢は散在した

状態で床面から，5の嚢は中央部床面から，6の転用羽口は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代中期（5世紀後半）と思われる。

第333図　第143号住居跡出土遺物実測図
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第摘号住屠跡出土遺物観察衷

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第333図 杯

土 師 器

Å　 15．2

B　　 6．5

C　　 3．6
l

底部か ら＝縁 部片㍉平底 ∴体 部は 目線 部内 ・外面横 ナデ∴体部内面 バ ミス ・礫 ㌘81 9　　　 70％
l 内攣 して立 ち上が り， ＝縁 部は外

反す る√　内面 に鈍い稜 を持 つ「

磨 き，外面へ ラ削 り後へ ラ磨 き√

l

暗赤褐色

i普通

覆土 中層

i㌘監8 8

2

林 Å　 白3．7］ 底部か ら目線部 片。平底。体部 は 目線部 内 ・外面横 ナデ√休 部内面 礫 ・砂 粒 ㌘820　　　 6 0％
土 師　 器 B　　 6．9 内攣 して 立ち上 が り，その まま＝ 磨 き，外 面へ ラ削 り㍉ 暗赤 褐色 将士下層

C　　 4．2 縁 端部に至 る。 普通 PL 8 8

3

恵雪ぎ Å　 1 1．4 休 部か ら＝縁部片予体 部は内攣 し 口縁部内 ・外 面横 ナデ∵体部 内面 砂粒 ・長 石 P 82 3　　　 30％
士 帥 器 H （10．1） て立 ち上 が り，＝縁部 は外 反する∴ ナデ，外面へ ラ磨 き√ 赤褐色

普通

床面

P L 88

4

牽 Å　 17．3 体部 から目線 部片。体部 は内攣 し ＝縁 部内 ・外面櫨 ナデ予体部内面 砂粒 8 長石 ㌘8 2 1　　 50％
土 師 器 B （25．7） て立 ち上が り，＝縁 部は外反す る㍉ ナデ，外 面ナデ ー部 へラ磨 き㍉ 赤褐色

普通

床面

P L 8 9

5

登 A　 1 3．4 休部か ら＝縁部 片手休部 は内攣 し ＝縁部 内 ・外面磨 き√休 部内面ナ 長右 ・雲母 P 82 2　　　 8 0％
士 帥 器 B （2 0．2） て立ち上が り，目線部 は外 反する√ デ，外面 へ ラ磨 き∵ 黒 色 ′

普通

床面　 P L損）

休部外面に煤付着

図版番号
！　　 計　　 測　　 値 巨 土地 点　 備　　 考

i長さ（cm） 幅 （cm） 厚腑 m申 し径（cm） 重畳（g ）

第333図6 転 用 羽 可 （3・2） 2．5 i 0 1．7） 穫 」二　 中 拉柳 沼 乱読

Ⅰノ・ら了二∴」一．（∴、言、上

位置　調査区の中央部，E4d言互。

ノ、．了一　ノご∴・＞：′、・二　∴一　　ノ、′∴、∴・∴、∴、ノ．′．・∴′　．．、′　t′・′、．、．′　、、．．

・二一7ノ！′∴　∴、上‘’＿，．・ノ．、′′′　ノご　・∴　，　ノ　′　シ　　′）

親機藍平面形　長車由逢。40m，短車由3。80mの長方形である。

主軸方向　N－120－E

壁　壁高は1∠卜28cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁満　会周する。上幅的柑cm　下幅約　cm　深さ約　cmで　断面形はU字形である。

床　平坦で　中央部は踏み固められている。Å　描ピットの左右に長軸約80cm芦短軸約55C腿の不整楕摘形の高

まりが見られる。

i・　）・7′′ノー、　一・・、一　ノ∴・H∴、＼∴く、C－luレノ／ノ、㌧ノ・・′・三　′∴－：、、て、、－′・∴一く一′．′ノ、′ノ、し．J　′、′、′

ノノ′、′′二二　　二・三、ユ′ぞノ′′′1√ノノ、高　言；∴一くノ、′一　二　　　ノ、：　ノ　ノ、＿一、、′∵∵．′、

魔　北壁中央部に付設され　砂粒まじ　の白色粘土で構築されているが　遺存状態が悪信粘土粒子と焼土の

みを確認する。火床部はわずかに血状に掘　窪められている。煙道部は平面形を方形に壁外へ掘　込み構築

している。〕

覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック中鼠　炭化粒子・ローム粒千少量

2　黒　褐　色　焼巨粒子・ローム小ブロック・ローム粒J′・少量

3　暗　褐　色　焼主夫ブロック多き重‾‡∴　ローム小ブロック・ローム粒！・少；＿il二

∴1暗赤褐色　焼上人・小プロ、ソク・焼抽t了一多鼠　ローム粒！少量

、‘ニ　　ー　ノ　‘十　㌧，′′‾′　h　′で′′　　　7、　∴　　　∵‥．ノ　‥．く　　ノの′′工／、′　　一㌔

′・′が・′ノ　ト男・‥ノ、hノソノ′1ノ′∴：・・∴　′′、・7一′ノ　∴√′ノ′．′十三′⊥・㌧、　′、′j′、・′ノ　．ソ∴′′＼′ハ　′　′．∵ク、
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′∴－からt　の′付　′忙∴　－‾ノ　レ∫言摘、′ノ　）′ノ∴ノ、′∴′了：′一　ノ′、十、∫ノ＼／ノ∴　こ′男∴つ、・二六・㌢、プ∴－．ト′・′、

ら，6の棒は中央部覆土中層から，鼠の甑夕相の支卿は北壁付近床面から資　の鉢は穫土中からそれぞれ出

土している。

所農　本跡の時期は　遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期摘世紀後半）と思われる。

、、∴圭一享子　∴一召－′′・．二　主へ㌧　∴

第且44号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 ！ く手　 法　 の　 特　 徴
胎工 ・色調 ・焼成 備　　 考

第3 35図 杯 A ［14．4］ 底 部か ら日縁部片こ 丸底気味の 半　 日縁部 内 ・外面櫨ナデ∴体 部内面 長石 ・スコリア ㌘8 26　　　 90％
1 士 帥　 器 B　　 叡4 底 ↑休 部は内攣 して立ち上が り，　 ヘ ラ磨 き，外面へ ラ削 りこ 橙色 覆士 中層

C　　 7．1 口縁 部は直 立す る∵ 普通 P L 8 9

林 A　 13．6 底部 か ら＝縁部片∴丸底 ∴休部は　 目線部内 ・外 面横 ナデ√体部内面 長右 P 82 7　　　 8 5％
2 士 師 器 8　　 4．7 内攣 して立ち上が り， 目線 部は内　 ナデ，外面へ ラ削 り後磨 き∴内 ・ 黒色 将士中層

傾す る。打線部 との境に稜 を持つ。 外 面黒色処理ナ 普通

3

杯 Å　 1 5．4 底部か ら口縁 部片∴丸底J 体 部は　 口縁 部内 ・外面横 ナデ千体 部内面 礫 ・スコリア P 8 2 8　　　 70％
士 師 器 B　　 も 9 内攣 して立 ち上が り， ＝縁部 は直 磨 き，外面へ ラ削 り後へラ磨 き√ 黒色 覆土上層

宣す る∵外面 に稜 を持つ√　　　　 内 ・外 面黒色処理十 普通 P L 80

林 A　 白4．0］ 底 部か ら＝縁部 片∴平底J 休部 は　 ＝縁部 内 ・外面横 ナデ㍉体 部内面 砂 粒 ・スtコリア ・ ㌘8 29　　　 60％

4
土 師 器 H　　 6．3 内攣 して立 ち上 が り，＝縁部 は直　 へ ラ磨 き，外面へ ラ削 り「 石 英　　 阜ジ 床面

e　　 4．4 立 する。外面 に稜 を持 つ。 明赤 褐色

普通

P L 8 9

林 Å　 白8．3］ 休部 か ら＝縁部片÷休 部は内攣 し　 目線部内 ・外 面構ナデ∴休部内面 砂粒 p P 83 0　　　 4 0％
5 土 師 器 B　 「説が て立 ち上 が り、＝縁 部は直立す る∴　 ナデ，外面 ナデー部へ ラ磨 き斗年 黒色 床面

外面 に稜 を持つ÷　　　　　　　　 外 面黒色処理∴ 普通

杯 Å　 白5．0］ 休部か ら＝縁 部片J 休部 は内攣 し　 日縁 部内 ・外面横 ナデ∴体部内面 ス コリア ・長 石 P 8 3 1　　 25％
6 土 師 器 B （3．7） て 立ち上が り，目線部 は直 立す る∴　ヘ ラ磨 き，外面へ ラ削 り後ナデ㍉ 黄褐色 覆士中層

外面に鈍 い綾 を持 つ÷ 普通 P L バリ
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第335図　第144号住居跡出土遺物実測図（り

－402－
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〇
第336図　第144号住居跡出土遺物実測図（2）

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

‥　一・・　一　一一1－1－－－」

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

7

鉢 A　20．8 口綾部一部欠損。平底。体部は内口緑部内・外面横ナデ。休部内面石英・礫 P825　　　98％
土師器B　　6．9 攣して立ち上がり，口縁部はわず放射状のヘラ磨き，外面横位のへ赤褐色 覆土中

C　　6，0 かに内傾する ラ磨き。 普通 PL88

8

高　　杯B（9．3）脚部片。脚部は「ハ」の字状に大脚部内面へラ削り，外面縦位のへ砂粒 P833　　　40％
土師器D　14．5 きく開く。 ラ削り。裾部内・外面横ナデ。脚赤褐色 覆土下層

部内面黒色処理，外面赤彩。 普通 PL89

9

要 A［17．4］休部から口緑部片。体部は直線的U縁部内・外面横ナデ。休部内面砂粒 P834　　　30％
土師器B（27．5）に立ち上がり，口緑部は外反する。ナデ，外面縦位のヘラ削り一部へ暗褐色 覆土下層

ラ磨き。 普通 PL89

10

小形整A　15．3 休部一部欠損。平底。体部は内攣口縁部内・外面横ナデ。休部内面長石・スコリア・P832　　　95％
土師器B　12．5 して立ち上がり，口綾部は外反す粗いヘラナデ，外面へラ削り。 雲母 床面

C　　8．0 る。 鈍い黄褐色

普通

PL89

11

甑 A　23．4 底部一部欠損。無底式。休部は外口緑吾β内・外面横ナデ。体部内面スコリア・長石 P835　　　95％
土師器B　20．2 傾して直線的に立ち上がり，口緑上半ナデ，下半へラ削り後磨き，橙色 床面

C［8．0］部は外反する。 外面上半へラ磨き，下半へラ削り。普通 PL89

図版番号種　　　別
計　　　　　 測　　　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　 考
長さ（Ⅷ）幅（cm）厚さ（Ⅷ）孔径（cm）重量（g）

第336図12紡　錘　車 4．5 4．4 2．4 0．5 45．4 覆　土　中DPlO8　PL115

13支　　　　 脚 （21．1） 8．1 6．7 － （1200．2）覆　土　中DPlO9　PL117

第145－A号住居跡（第337図）

位置　調査区の中央部，F4C9区。

重複関係　本跡は，第145－C号住居跡の南西部を掘り込んでおり，東部を第145－B号住居跡に掘り込まれてい

ることから，第145－C号住居跡より新しく，第145－B号住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸6．10m，短軸5．86mの方形である。

主軸方向　N－130－W

壁　壁高は26～33cmで，外傾して立ち上がる。
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壁溝　確認された壁下には，すべて壁溝が巡っており，全周するものと思われる。上幅約22cm，下幅約8cm，

深さ約11C皿で，断面形はU字形である。

床　平坦で，ほぼ全面が踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P。）。Pl，P2は，径30～42cmの不整円形で，配置や規模から主柱穴と思われる。P3は

径52cmの不整円形で，出入り口ピットと思われる。P4は径28cmの不整楕円形で，性格は不明である。

萄　北壁中央部に付設され，山砂，白色粘土及び凝灰岩の切石とで構築されている。両袖部内には縦12cm，横

10cm，長さ12～25cmの凝灰岩の切石が，横位の状態で埋め込まれている。火床部は皿状に掘り窪められてお

り，煙道部は壁外へ19cm突出し，壁の内側からゆるやかに立ち上がっている。

埴土層解説

1　赤　褐　色　焼土大ブロック多量

2　灰オリーブ色　灰多量

3　灰　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子少量，焼土大ブロック微量

4　赤　褐　色　焼土大ブロック多量

5　褐　　　色　焼土小ブロック・灰中量，焼土粒子少量，焼土大ブロック微量

6　褐　　　色　焼土中・小ブロック・焼土粒子多量，粘土粒子少量

7　褐　　　色　焼土粒子・粘土粒子少量，ローム小ブロック微量

8　黒　褐　色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土大・小ブロック微量

覆土　3層からなる自然堆積である。

土層解説

1　極暗褐色　ローム′トブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微意

2　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

3　黒　褐　色　ローム中ブロック中量，ローム大・小ブロック・ローム粒子少量

第338図　第145－A号住居跡出土遺物実測図

q
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第路㌃Å骨隠屠捗助士遺物観察表

図版番号　 器　 橙 計測儀車軸 器 形　 の　 特　 徴 i 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・晩成 ！ 備　 考

第338掬　　 輝

1　　 柚「忠言器

B （説お

C ［鼠H

i

底部 か ら休 部片＋平底∴休 部は直　 体 部内 ・外面 U ケU ナナ、 りも部回　 天有 ・針状鉱物 ㌘836　　　 2 0％

覆上 中線 的に立 ち上が る。体部 下位 に稜 転 へラ削 り調整。底部周縁 回転 へ 吠 色

を搾り〇　　　　　　 i ラ削 りo　　　　　　 i普 通

登 A　 鋼。8 体部 か ら描線 部片。体部 は内野 し　 描線部 内 の外商横ナデ8 体 部内癖　 長石 0 ス コリア も ㌘鋸7　　　 蟻％
望　 土 師 器 H　 l5言 て立 ち上が 勘 目線 部は外反す る。 ナデ学　外 面舵位のへ ラナ デ。　　　 砂粒 覆土 中層

端部 をつ まみ上 げ る。啓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 明赤褐色 野鼠89

普通

悪 A ［摘。7］ 休部か ら目線部 片＋休部 は内曾 し　 目線部 内 ・外面怖ナヂ∴休部内面　 礫 ・スコ リア ・長 ㌘83 8　　　 20％
3　　 土 師 器 B　 組3。6） て立 ち上が 娠つ 二縁 部はわずか に　 ナデ　 外商 へラ削 。 有 ・石英 床面

外反す る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 赤褐色　 普通 P L バリ

晰恒　 別毒司葦挿芸 …乳径芸ラ　 巨土地点！ 備　　 考
96日　 i 4の4 ㍑丑 可 ］胤 l 極射博桶車肌用 瓢湖

ノ　　　　　　　　　　　　′　ノ　ヽ′　　′　　　　ノー　　　　　　　　′　　　　′1ノ

は北吏コ一一ナー付近床面から。・lの性状‖舶射し亜付近鞍上中層から，1の須恵器林は覆同一からそれそ、れ

出上している、・、

所農　本跡の時期は　遺構の形態及び出土遺物から奈良時代　摘健妃）と思われる。

第臓針鼠聾健腰儲つ瀾ぷ融緋

位置　調査区の中盤部夕　炉触。区。

′　　　　　　　　　　　　　　　　′　′　　　　　′　　　　　、　′　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　・・

；）新しい、

規模と平面形　長軸圭78nl。柚柚圭2（）111の方形である

童車癖方向　N一一一一u・1（）。－．一一一㌔＼’

壁　壁高は：j2、一二Bcmで，ほぼ垂l帖二立ち上がる．、、

璧溝　確認された畔上には，北西隼を除いて曜溝が巡∴）ている、、上帖i約1（ic恥　卜帖約8cmである、、

床　コーナー部を除き斗　全面的に踏み出められている・

’一　′　　　　　′　　　　二　　　　、′　′　　一　　　　　、　　′

二　　　　　　ノ　　、

る。

篭　北西壁中央部に付設きれ。砂粒まじりの白色粘「再拝築されているが。遣存状態が悪く，柚部の・部と焼

上が城つているのみである、火床部はわずかにI田畑二握り窪められている、

覆土＋」層からなる自然堆積である、、

土層解説

1　暗　出　色　旭日＼‖∴しトーム小ゾU－リン・しト一月二、l′守少量

ご　黒　掲　色111・一！、中ゾIJ∵′ケ中：上　場日＼lっ’・・「トー∴小ゾ「7　∵ケ・「トー∴－1三Jつ′・少量

：；黒　褐　色　焼目白′・・lト1∴小ゾ「「′ケ・しト→∴粒守一′吊；∴「トー∴中ゾ「卜′ケ微量

1黒　勘　色　目－∴中ゾ1」∵′ケ・「トー∵∴粒J′・・粘目白’・′少量

遥物　日帥器片115点，須恵器片17点言＝石器剥片1点が出上している、、，第二j甘巾llの日油器杯は中央誹；覆同一

・　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　．　　　　．　・・：‘ノ　　　′　　′　　　　　′　　　　　′ノ／′　′　′ノ∴　　∴

引宜「



北西壁付近床面から，5の紡錘車は覆回1からそれぞれ出上している、、

所見　本跡の時期は．遺構の形態及び出上遣物から平安l上冒し　日月＝二紀後半）と思われる、？

－　′′

∴一二∴ま　∴　′　．／．．ノノーJ∴上∴工・

第摘5－B号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　2m

！1－－　　＿＿　．

瑠）

図 版 番 号 器　 楯 計 測 値 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 士 ・ 色 調 ・ 焼 成 備　　 考

第 3 4 0 回 林 A ［1 2 ．0 ］ 底 部 か ら 体 部 片 。 平 底 。 体 部 は 内 目 線 部 及 び 体 部 内 ・ 外 面 ロ ク U ナ 長 石 ・ 石 英 P 8 4 0 　　　 4 0 ％

1 土 師 器 B 　　 4 ．0 攣 し て 立 ち 上 が り ， 日 縁 端 部 に 至 デ 。 体 部 下 端 手 持 ち へ ラ 削 り 。 底 褐 色 覆 土 中 層

C ［ 6 誹 ］ る 。 部 回 転 へ ラ 削 り 調 整 。 体 部 内 面 黒

色 処 理 。

普 通 P L 8 9

2

林 A 「日 ．†1 体 部 か ら 日 縁 部 片 。 平 底 。 体 部 は 目 線 部 及 び 体 部 内 ・ 外 面 ロ ク ロ ナ 長 石 ・石 英 ・ 針 状 P 8 3 9 　　　 6 0 ％

須 恵 器 B 　　 4 ．5 直 線 的 に 立 ち 上 が り ， そ の ま ま 日 デ 。 底 部 回 転 へ ラ 切 り 後 手 持 ち へ 鉱 物 覆 士 中 層

C 　　 7 ．3 縁 端 部 に 至 る 。 ラ ナ デ 。 灰 褐 色

普 通

P L 8 9

嚢 A ［4 9 ．0 ］ 目 線 部 片 二　 日 縁 部 は 外 反 し ， 目 線 目 線 部 内 面 ナ デ ， 外 面 横 ナ デ ∴　 ＝ 礫 ・長 右 ・ス コ リ ア P 8 4 1 　　 1 0 ％

3 須 恵 器 B （1 5 ．の 端 部 外 面 に 断 面 三 角 形 の 縁 帯 が 巡 縁 部 外 面 に 2 条 の 凹 線 に よ る 波 状 灰 色 覆 土 下 層

る 。 文 が 施 さ れ る 。 普 通 P L 8 0

図 版 番 号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 恒 地 点

備　　　　　　　　　 考
長 さ （c m ） 幅 （c m ）

i
厚 さ （C 中 孔 径 （c m ） 重 義 （g ）

第 3 4綱 4 不 明 鉄 製 品 4 ．3 説 2 私 3 － 「 私 の 北 西 壁 付 近 床 面
！

M 5 2

r〇 鉄 製 紡 錘 車 4 ．7 4 ．8 私 9 0 ．4 （1 4 ．2 ） 覆　 土　 中 M 5 3 　 P L 1 2 3

6 不 明 鉄 製 品 4 ．0 3 ．4 0 ．5 － （ 7 ．4 ） 北 西 壁 付 近 床 面 M 5 4

l－ll一一F一一－‘4（）71－11－
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第340図　第145－B号住居跡出土遺物実測図

10cm

ト　　　I l

第145－C号住居跡（第339図）

位置　調査区の中央部，F5cl区。

重複関係　本跡は，南西部を第145－B号住居跡に掘り込まれていることから，第145－B号住居跡よりも古い。

規模と平面形　大部分がエリア外に延びているため，竃が北西壁中央にあるとすれば，一辺4．08m程の方形

あるいは長方形と思われる。

主軸方向　N－340－W

壁　壁高は25C皿で，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認された壁下には，壁溝が巡っており，上幅約14cm，下幅約8cmである。

床　入り口部付近を中心に踏み固められている。

ピット　Plは，径14C皿の不整円形で，性格は不明である。

竃　北西壁中央部に付設され，山砂と白色粘土で構築されているが，遺存状態が悪く，左袖部は残っていない。

火床部は皿状に掘り窪められ，焼土が散乱している。煙道部は，壁外へわずかに突出し，壁の内側からゆる

やかに外傾して立ち上がっている。

覆土　3層からなる自然堆積である。
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色
色
色

褐
褐
褐

説
黒
暗
黒

解層

　

1

　

2

　

3

土

ローーム粒J’中量，焼上中プロ、ソク・ローム大・小プロ、ソク微［Il：

ローム小プロ、ソク・ローム粒J’・中量．焼上粒J’・・炭化粒J’－・ローム大ブロック微量

ローム粒子中量，焼土小ブロック。炭化粒子微量

遺物　土師器片20点，須恵器片2点が出」二している．

所凰　本跡は出土遺物が少なくしかも細片であるため言綱田な時期は不明であるが　第摘5－A号住居跡　第摘5

－B号住居跡との重複関係及び遺構の形態から　古墳時代後期　摘～　世紀　頃と思われる。

モミ′∴　′畑十㌦㌦∵　工∴、∫、拙

位置　調査区の中央部，Iら1b訂亘。

重複関係　本跡蛛言計はお　狼掛璃㍗　掴齢潤，摘針儲号住居跡をそれぞれ掘り込んでいることからタ　4軒のい

ずれの住居跡よl）も新しい。

規模と平面形　長軸3．90m，短軸3．78mの方形である．

第二三／・－J・く　三三ニー／JmtL Lくく三　二1ニ′二二J三・JfJ主L一、、よ二

llP一一・‘！1（＿）91－一一一一一一

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

i＿＿　、＿…、＿、‥　　＿、＿！



主軸方向　N－80－E

壁　壁高は50cmで，外傾してほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認された壁下には，北西壁から北東壁を除いて壁溝が巡っている。上幅約14cm，下幅約4cm，深さ約

7cmで，断面形はU字形である。

床　平坦で，出入り口部を中心に踏み固められている。

ピット　Plは，径28cmの不整円形，深さ20．Oc皿で，出入り口ピットと思われる。

竜　北コーナー部に付設されていたと思われるが，遺存状態が悪く，粘土粒子と焼土を確認したのみで，袖部

等は残っていない。火床部はわずかに皿状に掘り窪められている。

覆土　5層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム中・′トブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム大・中ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

3　黒　褐　色　ローム大・中ブロック・ローム粒子中量

4　暗　褐　色　ローム大・中ブロック中量，ローム粒子少量
5　暗　褐　色　ローム大ブロック多量，ローム大ブロック・ローム粒子中量

第342図　第146－A号住居跡出土遺物実測図

一一11（トー

軍用，
10cm
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第温46－A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色訴巨 焼成 備　　 考

第 34 2図 林 A　 13．7 底 部か ら日縁 部片。平底。体部 は 目線部 及び体部 内面へ ラ磨 き，外 スコ リア e 長石 P 8 4 2　　　 90％

1 士 師 器 B　　 4．7 内攣 して立ち上が り，その まま臼 面 ロクロナデ。底 部回転糸切 り。 鈍 い褐色 床面　 体部外面墨

C　　 説 5 縁端 部に至る。 体部 内面異色処理。 普通 書「真大里」 p L90

2

林 A　 13．2 底部 か ら日縁 部片。平底。体部 は 目線部及 び体部 内面 へラ磨 き，外 長石 ・石英 P 8 43　　　 70％
土 師 器 B　　 4．2 内攣 して立 ち上が り，その まま日 面 ロクロナデ。体部下端手持 ちへ 橙色 床面

C　　 6．4 縁端部 に至 る。 ラ削 り。底部 回転糸切 り後 ナデ調

整。体部内面黒色処理。

普通

3

杯 A　 12．5 底部か ら目線部 片。 平底。体部は 日縁細及 び体部内面へ ラ磨 き，外 ス コリア e長石 P 84 4　　　 5 0％
土 師 器 B　　 4．1 内攣 して立 ち上が り，その まま日 南 口クロナデ。体部下端手持 ちへ 橙色 覆土下層

C ［5．7］ 縁端部 に至 る。 ラ削 り。底部回転糸切 り。体 部内

面黒色処理。

普通 P L 9 0

4

杯 A ［13．8］ 底部か ら目線部片。平底。体 部は 口縁 部及び体部内面へ ラ磨 き，外 スコ リア ・長石 P 84 5　　　 50％
土 師 器 B　　 4．2 内攣 して立 ち上が り， そのまま口 南 口クロナデ。体部下端手持 ちへ 橙色 覆土中

C　　 5．8 縁 端部に至 る。 ラ削 り。底部 回転糸切 り後無 調整。

体部 内面黒色処理。

普通 P L t州

5

杯 A ［1 5．8］ 体 部か ら日縁 部片。体部 は内攣 し 口縁 部及び体 部内面へ ラ磨 き，外 石英 ・長石 P 8 4 6　　　 20％
土 師 器 B （3．4） て立ち上が り，その ままロ縁端部

に至 る。

面積 ナデ。 普通 床面　 体部外商墨

書 「大里」 p I」90

6

皿 A　 13．0 底部 か ら目線 部片。突出気味の平 口縁部及 び体部 内面 へラ磨 き，外 礫 ・長有 P 8 47　　　 8 0％
土 師 器 B　　 2．6

C　　 5や3

底。体 部は直線的に外傾す る。 南 口クロナデ。底部 回転 糸切 り。 赤褐色

普通

覆土 中

P L m ）

7

高台付皿 A　 13 67 高 台部 か ら日縁 部 片。「ハ」 の字 体部内面へ ラ磨 き，外面 ロク ロナ 雲母 P 84 8　　　 9 0％
土 師 器 B　　 3。6 状 に開 く高台 が付 く。体部は外傾 デ。底部回転へ ラ削 り後高台貼 り 黒色 床面　 体部外面

り ［7．3］

E　 l．3

して立 ち上が り，その まま口縁端

部 に至 る。

付け。体部内面異色処理。 普通 墨書 「久高」

P L m 1

8

高台付 皿 A ［1乙 5］ 高台部か ら日縁部片。 直立気 味に 日縁 部及び体部内面へ ラ磨 き，外 スコ リア ・長石 P 84 9　　　 30％
土 師 器 B　　 3．0 開 く高台が付 く。体部 は直線 的に 南口 クロナデ。底部切 り離 し後 高 窯褐 色 覆土中

D ［5．6］ 外傾 して立 ち上が り， そのまま口 台貼 り付 け。体部内面黒色処理 。 普通 P L 90

＿　＿‥…＋ii′　十十、ノ’ノ

第342図9は土師器杯墨書土器片である。

遺物　土師器片43点　須恵器片鍋点　灰粕陶器片　点が出土している。第342図3の杯はタ　北コーナー付近覆

土下層から，2の棒と8の高台付皿は北西壁付近床面から，1の土師器杯は覆土中から出土している。

所凰　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から平安時代（10世紀）と思われる。

第摘駈堕常住贋跡（第3姐図）

位置　調査区の中央部　F的。区。

重複関係　本跡は，第m針A9148…Å号住居跡に掘り込まれていることから，2軒の住居跡よりも古い。

規模と平面形　3軒の住居跡によって，本跡の壁がすべて途中まで掘り込まれているため，規模及び平面形は

不明である。

主軸方向　N－3（うローW

壁　壁高は34cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認された壁下には，すべて壁溝が巡っている。上幅約12cm，‾餉昌約6cm，深さ約9cmで，断面形はU

字形である。

床　平坦で，全体的に軟らかである。

ぽッ紅　Plは，径52cmの不整円形，深さ61cmで，配置や規模から主柱穴と思われる。

覆土　4層からなる自然堆積である。

一一一1－一一一一ヱノ‥111－ll－1…－1



土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　黒　褐　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子中量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム大ブロック微量

4　黒　　　色　ローム粒子少量，ローム大ブロック微量

遺物　土師器片112点，須恵器片4点が出土している。第343図1の土師器嚢は，南コーナー部覆土中層から出

土している。

所見　本跡は，出土遺物が少なくしかも細片であるため，詳細な時期は不明であるが，遺構の形態及び重複関

係から古墳時代後期（6世紀～7世紀）以前に廃絶されたと思われる。

第鍼図　第掴－B号住居跡出藍遺物実測図

第146－B号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

L二⊥＿　一・　　一1

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第343図嚢A　18．1底部から口縁部片。平底。体部は口縁部内・外面横ナデ。体部内面砂粒・長石・雲母P851　　60％

1土師器B　19．5内攣気味に立ち上がり，口縁部はナデ，外面縦位のへラ削り。体部褐色 覆土中層

C［6．9］緩く外反する。 内面に輪積み痕を残す。 普通 PI．90

第掴号住居跡（第344図）

位置　調査区の中央部，F4a。区。

重複関係　本跡は，南東部を第148－A号住居跡に掘り込まれていることから，第148－A号住居跡よりも古い。

規模と平面形　遺構の大部分を第148－A号住居跡によって掘り込まれ，遺存する壁がないため，規模及び平面

形は不明である。

壁　壁高は35cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周する。確認された壁下の内，北西コーナー周囲に壁溝が巡っている。上幅約16cm，下幅約6cmで，

断面形はU字形である。

床　平坦である。

遺物　土師器片580点，須恵器片17点，灰粕陶器片1点が出土している。第345図2有孔円板は北西壁付近覆土

中層から，3の剣形模造品は南西壁覆土中床面から，1の土師器杯は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と思われる。

－412－



第344図　第147・148－A号住居跡実測図

1。。m　□＝＝＝＝Ⅱ⊃2S＝互

！　　　i　　　　！

第鋼5図　第147号住居跡出土遺物実測図

第147号住居跡出土遣物観察表

3S＝尭

図版 番号 器　 種 計測値 （①） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 3 45 図 杯 A ［17 ．4 ］ 底 部 か ら口 緑 部 片 。 平 底 。 体 部 は ロ 縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 内 ・ ス コ リ ア ・砂 粒 P 85 2　　　 2 5％

1 土 師 器 B （4 ．9 ） 内野 して 立 ち 上 が り， ロ緑 部 は 直 外 面 ナ デ 。 赤 褐 色 覆 土 中

立 す る。端 部 は わ ず か に 外 傾 す る。 普 通 P L 9 1

－413－



図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

有　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 卑 さ亘m〕 孔律 亘m） 重量 （g ）

第345図2 有　 孔　 白　 板 3。2 丁．寸 私確 0．2 丁．リ 滑　　　　 有 北西壁付近覆土中層 Q 19 2

3 剣 彬 模 造 品
［

説9 2．1 私6
l

叡5 滑　　　　 石 南西壁付近床面 Q 19 3

一　　　　　二　　　　　′二、、（．

－　・′、′　∴　　ノ＼さ　　　　　・・・

二、ご　′　　′．　′　　　　　　　．　　　　　　　．、．　　一　　．ノ　　‥　∵′　　′　′′′　　　　　　ノ

．　　　　‥　　′・　　　’．一　　　　′　　，　∴　　　　一　′、．、　．・

・・′　　′・　／　　　　　　　　　　　　　　・　㌧

．、’．　∴、‾’∴ノ、　ノ　′　ノ　　・∴、　六　．　　　′′′．　′　　　　二　′　′．、　′　　　　′′．：．工ノ、．

るいは長方形と思われる、？

童軸方向　N－550－1・1′’

壁　壁高は3（うcmで，外傾して立ち上がる。，

床　平班で，入り日部付近が踏み固められている。

ノ　′　1　、　　　　　　ノ　　′　　　　ノ′ノ　　′　　一ノ、　　　　′　　．／′　　　　タ　　、′ノ

・、．22C町　深さ7cmの不整円形でl牛格は不明である、一、

－，　　　　ノ　ー　′　　ノミ　　　　∴ど　′　　　　′′、、こ　′′′′　．／　　′　　　　　　　　．　　．ニ　′　′

貯蔵穴土層解説

1黒　褐　色　炭化物・ローム小ゾロ・ソク・ローーム粒J’・微蔓

2　暗　褐　色　U一一一ム粒j’一少量．焼巨トゾt′J、ソク・焼日量「・炭化粒J∴ローム小ブしいノウ微蔓

：j　鈍い赤褐色　焼吊l圧多量．ローl→ム粒J’一少量．炭化粒j′一・lJ－ム小プロ、ソク・粘巨巨ノ’、［トソク・粘日立「微量

Ll　オリーブ褐色　ローム粒j’一多量∴　焼‖拉千・ローム小プロ、ソク少量．焼巨トブロック・尉ヒ粒召微量

′　　　　　′　　′∴　　′、一　＼　′／　′　　　　　′　一’　　　′　　　　′　′　∴　　　　　　　　　　　　′　′　′　．′’　　′、

′ソ了∴∴㌧　ノ　′　－、′一　　　　　′＿・‥∴′′　　一　　′　二′′／一　　．′　ノ′′，′　′、′　ノ′・′　、′、了・′1ン言′′

である、、、

覆土　6屑からなる自然堆積である、－、

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

：ミ　黒　褐　色

11　暗　褐　色

5　黒　　　色

6　黒　褐　色

ローム粒J’一微量

ローーム小プロ、ソク・†コーム粒J′・少量

ローム中・小ゾt：いノクー帖i∴　ローム粒J’・・粘いいブlJ・ソク少甘［ト→ム大プロ、ソク微；1；：

ローム大プロ、ソク中：古　炭化粒J’一・ローム粒j’・少：tI：

ローム小ブロック少量

ローム粒J′・申鼠　ローlム大ブロック少量．炭化粒i∴微量

′，　こ　　　三，　ノ′　　　／こ　　　　　　ら　′∴．　′　′′ニ　　ノ　′′　　′　′．　　．　・．

・一　　′′′∴　、ノ′　　、′了　・、．　′く　　　．．　　′′．、．　　ノ　　′　　∫ノ　　　∴　′∴－′　ノ　　　　　　　　′．

3～5の石器は流れ込みと思われる．、、

′‥・附′ノ　′、′　　　′／．三　十ノ　　　　ら′．　　、′∴′　′　．　′、ノノア　ノ：ノ

lA一・・一一4主「一一
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第346図　第148－A号住居跡出土遣物実測図

第148－A号住居跡出土遺物観察表

＜二二二＞

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

L　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第346回杯A　13．5底部から口緑部片。丸底。体部は口縁部内・外面横ナデ。体部内・スコリア・長石P853　　　90％

1 土師器B　　4．7内轡して立ち上がり，口緑部は直外面へラ磨き。 暗褐色 覆土上層

立する。外面に稜を持つ。 普通 PL91

2

賓B（12．3）底部から体部片。平底。体部は内休部内面へラナデ，外面ナデー部スコリア・砂粒P854　　15％

土師器C［10．4］攣して立ち上がる。 ヘラ磨き。体部外面に輪積み痕を

残す。

暗褐色

普通

覆土上層

図版番号種　　　別
計　　　　　測　　　　　値

石　　　質出土地点 備　　　　考
長さ（cIu）幅（蝕）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第346図3尖　頭　器 4．7 1．．5 0．5 － 3．7頁　　　　石南東壁付近覆土下層Q194　PL122

4刺　　　　片 5．7 3．2 1．0 － 12．4頁　　　　石北西壁付近覆土中層Q195

5剥　　　　片 6．1 4．7 0．9 － 19．9頁　　　　石南東壁付近覆土下層Q196

第148－B号住居跡（第347図）

位置　調査区の中央部，F4a。区。

重複関係　本跡は，第148－A号住居跡を掘り込んでおり，南西部を第146－A号住居跡に掘り込まれていること

から，第148－A号住居跡より新しく，第146－A号住居跡よりも古い。

ー∴115－－－－



規模と平面形　長軸4。O m　短軸。粥mの方形である。

主軸方向　N－330－W

璧　壁高は52cmで蔓　ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認された壁下にはタすべて壁藩が巡っており夕食用するものと思われる。上幅約鼠細，下幅約4cm，

深さ約6cmで，断面形はU字形である。、

床　平坦で，ほぼ全体が踏み固められている。

ぽッ匪　5か所（Pl～P5）。Pl～P4はタ径22～56cmの不整閏私深さ2～関cmで　配置や規模から主柱穴と

思われる。Pぅは径24cmの不整円・形で，出入りl」ピットと思われる。

魔　北西壁中央部に付設されタ聾等が架けられたままのほぼ完全な形で確認する。両袖先端にタ床面に6撒穫

埋め込んだ綻9cm，横12cm資　高さ2温～25cmの凝灰岩の切石を立て，その上に縦且9cm　横鮮cm　厚さ摘。Cnの

同切石を載せ　焚　打としている。天井部及び袖部は芦　山砂粒まじりの白色粘土で構築されている。架け打

は2か所あ娠左側には嚢が支脚の上に　右側には小形嚢が支解を用いずにそれぞれ架けられている。煙道

部は，壁外に40cm程掘り込み，ゆるやかに立ち上がっている。

電土層解説

1黒　褐　色　焼吊打・・炭化粒J′・・ローム粒J’・少量，焼上中ブロック微量

2　褐　　　色　焼土粒子，炭化粒子微量

3　極暗褐色　焼上粒子・炭化粒J’・・粘上位了一少‾IL　ローム粒千微量

こ1黒　褐　色　焼自陣千・炭化粒J’一少量，焼巨」、プロ、ソク微量

5　暗　褐　色　焼l斗「「・炭化粒J’・少量

6　黒　褐　色　焼上中ブロック・ローム小ブロック少量．炭化粒J’・微量
7　黒　褐　色　ローム粒！一少量

8　黒　褐　色　焼土太ブロック中鼠　焼土小ブロック・焼土粒子や炭化粒子0粘土太ブロック少量
9　赤　褐　色　含有物なし

10　暗灰黄色　含有物なし

11暗　褐　色　粘l斗白’・少量、ローム粒召散量

＿12　褐　　　色　炭化粒f・・ローム粒子少量

ユ3　黒　褐　色　焼土人ブロック・焼十粒子・炭化粒子少鼠　ローム粒子・凝灰岩大プロ、ソク微量

1・11暗　褐　色　灰色l巨量．ローム粒千少芸－逢，焼巨車ブロック・焼吊打一・ローム小ブロック微量
15　褐　　　色　焼土小ブロックや焼土粒子中量，ローム中ブロック・黒色士粒子微量

1（i　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒r少量，焼回、プロ、ソク・炭化粒！・・ローム中ブロック微［tI：

17　赤　褐　色　焼主夫・中ブロック中量

＿18　黒　褐　色　焼上′J、ブロック・焼描打・少鼠　焼土中ブロック・炭化粒子・ローム粒子微憲二

19　明　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子中量，焼土太ブロック少量

20　黒　褐　色　焼士粒子少量，炭化粒子微量

21黒　褐　色　焼回－・小ブロック・炭化粒子少量，焼十粒千微量

22　赤　褐　色　焼上申・小プロ、ソク・焼巨粒了一少量，炭化粒召敬量

2こう　黒　褐　色　焼土粒ト粘土粒千少鼠　焼上人ブロック・炭化粒子微量
飢　赤　褐　色　焼土粒子中量　粘土粒子少量

25　暗　褐　色　焼上中ブロック・炭化粒子少鼠　粘上中ブロック微量

祁　黒　褐　色　粘土粒子中量　焼土粒子の炭化粒子少量

27　暗　褐　色　焼土粒子の炭化粒子e粘土粒子少量，焼土太ブロック微量

28　暗　褐　色　焼土粒子や炭化粒子・ローム小ブロック少量，焼土太ブロック微量

覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム中・小ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少鼠　炭化粒f・微音

3　黒　褐　色　ローム大プロ、ソク中量，炭化粒子・粘十大プロ、ソク微量

・′1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒√中量，炭化粒J’一・ローム中プロ、ソク微量

－416－
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第347図　第148－B号住居跡実測図
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第348図　第148－B号住居跡出土遺物実測図（1）
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第349図　第148－B号住居跡出土遺物実測図（2）
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第温48－B号佳屠跡出土遺物観察義

計測値（cm） 器　形　の　特　徴

A［12．4］

B　、1．．、1

目線部一部欠損。丸底。体部は内
攣して立ち上がり，目線部は内傾
ナス1少し南こi「－中山1ナ、絶右、与′、

手　法　の　特　徴 胎卜・色調・焼成 備　　考

目線部内。外面横ナデ。体部内面
ナデ，外面へラ削り。

パミス・雲母・砂粒

鈍い褐色
螢涌

P855　　　95％

覆土下層
pT＿qr1

rニl・ノく上品JL＋．A＿Jtノ1し′

2

林A　13．8目線部一部欠損。丸底。体部は内目線部内・外面横ナデ√休部内面石英・長石P856　　　95％

工帥器B　　4．6攣して立ち上がり，口縁部は直立ヘラ磨き，外面へラ削り√　内面黒暗褐色覆土下層

する。外面に鈍い稜を持つ。色処理。普通PL90

塔Å　17．4底部から目線部片。平底。体部は口縁部内・外面横ナデこ体部内面礫・スコリアP857　　　90％

3士帥器B　　5．4内攣して立ち上がり，目線部は直磨き，外面へラ削り後一部ナデ。明褐色竃内覆土中

C　　9．4立する。外面に稜を持つ。 普通PL90

4

林Å［11．4］底部から目線部片。丸底。体部は＝縁部内・外面横ナデ予体部内面石英P858　　　40％

士師器B　　6．0内攣して立ち上がり，目線部は直ナデ，外面へラ削り後ナデ√赤褐色竃内務土中　底部に木

立する。内面に鈍い稜を持つ。普通葉痕あり　PL90

5

悪Å　15．4平底。体部は直線的に立ち上がり，目線部内・外面横ナデナ休部内面砂粒・長石P859　　　98％

士帥器B　23．7

C　　6．7

目線部は外疎する。ナデ，外面へラ削り∴赤褐色

普通

電内覆士中

PL90

悪Å　16つ平底。体部は内攣して立ち上がり，＝縁部内・外面横ナデ÷体部内面砂粒・スコリアP860　　　98％

6土師器B　15．5目線部は，外反する。ナデ，外面へラ削り後磨き。底部赤褐色竃内覆土中

C　　9．2 ヘラ削り調整。普通PL90

7

聾Å［22．0］底部から打線部片。平底。体部は＝縁部内・外面横ナデ㍉休部内面砂粒・有英P861　　40％

士師器8　25．9内攣して立ち上がり，口縁部は外ナデ，外面ナデー部へラ磨き㍉褐色床面

C　　説8反する。 普通PL90

嚢Å［2十才］体部から打線部片。体部は内攣し目線部内・外面横ナデ÷体部内面礫・長石P862　　　30％

8士師器B（21。4）て立ち上がり，目線部は外反する。ナデ，外面へラ削り。明褐色

普通

覆土上層

PL91

第349図甑A［21．4］底部から日経部片。無底式。体部＝縁部内・外面楯ナデ÷　体部内面礫・スコリア・長石P863　　　50％

9

l

士師　器

i

B　19．8は内攣気味に直線的に立ち工が丁寧なナデ，孔周囲へラ削り，外明褐色覆土上層

C　　8．4り，打線部は外反する。面縦位のヘラ削り。

l

普通PL91

甑A［23．8］底部から日縁部片。無底式。体部＝縁部内・外面横ナデ∵体部内面石英・砂粒P864　　　30％

10士帥器B　21．4は直線的に立ち上がり，日縁部はヘラ磨き，外面縦位のヘラ削り。黒色覆土下層

外反する√ 普通PL91

ミニチュア土器A　　7．0丸底。体部は内攣して立ち上がり，＝縁部及び体部内・外面横ナデJ砂粒P865　100％

11土師　器B　　4．5日録部は外傾する。 黒色．

普通

床面

PL91

第二i亜図12は須恵器地で，頭部に櫛描波状文が施される

酢 巨　 別 計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土地 点
備　　　　　　　　 考

長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第34榔 3！紡　 錘　 車 叡6 叡6 3．5 0．6 78．0 北東壁付近床面 DP 1日　 P L l15

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨　 質

出 土 地 点 備　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量（g ）

第349回摘 砥　　　　 石 23．4 5．6 3．8 － 550．2 安　 山　 岩 覆　 土　 中 Q 197　 PL 120

15
！敲　　 石

9．1 7．1 4．7 － 316 安　 山　 岩 中央 部 床 面 Q 198

16 支　　　　 脚 2私4 6．2 4．8 － 344．7 凝　 灰　 岩 竃 内覆 土 中 Q 199

図版番車　 別 計　　　　　 測　　　　　 植
出 土 地 点 備　　　　　　　　 考

長さ（cm ） 幅 （cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第3脳 中 明 鉄 製 品
（11．5） 1．1 0．3 － （9．8） 中央部覆土上層 M 55　 PL 124

遺物　土師器片370点，須恵器片6点，弥生土器片1点，軽石1点，旧石器剥片3点が出土している。第348・

349図1．の土師器杯は中央部覆土下層から，15の石器は同床面から，17の不明鉄製品は同覆土上層から，2

の杯は南東壁付近覆土下層から，5，6の聾は竃に掛けられた状態で，3の杯は6の嚢の目線部上に乗せら
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れて，16の支脚は竃内務土中から，7の聾は北コーナー付近床面から，9の甑は散在した状態で覆土上層か

ら，10の甑は竃前覆土下層から，8の聾，Ⅲの手淫土器，13の紡錘車は北東壁付近床面からタ　4の棒，Ⅲの

砥石は覆土中からそれぞれ出土しているご

所農　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（6世紀後半）と思われる。

第摘9号健腰静（第350図）

位置　調査区の中央部，F5b一区。

重複関係　本跡は　第摘6－B号住居跡の南東部を掘　込んでお軋　北部を第温48…A号住居跡に掘り込まれてい

ることから　第摘6－B号住居跡より新しく　第m8－A号住居跡よりも古い。

規模と平面形　遺構がエリア外に延び，さらに第摘…A号住居跡に掘　込まれているためタ　遺存す嵐一辺がな

く，規模及び平面形は不明である、、

主軸方向　N－350－1V

壁　壁高は15ノ、17cmで，外傾して立ち上がる、、

床　平坦ではあるがタ　廃絶後の撹乱が激しも　床の様子は捉えられない。

覆土　8層からなる自然堆積である．

礎）
S日　可46－A

〆〆

／〆

〆
＼　　　〆／

＿生＿23．有ヱ

第義図　第臓号住居跡実測図

一一一42「一一一一一1－－－
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土層解説

1　黒　褐　色　ローム極大ブロック少量，ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム′トブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロック少量

3　黒　褐　色　ローム大・小ブロック・ローム粒子微量

4　黒　褐　色　ローム粒子微量

5　暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子微量

6　男　褐　色　焼土粒子・ローム中ブロック・ローム粒子微量

7　黒　褐　色　焼土粒子・ローム粒子微量

8　黒　褐　色　ローム粒子少量

遣物　土師器片343点，須恵器片8点，旧石器剥片5点が出土している。第351図1，2の土師器杯は北西壁覆

土下層から，3の杯は中央部床面からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（6世紀後半）と思われる。

第351図　第149号住居跡出土遺物実測図

第149号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

l i l

図版番号器　‾種計測値（cm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第351図杯A［12．4］口緑部…・部欠損。丸底。休部は内目線部内・外面横ナデ。休部内面スコリア・長石P866　　　90％

1土師器B　　4．7攣して立ち上がり，口緑部は直立ヘラ磨き，外面へラナデ。内面窯暗褐色覆土下層

し，外面に稜を持つ。色処理。普通PL91

2

杯A［13．0］底部から口緑部片。丸底。体部は臼縁部内・外面横ナデ。休部内面スコリアP867　　　60％

土師器B　　4．4内野して立ち上がり，口緑部は短ヘラ磨き，外面磨き。内面黒色処暗褐色覆土下層

く直立する。外面に鈍い稜を持つ。理。 普通PL91

3

杯A［13．4］底部から口緑部片。丸底。体都は口緑部内・外面横ナデ。体部内・スコリア・長石P868　　　50％
土師器B　　5．1内攣して立ち上がり，口緑部は内外面ナデ。赤褐色床面

傾する。外面に突出した稜を持つ。 普通PL91

第150－A号住居跡（第352図）

位置　調査区の中央部，E4C。区。

重複関係　本跡は，第151号住居跡と第150－B号住居跡を掘り込んでいることから，第151号住居跡，第150－B

号住居跡より新しい。

規模と平面形　遺存する東壁から推定すると，一辺3．45mの方形あるいは長方形と思われる。

主軸方向　N－730－E

壁　壁高は33～45CⅢで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，全体的に軟らかい。

竃　2か所。竃1は，北東壁中央部に付設されている。遺存状態が悪く，焼土，粘土ブロック及び粘土粒子を

わずかに確認したのみで，袖部等は残っていない。火床部は，わずかに皿状に掘り窪められている。煙道部

は，壁外へ50．0cm程突出し，壁の内側からゆるやかに外傾して立ち上がる。竃2に比べ焼土の量等が貧弱な

のは，短期間の使用のためとも考えられる。
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亀土層解説

1黒　褐　色　焼土小ブロック・ローム′トブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　黒　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子・ローム粒子・粘土粒子少量，焼土大ブロック・ローム小ブロック微量

3　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・粘土粒子少量，壌土大ブロック微量

4　黒　褐　色　焼土小ブロック・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒予・灰少量

5　黒　褐　色　粘土粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量
6　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

7　暗　褐　色　ローム粒子中量

8　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量
9　黒　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量

10　暗　褐　色　ローム′トブロック・ローム粒子中量

竃2は，北西壁中央部に付設されている。大部分がエリア外のため詳細は不明であるが，焼土，粘土ブロッ

ク等が確認でき，焼土の量等から長期間使用されていたと思われる。

j　　　　；　　　！

第352図　第150－A・150－B・151号住居跡実測図

－423－

く…＋

二



穫羞　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1　極′ホ褐色　焼目白’1・ローム小プロ、ソク少量

2　暗赤褐色　ローム中フ、、ロ・ソクl瞞∴　焼巨」、ブロック・ローム小プロ、ソク・ローム粒j∴少量．焼L二粒召散量

二i　黒　褐　色　ローム小ブロック中一礼　ローム粒j二少量．焼上中プロ、ソク・焼細目∴ローム中プロ、ソク微量
・l　鈍い橙色　帖上人ブロック多量

遺物　土師器楕悠3点，須恵器片3点が出土診している。第353図1の須恵器塚は中央部覆土中層からタ　2の須恵

器杯及び3の須恵器高台相棒は覆土中から，4の刀子は竃覆土中からそれぞれ出土している。

所農　本跡の時期軌．出土遺物が少なくしかも覆土中の遺物であるため，詳細は不明であるがヲ　遺構の形態及

び出I二遣物から平安時代（9世紀頃）と思われる。

『≡≡ 警≡諸
第義図　第臓一風考健腰掛出藍遺物実測囲

第路針A号住居跡出土遺物観察表

l

く二二二二二ア‾・二＿コ二二三
l

Lf　′・ヾイ

0　　　　　　　10cm

』二二二二ヒ二二二∃

図版番号 器　 楯 計測値（cm） 器　 彬　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎工・色調・焼成 備　　 考

第353図 林 A ［14．1］体部から目線部片。体部は直線的 目線部及び体部内を外面ロクロナ 長石・石英・砂粒 P869　　　 25％
1 須 恵　器 B （5．4）に立ち上がり，そのままロ縁端部 デ。 橙色 覆土中層　 酸化

に至る。 普通 炎焼成　PL＝

2

林 B （2．4）底部から体部片。平底。体部は直 体部内・外面ロクロナデ．底部回 長石・針状鉱物 P 870　　 15％
須恵 器 C ［7。6］線的に立ち上がる。 転へラ切り後ナデ調整。底部周縁

ナデ。

灰色

普通

覆土中

高台付捧 B （2。4）高台部から底部片。「ハ」の字状 底部回転へラ削り調整後高台貼り 長石 P 871　 10％
3 須 恵 器 D 〔仕0〕

E　　O．9

に開く高台が付く。 付け。 褐灰色

普通

覆土中

図版尋 種　 別 計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土地可　 備　　 考

長さ（cm小謡（cm）厚さcm車 酎cm）重量ね）

第器姻4　刀　　　　 子 日を0月 102 i oも4
－ 「鉄郎竃内覆土可M56 Pm122

第臓の…随考健腰跡（第352回）

位置　調査区の中央部タ　E4d6区。

重複関係　本跡は　第蟻号住居跡の西部を掘り込んでおり，第150－A号住居跡に掘り込まれていることから，

第蟻号住居跡よ　新しく　第蟻0－A号住居跡より古い。

規模と平面形　遺構の太部分がエリアタ机こ延びているため，遺存する東壁から推定すると，一辺2。37m程の

方形あるいは長方形と思われる。

主軸方向　N－200－W

床、印tで，中央部は踏み固められている。）
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電　本跡の時期からみて，竃が付設されていると思われるが，エリア外に延びているため確認されていない。

覆土　4層からなる自然堆積，第4層のみ人為堆積である。

土層解説

1　極暗褐色　焼土中ブロック・ローム小ブロック少量，焼土粒子・ローム粒子微量

2　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

3　明赤褐色　焼土粒子多量

4　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロック少量，焼土中ブロック・焼土粒子微量

遺物　土師器片190点，須恵器片8点が出土している。第354図1，2の土師器杯は覆土中からそれぞれ出土し

ている。

所見　本跡の時期は，出土遺物が少なくしかも細片であるため，詳細は不明であるが，遺構の形態及び出土遺

物から古墳時代後期（6世紀後半頃）と思われる。

第3別図　第相の－院号住居跡出藍遺物実測図

第150－B号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　10cm

［二二　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿±土二　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第3 54図 杯 A ［13．4］ 底部か ら目線部片。 丸底。体 部は 口縁 部内 を外面横ナデ。体部 内面 石英 もス コリア P 8 72　　 15％

1 土 師 器 B （3．5） 内攣 して立ち上が り。 口縁 部は短

く直立する。外面 に稜 を持つ 。

へラ磨 き，外面へ ラ削 り。 灰黄褐色

普通

覆土 中

2

林 A ［1 3．0］ 底 部か ら目線部片。丸底。体 部は 目線部 内 ・外 面横 ナデ。体部 内面 スコ リア P 87 3　　 1 5％
土 師 器 B （3．5） 内攣 して立ち上が り。 目線部 は短

く内傾 する。外面 に稜 を持つ。

ナデ，外 面へラ削 り。 鈍 い黄橙色

普 通

覆土中

第柑考住居跡（第352図）

位置　調査区の中央部，E4d6区。

重複関係　本跡は，北西部を第150－A号住居跡と第150－B号住居跡に掘り込まれていることから，第150－A号

住居跡及び第150－B号住居跡よりも古い。

規模と平面形　遺存する北東壁から推定すると，一辺6。12m程の方形あるいは長方形と思われる。

主軸方向　N－280－W

壁　壁高は33cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認された壁下には，すべて壁溝が巡っており，全属するものと思われる。上幅約17cm，下幅約8cm，

深さ約14cmで，断面形はU字形である。

床　平坦で，主柱穴の内側部分が踏み固められている。

ピット　2か所（Pl，P2）。Pl，P2は，径51～59cmの不整円形，深さ58～62cmで，配置や規模から主柱穴と

思われる。

覆土　5層からなる自然堆積である。
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土層解説

1　‥黒　褐　色　ローム小ブロック中量，焼土中ブロック少量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム中ブロック・ローム粒子・異色土中ブロック中量，ローム大ブロック少量

3　極暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
4　黒　褐　色　ローム小ブロック少量，焼土中ブロック・焼土粒子微量

5　暗赤褐色　焼士粒子多量，焼土中ブロック・ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　土師器片275点，須恵器片1点が出土している。第355図1の土師器杯，2の土師器楽は覆土中からそれ

ぞれ出土している。

所凰　本跡の時期は，細片が多くしかも覆土中の遺物のため，詳細は不明であるが，遺構の形態及び出土遺物

から古墳時代中期～後期（5世紀～6世紀頃）と思われる。

第託図　第臓号住居跡出立遺物実測図

第151号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cn） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色訴巨 焼成 備　　 考

第3 55図 林 A ［16．9］ 体部か ら口縁 部片。体部 は内攣 し 口縁部及 び体 部内面へラ磨 き，外 長石 P 87 4　　 10％

1 土 師 器 B （3．9） て立 ち上が り，その まま口縁端部

に至 る。

面横位のヘ ラ磨 き。 鈍い黄橙 色

普通

覆土中

2

嚢 A ［17．8］ 目線部片。 口縁 部は 「コ」の字状 口縁端部内 ・外面横 ナデ。口縁 部 ス コリア ・石英 P 87 5　　　 5 ％

土 師 器 B （6．2） に外反す る。 内面へ ラ磨 き，外面縦位 のナデ。 暗褐色

普通

覆土中

P I．9 1

第柑号住居跡（第356図）

位置　調査区の中央部，E4b7区。

重複関係　本跡は，西部を第163号土坑に掘り込まれていることから，第163号土坑よりも古い。

規模と平面形　長軸2．85m，短軸2．56mの方形である。

主軸方向　N－790－E

壁　壁高は5cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，全体的に軟らかい。

囁　東壁中央部に薄い焼土が確認されており，その位置に竃付設の可能性がある。しかし，粘土粒子等が確認

されていないことや，出土遺物等から考えると確定はできない。

覆羞　1層からなる自然堆積である。

土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子多量

遺物　土師器片31点が出土している。第357図1の土師器杯は覆土中から出土しているが，流れ込みの可能性

も否定できない。
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所見　本跡の時期は，出土遺物が少なくしかも細片であるため，詳細は不明である。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　＿＿　；　　　！

第356図　第152号住居跡実測図

第357図　第152号住居跡出土遺物実測図

第152号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 3 57回 高　　 杯 A　 20．8 杯 部片。師部 は下位 に稜 を持ち， ロ緑端部内 ・外 面横ナデ。体部 内 礫 ・長石 P 8 7 6　　　 40％

1 土 師 器 B （6．3） 直線的に外傾 して立 ち上が り，そ 面へ ラ磨 き，外面粗 いパ ケナデ。 赤褐色 床面

の まま口緑端部 に至 る。 普通 P L 9 1

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第357図 2 敲　　　　 石 1 1．4 8．0 5．1 － 43 1．6 安　 山　 岩 覆　 土　 中 Q 20 0

第153－A号住居跡（第358図）

位置　調査区の中央部，E4C9区。

規模と平面形　長軸7．93m，短軸7．90mの方形である。

主軸方向　N－300－W

壁　壁高は5～35cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。
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0　　　　　　　　　　2m
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0　　　　　　　　　1m

こ　　て　Il一：

第託図　第柑一風考健贋跡実測図

璧溝　全周する。上幅約18cm　下幅約　cm　深さ的招cmで　断面形は逆台形である。

床　平坦で，全体的に踏み固められている。出入り口ピット周囲は硬化し，高まりを形成している。北東壁か

ら4条，南西壁から3条，南東壁から2条の溝が中央に向かって延びている。上幅約13－3紬，下幅約9～

16cm　深さ的　～膵cm，長さ63～166cmで，断面形はU字形である。

ぽッ拒12か所（Pl～P12）。Pl～P4は，径39～6細の不整円私深さ57～75cmで，配置や規模から主柱穴と

思われる。P5ほ径16cmの不整円私深さ膵cmで　出入り口ピットと思われる。P6は径32cm，深さ52cmの不

整円形で主柱穴の中間に位置しており，柱穴の可能性がある。P7，P8は径36～46cmの不整円形，深さ27cm

で，壁から中央に延びる溝の端に位置していることから，この溝に伴う性格のピットの可能性がある。

P9－P12は径26－33cmの不整円形言策さ18～37cmで，性格は不明である。

貯蔵究　2か所。貯蔵穴1は東コーナーに付設され，径68cmの円形で言栄さは95cm，断面形は逆台形である。

貯蔵穴2は南コーナーに付設され，長径10紐，短径62cmの不整楕円形言栄さは66cmで，断面形は逆台形で

ある。
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炉　㌃か所。炉1は，中央部から北西寄りに位置し，長径104cm，短径84cmの楕円形で，床面を17cm掘り窪め

た地床炉である。炉床は，赤変硬化している。

炉1・2土層解説

1赤　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，焼土大ブロック少量

2　赤　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム中・小ブロック少量

3　黒　　　色　ローム大ブロック・ローム粒子少量，焼土中ブロック微量

4　赤　　　色　ローム粒子多量，ローム大・中ブロック中量

炉2は，炉1の東隣に位置し，長径196cm，短径79cmの楕円形で，床面を9cm掘り窪めた地床炉である。炉

床は，赤変硬化している。中央がややくびれる形状から，本来2基の炉が存在した可能性もある。

覆土12層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　　　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　　　色

5　黒　褐　色

6　黒　　　色

ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム太ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子・ローム大ブロック微量

ローム粒子少量，ローム大ブロック微量

7　黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム中ブロック・ローム粒子微量

8　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

9　黒　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量

10　黒　　　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量，ローム大ブロック微量

11黒　　　色　ローム大・小ブロック・ローム粒子少量

12　黒　褐　色　炭化粒子・ローム大ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器片1，483点，須恵器片8点，縄文土器片1点，弥生土器片6点，軽石5点が出土している。第359e

360図1の土師器杯は東コーナー付近覆土下層から，12の土玉は同覆土上層から，2，5の杯，10の壷，11

の小形嚢は南東壁付近覆土下層から，3，6の杯，9の相は同覆土中層から，4の杯，15の鋤先は南西壁覆

土下層から，7の杯は炉内覆土中から，8の高塚は南コーナー付近床面から横位の状態で，13の紡錘車は北

東壁付近覆土下層から，14の有孔円板は同床面から，それぞれ出土している。

所見　本跡は，第153－B号住居跡（旧住居跡）の床面を約10cm埋め戻し，四方に100～105cm拡張して住居を再

構築している。本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代中期（5世紀中葉）と思われる。

第153－A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 ‘ 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第35 9図 杯 A　 15．6 口緑部一部 欠損。平底 。体部 は内攣 目線部 内 ・外 面横 ナデ。体部 内面 ス　コ リ　ア ・パ　ミ P 8 77　　　 9 5％

1 土 師 器 B　　 6．7 して立 ち上 が り，目線部 はわず か ヘ ラ磨 き，外 面へ ラ削 り後磨 き。 ス ・長石 覆土 下層

C　　 3．5 に外傾す る。内面 に鈍 い稜 を持つ。 明褐色

普通
P L 91

2

土不 A　 12．9 底部か ら目線部 片。丸底。体部 は 目線部内 ・外面横 ナデ。体部外面 ス コリア ・長石 P 8 78　　　 9 0％

土 師 器 B　　 6．1 内攣 して立 ち上 が り，目線部 は直 ヘ ラ削 り後磨 き。 赤褐色 覆 土下 層　 体 部

立する。内面 に鈍 い稜 を持つ。 普通 内面剥離　 P L 91

3

杯 A　 1 5．3 底 部か ら日録部片。平 底。体部 は 口縁 部 内 ・外 面横 ナ デ 後 へ ラ磨 ス コリア ・砂粒 ・ P 87 9　　　 8 0％

土 師 器 B　　 7．0 内攣 して立 ち上が り，その まま口 き。体部内面へ ラ磨 き，外面へ ラ 長石 覆土中層

C　　 3．5 緑 端部に至 る。 削 り後へ ラ磨 き。 明褐色

普通

P L 9 1

4

杯 A　 13．3 底 部か ら日録部片。平底 。体 部は 目線 部内面ナデ，外面 へラ磨 き。 長石 ・パ ミス P 88 0　　　 80％

土 師 器 B （5．5） 内攣 して立ち上が り， 目線 部は直 体 部外面へ ラ削 り後へ ラ磨 き。 明赤褐色 覆土 下層　 体 部

C　　 3．5 立 する。 普通 内面剥離　 P L 91

5

杯 A ［16．2］ 底部 か ら口緑 部片。丸底。体 部は 日録 部内 ・外面横ナ デ。体 部内面 砂粒 ・スコ リア ・ P 8 8 1　　 70％
土 師 器 B　　 7．7 内攣 して立ち上が り， そのまま口 ナデ，外 面へ ラ削 り後 ナデ。 長石 覆土下層

緑端部 に至 る。内面 に稜 を持 つ。 赤褐色　 普通 P L 9 1
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第詭図　第帽一風号住居跡出羞遺物実測図（吊
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第360図　第153－A号住居跡出土遺物実測図（2）

15S＝ち

図版 番号 器　 種 計測 値 （m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

6

杯 A ［1 3．7］ 底 部 か らロ 緑 部 片 。 平 底 。 体 部 は 口緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ後 磨 き。 体 ス コ リア ・雲 母 ・ P 88 2　　　 6 0％

土 師 器 ． B　　 6，7 内 攣 して 立 ち 上 が り， ロ 縁 部 で わ 部 内 面 磨 き，外 面 へ ラ 削 り後 磨 き。 石 英 覆 土 中 層

C　　 4 ．0 ず か に 外 反 す る 。 橙 色

普 通
P L 9 2

7

杯 A　 13 ．6 底 部 か ら口縁 部 片 。 平 底 。 体 部 は 口 緑 部 及 び体 部 内 面 へ ラ磨 き， 外 ス コ リ ア P 88 4　　　 80 ％

土 師 器 B　　 3 ，4 横 く内攣 して 立 ち 上 が り， そ の ま 面 へ ラ削 り後 へ ラ 磨 き。 明 褐 色 炉 内 覆 土 中

C　　 4 ．8 ま 口緑 端 部 に 至 る 。 普 通 P L 92

8

高　　 ゴ不 A　 19 ．8 脚 部 か ら 口 緑 片 。 脚 部 は 下 位 で 口緑 部 及 び体 部 内 面 へ ラ 磨 き， 外 礫 ・長 石 P 8 8 3　　　 98 ％

土 師 器 B　 15 ．0 「ハ 」 の字 状 に 大 き く開 く。 珂こ都 面 ナ デ 。 脚 部 内面 に 輪 積 み 痕 を残 赤 褐 色 床 面

D　 15 ．9

E　　 8 ．0

は下 位 に稜 を持 ち ，外 傾 して 立 ち

上 が り，そ の ま ま口 緑 端 部 に至 る。

す ， 外 面 縦 位 のヘ ラ磨 き。 普 通 P L 92

9

柑 B （7 ．0 ） 底 部 か ら休 部 片 。 平 底 。 休 部 は つ 体 部 内 面 ナ デ ， 外 面 上 半 ナ デ ー 部 ス コ リア ・礫 ・長 石 P 8 92　　　 7 0％

土 師 器 C　　 5．2 ぶ れ た 算 盤 玉 状 で あ る。 ヘ ラ 磨 き， 下 半 へ ラ削 り後 ナ デ 。 普通 覆 土 中層

P 1 －9 2

10
三富 A ［2 0．4］ 底 部 か ら口 緑 部 片 。平 底 。体 部 は球 口緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ。 体 部 内 ・ 石英 ・ス コ リア P 89 4　　　 6 0％

土 師 器 B　 3 2．8 形 状 で ， 最 大 径 を 中位 に持 つ 。 ロ 外 面 ナ デ 。 橙 色 覆 土 下 層

C　　 6．5 緑 部 は 外 反 し，複 合 口緑 を呈 す る。 普 通 P L 9 2

1 1

小 形 嚢 A　 1 3．2 底 部 か ら口緑 部 片 。 丸 底 。 休 部 は ロ 綾 部 内 面 棟 ナ デ ，外 面 へ ラ磨 き。 砂 粒 P 89 5　　　 7 0％

土 師 器 B　 1 3．6 内攣 して 立 ち 上 が り， 口 綾 部 は外 体 部 内面 ナ デ ， 外 面 へ ラ磨 き。 黒 色 覆 土 下 層

傾 す る 。 普 通 P L 9 2

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
長 さ （cID） 幅 （cm ） 厚 さ （Ⅷ ） 孔 径 （① ） 重 量 （g ）

第359図12 土　　　　 玉 3．2 3．7 3 ．7 0 ．8 4 2．5 東コーナー覆土上層 D P 1 13

図版 番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考
長 さ （cm ） 幅 （Ⅷ ） 厚 さ （cIu） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ）

第359図13 紡　 錘　 車 5 ．0 5 ．0 1 ．1 0 ．7 36 ．5 滑　　　　 石 北東壁付近覆土下層 Q 20 1 P L 12 1

14 有　 孔　 円　 板 3 ．4 （1 ．6 ） 0 ．4 － （3 ．3 ） 滑　　　　 石 北東壁付近 床面 Q 2 03

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （C【D） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ）

第359図15 鋤　　　　 先 10．2 5．5 1．1 － 48 ．6 中央部付近覆土上層 M 57
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第臓3－院号健腰跡（第36温囲）

位置　調査区の中央部　E触区。

親機と平面形　長軸5．65mタ　短軸5。53mの方形である。

主軸方向　N－33。－W

璧　　壁高は29～40cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

璧溝　全属する。上幅的摘cm　下幅約　cm　深さ約　cmで，断面形はU字形である。

床　平坦で資　中央部は踏み固められている。

ぽッ睦　5か所（Pl～㌘5）。Pl～P。はタ径26～52cmの不整閏私深さ83～9細で，配置や規模から主柱穴と

思われる。P5は径25cmの不整円形　深さ椙cmで　性格は不明である。

炉　中央部から北西よりに位置し，長径87cm，短径45cmの不整楕円形で，床面を6cm掘り窪めた地床炉である。

炉床は，赤変硬化している。
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炉土眉解説

1　灰　褐　色　焼土小ブロック・灰中量

2　明　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子中量

3　褐　　　色　ローム粒子中量

覆土　5層からなる人為堆積である。（埋め戻した土層）

土層解説

1黄　褐　色　ローム極大・大・中ブロック・ローム粒子中量

2　黒　　　色　ローム大・小ブロック・ローム粒子少量

3　褐　　　色　ローム極大・小ブロック・ローム粒子中量

4　黒　褐　色　ローム大・小ブロック・ローム粒子少量，ローム極大ブロック微量

5　黒　褐　色　ローム大ブロック・ローム粒子少量

遺物　第362図1～7の土師器相は同一ピット内（P3）覆土中からまとまった状態で，8の土玉は南西壁付近

覆土下層から，11の鎌は同覆土下層から，9の土玉は中央部覆土上層から，10の有孔円板は北コーナー付近

覆土中層からそれぞれ出土している。ピット内から出土した7個の相は，拡張前住居跡の柱穴内覆土下層か

ら，すべてがほぼ完形の状態で出土していることから，住居拡張に伴う祭祀等の可能性も考えられる。

所見　本跡は，遺構の形態から，第153－A号住居跡の住居拡張前の住居跡（旧住居跡）と考えられる。本跡の

時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と思われる。

題‾l印㌍‾‥‾蔀

第362図．第153－B号住居跡出土遺物実測図
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計測値（cm） 器　形　の　特　徴

目線部一部欠損。平底。体部は算
盤玉状で，ロ縁部は外傾して立ち
上が的　一疑n孝孝端整酎∴慈ス八

手　法　の　特　徴 胎巨色調・焼成 備　　考

目線端部内ゆ外面横ナデ。目線部内
両横ナデタ　外面ナデ。体部内面ナ
デ　軋面　上、1’二十テざ　m下、上へうili】li1、

スコリア・砂粒

鈍い褐橙色
蛍涌

P885　　　98％

ピット内務土中
Pl qり

＝　八品

川 A　　 7．5 打線泌一部欠損。”平底。体部は算 目線端部内・外面横ナデ十日縁部内 礫 P 886　　　 95％

2 工 師 器 B　　 紋複 盤上状で，目線部は外傾して立ち 両横ナデ，外面ナデ∴休部内面ナ 黄褐色 ピット内務土中

C　　 も0 上がり普　そのまま端部に至る。 デ，外面十半ナデ、下半へラ削り∴ 普通 PL92

増 A ［9諸］ ロ縁部一部欠損。平底。体部は球 ＝縁端部内 ・外面横ナデ∴　＝縁部 石英 ・パミス・ス ㌘887　　　 95％

3
工 師 器 B　 且私8 形状で，ロ縁部は外傾して立ち上 内面へラ磨き，外面縦位のパケナ コリア ピット内覆土中

C　　 3。1 が娠　端部は直立する。 デ√休部内面ナデ，外面工半ナデ，

下半へラ削り後ナデ。

赤色

普通
PLリ2

用 A　　 8．0 目線部一部欠損。平底。体部は算 目線端部内・外面横ナデ√目線部内 バミス・スコリア P 888　　　 95％

4
土 師 器 B　　 紋8

C　　 2．7

盤玉状で，目線部は外傾して立ち 面横ナデ，外面ナデ√体部内面ナ 赤褐色 ピット内覆土中

上がり，そのまま＝縁端部に至る㍉ デ，外面上半ナデ，下半へラ削り。

目線部と体部の境に接合痕を残す。

普通 PL92

川 A　　 臥0 日縁部一部欠損。平底。体部は算 ＝縁端部内 ・外面横ナデ十　日縁部 スコリア・石英 P 889　　　 90％

5
士 師　器 8　　 8．6

r　　 3．2

盤玉状で，打線部はわずかに内攣 内面横ナデ，外面縦位の′、ケナデ㍉ 極暗赤褐色 ピット内覆土中

気味に外傾して立ち上がり，端部 体部内面ナデ，外面士半ナデ．下 普通 PLO2

は直立する。 半へラ削り。

用 A　　 紋9 目線部一癖欠損。平底。体部ほっ ＝縁端部内・外面横ナデ√　目線部 石英 eスコリア ㌘890　　　 90％

6
工 帥 器 8　　 8．0

C　　 鼠0

ぶれた骨盤工状で，目線部はわず 内面横ナデ，外面ナデ㍉休部内面 鈍い赤由色 ビット内将士中

かに内攣気味に立ち上が娠　 端部 ナデ，外面工半ナデ．下半へラ削 普通 PL92

ほ直立する。 り。

川 A　　 9．4 体部から打線部片。体部は算盤董 ＝縁端部内・外面横ナデナ　目線部 有’英・スコリア P 甜1　　 70％

7 工 師 器 B （8．5） 状で，目線部は外傾して立ち工が 内面横ナデ，外面ナデ∴体部内・ 橙色 ピット内魔士中

り，そのまま＝縁端部に圭る㍉ 外面ナデ∴ 普通 PLt）2

小　 口　　　　　　　　　 計　　　 測　　　 値 巨 土地点 i 備　　 考

図版番号！種　 別 恒 （cm） 幅 （cm）厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g）

第36滑車　　 玉！ 383
説6 説5 私＆～載9 38．7

南西壁付近覆土下可り㌘112

9 土　　 釜i 説0
3．6 3．J 0．7、L O 27．7 摘納近覆土上層　りPl摘

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 植 巨　 質

出士地点 備　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g）

第362酌0 有　孔　出　板 （2。l） 説9 0．4 － （4も5）滑　　　　 石 北コーナ如覆土中層 Q 202

爾 別 計　　　　　測　　　　　値 巨土地点
備　　　　　　　　考長さ毎汗幅 秘中銅価中臓㈲ i重射g）

第362回可　 鎌 ‖潮 目　 3識 ！ 椚
－ （23。5）中央部付近覆土下層M58　PL123

第臓考健應跡　第罰囲）

位置　調査区の中央部、Ef・ie～，区。

重複関係　本跡は言有コーナー部を第155号住居跡に据i）込まれていることから，第155号住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸7．10m，短軸7．00mの方形である。

童軸方向　N－250－W

璧　壁高は20～28cmで，ほぼ垂直に立ち上がる、－、

壁溝　確認された壁下には，すべて壁溝が巡っており，全周するものと思われる。上幅約19cm，l下幅約6cm，

深さ約4cmで言折址形はU字形である。

床　平坦で，入りlJ部から中央部にかけて踏み固められている、、〕
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」し20．4m

畢遠望互7‾‾旦2。．2m

第363図　第154号住居跡実測図

ピット　6か所（Pl～P6）。P】～P4は，径33～52C皿の不整円形，深さ35－55cmで，配置や規模から主柱穴と

思われる。P5は径20・Ocmの不整円形，深さ21cmで，出入り口ピットと思われる。P6は径57cm，深さ35cmの

不整円形で性格は不明である。

貯蔵穴　入り口部に付設され，長径107cm，短径78cmの楕円形で，深さは66cm，断面形は逆台形である。

貯蔵穴土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大・中ブロック微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム中ブロック・ローム粒子少量

3　褐　　　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量

4　黄　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック微量
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第364図　第154号住居跡寵実測図

0　　　　　　　　　　　　　　1m

l　一一　l　　・」

寵　北西壁中央部に付設され，白色粘土と凝灰岩の切石とで構築されている。竃先端に凝灰岩の切石を立て，

その上に架けられたと思われる横長の切石が崩落した状態で確認されている。火床部は，わずかに皿状に掘

り窪められている。煙道部は，壁外へ26cm程突出し，壁の内側から外傾して立ち上がっている。

寵土層解説

1黄　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，粘土大ブロック少量，炭化粒子微量

2　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子・粘土大ブロック少量

3　黒　褐　色　焼土粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土大・中ブロック微量

4　黄　　　色　（凝灰岩）
5　赤　褐　色　焼土大ブロック多量

6　暗赤褐色　焼土中ブロック多量，焼土小ブロック中量，焼土粒子・粘土粒子・灰少量
7　赤　褐　色　焼土小プロッタ・焼土粒子多量，炭化粒子中量

8　明赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・灰多量，焼土中ブロック少量

覆土15層からなる人為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム大・中㌧小ブロック少量

2　褐　　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロック・粘土粒子少量

3　灰黄褐色　ローム粒子多量，ローム大・小ブロック少量

4　黒　褐

5　黒　褐

6　暗　褐

7　暗　褐

8　黒　褐

9　暗　褐

10　黒　褐

11暗　褐

色　ローム粒子中量
色　ローム粒子中量，ローム大ブロック微量

色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量

色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

色　ローム大ブロック，ローム粒子少量

色　ローム大ブロック・ローム粒子中量

色　ローム粒子中量

色　ローム大ブロック・ローム粒子中量

12　黒　　　色　ローム大ブロック・ローム粒子少量

13　黒　褐　色　ローム大・中ブロック・ローム粒子多量

14　黒　褐　色　ローム大ブロック・ローム粒子多量

15　褐　　　色　ローム大・中ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子少量
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士・色調 ・焼成 備　　 考

第365回 杯 A ［14．1］ 底部から日縁部片。丸底。体部は 目線部内面横位のヘラ磨き，外面 砂粒 ㌘896　　　 20％

1 土 師 器 B （4．3） 内攣して立ち上がり，日縁部は外 横ナデ。体部内商放射状のへラ磨 橙色 貯蔵穴内務土中

傾する。外面に稜を持つ。 き，外面へラ削り。 普通

2

林 A ［12．6］ 体部から日録部片。体部は内攣し 口縁部内商へラ磨き，外面横ナデ。 長石 ・スコリア P 897　　　 20％
土 師 器 B （4．3） て立ち上がり，目線部は短く内傾

する。

体部内面へラ磨き，外面へラ削り。 橙色

普通

覆土中
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第366図　第154号住居跡出土遺物実測図（2）

○。 S＝互　L i　1！Ocm

図版番号器　種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

3

壷 B （10．0）底部から休部片。平底。休部は内体部内・外面ナデ。 スコリア P898　　　40％
土師　器C　　4．5 攣して立ち上がる。 暗褐色

普通

床面

PL92

4

要 A ［18．6］休部から口緑部片。体部は内攣し白線部内・外面横ナデ。休部内面砂粒・石英・雲母P899　　　50％
土師器B　32．4 て立ち上がり，最大径を中位に持ナデ，外面へラ削り。 暗赤褐色 竃内覆土中

C　　4．8 つ。口緑部は外反する。 普通 PL92

5

慧 A　15．7 休部から目線部片。休部は内暫し口緑部内・外面横ナデ。体部内・砂粒・長石・石英P900　　　40％
土師器B （22．0）て立ち上がり，目線部は「コ」の外面ナデ。口緑部と休部との境に極暗赤褐色 床面

字状に外反する。 接合痕を残す。 普通 PL92

6

甑 A　23．0 底部から口緑部片。無底式。休部口緑部内・外面横ナデ。休部内面スコリア・砂粒・礫P901　　70％
土師　器B　20．0 は内攣気味に立ち上がり，口緑部ナデ，外面へラ削り、増βへラ磨き。暗赤褐色 覆土中

C　　7．0 は外反する。 普通 PL92

第366図 甑 A ［17．3］底部から臼縁部片。単孔式。休部口緑部内・外面横ナデ。体部内・石英・砂粒・スコP902　　　25％

7 土師器B　14，2 は内攣気味に立ち上がり，口緑端外面ナデ。孔周囲粗いヘラナデ。リア 床面
C ［5．1］部がわずかに外反する。 赤褐色

普通

PL92

図版番号種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第366図8 支　　　　 脚 22．1 9．0 7．1 － 783．6 凝　灰　岩竃内覆土中　PL121

遺物　土師器片311点，須恵器片10点，弥生土器片1点が出土している。第365・366図1の土師器杯は貯蔵穴

内覆土中から，3の壷は逆位で，7の甑はつぶれた状態で竃横床面から，4の嚢，8の支脚は竃内覆土中か

ら，5の嚢は北西壁床面から，2の杯，6の甑は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（6世紀前半）と思われる。

第155号住居跡（第367図）・

位置　調査区の中央部，E4f。区。

重複関係　本跡は，第154号住居跡の南西部を掘り込んでいることから，第154号住居跡よりも新しい。

規模と平面形　遺存する北東壁から推定すると，一辺2．7m程の方形あるいは長方形と思われる。
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0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

l一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

E
 
P

－

　

－

∴黒∴′圭　　∴．こご▲∵ノJJ．′．∴′、．ノ

主軸方向　N－24J－W

壁　壁高は‘掴cmで，外傾して立ち上がる．、，

床、印tで，全体的に軟らかであるし、

竃　北西壁中央部に付設され，砂粒まじi）の白色粘、士で構築されている、つ　遣存状態が悪く，竃を構築していた

と思われる粘上とわずかな焼上を碓認する。、火床部は，わずかにI山根二掘り窪められている．了煙道部は壁外

への突出が少なく，壁の内側からゆるやかに外傾して立ち上がる、、

篭土層解説

1　鈍い黄褐色　焼「小プロ、ソク・焼吊Jつ’‥ローム小ブロック中量，炭化粒J∴・ロームl巨／Jロ、ソク少量

2　黄　褐　色　含有物なし

3　灰黄褐色　ローム小ブロックe粘土粒子少量

・1　掲　　　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒j’中量

5　暗　褐　色　炭化粒子やローム小ブロックゆローム粒子少量

6　黒　　　色　ローム小ブロックeローム粒子少量，焼土中ブロック微量

7　暗　褐　色　焼士粒子のローム粒子少量

8　黒　褐　色　含有物なし

9　暗　褐　色　焼土粒子もローム小ブロック微量

覆土　3屑からなる自然堆積である。－、

色

色

色

褐
褐

説
窯
里
一
褐

解層

　

1

　

2

　

リ

J

土

ローム小ブロック・ローム粒J’・多量，ローム大ブロック中量．ローム極大ブロック少量∴

ローム太ブロック。ローム粒子微量

ローム大・中プロ、ソク多量，ローム粒J’一少量

遺物　土師器片103点，須恵器片2点，弥生土器片1点が出土している。第368図1の須恵旨封不は電内覆土中か

ら，2の釘は東コーナー床面からそれぞれ出上している．、－、

所見　本跡の時期は，遺構の形態及びJ仕上遺物から平安時代（8世紀末、9世紀初頭）と思われる∴，

l1－－－ムー一一1－ご′：L圭‾）一一一一一一一一一一一一－ム



第368図　第155号住居跡出土遣物実測図

第155号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

」‥　　；　　　！

図版番号器　種計測値（m） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第368図杯A　13，8底部からロ緑部片。平底。体部は口縁部及び体部内・外面ロクロナ長石 P903　　　80％
1 須恵器B　　4．6直線的に立ち上がり，そのまま口デ。底部手持ちへラ削り調整。褐灰色 覆土中層

C　　8．0縁端部に至る。 普通 PL93

図版番号種　　　別
計　　　　　 測　　　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第368図2 釘 （6．7）1．1 0．5 － （7．2）東コーナー床面M59　PL124

第156号住居跡（第369図）

位置　調査区の中央部，E4e。区。

規模と平面形　長軸3．37m，短軸3．06mの方形である。

主軸方向　N－420－W

壁　壁高は30～31cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅約9cm，下幅約6cm，深さ約8cmで，断面形はU字形である。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

＼ミ

1m

第369図　第156号住居跡実測図

2m

L＿＿＿＿＿＿　」　＿＿　　　！
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ぽッ睦　2か所（Pl，P2）。Plは，径36cmの不整円乳深さ42cmで，出入り口ピットと思われる。P2は径24

cmの不整円形，深さ25cmで，性格は不明であるし、

囁　北西壁中央部に付設されタ　山軌　白色粘土及び芯材として使用した凝灰岩の切石とで袖部が構築されてい

る。火床部は，血状にⅢ撒穫掘り窪められている。煙道部は　壁外へ摘cm牽突出し　壁の内側から外傾して

立ち上がる。

電土層解説

1　暗　褐　色　焼I」、プロ・ソク・焼上粒子・炭化粒F・粘「小ブロック少量

2　暗赤褐色　焼土粒子多量ラ　焼土小ブロックの炭化粒子中鼠　焼土中ブロックや粘土粒子少量

3　黒　褐　色　灰多鼠　焼土小ブロック中量も焼士粒子か粘土粒子少量

4　赤　褐　色　焼土小ブロック・焼士粒子。灰多量，炭化粒子中量，焼土中ブロック少量

5　暗赤褐色　焼土小ブロックか焼土粒子e灰多量，炭化粒子中量，焼土中ブロック少量

覆土　7層からなる人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

3　窯　褐　色

11　黒　褐　色

5　黒　褐　色

（i　暗　褐　色

7　黒　褐　色

焼上粒子・炭化粒J’・・ローム小ブロック・ローム粒J’一少量

ローム粒子中量，焼土粒子少量，ローム中ブロック微量

炭化粒子少量

ローム小プロ、ソク・ローム粒J’l少量

ローム小ブロック少量，黒色上粒J’・中量．ローム粒召散量

ローム小ブロック・ローム粒J’・中量．焼上粒子微量

焼‖位千・ローム粒自微量

遺物　土師器尉25点夕須恵器片1点が出土している。第370図1の土師器棒は中央部覆土下層から，2の棒は

同種土中層から93の小形壷は北東壁付近覆土中層から普6の嚢督7の小形嚢は同覆土下層からタ4小形薗5

の聾は竃前衛日、‘層からそれぞれ出上している。、

所農　本跡の時期はタ　遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（7世紀）と思われる。

第温56号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 37 0図 杯 A　 lO．8 目線部 一部欠損。丸底。体 部は内 ＝縁 部内 ・外面横 ナデ√休部 内面 スコ リア ・長石 P 90 4　　　 9 8％

1 士 師 器 B　　 3．7 攣 して立 ち上が り， 目線 部は直立 ヘ ラ磨 き，外面へ ラ削 り後ナデ。 黄褐色 覆土下層
す る。外面 に鈍い稜 を持つ。 普通 P L 93

2

林 A　　 8．8 目線部一部 欠損 。平底。体部 は内 目線 部内 ・外面へ ラ磨 きJ 体部 内 ス コリア P 9 05　　　 98％
土 師　 器 B　　 2。9 攣 して立 ち上 が り，打線部 は直 立 商へ ラ磨 き，外 面へ ラ削 り後磨 き。 黒色 覆土 中層

C　　 3．9 す る。外面 に突 出 した稜 を持つ。 内 ・外 面黒色処理∴ 普通 P L 92

3

小　 形 壷 A　　 7．3 目線部一部欠損。平底。体 部は内攣 ＝縁 部及び休 部内面ナ デ，外 面工 砂 粒 ・長石 P 9 06　　　 98％
士 師 器 B　　 8．2 して立ち上が り， 目線 部は内傾す 半へ ラ磨 き，下半へ ラ削 り。体 部 明赤褐色 覆土 中層

C　　 3．8 る。目線部 に 1 対の孔が穿 たれる。 内面赤彩。 普通 P L 9 3

4

小 彬 壷 A ［8。2］ 底 部か ら目線部片。平底 。体部は 日録部内 ・外面横 ナデ。体部 内面 砂粒 ・礫 P 90 7　　　 9 0％
土 師 器 B　　 6．2 算盤玉状 で，日録部 は短 く外反す ナデ，外面上 半ナデ，下半粗 いへ 黄褐色 覆土下層

C　　 4．4 る。 ラ削 り。 普通 P L 9 3

5

聾 A　 2 4．5 休部か ら口縁 部片。体部 は内攣気 ＝縁 部内 ・外面横 ナデ÷休部内面 長石 ・スコ リア P 908　　　 50％
土 師 器 B （2 4．3） 味 に外傾 して立ち上が り， 日録 部 ナデ，外面 へラ削 り一部へ ラ磨 き。 鈍い黄褐色 覆土 下層

は外反す る。 普通 P L 93

6

嚢 A　 1 9．7 体部か らロ縁部片 。体部 は内攣気 ロ縁部 内 ・外面横ナ デ。体 部内面 長石 e ス コリア P 9 09　　　 50％
土 師 器 B （28．0） 味に直線的 に立 ち上 が り， 日縁部 ナ デ，外 面縦位のヘ ラ削 り。 褐色 覆土下層

ほ外反す る。 普通 P L 9 3

7

小 形 嚢 A　 13．6 底 部か ら目線部片。平底 。体部は 目線部内 ・外 面横 ナデ。体部 内面 石英 ・ス コリア ・ P 9 10　　　 4 0％
土 師 器 B　 ll．7 内攣 して立 ち上が り，目線 部は直 ナデ，外面 へラ削 り。 長石 覆土下層

C ［7．5］ 立す る。 黒色

普通

P I．9 3
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三千二一‾召

第370図　第156号住居跡出土遺物実測図

一二三 〕

一事　＿ケ 4

第157号住居跡（第371図）

位置　調査区の中央部，E4g。区。

重複関係　本跡は，第158－A号住居跡の北西部を掘り込んでおり，北西部を

第158－B号住居跡に掘り込まれていることから，第158－A号住居跡より新

しく，第158－B号住居跡よりも古い。

規模と平面形　遺存する北東壁から推定すると，一辺4．0m程の方形あるい

は長方形と思われる。

主軸方向　N－23。－W

壁　壁高は24cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認された壁下には，すべて壁溝が巡っており，全周するものと思わ

れる。上幅約18cm，下幅約9cm，深さ約8cmで，断面形はU字形である。

－442－
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′′　．′　　　　・、－　　　　　，、ヽ　　ヽ、

床、臣Ilで，壁際を除き踏み回められている、、

ぽッ睦　2か所（Pl撃　㌘2）。Pは　径約cmの不整円形言栄さ墟cmで　配置や規模から主柱穴と思われる。㌘2

は径28cmの不整円形言莱き39cmで，性格は不明である．、、．

囁　北西壁中央部に付設されタ砂粒まじりの白色粘土と凝灰岩の切石とで構築されているがタ遺存状態が悪くタ

袖部は残っていない。火床部はラ　霊cm程皿状に掘　窪められタ　中から焼土層が確認されている。煙道部は，

壁外へ朋。cm攫四角に掘　込み　その中に壁の内側から外傾して立ち上がる煙道を構築している。

電土層解説

1暗赤褐色　焼巨トゾロ、ソケ小結　焼吊白’・・U－ム小ゾロ・ソク・ローム粒J’・少蔓

2　鈍い黄橙色　粘土粒子多量，焼土小ブロックe炭化粒子少量

3　極暗赤褐色　ローム小ブロック多量，焼土小ブロックの焼土粒子少量

4　暗赤褐色　焼士小ブロック8焼土粒子0灰多量，炭化粒子。粘土粒子少量

5　褐　　　色　粘土粒子多量，焼士粒子の炭化粒子。ローム小ブロック少量

6　暗赤褐色　焼土中ブロックや炭化粒子多量，ローム小ブロック中蔓，焼土粒子なローム粒子少量

覆土　4層からなる自然堆積である。、

土層解説

1異　　　色　焼土中ブロック。焼土粒子eローム小ブロックやローム粒子少量，炭化粒子微量

2　黒　　　色　焼巨」、ブロック・ローム小ブロック中量．ローム粒J′一少量．炭化粒J’・微量

3　黒　　　色　廃土小ブロック0ローム小ブロック・亡トム粒子中量，炭化粒子少量，ローム中ブロック微量

4　褐　　　色　焼土粒子の粘土粒子多量，焼土中ブロック・ローム小ブロック中量，ローム中ブロック微量

一一一一一一…443llll一一



遺物　土師器片738点，須恵器片14点，不明鉄製品片5点が出土している。第372図2，4の土師器杯，5の椀，9

の管状土錘は中央部覆土下層から，7の嚢は同床面から，1，3の杯，8の聾，6の小形嚢は覆土中からそ

れぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（7世紀）と思われる。

琶 詔

第372図　第157号住居跡出土遺物実測図

第157号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （Ⅷ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 3 72回 杯 A　 12．4 底部か ら口綾 部片。丸底。体 郭は 口緑部 内 ・外面横ナ デ。体 部内面 スコ リア ・石英 P 9 11　　 8 5％
1 土 師 器 B　　 5．2 内攣 して立 ち上が り，そ のまま口 ナデ，外 面へ ラ削 り。 極暗 赤褐色 覆土中

緑端部 に至 る。 普通 P I。9 3

2

杯 A ［8．6］ 底部か ら口縁 部片。丸底。休部 は ロ緑部内 ・外 面横ナデ。休部 内面 長石 ・石英 ・ス コ P 9 12　　　 50％
土 師 器 B　　 3．2 内哲 して立 ち上が り，口緑部 は直 ナデ，外面 へ ラ削 り。 リア 覆土下層

立する。外面 に稜 を持 つ。 暗褐色

普通
P L 93

3

杯 A ［10．5］ 体 部か ら口緑部片。休 部は内管 し 口縁 部及び休部 内面 ナデ，外面へ 石英 ・ス コリア P 9 13　　　 40％
土 師 器 B （3．7） て立 ち上 が り，その まま口緑端 部 ラ削 り一部へ ラ磨 き。 褐色 覆土 中

に至 る。 普通 P L 9 3
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図版番号 器　 種 計測値 （cn） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色 調 ・焼成 備　　 考

林 A ［13．8］ 底 部か ら口縁部片。平底。体部 は 目線部 内 か外面横 ナデ。体部 内面 スコリア ・石英 ・ P 914　　　 40％

4
土 師 器 B　　 4．9 内攣 気味に外傾 して立 ち上が り， ナデ，外面 ナデー部 へ ラ削 り。 パ ミス 覆土 下層　 底 部

C ［7．0］ その まま目線 端部に至 る。 極暗褐色

普通

に木葉痕 あ り

5

椀 A　 白3．7］ 体部 か ら目線 部片。体部 は内攣 し 目線部内 ・外面横 ナデJ 休部 内面 ス コリア ・長石 ・ P 915　　　 30％

士 師 器 B　 lO．8 て立 ち上 が り，目線 部 はわずか に

外傾す る。

ナデ，外面へ ラ削 り。 石英

赤褐色

普通

覆土下層

6

小 形 嚢 A ［18．7］ 底部 から目線 部片。平底。体部は ＝縁 部内 ・外面横ナデJ 休部 内面 砂粒 P 916　　　 30％

士 師 器 B　 ll．2 内攣 して立 ち上が り，目線部は外 ナデ，外面横位のへ ラ削 り。 褐色 覆土 中

C ［7．6］ 反す る。 普通 PL 9 3

7

斐 A ［29．8］ 体部か ら目線部 片。体 部は内攣気 目線 部内 ・外商横ナデ。体部 内面 砂 粒 ・スコリア ・ P 917　　　 20％
土 師 器 B （9．2） 味 に立 ち上が り，その まま目線 端 ナデ，外 面へ ラ削 り。 長石 床面

部に至 る。 日録部 に片口が付 く。 明褐 色

普通

P L 93

8

嚢 A ［16．4］ 体部か ら日経部片。体部 は内攣気 ＝縁部 内 ・外 面横 ナデ㍉体部 内面 長石 ・右 奥 ・砂 粒 P 918　　　 30％

土 師 器 B （17．4） 味に直線的 に立 ち上が り，目線部 ナデ，外 面へラ削 り後ナデ。 鈍 い黄橙 色 覆土 中

は外反す る。 普通 P L 93

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g）

第372図9 管　状　 土　 錘 8．5 5．2 4。9 圭8 202．9 中央部付近覆土下層 D P l15　P L l16

第臓8－糸考健屠静（第373囲）

位置　調査区の中央部タ　E5gl区。

重複関係　本跡は，第157号住居跡，第159号住居跡及び第1＿58－B号住居跡にそれぞれ掘り込まれていることか

ら，3軒の住居跡よりも古い。

規模と平面形　コーナー部が遺存する南西壁から推定すると，一辺6。79m程の方形あるいは長方形であると

思われる。

主軸方向　N－4－90－W

壁　壁高は9cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，全体的に軟らかである。

炉　中央部から北西よりに位置し，第158－B号住居跡に掘り込まれているため形状等は不明である。床面をわ

ずかに掘り窪めた地床炉である。

覆土　3層からなる自然堆積である。

色
色
色

褐

説
明
橙
褐

解腰

1

　

2

　

3

土

ローム中ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量

ローム夫ブロック中量，ローム粒f一少量，ローム中ブロック微量

遺物　土師器片150点が出土している。第374図1の土師器土不は北東壁付近覆土下層から，2の相は中央部付近

に散在した状態で床面から，4の嚢は同床面から，5の刀子は中央部床面から，3の嚢は南コーナー付近床

面からそれぞれ出土している。6の尖頭器は流れ込みと思われる。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代中期（5世紀前半）と思われる。

－445－



ノ

S1159

β

c

第373図　第158－A・158－B号住居跡実測図
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第374図　第158－A号住居跡出土遺物実測図

第158－A号住居跡出土遺物観察表

10cm

l　　　…ト　ー　…l

図版番号器　種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第374回 杯 A　15．7 底部から口縁部片。平底気味の丸口緑部内・外面横ナデ。体部内面長石・パミス P919　　　70％

1 土師器B　　6．2 底。体部は内管して立ち上がり，口ヘラ磨き，外面へラ削り。 赤褐色 覆土下層

緑部は外反する。内面に稜を持つ。 普通 PL93

2

柑 A ［9．0］底部からロ縁部片。丸底。体部はロ縁端部内・外面横ナデ。臼緑部スコリア・石英 P920　　　50％

土師器B　12．9 つぶれた球形状で，口緑部は外傾内面ナデ，外面縦位のヘラ磨き。褐色 床面

し，端部は直立する。 体都内面ナデ，外面上半へラ磨き，

下半へラ削り後へラ磨き。

普通 PL93

3

嚢 A ［17．1］底部から口緑部片。平底。体部はロ緑部内・外面横ナデ。休部内面砂粒・礫 P921　　80％

土師器B　23．3 内攣して立ち上がり，口縁部はナデ，ナデー部外面へラ削り。 鈍い赤褐色 床面

C　　6．6 「く」の字状に外傾する。 普通 PL93

4

嚢 A　16．1 休部から口緑部片。体部は内攣し口縁部内・外面横ナデ。体部内面砂粒・長石 P922　　　35％

土師器B　21．8 て立ち上がり，口緑部は外反する。ナデ，外面へラ削り。 暗褐色

普通

床面

PL93
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図版番号 種　　　 別
計 測 億 i 出 土 地 点

備　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 孔径 （cm）！重射 g ）

第37姻 5 刀　　　　 子 （10．7） 1．2 0．4 － （15．0） 中央部付近床面 M 6－O　PL 122

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

i 石　 質　 出 土 地 点 備　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径（cm） 重量（g）

第374図6 尖　 頭　 器 （5．2） 2。2 0．5 － （8．9） 頁　　 可 覆　 土　 中
Q 205　P L 122

窮臓＄－院号健應跡（第373固）

位置　調査区の中央部　E地区。

重複関係　本跡は　第蟻号住居跡　第蟻－A号住居跡及び第掴号住居跡をそれぞれ掘り込んでいることか

ら，3軒の住居跡より新しい。

規模藍平面形　長軸3。4m　短軸説購mの方形である。

主軸方向　N－140－W

壁　壁高は33～35cmで，ほぼ垂直に立ち＿l二がる。

壁溝　確認された壁下には，北西壁を除いて壁港が巡っている。上幅約か盟　下幅的摘cm　深さ約　cmで　断

面形はU字形である。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

毯　北西壁中央部に付設され，砂粒まじりの白色粘土と凝灰岩とで構築されているが撃残りが悪く形状は不明

である。火床部は，わずかに血状に掘り窪められている。煙道部は　壁外へ射麺穫突出し　壁の内側から緩

やかに外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1　明　褐　色　焼上中ブロック・ローム粒f一・粘上′トブロック少量
2　黄　褐　色　粘土粒子多量，灰中量

3　黒　褐　色　焼土粒子多量，炭化粒子・灰少量

4　明赤褐色　焼士小ブロックe焼土粒子の灰多量，焼土中ブロックe粘土粒子少量

5　黒　褐　色　焼土小ブロックや灰多量，焼士粒子の粘土粒子少量

覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　焼上中ブロック，ローム小ブロック・ローム粒J’一少量，炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中鼠焼上中ブロック少量，焼損立千・炭化粒トローム中ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒了サ鼠　焼土粒子・ローム中ブロック微量

Jご1暗　褐　色　ローム粒J’一多鼠　ローム大ブロック・粘土大プロ・ソク中鼠　ローム中ブロック微量

遺物　土師器片謂点　須恵器酌点が出土している。第欝図　の須恵器盤，4の管状士錘は竃前覆土中層か

ら，3の土師器嚢は竃内覆土中から，1の須恵器棒は覆土中からそれぞれ出土している。

所農　本跡の時期はタ　遺構の形態及び出土遺物から平安時代（9世紀前半）と思われる。

第鼠58－B号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の ＿特　 徴 胎土 e 色譲巨 焼成 備　　 考

第3 75図 杯 A ［14．5］ 底 部か ら日録部片。平底。体 部は ＝縁部 及び体 部内∴外面 ロクロナ 長石 ・針状鉱物 P 92 3　　　 20％
l 須 恵　 器 B　　 も6 直線的に立ち上が り，その まま日 デ。底 部ナデ調整。底部周縁 ナデ。 褐灰 色 覆土申

C ［9．0］ 緑端 部に至る。 普 通 P L 93
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第375図　第158－B号住居跡出土遺物実測図

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

2

盤 A ［1 5．6］ 高台 部か ら口綾 部 片。「ハ」 の字 ロ緑部及 び体部内 ・外面 ロクロナ 長石 ・針 状鉱物 P 92 4　　　 6 0％
須 恵 器 B　　 3．6 状 に開 く高台が付 く。体部は外傾 デ。底部 回転 へ ラ削 り後高台張 り 褐灰色 覆土中層

D　 lO．3

E　 l．3

し，口緑部は外反 する。 付け。 普通 P L 9 3

3

寛 A ［23．4］ 体部 か ら口緑部片。体 部は内暫 し ロ緑 部内 ・外面横 ナデ。休部内面 スコリア ・砂粒 P 92 5　　　 5 ％
土 師 器 B （12．9） て立 ち上が り，ロ緑部 は外反 し， ナデ，外面へ ラ削 り後ナデ。 暗褐色 竃 内覆土中

端部 をつ まみ上げ る。 普通 P L 93

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
長 さ（皿） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm ） 重量 （g ）

第375図 4 管　 状　 土　 錘 10．2 4．7 4．8 1．7一一2．1 19 0．5 竃前覆土 中層 D P 116

第159号住居跡（第376図）

位置　調査区の中央部，E5hZ区。

重複関係　本跡は，第158－A号住居跡の南東部を掘り込んでおり，南東部の床上に第160号住居跡が床を構築

し，第158－B号住居跡に西コーナーの一部を掘り込まれていることから，第158－A号住居跡より新しく，第

158－B号住居跡と第160号住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸6．51m，短軸6．27mの方形である。

主軸方向　N－44。－W

壁　壁高は25cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅約18cm，下幅約12cJn，深さ約6cmで，断面形はU字形である。

床　平坦で，主柱穴の内側は踏み固められている。

ピット12か所（Pl～P12）o Pl～P4は，径24－69cmの不整円形，深さ58～86cmで，配置や規模から主柱穴と

思われる。P5，P6は径52～74cmの不整円形，深さ22～32cmで，両者あるいはどちらかが出入り口ピットの

可能性がある。P7は径74cm，深さ24cmの不整円形で，その位置が竃横であることと，ピット内に竃材，灰

及び焼土等が確認されたことから，竃に何らかの関係のあるピットの可能性がある。P8～P12は径41～51cm

の不整円形，深さ17～62cmで，性格は不明である。
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第376図　第159号住居跡実測図
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第377図　第159号住居跡竃実測図

寵　北西壁中央部に付設され，砂粒まじりの白色粘土と凝灰岩とで構築されており，袖部がわずかに遺存して

いる。火床部は，皿状に6C皿程掘り窪められている。煙道部は，壁外へ約33cm突出し，壁の内側からゆるや

かに外傾して立ち上がる。

埴土層解説

1赤　褐　色　焼土小ブロック多量，焼土大ブロック・焼士粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

2　暗　褐　色　灰色多量，焼土小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量，ローム粒子微量

3　明赤褐色　炭化粒子多量，焼土小ブロック中量，焼土ローム焼土・ローム粒子・粘土粒子少量
4　黄　褐　色　焼土小ブロック・粘土粒子多量，灰中量

5　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，灰・粘土粒子少量

覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量

2　黒　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量

4　黒　　　色　ローム粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子・ローム小ブロック・粘土粒子少量

遺物　土師器片317点が出土している。第378図1の土師器杯，2の鍵は北西壁付近覆土下層からそれぞれ出土

している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（6－7世紀）と思われる。

日

＝l＿「l：＝二

第378図　第159号住居跡出土遺物実測図
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小　 口　　　　　　　　　　 計　　　 測　　　 値 ！出土地点

i 備　　　　　　　　 考
㌍ 登　 別 抜 海 幅 （cm）！厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g）

第378図2　　 鍵 ！ （0滴 i o・5
－ （9．3） 北西壁付近覆土下層 M 61

第帽考燵贋捗　第欝固）

位置　調査区の中央部，E5Il‥1区．、、

重複関係　本跡は　第蟻号住居跡の床の上に本跡の床面を構築していることから　第蟻号住居跡よ　新しい。

規模と平面形　長軸3．72m，短軸3．65mの方形である。

童軸方向　N－（了

璧　壁高は4へ13cmで，外傾して立ち上がる．、、、

床　廃絶後の風化が激しく，床の様子は捉えられなかった。

／：ニ　　′　′　；㌦、号ノ十、iCnの！中予一　つ、汁∵′　㌫㍉誹用‾し　′・、′：′・畑エ／＼男工、′妄言ノ

磯　北壁中央部に　わずかに焼圭と粘土粒子が確認されてお酌　竃付設の可能性があるが，撹乱がひどく遺存

状態が悪いため確定はできない。、

覆土　3層からなる自然堆積である、－、

土層解説

1　褐　　　色　ローム小プロ、ソク多量∴　ローム粒J’一少量．ローム中プロ・ソク・粘抽白′・微量

2　褐　　　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒f・多鼠　炭化粒子・ローム中プロ、ソク少量．炭化物微量

：‡　ローム小ブLr！ノク・ローム粒J′一多㌫　焼吊J‖つ鋸I二I：

週儲舶 1　　　　4 5　3　　　　　　6

第野園　第帽常住腰妙実測図
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第380図　第160号住居跡出土遺物実測図
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，′　　　・、　　＿　t　′ノ　′∴、

計測催事扉 器　形　の　特　徴

底部からロ縁部片。平底。体部は
直線的に立ち上が娠　そのまま打
線端部に至る。

手　法　の　特　徴

日綾部及び体部内8外商ロタロナ
テ㍉底部1日世：ヘラ切り餃ナデ調整・

I心部周緑ナデー

胎上・色調・焼JJk

石英・長石・鈷伏
鉱物
褐灰色　普通

備　　考

P927　　　舶％

竃内覆土下層
PL！‾）二j

［
捧　　 A ［㍑ 射

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i
底部から目線部片∴平底∴休部は　 目線部及び体部内・外面植ナデ＋

［

長石 ・針状鉱物

i

P928　　　 25％
2　　 須 恵 器 「B＋ 5諸 直線的に立ち十がリ，そのまま「1 底部回転へラ切り後へラナナ調 黒褐色 将士中

C ［転封 縁端部に至る。　　　　　　　　　 整。底部周縁ナデ。 普通 PLHJ

嚢　　 B （10。7） 底部から休部片∴平底∴休部は肉　 体部内面ナデ．外面へラナデ∵ 長石・石英 P 929　　　 20％
8　　 須 恵 器　 し 1∴† 攣して立ち上がる。 吠色

普通

覆土下層　底部にヘラ

記号あり　PL93

甑　　　 B　は2の3） 底部から休部片。5 孔式。体部は　 体部内面当て具痕，外面平行叩き。 霊母・長有・1∴コ ㌘930　　　 30％
4　　 須 恵 器　 C　 l説8 直線的に外傾して立ち上がる。　 乳周囲へラ削り。 リア 覆土下層＋酸化

褐色　 普通 炎　 焼成　PL里

図版番号　種　　　別
計　　 測　　 値　　 i　 jJ

序絢可幅ふ 厚さcm車 径cm）重畳施）出土凱E弐　　 備　　　 考

紬叫紡　錘　車i　 i （585） 0⊥「辛目　や拍 序料面可読論議

6i 鎌 （1569）i 485 璧聖汗∵－ ！働綿棒料料下層極3 軋且24

′、三　　　′　ノ・　　一、・′、　′、・′　′′ノ・′′　　　　人．＿′、　　′・．　ノノ′、、ノ

′　′′．　　ノ　　′、　　′　′　　　　ノ′ノ′、・・、∴．　′　　・′　ノ　．′∴　一、′′′　　　　ノ・　　′く．　．ノ

ら，2の須恵器林は覆回Iからそれぞれ出上している．、、

所農　本捗の時期は　遺構の形態及び出土遺物から平安時代　摘餞妃後半）と思われる。

／

位置　調査区のl巨央部，E5ll．再〔

重複関係　本跡は　第蟻号住居跡の東壁の　A部を掘　込んでいることから　節用号住居跡よ　新しい。

規模と平面形　ム辺2．8（う111の方形である、－、

童軸方向　N－58ぐ－E

壁　嘩高は！）－＼－「1cmで，外傾して立ち上がる、、

′′’　′　　　　ノ　　′、　′‾一∴′＼‾：∴・、日．一、、′′．　・′′　ノこ　　・．∴′、一　′：、＿′′′ノ、、C一　　　一「

面彬は逆育形である、、．

床、印tで，入り日部から電前にかけて踏み回められている、

！一　′　　、ノ　　′　ノ　ニく、、く　′ノノハ　′　言　′二、、一′・Cr・、・一　）′、一′シ∵言′′　ノ　ノ、、′　－　　　∴、子．

、．　　　　　　いく、　、、′　′′′ノ・／　′　言　：、　′．C．　　′　′′　′　′、′ノ二．、．

・　　′　　‘。′　　′′　♪、（ノ′ノ　i　′　′・．一C、　　　言′　　′　ィ‘、！ン∴

ノノ、　、’　′　　・‘ノ′．‾　一　′′′′ノ　′　一　　′‘ノて′　ノノノ∴　ノー‾‾　二　　、．・′　　′′∴・・：か・、二

ノ　　　ノ　　　ー　　ノ′　　　′・　′、・　　ノ＼′　′′′ノノ　′　　　　′　′　・　ノ　ノ　　　　　　　′．・い　ノ　ノ、∴　ハノ　ノ、

れず　床と閤レベルである。煙道部は　壁外へ約謂cm突出し　壁の内側からゆるやかに外傾して立ち上がる。

覆土　4層からなる自然堆積である、、．

土層解説

1　暗　褐　色　ローム中ブロック0ローム粒子少量

コ　勘　　　色　ローノ、小ゾロ、ソケ・「トー！、粒J′一多量

3　褐　　　色　ローム小ブロックをローム粒㌢中農

4　明赤褐色　廃土太ブロックや焼土粒子多鼠　炭化粒子中鼠　ローム粒子少星

…一一一∴．154…－
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第381図　第161号住居跡実測図

第382図　第161号住居跡出土遺物実測図

第161号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

ト－ー－・十－一一i

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　 形　 の　特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第382図 土不 A ［13．6］底部から口縁部片。平底。体部は 口緑部及び体部内面へラ磨き，外 長石・礫 P931　　 50％

1 土師器 B　　3．7 内攣して立ち上がり，そのまま口 面ロクロナデ。体部下端手持ちへ 黒色 床面

C　　6，5 緑端部に至る。 ラ削り。底部回転糸切り。休部内

面黒色処理。

普通 PL94

2

杯 A ［14．4］底部から口緑部片。平底。体部は 口緑部及び休部内面へラ磨き，外 スコリア・砂粒 P932　　　 40％

土師器 B　　5．1 内哲して立ち上がり，そのまま口 面ロクロナデ。体部下端手持ちへ 黒褐色 床面

C　　6．6 緑端部に至る。 ラ削り。底部回転糸切り。体部内

面黒色処理。

普通 PL94

3

高台付皿 A　13．1 口縁部一部欠損。直線的に開く高 ロ緑部及び体部内面へラ磨き，外 スコリア・長石 P933　　　 98％

土師器 B　　 4．6 台が付く。休部は下位に稜を持ち，面ロクロナデ。休部下端回転へラ 黒褐色 覆土下層

D　　 6．4

E　 l．6

外傾して直線的に立ち上がる。 削り。底部回転へラ切り後高台貼

り付け。体部内面黒色処理。

普通 PL94

遺物　土師器片92点，須恵器片6点が出土している。第382図1の土師器杯は北コーナー付近床面から，2の土師

器杯は南西壁付近床面から，3の高台付皿は北コーナー付近覆土下層から正位の状態でそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から平安時代（10世紀）と思われる。

455



第162号住居跡（第383図）

位置　調査区の中央部，E5i。区。

重複関係　本跡は，第164号住居跡を掘り込んでいるところから，第164号住居跡より

新しい。

規模と平面形　遺存する北西壁から推定すると，一辺3．47mの方形あるいは長方形

と思われる。

Sl163

Sl164

主軸方向　N－310－W

壁　壁高は18～22cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認された壁下には，北東壁を除いて壁溝が巡っている。上幅約13cm，下幅約

8cm，深さ約4cmで，断面形はU字形ある。

床　平坦で，入り口部から中央部にかけて踏み固められている。

ピット　Plは，径36cmの不整円形，深さ33cmで，配置や規模から出入り口ピットと思われる。

竃　遺物等から判断して竃の存在が考えられるが，エリア外に延びているため確認されていない。

覆土　3層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

2　暗　褐　色　ローム中ブロック中最，ローム粒子微量

3　褐　　　色　ローム粒子中農，ローム中ブロック少量

′

第383図　第162号住居跡実測図

＼⊆≡

第384図　第162号住居跡出土遺物実測図

－456
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第摘号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第38 4図 杯 A　 l説 3 目線部一部欠損。平 底。体部 は直 目線 部及び体部内 ・外面 ロ クロナ 礫 ・長石 P 934　　　 98％

1 須 恵　 器

】

B　　 も9 線的 に立 ち上 が り，その まま目線 デ。底 部回転へ ラ削 り後無調 整。 褐灰色 覆土中層

l C　 説 9
I

端部 に至 る。

l
底部周縁 ナデ。

i
普通 P L 94

2

長 頸 瓶 B （6．0） 高台部か ら体部片。 台形状の短い 体部 内 0外 面横 ナデ。底部切 り離 砂粒 P 9 35　　　 5 ％
須 恵 器 C ［1 2．2］ 高台が付 く。体部 は内攣 して立 ち し後高台張 り付 け。 褐灰色 覆土 中

上がる。 普通 P L 〔＝

遺物　土師器射8点須恵器片私産が出土している。第384図1の須恵器杯は北コーナー付近覆土中層から92

の須恵器長頸瓶は覆土中からそれぞれ出I二している。

所農　本跡の時期はタ　遺構の形態及び出土遺物から平安時代（9世紀後半）と思われる。

第閥選考健贋跡（第385図）

位置　調査区の中央部，E5111区、1

重複関係　本跡は　第摘号住居跡を掘　込んでいることから　第蟻号住居跡よ　新しい。

規模と平面形　長軸4．58m，短軸4．46mの方形である。

主軸方向　N－18ローI王

壁　壁高は＿17、22cmで，外傾して立ち1二がる。．

璧湧　確認された壁下のうち窄　東壁に認められる。上幅的蟻cm　下幅約　cm　深さ約　cmである。

床　平川で，入りIl部と電前付近が踏み囲められているし、

ぽッ匪　4か所（Pi～P4）。P，～P4は，径32～43cmの不整円形言深さ姐～鍼cmで　配置や規模から主柱穴と

思われる。

囁　北壁中央部に付設され，砂粒まじりの白色粘土で構築されている。袖部の先端には，左右で同一個体の土

器を補強材として餞用している。火床部は，わずかに皿状に掘り窪められている。煙道部は，壁外へ約64cm

突出し，壁の内側からゆるやかに外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1　鈍い黄褐色　粘土粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

2　鈍い赤褐色　粘土粒子多量，焼士小ブロック・焼土粒子中量

3　極暗赤褐色　焼土小ブロック多量，焼士粒子中量，焼土中ブロック・粘土粒子少量

4　赤　褐　色　焼土中e小ブロック中量，焼土粒子e炭化粒子・粘土粒子少量

5　暗赤褐色　焼土中ブロック中量，焼土粒子の粘土粒子少量

6　暗赤褐色　焼土中。小ブロック中量，廃土粒子の炭化粒子。粘土粒子少量

覆土　3層からなる自然堆積である。〕

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム中・小ブロック微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土中ブロックe焼土粒子・ローム大ブロック微量

3　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片2織蕪，須恵器片2点が出土している。第386。387図1の土師器杯は中央部覆土中層から，10

の甑9　日の手淫土器は同床面から，2の杯は東コーナー付近床面から，4と8の嚢は中央部から南西壁付近

床面に散在した状態で，5と7の嚢は竃内覆土中から，6の嚢は住居内覆土下層に散在した状態で，9の賓

は覆土中からそれぞれ出土している。

所凰　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（6世紀前半）と思われる。
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第385図　第163号住居跡実測図

第163号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第3 8 6回 土不 A ［13．5］ 底部 か ら口緑 部片。丸底。体部は ロ綾 部内面横位のヘ ラ磨 き，外面 砂粒 ・スコ リア P 93 6　　　 50％

1 土 師 器 B　　 4．3 内攣 して立 ち上 が り，口縁部は直 横 ナデ。 休部内面へ ラ磨 き，外 面 黒 褐色 覆土中層
立す る。外面に突 出 した稜 を持 つ。 ヘラ削 り後磨 き。 普通 P L 94

2

】不 A ［14．4］ 底部か ら口緑部片。 丸底 。体 部は 口緑部 内 ・外 面横ナデ。体 部内面 砂粒 ・スコ リア P 9 3 7　　　 40％
土 師 器 B　　 4．8 内攣 して立 ち上が り，口縁 部は外 横 ナデ，外 面へラ削 り。内 ・外面 黒褐色 床面

反する。外 面に突出 した稜 を持つ。 黒色処理。 普通 P L 94

－458－



－459

第386図　第163号住居跡出土遺物実測図（1）
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第387図　第163号住居跡出土遺物実測図（2）

図版 番号 器　 軽 計 測値 （Ⅷ ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

3

椀 A　 11 ．8 体 部 か ら 口緑 部 片 。 休 部 は内 暫 し 口 綾 部 及 び 体 部 内 ・外 面 へ ラ 磨 砂 粒 P 9 38　　　 25 ％

土 師 器 B （6．5） て 立 ち上 が り，口緑 部 は 内傾 す る 。 き。 暗 赤 褐 色

普 通

覆 土 中

P L 94

4

賓 A　 17 ．1 底 部 か ら 口綾 部 片。 体 部 は 内 攣 し ロ 縁 部 内 ・外 面横 ナ デ 。 体 部 内 面 ス コ リ ア ・長 石 ・ P 9 39　　　 95％

土 師 器 B　 2 5 ．2 て 立 ち上 が り，最 大 径 を中 位 に 持 ナ デ ， 外 面 へ ラ 削 り。 砂 粒 床 面　 底 部 に 木

C　　 7．9 つ 。 口 緑 部 は外 反 す る 。 黒 褐 色　 普 通 菓 痕あ り　 P L 94

5

嚢 A　 16．5 底 部 か ら 口緑 部 片 。平 底 。休 部 は 内 口 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ。 体 部 内 面 礫 ・長 石 P 9 40　　　 70％

土 師 器 B　 3 1．5 攣 して 立 ち上 が り，最 大 径 を 中 位 ナ デ ， 外 面 ナ デ ー部 へ ラ 削 り。 鈍 い 赤 褐 色 竃内覆土中　 軸 に木

C　　 8．5 や や 下 に 持 つ 。口 緑 部 は 外 反 す る 。 普 通 葉痕あり　PL94

6

嚢 A　 14 ．5 底 部 か ら口 緑 部 片 。 体 部 は 内 攣 し 口緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ。 休 部 内 面 長 石 ・礫 P 9 4 1　　 5 0％

土 師 器 B （28 ．0 ）

C ［7．0］

て 立 ち 上 が り，口 緑 部 は 外 反 す る。 ナ デ ， 外 面 へ ラ削 り一 部 磨 き。 橙 色

普 通

覆 土 下 層

P L 9 4
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図版番号 器　 種 計測値 （Ⅶ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第387図 棄 A　 19．1 底 部から口緑 部片。平底。休部は 口緑部内 ・外面横 ナデ。体部 内 ・ 長石 ・スコリア P 942　　　 60％

7 土 師 器 B　 19．1 内攣気味 に直線的に立 ち上が り， 外面ナデ。 明赤褐色 寵内覆土中　 体部

C　　 8．4 口緑部 は外 反す る。 普通 外面煤付着　 PL94

8

要 A ［17．4］ 底部か ら口緑 部片。平底。体部は 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体 部内 ・ 雲母 ・長石 P 943　　　 50％

土 師 器 B　 19．1 内攣気味 に直線的に立ち上が り， 外 面ナデ。 鈍い橙色 床面　 体 郎外 面

C　　 8．2」 口緑部 は外 反する。 普通 煤付着　 PL 94

9

嚢 A ［14．0］ 休部か ら口縁 部片。体部は内攣 し 口緑 部内 ・外面横 ナデ。休 部内面 長石 ・ス コリア ・ P 94 4　　　 50％

土 師 器 B （15．9） て立 ち上が り，口緑部 は外反す る。 ナデ，外面へ ラ削 り。 砂粒

赤褐色

普通

覆土中

P工。94

10

甑 A　 23．0 底部か ら口緑部 片。無底 式。体部 ロ緑 部内 ・外面横ナ デ。休部 内面 長石 ・ス コリア・礫 P 94 5　　　 90％

土 師 器 B （24．2） は直線的 に外傾 して立 ち上が り， ヘ ラ磨 き，外面縦位のヘ ラ削 り。 暗赤 褐色 床面

ロ緑部は外反す る。 普通 PL 9 4

1 1

手捏土器 A　　 3．6 平底。体部 は肉厚 で直線 的に立ち ロ緑部 内 ・外 面横ナ デ。体部 内面 砂粒 ・ス コリア P 94 6　 100％

土 師 器 B　　 4．6

C　　 4．2

上が り，口緑部 は直立す る。 横 ナデ，外 面ナデ後磨 き。 内面黒

色処理。

鈍 い黄 褐色

普通

床面

第164号住居跡（第388図）

位置　調査区の中央部，E5g4区。

重複関係　本跡は，中央部を第163号住居跡に掘り込まれていることから，第163号住居跡よりも古い。

規模と平面形　遺存する北東コーナーと北西コーナーから推定すると，一辺4．77m程の方形あるいは長方形

と思われる。

－461－

第388図　第164号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　　　2m
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主軸方向　N－170－W

壁　壁高は16cmで，外傾して立ち上がる。、、，

壁溝　確認された壁下のうち，西壁の一部に認められる。上幅約9cmタ　下幅約5cmである。

床　大部分が掘　込まれているためタ　詳細は不明であるがタ確認できた範囲は平坦である。

貯蔵究　北東コーナーに付設されタ長径68cm汐短径52cmの楕関取深さは48偶で，断面形は逆顔形である。貯

蔵穴上面からは．燃えて炭化した茅が亡甘上している．

覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説

1褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒J’一多結　ロームl巨プロ・ソク【巨量．ローム大ブロック微；tと

2　黒　褐　色　ローム中・小プロ、ソク多結　ローム粒J’l・焼土粒子少量

遺物　土師器片郡点　炭化材　点が出土している。第謂図　の土師器塚は覆土中からタ　の嚢は貯蔵穴内底

面にやや傾いた状態で撃　3の鎌は貯蔵穴内務土中からそれぞれ出土している。

所農　本跡の時期はタ　出土遺物が少なくしかも細片であるためタ　詳細は不明であるが芦　第且6緒住居跡との重

複関係や出土遺物から古墳時代中期　は世紀頃）と思われる。
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第溺図　第帽考住居跡出藍遺物実測図

第蟻号住居跡出土遺物観察表

恩
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0　　　　　　　　　　　　　　10cm
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第389回 杯 A ［14．8］ 底部か ら目線部 片。平底。体部は ‖縁 部内 ・外面横 ナデ㍉体 部内面 スコリア P 947　　　 30％
1 士 師　 器 8　　 5．7

し ［3．8］

内攣 して立 ち上 が り，その まま目

線 端部 に至 る。

ヘラ磨 き，外面 へラ削 り後磨 き。． 極暗赤褐色

普通

将士 中

2

襲 A ［27．0］ 日録 部片。目線部 は外反 する。 ＝縁 部内 ・外面横 ナデ十　日縁部外 ス コリア ・長石 P 948　　　 5 ％
土 師　 器 B （10．0） 面 に指頭 庄痕 を残す。 黒褐色

普通

貯蔵穴内緒士申

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 植 巨 土 地点

備　　　　　　　　 考長さ（cm小 幅 ㈲ 厚さ cm車 酎 cm）極 量（g）

第38姻 3 鎌 13・5 i 3・3
0．4

i 2881
貯蔵穴内覆土中 M 64　P Lは寸

4 不明鉄製品 （3．0） － （0．8） 日 5・6）
南西壁付近覆土下層 M 65　PL lユ1

一一1462－
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